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ⅰ 研究の背景・目的 
 現代の都市において、ヒューマンスケールの欠如が都市に生きる

人々を不快にさせている。ヒューマンな空間を形成するために、ど

のようにしたらよいのか。メディアなどで町歩きの対象として、と

りあげられることの多い、５都市を観察してみることにした。 
古くから「銀ブラ」と親しまれる銀座、高級ブティックが点在し

ている表参道、ストリートカルチャー中心のまち渋谷、中央線カル

チャーの中心地高円寺、サブカルチャーの代表的な都市であり大規

模再開発の実施が決定し、反対運動が起こっている下北沢の５つの

都市において、「建物の間口が狭い」「歩道が広いまたは車道が歩道

化されている」「緑が多い」「色彩が多様である」「建物の凹凸が多

い」「道路形状が複雑である（蛇行など）」といった特徴が観察され

た。これらの特徴のうち、「建物の間口が狭い」「色彩が多様である」

「建物の凹凸が多い」「道路形状が複雑である（蛇行など）」は「歩

きながら自分が歩いていることを実感できるまち」の創出に関わる

特徴であると考えた。そして、これらの特徴がヒューマンな空間を

形成する上で重要な要素であると考えた。本研究においては、これ

らの中から特に、建物の色彩の多様さに注目することにした。なぜ

なら、色彩心理学という研究領域があることから、色彩は人の心理

に訴えやすいと考えたからである。また、建物の色彩を変化させる

ことは形態を変化させることよりも、既存の都市への応用が容易で

あることも理由の１つである。 
観察した５つの都市において見られた｢色彩が多様である｣とい

う特徴は実は繁華街では比較的多く見られる特徴でもある。例えば、

新宿駅東口は大規模な商業ビルが建ち並ぶが、各店舗が看板を目立

たせるために多様な色彩を用いている。確かに色彩は多様であるが、

この景観を心地よい、あるいはよいと感じている人は少ないはずで

ある。騒色問題と言われ、各地で色彩に関する規制が出来始めてい

ることからも、必ずしも多様な色彩が快適な景観をつくるわけでは

ないことが察せられる。 
色彩の多様さは、乏しくても過剰であってもよい景観を形成し得

ないのである。歩行者がよいと感じる景観を形成するための適切な

色彩変化の状態があると考えた。５つの都市における色彩の変化は

アクセントカラーとして機能しているが、新宿駅東口などの繁華街

における色彩の変化はアクセントカラーとして機能していないので

はないかと考えた。 
「アクセント‐カラー【accent color】-室内・室外および商品の色彩計

画において、主調色であるメインカラーとともに用いられ、メイン

カラーの効果を強めたり、また補完したりする色のこと。」（「大辞

高速道路の高架下 

間口が狭く色彩が多様で凹凸が多い下北沢 

緑が多く歩道が広い表参道 

道が蛇行した渋谷 

新宿駅東口の様子 
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泉」より） 
 商業地における屋外広告物が景観評価に与える影響については

多数の既存研究がある。「屋外広告物が都市景観の色彩調和・イメ

ージに与える影響」（小柳 参考文献２－⑰）によれば、「景観内で

際立った少数の広告物を除去することが色彩の調和度に好評価を

与える」としており、全ての色彩を統一する必要性がないことを実

証している。また、「公共の色彩を考える会」の一連の研究によれ

ば、屋外広告物を完全に撤去した場合、まちの活気がなくなるとし、

ある程度の屋外広告物の存在が快適な景観を形成していることを

実証している。このように、商業地においてはある程度の乱雑性や

色彩の非統一性がよい景観を形成するとされている。 
 都市の用途を特定せず、都市の色彩が景観評価に与える影響につ

いての研究は多数存在する。色彩調和や色彩のまとまりに関するも

のが多い。シーケンスに関する研究ではアクセントカラーや色彩変

化について記述したものもあるが、「ある程度の色彩変化がシーケ

ンスをもたらす」といった抽象的な結論に留まっており、シーケン

スをもたらす変化量や変化の性質までは検証されていない。 
また住宅地を対象とした色彩に関する既存研究は極めて少ない。

第３章で詳しく述べるが、住宅地における建築協定や景観条例など

の色彩に関する規制の中では、色彩を統一することが美しい景観形

成に繋がると記されている。一部アクセントカラーを認めるものも

あるが、なければないに越した事はないといった書き方がされてい

る。その理由には、都市全体としてアクセントカラーをコントロー

ルすることが困難であることが挙げられる。都市から猥雑な空間を

排除したいという意思があるようにも考えられる。 
「美しい景観を創る会」は自身のホームページ上で「悪い景観１

００選」なるものを公表している。乱雑、猥雑、テクノスケープ色

が強い景観を徹底的に批判している。 
日本の住宅地は「景観がよくない」と批判されることが多い。住

宅地は住人にとって、最も身近な景観である。アクセントカラーを

適切に用いることで、この最も身近な景観がよくなるという仮説の

下、色彩の多様さの中から特にアクセントカラーの効果に特化した

研究を行うことにした。 
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ⅱ 研究の構成 
 現在の色彩環境設計は色彩調和論に基づいて行われている。そこ

で、まず第二章では色彩調和論や配色の基本的な理論について文献

調査を行った。第三章では日本における色彩計画の歴史を調査し、

現在の東京近郊の住宅地における色彩構成に関する調査も行った。

それらの結果を踏まえ、第四章では住宅地におけるアクセントカラ

ーの効果を検証する実験を行った。第五章、第六章では第四章の実

験結果の分析を行い、最終章では実験結果を踏まえて、住宅地にお

いてよい景観を形成するためにはどのようにしたらよいのか、その

手法を提案した。 
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ⅰ 古典色彩調和理論 
初めて色彩調和理論を唱えた人物はゲーテであると言われている。

ゲーテの「色彩論」（1810）の中には「自然人、未開の民族、子ど

もたちは最高のエネルギーを有する色彩、したがってとくに橙色を

非常に好む。彼らはまた雑多な色彩を好む。この雑多な色彩がその

最高のエネルギーのまま調和均衡なしに組み合わされる場合である。

しかしこの均衡が本能的あるいは偶然的に守られる場合には、快適

な作用が生ずる。」という記述があり、色彩の組み合わせにより快適

性が生じるということが述べられている。また、この「色彩論」の

中で、補色の残像が現れる現象にも着目している。補色色相を対向

位置に配置した彼独自の色相環を用いて、「この色相環は全体として

自然に即した仕方で作成されており、ここでもなかなか役に立つの

である。というのは、その中で直径上に相対立する色彩は、眼の中

で相互に要求し合うものにほかならないからである。そこで黄は紫

を、橙は青を、深紅は緑を要求し、またその逆も行われる。このよ

うにあらゆる色調は交互に要求し合い、単純な色彩は複雑な色彩を、

複雑な色彩は単純な色彩を要求するのである。」と記している。また、

この色相環でひとつおきに２色組み合わせた配色「特徴のある組み

合わせ」、色相環でとなり同士の色相による配色を「特徴のない組み

合わせ」としている。 
ニュートンは「光学」の中で「色の調和および不調和は、音の調

和および不調和が空気の振動の比から生ずるように、視神経の繊維

を通って脳髄に伝達させられる振動の比から生ずるのではなかろう

か？」と記述している。当時、音楽家たちによって音の調和理論が

既に体系化されつつあり、色彩は音と比較されていたようだ。しか

しながら、色彩は音よりもはるかに複雑で理論化が難しい。ゆえに、

色彩調和理論は無数に存在する。その中でも、著名な理論や実際の

配色において、よく用いられる理論について記述する。 
シュブルール（1786-1889）の調和論は、「色彩調和と同時対比の

法則」、「色相とトーンによる調和の概念」が主なもので、調和を「類

似の調和」と「対称の調和」の２種類に分類している。「類似の調和」

には「同一視着そうで、トーンの違いをつけた配色」、「類似色相を

使った類似トーンによる配色」、「色のついたガラス越しに様々な色

を眺めたときのような全体が一つの色相に支配された配色」の３つ

の配色パターンが挙げられている。「対照の調和」には「同一色相を

使い、対照的なトーンを使った配色」、「隣接または類似色相を使い、

対照的なトーンを使った配色」、「補色色相を使い、対照的なトーン

を使った配色」の３つの配色が挙げられている。シュブルールはは

じめて色立体と調和を組み合わせて本格的な研究を行った人物であ

深紅

橙

黄

緑

青

紫
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り、色彩調和論の基礎を築いたとされている。 
オストワルトは独自の色立体を完成させた色彩学者として有名で

ある。オストワルトの調和論においては「調和は秩序に等しい」と

され、「W（白）＋B（黒）＋C（純色）＝１００％」という概念の

もとに「オストワルトシステム」という配色システムにおいて、無

彩色である（等価値系列）、等しい純度を持つ（等純系列）、等しい

白量を持つ（等白系列）、等しい黒量を持つ（等黒系列）配色の４つ

の色系列を調和とした。また、ヘリングの心理四原色である赤と緑、

黄と青の対を基礎とした２４色相からなる色相環を用い、「類似色相

調和」、「異色調和」、「反対色の調和」の３つの調和のタイプを挙げ

た。類似色相調和は色相の差が２～４、異色調和は色相差が６また

は８、反対色の調和は色相差が１２で調和するとしている。 
 ムーン･スペンサーの調和理論では、色彩調和が定量的に論じられ

ている。実験に基づき、配色を「調和領域」と「不調和領域」に分

類した。調和領域には「同一」、「類似」、「対比」の三要素が、不調

和領域には「第一曖昧領域」、「第二曖昧領域」、「眩輝」の三要素が

定義されている。またムーン・スペンサー「美度」という、美しさ

を数値で表す尺度を提唱したことでもよく知られている。 
1955 年にジャッドによって古典色彩調和理論が体系化されてい

る。それによれば、色彩調和は「１.秩序の原理」、「２.なじみの原理」、

「３. 類似性の原理」、「４.明瞭性の原理」の４つの原理から成ると

されている。「１．秩序の原理」は「等間隔性で成り立つ色空間から、

秩序のあるまたは単純な幾何学的関係によって選ばれた配色は調和

する。」「２．親近性の原理」は「通常見慣れた色の組み合わせはな

じみやすい。」「３．共通性の原理」は「構成された配色間にある種

の共通性や類似性を持っている配色は調和する。」「４．明白性の原

理」は「色があいまいでなく、安定して見える配色は調和する。」と

いう原理である。 
 また、「マンセル表色系」（1905）でも知られるマンセルは色相、

明度、彩度それぞれの属性の視感評価によって色彩の連続変化を等

間隔に見えるように尺度化し、その尺度値によってすべての色を表

示しようとした。「等歩度性」という「３属性がどの尺度でも隣り合

った色同士の差がどの部分でも視感的に均等に感じられるようにで

きている」という意味の言葉を用い、「それぞれの属性の共通要素の

原理」や「知覚的等歩度性」について言及した。３属性のうち、共

通する要素が存在していれば、その配色は調和すると述べた。また、

「心地よさの感覚はバランスの結果である」と述べ、配色における

面積比のつりあいを強調した。色相、彩度が同じときには明度と彩

度の尺度値をかけあわせて面積をそれぞれの逆比にとればよく、色
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相が異なるときには明度、彩度が同じなら面積を同じにすればよい

としている。色相、彩度が異なる場合は明度と彩度の積が小さい、

弱い色ほど面積を大きく、強い色は小面積のアクセントとして用い

ればよいとし、アクセントカラーについても言及している。また、

マンセルはときにアンバランスな配色が重要になるときもあること

を認めている。なお、1943 年に発表された「修正マンセル表色系」

はＪＩＳにも採用されており、マンセル表色系は多くの配色現場に

おいて用いられている。 
 
ⅱ 日本における色彩調和理論の研究 

 西欧では元々色彩調和という概念が社会に定着しているが日本

ではそういう訳ではないので、西欧の色彩調和を日本に取り入れて

よいのだろうかという疑問を抱き、日本において色彩調和の実験的

研究が始められたのは１９５０年代半ばのことである。 
 １９５４～６８年、細野尚志ら日本色彩研究所は日本初の色彩の

実験的研究を行った。被験者には色彩調和の概念を知っている学生

や美術家などが選ばれたが、結果、ムーン・スペンサーの結論やム

ーン・スペンサーが用いた古典的原理と多くの点で合わないことが

わかった。 
 また１９７３年に日本色彩研究所が「色彩調和空間に関する総合

研究」を行った。９５０色、１３６名の被験者データを収集した大

規模な研究であった。その結果、色の好みが配色評価に影響すると

いうことがわかっている。 
 ムーン・スペンサーの理論には美度があるが、これを日本におい

て検証した実験もある。１９６５年に納谷嘉信ほかの研究で、美度

と日本人の調和感がどの程度一致するかを調べた。その結果、無相

関であったことが報告されている。 
 色彩調和の一般的な考え方のひとつに「なじみの原理」というの

がある。これについては「ⅳ配色の基本事項」で詳しく記述するが、

よく目にする配色を調和していると感じるという原理である。この

原理によると、日本人は西欧人と見ている色の環境が異なるので調

和していると感じる配色は異なることが推測される。 
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ⅲ 建築・都市を対象とした色彩研究 
 建築の分野で色彩の研究がはじまったのは１９４０年頃である。

日本建築学会研究報告を調べてみると「形態・色度と認識距離に就

て」（星野昌一 1939）があり、この研究ではオストワルトの色彩調

和理論に基づき、都市に存在する色を白明度、色明度などに分け、

明度の違いによる認知距離の変化を調べている。ある色とその背景

の明度を変化させ、その２色間の距離知覚にどのような影響がある

かを調べている。 
 色彩調和理論に関する研究は１９６０年頃より色彩調和理論の実

証的検討を行った論文が見られはじめる。建築に限った研究ではな

く、色彩調和理論に基づいた配色を被験者に見てもらい、調和して

いると感じるか感じないかを答えてもらう実験などが見られる。ま

た、最近の研究では屋外広告物に焦点をあて、ムーン・スペンサー

の色彩調和理論をベースにした都市景観の調和度を定量化している

ものもある。（小柳武和 1993 参考文献２－⑰） 
色彩が心理に与える影響について研究されはじめたのは１９７０

年頃で、乾正雄らにより心理学の分野では既に頻繁に用いられてい

た SD 法を用いた実験が行われるようになった。以来、建築の内部、

外部空間においてSD法を用いた実験が多くの研究で行われている。 
現実空間を実験対象としたもの、写真などに加工しカラーシュミ

レーションした画像を実験対象としたもの、近年では CG を用いて、

二次元の画像や三次元の動画で仮想空間をつくり、それを実験対象

としたものがある。どのような色を用いるかの計画が求められるが、

ほとんどの研究において古典的な色彩調和理論が用いられている。  
多くの研究において色彩を色の三原則である色相、彩度、明度の

３要素あるいは色相、トーンの２要素に分解して取り扱っている。

なお、トーンは彩度と明度を合わせた概念である。 
建築内部の色彩に関する研究では、１９７０年頃から乾正雄らに

より映画館、病院、住宅など様々な空間で色彩が心理に与える影響

が調べられている。 
近年の都市の色彩に関する研究では、屋外広告物や商業地の外壁

を対象としたもの、オフィスビルの外壁を対象としたもの、建物用

途を特に定めずに建物の外壁を対象としたものや建物に限らず街路

空間を形成する全てを対象としたもの、またデザインガイドライン

の有効性を調べたものなどがある。特に色彩の調和や調和の一要素

としてのまとまり、目立ち、色の好ましさに着目した研究が多い。 
色彩の調和を調べた研究では、商業地において「景観内で際立っ

た少数の広告物を除去することが、色彩の調和度に好影響を与える」

という結果が出ている。（小柳武和 1993 参考文献２－⑰）また、
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街路を対象とした実験では「調和度は隣り合う建物に色彩に強く影

響され、それと色相・明度が近い場合に調和度が高くなる」という

結果が出ている。（乾正雄ら 1988 参考文献２－⑬）また、街路景

観のデザインガイドラインの有効性を調べた研究では、多くのガイ

ドラインが建物の色彩を統一するよう促しているのに対し「色彩を

統一することで、単調さが増す」、「色の均一化に伴い空間の大きさ

の変化が感じられなくなる」という結果が報告されている。（大野隆

造ら 2002 参考文献２－⑫） 
まとまりや目立ちを調べた研究では、景観画像を被験者に見ても

らい、まとまりを感じるところや目立ちを感じるところを画像で示

してもらう実験手法が用いられている。実験の結果、「色彩が揃って

いる」、「遠景」、「カラーイメージのまとまりがある」、「配列からグ

ラデーションやコントラストなどのリズムが生じている」、「景観か

ら連想される街の特徴が一定の街の特徴と一致している」場合にま

とまりを感じることが実証されている。（木多道宏 1996 参考文献

２－④）また、「色彩まとまりは色相がバラけているときに感じられ

る」（木多道宏 1999 参考文献２－⑥）という結果も導き出されて

いる。目立ちに関しては、屋外広告物や商業地の建築外壁を対象と

した実験で「彩度が大きいときに感じられる」、「目立ちは明度の影

響が最も大きく、次に彩度の影響が大きい」（稲垣卓造 1993 参考

文献２－⑤）という結果が出ている。 
好ましさを調べる研究では、用途を特定した建物に対しいくつか

の色を着色した画像を提示して、どの色彩が最も好ましいと感じた

かを答えてもらう実験が行われている。その結果、「公共性の高い建

物には色相 YR、明度７前後、彩度２～６」が、「小学校では高彩度

の色」が好まれ、「娯楽性の高い建物では好まれる色相の幅が広がる」

という結果が出された。（北本裕之 1993 参考文献２－⑪）工業地、

商業地において色彩調和を調べる実験では「建物用途による差はみ

られなかった」という結果が出されていたが（稲垣卓造 1993 参考

文献２－⑦）、色の好ましさは建物用途の影響を受けることが実証さ

れた。 
漠然とよい色彩環境とはどのようなものかを調べる研究では SD

法で様々な評定尺度が用いられている。上記のような調和や活動性

を調べる実験においても補足的に複数項目の評定尺度が用いられて

いる。これらの実験のほとんどで使用されている形容詞対は「明る

い－暗い」、「調和－不調和」、「落ち着く－落ち着かない」、「暖かい

－冷たい」、「親しみがある－親しみがない」である。第四章に記し

た本研究の実験において用いた SD 法の評定尺度はこれらの既存研

究を参考にした。 



第二章 色彩調和理論について 

 11

ⅳ 配色の基本理論 
 

 色彩を表す尺度として、最も一般的に用いられているのはマンセ

ル表色系である。「JIS 標準色票」はマンセル表色系を用いている。  
マンセル表色系では色を色の３原則である、色相、明度、彩度で

表す。色相は赤（R）、黄（Y）、緑（G）、青（B）、紫（P）の基本５

色相とそれぞれの中間色黄赤（YR）、黄緑（GY）、青緑（BG）、青

紫（PB）、赤紫（RP）をあわせた全１０色相を基準に表される。こ

れらの１０色相を環状に並べて表したものが色相環である。明度は

明るさを示す。最も明るい色が白、最も暗い色が黒でその間を１０

段階に分割し、０から１０の数値で表される。１０～８．７５が白、

２．２５～０が黒とされる。一般的に高明度が７以上、中明度が４

以上７未満、低明度が４未満とされている。彩度はあざやかさを表

す。「同じ明度の無彩色からの隔たりの程度で１、２、３、・・・１

２、・・・の数値で目盛づけした色記号で表示する」。（参考文献２

－③）上限に規定はないが、ほぼ１４が最高とされている。一般的

に高彩度が７以上、中彩度が３以上７未満、低彩度が３未満とされ

ている。 
明度と彩度をあわせた概念がトーンで、色の濃さを表す。明度、

彩度の代わりにトーンが用いられる場合もある。色相、明度、彩度、

トーンは尺度化されており、数値やアルファベットで表される。ア

ルファベットで表す場合が多い。 
建築物や洋服、プロダクツなどの配色で一般的に用いられている

理論について簡単に記す。 
配色には類似系と対称系がある。類似系は配色された色同士が似

ているもので、対称系は大きく異なるものである。類似、対称は色

の３属性それぞれで決めることができる。 
色相差を利用した配色においては類似系に「同一色相の配色」、

「隣接色相の配色」、「類似色相の配色」、「見慣れの原理による配色」

がある。同一色相はマンセル表色系において色相差０、隣接は１、

類似は２～３である。「見慣れの原理による配色」は自然界の光と

影によってもたらされる色彩変化を取り入れた配色である。類似系

は色がまとまりやすい、色相がもつ感情評価が表現しやすいといっ

た特徴がある。対称系には「中差色相の配色」、「対称色相の配色」、

「補色色相の配色」がある。中差色相は色相差３～７の配色でアジ

アの伝統的な配色である。対称色相は８～１０の配色で活動的でダ

イナミックな印象である。「補色色相の配色」とは色相差が１１～

１２のもので、補色の関係になる配色である。刺激的な印象をもた

らす。対称系は統一感を出すためには彩度を揃えればよいといった

マンセル表色系 

（参考文献２－③より引用）

トーン 

（参考文献２－③より引用） 
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特徴がある。 
 明度差を利用した配色においては、「明度類似系の配色」と「明

度対称系の配色」がある。類似系は明度差が１．５程度の配色で軽

量感や、硬軟感を表すのに適している。配色の際に生じる境界が曖

昧になる。対称系は明度差が２．５以上の配色で明快で力動感が強

い印象を与える。 
 彩度差による配色は「彩度類似系の配色」と「彩度対称系の配色」

がある。類似系は彩度差３前後までの配色で統一感を生みやすいと

いった特徴がある。対称系は彩度差が７以上で明快で調和しやすい

といった特徴がある。 
 これらのよく用いられている配色パターンの中には色彩調和理

論で不調和と判断されているものも含まれている。例えば、「色相

対称系の配色」の「中差色相の配色」はムーン･スペンサーの色彩

調和理論においては「第二の曖昧」と呼ばれる不調和の配色である。

しかし、この配色はアジアの伝統的な色使いによく見られるもので、

日本、中国、韓国などのお祝いや祭りの色、伝統衣装の色に用いら

れている。欧米で進化を遂げた色彩調和理論はアジアでは適応され

ない可能性もあることがわかる。色彩が調和していると感じる、感

じないの判断にはその人の育った環境が影響しているという研究

報告もあることから、色彩調和理論を日本の都市計画に応用するこ

とはもしかすると危険な行為であるかもしれない。 
ⅴ 第二章まとめ 

第二章では建築や都市における色彩に関する既存研究の調査なら

びに、それらの多くで用いられている古典的な色彩調和理論につい

て記した。日本における色彩調和の研究結果が西欧のものと不一致

なことや、色彩調和理論がアジアの伝統的配色を不調和と判断して

いることから、色彩調和理論における調和を目指した景観づくりが

果たして正しいのかという疑問を抱いた。 
既存の都市の色彩に関する研究ではまとまり、目立ち、活動性と

いった都市の特性に焦点を当てたものが多い。そしてこれらの特性

の背景には、調和がある。私は調和している、していないに関わら

ず景観を眺める人がよいと感じる色彩環境を明らかにしたいと考え

た。また、色の好ましさを調べる実験で建物用途の影響が出ている

ことから、漠然と都市景観を対象とするのではなく、都市の性質を

特定するべきであると考えた。商業地やオフィス街を対象とした研

究は多数存在するが、住宅地を対象としたものはない。ゆえに、住

宅地における色彩環境がそれを眺める人に与える影響について調べ

ることにした。 
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ⅰ 日本における色彩計画の歴史 
戦後、日本はアメリカからカラーコンディショニングの概念が導

入された。カラーコンディショニングとは、色彩を機能的に用いる

手法で主に工場や病院の内装に用いられた。工場では作業効率を高

めるために、目にやさしいアイレストグリーンと呼ばれる低彩度の

緑色が頻繁に用いられるようになった。病院では手術時に医師が血

液の赤を見続けると、その補色であるグリーンが残像として見えて

しまうことから、手術室の壁にグリーンが用いられるようになった。 
カラーコンディショニングは１９６０年代半ばから衰退してい

き、次にスーパーグラフィックが流行した。スーパーグラフィック

は建築物に鮮やかな原色を用いて、建築の外壁そのものをグラフィ

ックアートとする手法である。１９７０年に開催された大阪万博の

建築物を見てみると、黄色のパヴィリオンや赤のロープーウェイな

どスーパーグラフィックが多く用いられていることがわかる。日本

においては、このスーパーグラフィックが屋外広告に用いられるよ

うになるが、オイルショックと共に衰退した。 
オイルショック以降は白やアースカラーが頻繁に用いられるよ

うになったが商業広告には相変わらず派手な色彩が用いられた。 
１９８１年都バスが新しい色に塗り替えられた。派手な色彩塗装

をされたバスはすぐに非難の的となる。「騒色」と呼ばれた。この

頃、過剰に派手な色彩は景観を悪くすると考えられるようになって

いた。スーパーグラフィックも同じく派手な色彩が用いられている

が、非難されることなくむしろ高く評価されている。その理由はス

ーパーグラフィックの色彩が形態と密接に関わり合っているのに

対し、都バスは形態に関わりなくまちの中で目立つことを目的とし

た色彩計画が行われていたことにあるのではないだろうか。 
都市計画において、色彩計画が行われるようになったのは１９８

０年代に入ってからと言われている。過剰な商業広告がもたらす騒

色という新たな都市公害を解決するために、色彩を規制する動きが、

見られるようになった。 
２００４年に景観法が施行されたこともあり、近年景観条例を定

めている地域が多い。その中に色彩に関する規制が含まれる場合や、

色彩条例が個別に定められている場合が増えてきている。特に、色

彩条例は歴史的建造物が多数保全されている地域において積極的

に定められた。 近では東京都や市町村レベルでは宮崎市などでも

色彩条例が定められている。これらの地域では歴史的景観のある地

域だけでなく、どのエリアにも対応している。東京都では、所定の

地域に大規模建造物を建設する場合色彩の審査も受けなくてはな

らない。 

問題となった都バス 

（参考文献３－⑨より引用） 

 

大阪万博のパヴィリオン 

（参考文献３－①より引用） 
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全国ではじめて制定された色彩条例である小田原市の色彩条例

について詳しく述べる。小田原市は景観法施行を受けて、２００５

年１２月に小田原市景観計画及び景観条例を制定し、翌２００６年

2月 1日に施行した。豊かな自然や宿場町の歴史的なまちなみなど

をより活かした景観づくりを目的とした色彩の計画が行われた。

「小田原市色彩景観のてびき」によると、建物の低層部やアクセン

ト部分は中彩度色を建物の中高層部や屋根には低彩度色を用い、景

観の中になじませるべきだと記されている。アクセントカラーを用

いることは認められているが、「面積や場所に十分配慮すること」

と記されている。色の三属性である、色相、彩度、明度のうちいず

れかもしくは全てを揃えた色彩を用いることで調和した景観をつ

くることを推奨している。特に、小田原市には暖色系の建物が多い

ことから、暖色系を用い明度や彩度で色彩の変化をつけることが

もよいとされている。このような考え方を元にして商業地、住宅地

などのエリアごとに具体的な好ましい色、避けたい色が挙げられて

いる。また、褪色についても記されており、褪色しやすいパステル

系の色を建物の大面積や高層部に用いることを避けるよう促して

いる。 

色彩条例の多くがまちの色彩を揃えることを促している。アクセ

ントカラーの存在を容認するものもあるが、アクセントカラーを用

いることを積極的に促すものはない。１つの建造物、あるいは一度

に開発される都市においては色彩をコントロールしやすいが、個別

に建設される建物の集合体としての都市においては、コントロール

が困難であるために、奇抜な色彩環境が形成されないよう無難さを

求めて、色彩を揃えようと促しているのである。しかし、これでは

均一的な色彩環境が形成され、つまらない景観が増えてしまうので

はないか。都市の景観に乱雑性を生む装置としてアクセントカラー

を取り入れるべきではないかと考えた。 
一定の地域で計画的に建物が建設される場合には色彩コントロ

ールが比較的しやすい。集合住宅や新たに開発された戸建て住宅地

などでは色彩設計が行われたり、建築協定により建物に使用する色

が定められていたりする場合がある。 
色彩設計が行われた集合住宅に「ベルコリーヌ南大沢」がある。

南欧の山岳都市のまちなみを再現するというコンセプトを持った

集合住宅である。内井昭蔵がマスターアーキテクトと務め、複数の

建築家が調整をしながら、担当エリアの設計を行った。この集合住

宅では南欧がテーマということで、ベージュがメインカラーで用い

られている。屋根や外壁の一部など、所々に濃淡がつけられている

が、オレンジ色、茶色などメインカラーと類似する色しか使用され

ベルコリーヌ南大沢 
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ていない。全体としてのまとまりを強く感じさせる半面、敷地内で

どこを歩いているのかわからなくなる、建物個々のアイデンティテ

ィの希薄さも感じさせる。 
建築協定で色彩規制を行っている地域に「コモアしおつ」がある。

郊外にある分譲戸建て住宅地で、１９９１年に販売が開始されてい

る。財団法人日本色彩研究所が屋根、外壁にていてそれぞれ推奨色

を定めている。建物の塗り替え時に推奨色を使用するよう建築協定

で取り決めがある。（推奨色は下図のカラーパレットを参照）この住

宅地が自然豊かな郊外に位置していることから、自然と合う落ち着

いた色彩が推奨されている。実際にこの地を歩いてみると、確かに

落ち着いているが悪く言えば平凡でどこにでもある郊外住宅地とい

う印象を持つ。 
 

 
 ＜主壁材の推奨色＞               ＜屋根材の推奨色＞ 

（参考文献３－⑩より引用） 

 

個性を持たせた住宅地を目指し、色彩計画が行われた事例に「東

急泉ビレジ」がある。仙台の郊外に位置し１９８１年に分譲が開始

された戸建て住宅地で、人口は６０００人程度である。開発当初は

和風住宅中心で全体的に無難な色が用いられていたが、住宅の増加

に伴い変化の乏しい退屈な景観をつくり出してしまった。そこで、

色相に変化を持たせトーンを揃えた色彩を用いる計画が実行され

た。東急泉ビレジ内でもいくつかのエリアに分けられており、ショ

ッピングセンターが建つ通りには活気を生み出すことを目的にや

や明度、彩度が高い色が用いられ、緑道に面した通りでは落ち着き

を出すことを目的に明度、彩度の低い色が用いられた。 
色彩設計を意識的に行った事例に川崎臨海部の工業地域がある。

川崎市はもともと工業が盛んであるが、工業は公害と結び付けられ

やすく、あまりよいイメージを持たれなかった。そのあまりよくな

コモアしおつ 

東急泉ビレジ 

（参考文献３－①より引用） 
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いイメージを払拭しようと、工業地域に色彩計画を取り入れること

になった。川崎市が作成した臨海部色彩ガイドラインは、「１０色

相１０トーンの環境のためのカラーシステム」が用いられている。

１０色相１０トーンとは吉田慎悟らが推奨している色彩計画手法

で、使用してよい色としてマンセル表色系で定められた４０色相の

うち、マンセルの基本５色相とその中間の色相の１０色を定め、こ

の１０色相それぞれについて、１０のトーンを定める。計１００色

をシステム的に配色していくものである。川崎臨海部では、敷地を

更に「一般カラーデザイン地区」、「重点カラーデザイン地区」、「グ

ラフィックデザイン地区」にゾーニングし、各ゾーンで使用する色

彩が定められた。 
ベルコリーヌ南大沢やコモアしおつでは建物の外壁色のうち特

定の部分が目立つことのないように計画されている。東急泉ビレジ

や川崎臨海部の工業地域では、ある程度特定の部分が目立つことを

容認して色彩を調和させるように計画されている。後者の計画に携

わった吉田慎悟によれば、調和のつくりかたには３つのパターンが

あるという。1 つ目は「類似色調和型」である。類似する色彩で統

一するものである。２つ目は「色相調和型」で、色相を同一または

類似するものだけに限定して使用し、トーンにより変化を持たせる

ものである。３つ目はトーンを同一または類似するものだけに限定

し、色相により変化を持たせるものである。ベルコリーヌ南大沢は

色相調和型にあてはまる。コモアしおつ、東急泉ビレジ、川崎臨海

部はトーン調和型にあてはまる。しかし、コモアしおつは使用でき

るトーンの幅が狭く結果的には類似した色彩が多く見られること

から類似色調和型に分類されるかもしれない。 
歴史的なまちなみを見てみると、建物の色彩が統一されている。

類似色調和型に該当する。同じ材料が使用されているから当然と言

えば、当然である。歴史的なまちなみを美しいと思う人が多く、歴

史的なまちなみに見習って、都市の色彩を揃えようという考え方が

蔓延している。しかし、江戸時代の東京の色彩を調べた研究に江戸

時代の住宅地は私たちが思っている以上に多様な色彩が用いられ

ていたと報告しているものがある。（参考文献２－①）日本の建築

は開口部が大きい。近代化と共にプライバシーの概念が生じる以前

は、街路から住宅の内部が見える状況であった。住宅の内部には色

鮮やかな着物や生活用具が置かれ、また建物の外壁にも色鮮やかな

広告が張られていたという。果たして建物の色彩を揃えることはよ

い景観をつくるのだろうか。色彩を統一することは退屈な景観を生

み出してしまうのではないだろうか。現在、都内近郊の住宅地にお

いてどのような色彩環境が形成されているのか調査をすることに

色彩が統一された海野宿のまちなみ 
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した。 
 
 
ⅱ 東京近郊の住宅地の色彩調査・分析 
① 調査の概要 

 東京近郊の既存住宅地においてどのような色彩環境が形成され

ているのかを調べることにした。対象地は東京都中央区月島、東京

都杉並区高円寺、東京都調布市調布ヶ丘、千葉県柏市柏の葉、山梨

県上野原市コモアしおつの５箇所である。対象地において撮影した

写真（使用カメラ：PENTAX istDS レンズ：PENTAX １８－

５５）を画像の各ピクセルの色彩を認識して、ピクセルの色相・彩

度・明度の頻度分布を分析するソフト、「Color Dist View」により

解析した。今回は１枚の画像を２００×２００、計４００００ピク

セルとして解析した。色の種類は３５種類、色相を６種類、明度を

３種類、彩度を３種類、トーンを６種類とし、全く同じ色ではなく

てもある程度類似している色を同一色と認識するようにした。（表

１参照） 
各対象地に対して３～４枚の画像を解析した。画像の選択は私の

判断で、対象地を象徴している景観であると感じたものとし、同じ

ような色彩環境の画像が重複しないように配慮した。 
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ColorNum HueNum SaturationNum ValueNum SVNum 

0 0 0 0 0 

1 0 0 1 1 

2 0 1 1 2 

3 0 0 2 3 

4 0 1 2 4 

5 0 2 2 5 

6 1 0 0 0 

7 1 0 1 1 

8 1 1 1 2 

9 1 0 2 3 

10 1 1 2 4 

11 1 2 2 5 

12 2 0 0 0 

13 2 0 1 1 

14 2 1 1 2 

15 2 0 2 3 

16 2 1 2 4 

17 2 2 2 5 

18 3 0 0 0 

19 3 0 1 1 

20 3 1 1 2 

21 3 0 2 3 

22 3 1 2 4 

23 3 2 2 5 

24 4 0 0 0 

25 4 0 1 1 

26 4 1 1 2 

27 4 0 2 3 

28 4 1 2 4 

29 4 2 2 5 

30 5 0 0 0 

31 5 0 1 1 

32 5 1 1 2 

33 5 0 2 3 

34 5 1 2 4 

35 5 2 2 5 

（表１） 
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② 結果－色 
 解析結果を色ごとにまとめたものが下図のグラフである。 

 
 

このグラフは地域ごとに、解析した３～４枚それぞれの画像がど

の色のピクセルを何個持っていたかを表したものである。グラフの

横軸はカラーナンバーで、右下のカラーパレットに記されたナンバ

ーが対応している。縦軸はピクセル数を表している。全体的に

Color6 のピクセル数が多い。四方津、調布では Color27、柏では

Color25 も多い。月島、高円寺では色によるピクセル数の差小さく、

色々な色が存在していることがわかる。 
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③ 結果－色相 
下図は色のうち色相だけを抽出した結果である。グラフの横軸は

色相ナンバーを表し、色相ナンバーは右下のカラーパレットと対応

している。 

 
 

四方津、柏では画像による差が極めて小さく、同じ色相が用いら

れた空間が広がっていることが推測される。また、調布では色相バ

ランスに２つのパターンが見られる。四方津、柏では特定の色相の

ピクセル数が多い。月島、高円寺では色相別のピクセル数の差が小

さく、色々な色相が存在していることがわかる。 
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④ 結果－トーン 
下図は色のトーンだけを抽出した結果である。横軸はトーンナンバ

ーを示し、右下のトーンパレットに対応している。なお、このトー

ンパレットは色相が赤の場合を表しており、他の色相ではもちろん

この色とは異なるがこのパレットと同じ色の濃さとなる。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
四

方

津

、 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
柏、調布、高円寺ではトーン０、１、３で大半のピクセル数が占

められている。月島のみトーン５のピクセルが存在し、数も多い。 
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⑤ 結果－彩度 
 下図はトーンを分解し、彩度だけを抽出した結果である。     

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 彩度に関しては地域による変化が見られなかった。 
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⑥ 結果－明度 
 下図は色のトーンを更に分解し、明度だけを抽出した結果である。     

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

四方津、柏、調布では明度によるピクセル数の差が小さく、明度

０、１が多い。また、月島、高円寺では明度によるピクセル数の差

が大きく、明度０が も多い。 
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⑦ 結果－まとめ 
四方津では色相の種類が少ない、トーンは０、１、３が多いとい

った傾向があり、色相が統一され、トーン多様な色彩環境であるこ

とが推測される。 
柏の葉では色相の種類が少ない、トーンは０、１、３が多いとい

った傾向があり、四方津と同様、色相が統一され、トーン多様な色

彩環境であることが推測される。 
調布では色相の種類が少ない、トーンは０、１、３が多いといっ

た傾向があり、四方津、柏の葉と同様に色相が統一され、トーン多

様な色彩環境であることが推測される。また、調布では色相の種類

が多い、トーンは０、１、３が多いといった傾向を持つ画像もあり、

色相、トーン共に多様な色彩環境も存在していることが推測される。 
四方津、柏の葉ではコモアしおつ、柏の葉公園住宅というそれぞ

れ規模の大きい開発型戸建て住宅地で撮影した写真を用いた。調布

では、規模の大きい開発型戸建て住宅地がなく、撮影した写真に変

化性が見られたと考えられる。 
月島では画像による差がある、色相の種類が多い、トーン５が極

めて多いがその他のトーンによるピクセル数の差は小さいといっ

た特徴があり、色相は多様でトーンはやや多様といった色彩環境で

あると考えられる。月島には近年、超高層マンションなどが建ち大

規模な開発がされているが、ここでは月島の既存都市の色彩をサン

プリングしていることから、画像による差が必ずしも既成市街地と

開発地の差とは言い切れない。 
高円寺では色相の種類が多い、トーンは０、１、３が多いといっ

た特徴から、色相、トーン共に多様な色彩環境であることが推測さ

れる。 
色相とトーンで都市の色彩を捉えると、左図のような分類が出来

る。多くの色彩条例や建築協定などで も良い環境とされているの

は色彩、トーン共に揃っている環境である（A）。古典的色彩調和理

論に基づいて考えられた都市の色彩設計では色相またはトーンい

ずれかが揃っていることをルールにしていることが多い。左図では

緑色に着色した部分がそれにあたり（B、C）、今回の調査対象地で

は四方津、柏の葉、調布の一部が該当した。条例や協定でも推奨さ

れず、色彩設計でも採用されていない環境が色相、トーン共に揃っ

ていないものである（D）が、これには今回の調査対象地で、月島

と高円寺が該当した。では、月島と高円寺には好ましくないまちな

みが広がっているのか。両都市が人気の住宅地であることからも、

そのようには考えにくい。色相、トーン共に揃っていない色彩環境

は本当によくないのだろうか。 
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ⅲ 第三章まとめ 
第三章では、東京の色彩について色彩計画という概念が生まれて

からの歴史を調査し、都市の色彩にどのような影響が起きていたの

かを明らかにした。また、東京近郊の住宅地においてどのような色

彩環境が形成されているか調査、分析を行い、その結果色彩条例や

建築協定が推奨する色彩環境が本当に好ましい景観を生むのかと

いう疑問を抱いた。次章では、実験により本当に好ましい色彩環境

とはどのようなものであるのかを明らかにする。 
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１ 実験内容 

ⅰ 実験手法 
① 実験の目的 

 住宅地におけるアクセントカラーの効果を実験により明らかに

する。 
② 実験方法 

住宅地の写真にカラーシミュレーションを施し、被験者に画像を

見せ、どのように感じたかを答えてもらう。 
③ 実験の準備 
＜実験に用いる画像＞ 

    ここで用いた住宅地の写真は東京都調布市の住宅地で撮

影したものである。デザイナーズタイプの個性的なデザインの住宅

ではなく、また歴史を感じさせる住宅でもなく、どこにでもありそ

うな建売り型の住宅をあえて選んでいる。なぜなら、極力建物形態

が与える影響を低くしたいと考えたからである。見慣れた景観の中

で色彩だけに変化を持たせることにより、色彩変化がよりダイレク

トに被験者の評価に影響すると考えた。 
＜カラーシミュレーション方法＞ 

 実験で用いた全ての画像に同じ写真を使用した。各画像それぞれ

３箇所にアクセントカラーを着色した。写真の加工には

Photoshop6.0 を用い、カラーシュミレーションのパターンには実

験計画法の理論を用いた。「アクセントカラーを着色する部位」、「ア

クセントカラーの色相」、「アクセントカラーのトーン」、「アクセン

トカラーの出現場所の規則性」の４つの要因を設けた。静止画像の

基調色は、外壁、バルコニーを H（色相）４３、S（彩度）２１、

B（明度）６７とした。屋根は H２０、S１０、B２４とした。４つ

の要因にはそれぞれ２～３の水準を設けた。アクセントカラーを着

色する部位は「外壁」、「屋根」、「バルコニー」の３水準、アクセン

トカラーの色相は基調色と同一色相の「ベージュ」、類似色相の「赤」、

対称色相の「青」の３水準、トーンは「基調色と同じ」、「基調色よ

り高い」、「基調色より低い」の３水準、規則性は「なし」、「あり」

の 2 水準とした。色相の「ベージュ」は基調色の H に＋－０、「赤」

は基調色の H－３０、「青」は基調色の H＋１８０とし、トーンの

「同じ」は基調色の S＋－０、B＋－０、「高い」は基調色の S＋５

０、B+６０、「低い」は基調色の S＋７０、B－６０とし、不自然

な場合には多少の補正を施した。 
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実験計画法に基づき、これらの４要因２～３水準を２次の交互作

用まで検証することを前提とし、２７パターンの配色を決定した。

（配色パターンは P30 の割付表参照） 
なお、画像 No.1、No.10、No.19 はアクセントカラーの色相、ト

ーン共に基調色と同じで、アクセントカラーの現れる場所だけが異

なるため、実質的にはアクセントカラーがない全く同じ画像となる。

そこで、便宜的に画像 No.1 をアクセントカラーがない画像の代表

とし、画像 No.10 と No.19 はダミーの画像に差し替えることにし

た。ダミーの画像は多くの画像を見て、評価する被験者の頭の中を

リセットする効果を期待し、他の画像とは形態のことなる住宅の写

真を用いている。 
Ａ１はアクセントカラーを着色する部位が「外壁」、Ａ２は「屋

根」、Ａ３は「バルコニー」、Ｂ１はアクセントカラーの「色相」が

「ベージュ」、Ｂ２は「赤」、Ｂ３は「青」、Ｃ１はアクセントカラ

ーの「トーン」が基調色と「同じ」、Ｃ２は「高い」、Ｃ３は「低い」、

Ｄ１はアクセントカラーの出現場所に「規則性」が「なし」、Ｄ２

は「あり」を表す。（実験に用いた画像は付録参照） 
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（↓割付表） 

  部位 色相 トーン 規則性 

画像 ０１ A1 B1 C1 D1 

画像 ０２ A1 B1 C2 D2 

画像 ０３ A1 B1 C3 D1 

画像 ０４ A1 B2 C1 D2 

画像 ０５ A1 B2 C2 D1 

画像 ０６ A1 B2 C3 D1 

画像 ０７ A1 B3 C1 D1 

画像 ０８ A1 B3 C2 D1 

画像 ０９ A1 B3 C3 D2 

画像 １０ A2 B1 C1 D1 

画像 １１ A2 B1 C2 D2 

画像 １２ A2 B1 C3 D1 

画像 １３ A2 B2 C1 D1 

画像 １４ A2 B2 C2 D1 

画像 １５ A2 B2 C3 D2 

画像 １６ A2 B3 C1 D1 

画像 １７ A2 B3 C2 D2 

画像 １８ A2 B3 C3 D1 

画像 １９ A3 B1 C1 D1 

画像 ２０ A3 B1 C2 D1 

画像 ２１ A3 B1 C3 D2 

画像 ２２ A3 B2 C1 D1 

画像 ２３ A3 B2 C2 D2 

画像 ２４ A3 B2 C3 D1 

画像 ２５ A3 B3 C1 D2 

画像 ２６ A3 B3 C2 D1 

画像 ２７ A3 B3 C3 D1 
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＜ＳＤ法＞ 
 被験者には全２７枚の画像についてそれぞれ下記の項目を６段

階で評価してもらった。一般的にＳＤ法では３、５、７など奇数段

階で評価してもらうことが多いが、今回は「どちらでもない」とい

う評価をなるべく避けたいと考え、あえて偶数段階で評価してもら

った。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜実験シート・画像の提示＞ 

下図のような一枚に１つの画像と１０の評価項目が印刷された

Ａ４サイズの用紙２７シートを一部にまとめ、被験者に渡した。画

像を評価する順番は上記の画像 No 順ではなく、くじびきによって

決定し、ランダムになるよう配慮した。 

（←実験シート） 

 

＜属性に関するアンケート＞ 
 画像の評価とは別に、被験者の属性に関するアンケートを行った。 
質問事項は、年齢、性別、職業、好きな色、好きなまちなみ、居住

形態（戸建てか集合住宅か）、戸建て住宅を建てるとしたら何色に

したいか、建築学、都市計画学、色彩学を学んだことがあるかであ

楽しい ←（ １ ２ ３ ４ ５ ６ ）→ つまらない 

生活感のある ←（ １ ２ ３ ４ ５ ６ ）→ 生活感のない 

住みたい ←（ １ ２ ３ ４ ５ ６ ）→ 住みたくない 

癒される ←（ １ ２ ３ ４ ５ ６ ）→ 疲れる 

好き ←（ １ ２ ３ ４ ５ ６ ）→ 嫌い 

違和感がない ←（ １ ２ ３ ４ ５ ６ ）→ 違和感のある 

個性がある ←（ １ ２ ３ ４ ５ ６ ）→ 平凡な 

心地よい ←（ １ ２ ３ ４ ５ ６ ）→ 心地悪い 

親しみのある ←（ １ ２ ３ ４ ５ ６ ）→ 親しみのない 

美しい ←（ １ ２ ３ ４ ５ ６ ）→ 醜い 
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る。（付録参照） 
 
 

ⅱ 仮説 
・住宅地においてアクセントカラーを取り入れることにより好ましい

景観が形成される 
・アクセントカラーの出現には規則性がないとよい 
・基調色とアクセントカラーのトーンは揃っていない方がよい 
・アクセントカラーは基調色よりトーンが低いとよい 
・基調色とアクセントカラーは色相が異なるとよい 
 
本実験により以上の４つの仮説を検証する。 

 
ⅲ 実験実施概要 

 ２００７年１１月２０日から２９日に、東京大学本郷キャンパス

や柏キャンパス、自宅、友人・知人宅などで６０名の被験者に実験

を依頼し、うち５５名分のデータを回収することができた。 
 被験者には各自のペースで評価してもらった。早い人は１０分程

度、遅い人は４０分程度の時間を要した。 
 
 
 
 
 
２ 結果 
ⅰ 被験者属性結果 

 男性３２名、女性２３名計５５名分の回答を得ることができた。

被験者の年齢は２０歳代が も多く３６名、３０歳代は６名、４０

歳代は１名、５０歳代が８名であった。 
学習経験に関しては、「あり」、「少しあり」、「なし」の３項目か

ら選んでもらったが色彩学は「あり」と答えた人が３名、「少しあ

り」が８名、「なし」が４４名であった。都市計画学に関しては「あ

り」と答えた人が１９名、「少しあり」が９名、「なし」が２７名で

あった。建築学は「あり」と答えた人が８名、「少しあり」が１０

名、「なし」が３７名であった。環境心理学の実験では、被験者が

建築学や都市計画学も学んだ人ばかりになってしまう場合が多く
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しばしば批判されているが、今回の実験では建築学、都市計画学、

色彩学の全ての項目において、学習経験のない被験者が多く、一般

の人データを集めることができた。 
好きな色は１４色の中から好きな順に１～３色選んでもらった。

赤を選んだ人は１０名、ピンクは１０名、紫は９名、水色１１名、

青２０名、緑１０名、黄緑４名、黄は６名、オレンジ７名、ベージ

ュ４名、茶８名、グレー６名、黒は２４名、白は１７名であった。

実験でアクセントカラーとして使用した色はベージュ、赤、青であ

る。好きな色が用いられている画像の評価に影響があるか調べる。 
好きなまちなみは１９個のまちなみを表す形容詞から該当する

ものを選択してもらった。複数回答可で１つしか選ばなかった人か

ら９つ選んだ人までいる。回答結果は下図の通りである。 
 

  

 
 
 
 
 
 
 

まちなみの特徴 

１落

ち着

いた 

２活

気の

ある 

３郊

外的

な 

４都

会的

な 

５下

町風

の 

６山

手風

の 

７きれ

いな 

８ごち

ゃご

ちゃ

した 

９す

っき

りし

た 

１０歴

史を

感じ

る 

選択した人数(人） 33 11 10 10 5 8 19 4 13 17

有効回答人数（人） 55 55 55 55 55 55 55 55 55 55

割合（％） 60.0 20.0 18.2 18.2 9.1 14.5 34.5 7.3 23.6 30.9 

           

まちなみの特徴 

１１

ニュ

ータ

ウン 

１２洋

風な 

１３和

風な 

14 モ

ダン

な 

１５レ

トロ

な 

１６

古い 

１７新

しい 

１８ゆ

った

りした 

１９

密集

した 

 

選択した人数（人） 5 5 14 8 11 2 5 18 5  

有効回答人数（人） 55 55 55 55 55 55 55 55 55  

割合（％） 9.1 9.1 25.5 14.5 20.0 3.6 9.1 32.7 9.1  
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ⅱ 評価結果 
被験者にはダミー画像２枚を含む、全２７枚の画像について、各

１０項目の形容詞対を６段階で評価してもらった。画像により評価

が分かれた被験者は５５名中５１名であった。残る４名はダミーの

画像も含めた２７枚について全く同じ評価をしていた。４名の内２

名にヒアリングを行ったところ、建売住宅はどれも同じに見えると

いう。色彩の変化が全ての人に影響するわけではないことが明らか

となった。しかしながら、５５名中５１名、９２％の被験者が色彩

の変化により評価を変化させていることから、都市において色彩コ

ントロールを行うことは有効であると言える。 
この実験では、色彩が心理に与える影響を調べているため、以後

の分析では、どの画像に対しても同じ評価をした 4 名分のデータを

除いた５１名分のデータを用いる。 
  

ⅲ 第四章まとめ 
 第四章では住宅地におけるアクセントカラーの効果を調べる実

験を行った。次章では結果を分析していく。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第五章 実験結果の分析 

－全被験者のデータを用いた分析－ 
ⅰ 要因別の分散分析 

ⅱ 評価項目の相関関係 
ⅲ 評価項目の因子分析 

ⅳ 因子ごとの分析－住宅地の景観に望まれる因子－ 

ⅴ 仮説の検証 

ⅵ まとめ 
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有効な被験者 51 名分のデータを用いて各評価項目について分散分析を行った。結果は以下の通

りである。 
ⅰ 要因別の分散分析 
① 要因別の結果－「違和感がない」 

   

被験者間効果の検定

従属変数: 違和感がない

986.722a 25 39.469 24.927 .000

12439.010 1 12439.010 7856.093 .000

91.564 4 22.891 14.457 .000

84.939 4 21.235 13.411 .000

33.044 2 16.522 10.435 .000

19.188 4 4.797 3.030 .017

27.606 2 13.803 8.718 .000

1.501 2 .751 .474 .623

170.400 2 85.200 53.810 .000

294.220 2 147.110 92.910 .000

75.551 2 37.775 23.858 .000

2.393 1 2.393 1.511 .219

2129.617 1345 1.583

17231.000 1371

3116.338 1370

ｿｰｽ
修正ﾓﾃﾞﾙ

切片

部位 * 色相

部位 * トーン

部位 * 規則性

色相 * トーン

色相 * 規則性

トーン * 規則性

部位

色相

トーン

規則性

誤差

総和

修正総和

ﾀｲﾌﾟ III 平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

R2乗 = .317 (調整済みR2乗 = .304)a. 
 

 「部位」「色相」「トーン」と「部位＊色相」「部位＊トーン」「部位＊規則性」「色相＊規則性」

が１％未満で有意だった。「色相＊トーン」が５％未満で有意だった。 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 

「部位」では「屋根」が最もよい評価で、次が「外壁」、最も評価が低かったのが「バルコニー」

であった。「色相」では基調色と同じ「ベージュ」が最もよい評価でついで類似色相である「赤」、

最も評価が低かったのが対称色相である「青」となった。「トーン」に関しては基調色と「同じ」

が最も高い評価で、「高い」、「低い」間には有意な差が見られなかった。 
 
 
 
 

外壁 屋根 バルコニー

部位

2.75

3.00

3.25

3.50

3.75

4.00

推
定
周
辺
平
均

違和感がない の推定周辺平均

ベージュ 赤 青

色相

2.75

3.00

3.25

3.50

3.75

4.00

推
定
周
辺
平
均

違和感がない の推定周辺平均

同じ 高い 低い

トーン

2.90

3.00

3.10

3.20

3.30

3.40

3.50

3.60

推
定
周
辺
平
均

違和感がない の推定周辺平均
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 「部位＊色相」は「部位」と「色相」の交互作用である。「外壁

＊ベージュ」が最も高い評価で次いで「屋根」を含むものが高い評

価となった。「外壁」では評価値が「ベージュ」＞「赤」＞「青」。

「屋根」では「ベージュ」が高い評価で、「赤」と「青」の間では

有意な差が見られなくなった。「バルコニー」でも「屋根」と同様

の結果となっている。また、色相ごとに見てみると、「ベージュ」

では「外壁」＞「屋根」＞「バルコニー」となっており、部位単体

での「屋根」＞「外壁」＞バルコニーと比較すると、「外壁」と「屋

根」が逆転している。「赤」と「青」では「屋根」が高い評価で、「外

壁」と「バルコニー」では有意な差が見られなかった。 

  
「部位＊トーン」は「屋根＊同じ」、「屋根＊高い」が最も高い評

価を得た。最下位が「バルコニー＊高い」であった。部位ごとに見

ていくと、「外壁」では有意な差が見られなかった。「屋根」ではト

ーンが「同じ」、「高い」が高い評価となった。「バルコニー」では

「同じ」＞「低い」＞「高い」となった。トーン単体では「同じ」

＞異なるという結果であったが、「バルコニー」ではトーンの「高

い」、「低い」の差が有意となっている。トーンごとに見ると、「同

じ」、「高い」では「屋根」が最も高い評価で、「外壁」、「バルコニ

ー」では有意な差が見られなかった。トーンが「低い」では、「外

壁」＞「バルコニー」という結果となり、「外壁」、「屋根」と「屋

根」、「バルコニー」では有意な差が見られなかった。 

 

 「色相＊トーン」は「ベージュ＊同じ」、「ベージュ＊低い」が最

も高い評価を得た。次いで「ベージュ＊高い」、その次は「赤＊同

じ」、「青＊同じ」、最下位は「青＊低い」であった。色相ごとに見

ると、「ベージュ」ではトーンが「同じ」＞「高い」という結果に

なった。「低い」は「同じ」とも「高い」とも有意な差が見られな

かった。「赤」では、「同じ」が高い評価となり、「低い」、「高い」

では有意な差が見られなかった。「青」では「同じ」、「高い」が高

い評価で「低い」の評価が低いという結果になった。トーン単体で

の結果と比較すると、「赤」は同じ結果であるが、「青」では「高い」

「低い」の差が有意となった。トーンごとに見ると、「同じ」、「高

い」では「ベージュ」が最も高い評価で「赤」と「青」では有意な

差が見られなかった。「低い」では「ベージュ」＞「赤」＞「青」

となり、色相単体の結果と同じになった。 

 

 「部位＊規則性」では「屋根＊なし」が最も高い評価を得た。次

いで「外壁＊あり」、「屋根＊あり」であった。部位単体では「屋根」

外壁 屋根 バルコニー

部位

2.00

2.50

3.00

3.50

4.00

4.50

推
定
周
辺
平
均

色相
ベージュ

赤

青

違和感がない の推定周辺平均

外壁 屋根 バルコニー

部位

2.00

2.50

3.00

3.50

4.00

推
定
周
辺
平
均

トーン
同じ

高い

低い

違和感がない の推定周辺平均

ベージュ 赤 青

色相

2.00

2.50

3.00

3.50

4.00

4.50

推
定
周
辺
平
均

トーン
同じ

高い

低い

違和感がない の推定周辺平均

外壁 屋根 バルコニー

部位

2.70

3.00

3.30

3.60

3.90

4.20

推
定
周
辺
平
均

規則性
なし

あり

違和感がない の推定周辺平均
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＞「外壁」＞「バルコニー」であったが、規則性が「あり」の場合

においては、「外壁」と「屋根」の差異が、規則性が「なし」の場

合においては「外壁」と「バルコニー」の差異がなくなることがわ

かった。また、規則性は単体では有意な差がみられなかったが、部

位と組み合わすことにより、「屋根」、「外壁」の場合において評価

に影響があることがわかった。「外壁」では「あり」＞「なし」、「屋

根」では「なし」＞「あり」という結果になった。 

 

 「色相＊規則性」では、「ベージュ＊なし」、「ベージュ＊あり」

が最もよい評価となり、最下位が「青＊あり」であった。色相の「ベ

ージュ」＞「赤」＞「青」と比較すると、規則性が「なし」の場合、

「赤」と「青」の差異がなくなっている。「ベージュ」、「赤」では

規則性の影響が見られないが、「青」では規則性がない方が高い評

価となった。 
 
 

 
② 要因別の結果－「楽しい」 

   

被験者間効果の検定

従属変数: 楽しい

204.592a 25 8.184 7.153 .000

11855.263 1 11855.263 10362.766 .000

10.992 4 2.748 2.402 .048

3.832 4 .958 .837 .501

1.704 2 .852 .745 .475

18.639 4 4.660 4.073 .003

6.198 2 3.099 2.709 .067

6.291 2 3.146 2.750 .064

3.016 2 1.508 1.318 .268

90.320 2 45.160 39.475 .000

30.194 2 15.097 13.197 .000

2.487 1 2.487 2.174 .141

1538.714 1345 1.144

15211.000 1371

1743.306 1370

ｿｰｽ
修正ﾓﾃﾞﾙ

切片

部位 * 色相

部位 * トーン

部位 * 規則性

色相 * トーン

色相 * 規則性

トーン * 規則性

部位

色相

トーン

規則性

誤差

総和

修正総和

ﾀｲﾌﾟ III 平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

R2乗 = .117 (調整済みR2乗 = .101)a. 
 

 
 「色相」「トーン」「色相＊トーン」が１％未満で「部位＊色相」が５％未満で有意だった。 
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同じ 高い 低い
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 「色相」は「赤」の評価が最も高かった。「青」、「ベージュ」間には有意な差が見られなかった。 
 「トーン」は「高い」と「低い」が「同じ」よりも高い評価となった。 

 

 「色相＊トーン」では「赤」やトーンが「低い」ものが全体的に

高い評価を得た。「ベージュ＊同じ」が大きな差をつけて、最も低

い評価であった。色相ごとに見てみると、「ベージュ」は「高い」、

「低い」が高い評価を得た。「赤」は「トーン」に有意な差が見ら

れなかった。「青」は「低い」が最も高い評価で「同じ」、「高い」

では有意な差が見られなかった。「トーン」ごとに見てみると「同

じ」、「高い」では「赤」が最も高い評価で「ベージュ」、「青」では

有意な差が見られなかった。「低い」では「色相」の有意な差が見

られなかった。 

 
 「部位＊色相」では全体的に「赤」が高い評価となった。部位ご

とに見ると、「外壁」は「赤」が最も高い評価で「青」、「ベージュ」

では有意な差が見られなかった、「屋根」は「赤」、「青」が高い評

価で「ベージュ」が低い評価となった。「バルコニー」は「赤」が

最も高い評価で「青」、「ベージュ」では有意な差が見られなかった。

色相ごとに見ると、どの色相においても有意な差が見られなかった。 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ベージュ 赤 青

色相

2.20

2.40

2.60

2.80

3.00

3.20

3.40

3.60

推
定
周
辺
平
均

トーン
同じ

高い

低い

楽しい の推定周辺平均

外壁 屋根 バルコニー

部位

2.80

3.00

3.20

3.40

3.60

3.80

推
定
周
辺
平
均

色相
ベージュ

赤

青

楽しい の推定周辺平均



第五章 実験結果の分析 
－全被験者のデータを用いた分析－ 

 40

③ 要因別の結果－「個性がある」 

   

被験者間効果の検定

従属変数: 個性がある

790.106a 25 31.604 24.393 .000

11947.018 1 11947.018 9221.198 .000

8.184 4 2.046 1.579 .177

25.031 4 6.258 4.830 .001

19.341 2 9.671 7.464 .001

32.101 4 8.025 6.194 .000

3.587 2 1.793 1.384 .251

16.361 2 8.180 6.314 .002

55.470 2 27.735 21.407 .000

314.067 2 157.034 121.205 .000

121.081 2 60.540 46.727 .000

1.467 1 1.467 1.132 .287

1742.587 1345 1.296

16082.000 1371

2532.693 1370

ｿｰｽ
修正ﾓﾃﾞﾙ

切片

部位 * 色相

部位 * トーン

部位 * 規則性

色相 * トーン

色相 * 規則性

トーン * 規則性

部位

色相

トーン

規則性

誤差

総和

修正総和

ﾀｲﾌﾟ III 平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

R2乗 = .312 (調整済みR2乗 = .299)a. 
 

 「部位」「色相」「トーン」と「部位＊トーン」「色相＊トーン」「部位＊規則性」「トーン＊規則

性」が１％未満で有意だった。 
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「部位」は「外壁」と「バルコニー」が高い評価で「屋根」が低い評価であった。「色相」は「赤」

＞「青」＞「ベージュ」の順であった。「トーン」は「低い」＞「高い」＞「同じ」であった。 

 

 

 「部位＊トーン」は「トーン」が「低い」ものが高い評価となっ

た。「部位」ごとに見てみると、「外壁」と「バルコニー」では「高

い」と「低い」が高い評価、「同じ」が低い評価となった。「屋根」

では「低い」が高い評価、「高い」、「同じ」が低い評価となった。

「トーン」単体の結果と比較すると、「高い」の評価に変化が見ら

れる。「トーン」ごとに見てみると、「トーン」が「同じ」、「低い」

では「部位」による有意な差が見られなかった。「高い」では「外

壁」、「バルコニー」の評価が高く、「屋根」の評価が低く、「部位」

単体と同じ結果となった。 
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 「色相＊トーン」では、「青＊低い」、「赤＊低い」、「赤＊高い」

が高い評価を得た。「色相」ごとに見ると「ベージュ」、「赤」では

「高い」、「低い」が高い評価で「同じ」が低い評価となった。「青」

では「低い」が最も高い評価で。「同じ」、「高い」が低い評価とな

った。「トーン」単独の結果と比較すると、「高い」の評価が多少変

化することがわかる。「トーン」ごとに見ると、「同じ」、「低い」で

は「赤」、「青」が高い評価、「ベージュ」が低い評価となっている。

「高い」では「赤」が最も高い評価で「青」、「ベージュ」が低い評

価となった。「色相」単独の結果と比較すると、「赤」、「青」の評価

が変化することがわかる。 
 

 「部位＊規則性」は「屋根＊なし」が他と大きな差をつけて、低

い評価となった。「部位」ごとにみると「外壁」では「なし」が「あ

り」より高い評価となった。「屋根」では「あり」が「なし」より

高い評価、バルコニーでは有意な差はみられなかった。「規則性」

が「なし」では、「外壁」と「バルコニー」が高い評価で「屋根」

が低い評価で、「部位」単独の結果と同じになった。「あり」では有

意な差が見られなかった。 
 

 
 「トーン＊規則性」では、「高い＊なし」、「低い＊なし」、「低い

＊あり」が高い評価となり、「トーン」が「同じ」ものが最も低い

評価となった。「トーン」で見てみると、「同じ」、「低い」では有意

な差が見られなかったが、「高い」では「なし」が「あり」を大き

く上回る評価を得た。「規則性」「なし」では「高い」、「低い」が高

い評価で「同じ」が低い評価となった。「あり」では「低い」が最

も高い評価で、「高い」、「同じ」では有意な差は見られなかった。

この結果から、「トーン」が高い場合には「規則性」の影響が現れ

ると言える。 
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④ 要因別の結果－「好き」  

   

被験者間効果の検定

従属変数: 好き

313.042a 25 12.522 8.793 .000

11223.102 1 11223.102 7880.966 .000

58.875 4 14.719 10.336 .000

30.059 4 7.515 5.277 .000

9.105 2 4.553 3.197 .041

17.632 4 4.408 3.095 .015

20.706 2 10.353 7.270 .001

1.641 2 .821 .576 .562

59.602 2 29.801 20.927 .000

72.958 2 36.479 25.616 .000

8.264 2 4.132 2.901 .055

3.157 1 3.157 2.217 .137

1915.384 1345 1.424

14991.000 1371

2228.426 1370

ｿｰｽ
修正ﾓﾃﾞﾙ

切片

部位 * 色相

部位 * トーン

部位 * 規則性

色相 * トーン

色相 * 規則性

トーン * 規則性

部位

色相

トーン

規則性

誤差

総和

修正総和

ﾀｲﾌﾟ III 平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

R2乗 = .140 (調整済みR2乗 = .125)a. 
 

 
「部位」、「色相」、「部位＊色相」、「部位＊トーン」、「色相＊規則性」が１％未満で「色相＊トー

ン」、「部位＊規則性」が５％未満で有意だった。 
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「部位」では「屋根」が最も高い評価で、「外壁」、「バルコニー」では有意な差は見られなかっ

た。「色相」では「ベージュ」＞「赤」＞「青」の順であった。 
 

「部位＊色相」では「外壁＊ベージュ」が最も高い評価であった。

次いで「屋根」を含むものが高い評価となっている。「部位」ごと

に見ると、「外壁」は「ベージュ」＞「赤」＞「青」となり、「色相」

単独の結果と同じになった。「屋根」では有意な差が見られなかっ

た。「バルコニー」は「ベージュ」＞「青」となり、「ベージュ」と

「赤」、「ベージュ」と｢青｣では有意な差が見られなかった。「色相」

ごとに見ると「ベージュ」は「外壁」が最も高い評価で「屋根」、

「バルコニー」では有意な差が見られなかった。「赤」、「青」では

「屋根」が 最も高い評価で「外壁」、「バルコニー」では有意な差

外壁 屋根 バルコニー

部位

2.25

2.50

2.75

3.00

3.25

3.50

3.75

推
定
周
辺
平
均

色相
ベージュ

赤

青

好き の推定周辺平均



第五章 実験結果の分析 
－全被験者のデータを用いた分析－ 

 43

が見られなかった。 

 

「部位＊トーン」では「屋根」が全体的に高い評価となった。「部

位」ごとにみると、「外壁」では有意な差が見られなかった。「屋根」

「高い」＞「低い」、「バルコニー」は「同じ」＞「高い」という結

果になった。「トーン」単独では有意な差が見られなかったが、「部

位」との交互作用では「屋根」、「バルコニー」において影響が見ら

れた。「トーン」ごとに見ると、「同じ」では「屋根」と「バルコニ

ー」が高い評価、「外壁」が低い評価となった。「高い」では「屋根」

が高い評価で「外壁」、「バルコニー」が低い評価となった。「低い」

では有意な差が見られなかった。「高い」では「部位」単独と同じ

結果になったが、「低い」では「バルコニー」と「屋根」の差がな

くなっている。 

 

「色相＊規則性」は「ベージュ」が高い評価となった。「色相」

ごとに見ると、「ベージュ」、「赤」では有意な差が見られなかった。

「青」では「なし」が「あり」より高い評価を得た。「規則性」は

「なし」で有意な差が見られなかったが「あり」では「ベージュ」

と「赤」が「青」より高い評価となった。「規則性」だけでは有意

な差が見られなかったが、「色相」が「青」の場合においては影響

が見られた。また、「規則性」が「なし」の場合「色相」の影響が

なくなり、「あり」の場合は「ベージュ」と「赤」の差がなくなっ

た。 

 

「色相＊トーン」は全体的に「ベージュ」を含むもの、「赤＊同

じ」が高い評価となった。「色相」ごとに見ると「ベージュ」、「青」

では有意な差が見られなかった。「赤」では「同じ」＞「低い」と

いう結果になった。「トーン」ごとでは「同じ」の場合「ベージュ」、

「赤」が「青」を上回る、「高い」では「ベージュ」＞「青」、「低

い」では「ベージュ」が「赤」、「青」を上回る結果となった。「ト

ーン」だけでは有意な差が見られなかったが、「赤」では影響が現

れた。 

 

「部位＊規則性」は「屋根＊なし」が最も高い評価となった。「部

位」ごとに見ると、「外壁」、「バルコニー」では有意な差が見られ

なかった。「屋根」は「なし」＞「あり」となった。「規則性」が「な

し」では「屋根」が「外壁」、「バルコニー」よりも高い評価、「あ

り」は「外壁」、「屋根」が「バルコニー」よりも高い評価となった。

「規則性」は単独では有意な差が見られなかったが、「屋根」の場

外壁 屋根 バルコニー

部位

2.40

2.60

2.80

3.00

3.20

3.40

3.60

3.80

推
定
周
辺
平
均

トーン
同じ

高い

低い

好き の推定周辺平均

ベージュ 赤 青

色相

2.40

2.60

2.80

3.00

3.20

3.40

3.60

推
定
周
辺
平
均

トーン
同じ

高い

低い

好き の推定周辺平均

ベージュ 赤 青

色相

2.25

2.50

2.75

3.00

3.25

3.50

推
定
周
辺
平
均

規則性
なし

あり

好き の推定周辺平均

外壁 屋根 バルコニー

部位

2.60

2.80

3.00

3.20

3.40

3.60

推
定
周
辺
平
均

規則性
なし

あり

好き の推定周辺平均



第五章 実験結果の分析 
－全被験者のデータを用いた分析－ 

 44

合には影響を及ぼすことがわかった。また、「規則性」のあるなしにより、「外

壁」の評価に影響が出ることがわかった。  

 

 

⑤ 要因別の結果－「住みたい」 

   

被験者間効果の検定

従属変数: 住みたい

303.664a 25 12.147 8.831 .000

9949.257 1 9949.257 7233.514 .000

51.038 2 25.519 18.553 .000

55.038 2 27.519 20.007 .000

12.966 2 6.483 4.713 .009

1.746 1 1.746 1.269 .260

61.601 4 15.400 11.197 .000

38.486 4 9.622 6.995 .000

10.619 2 5.310 3.860 .021

14.365 4 3.591 2.611 .034

17.166 2 8.583 6.240 .002

3.025 2 1.512 1.100 .333

1849.965 1345 1.375

13442.000 1371

2153.629 1370

ｿｰｽ
修正ﾓﾃﾞﾙ

切片

部位

色相

トーン

規則性

部位 * 色相

部位 * トーン

部位 * 規則性

色相 * トーン

色相 * 規則性

トーン * 規則性

誤差

総和

修正総和

ﾀｲﾌﾟ III 平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

R2乗 = .141 (調整済みR2乗 = .125)a. 
 

 

「部位」、「色相」、「トーン」、「部位＊色相」、「部位＊トーン」、「色相＊規則性」が１％未満で「色

相＊トーン」、「部位＊規則性」が５％未満で有意だった。 
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「部位」では「屋根」が最も高い評価で、「外壁」、「バルコニー」では有意な差は見られなかっ

た。「色相」では「ベージュ」＞「赤」＞「青」の順であった。「トーン」では「同じ」＞「高い」

であった。 
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「部位＊色相」では「外壁＊ベージュ」が最も高い評価であった。

次いで「屋根」を含むものが高い評価となっている。「部位」ごとに

見ると、「外壁」は「ベージュ」＞「赤」＞「青」となり、「色相」

単独の結果と同じになった。「屋根」では有意な差が見られなかった。

「バルコニー」は「ベージュ」＞「青」となり、「ベージュ」と「赤」、

「ベージュ」と｢青｣では有意な差が見られなかった。「色相」ごとに

見ると「ベージュ」は「外壁」が最も高い評価で「屋根」、「バルコ

ニー」では有意な差が見られなかった。「赤」、「青」では「屋根」が

最も高い評価で「外壁」、「バルコニー」では有意な差が見られなか

った。 

 

「部位＊トーン」では「屋根」が全体的に高い評価となった。「部

位」ごとにみると、「外壁」では有意な差が見られなかった。「屋根」

「高い」＞「低い」、「バルコニー」は「同じ」、「低い」が「高い」

を上回る結果になった。「トーン」ごとに見ると、「同じ」では「屋

根」と「バルコニー」が高い評価、「外壁」が低い評価となった。「高

い」では「屋根」＞「外壁」＞「バルコニー」となった。「低い」で

は有意な差が見られなかった。 

 

「色相＊規則性」は「ベージュ」が高い評価となった。「色相」ご

とに見ると、「ベージュ」、「赤」では有意な差が見られなかった。「青」

では「なし」が「あり」より高い評価を得た。「規則性」は「なし」

で有意な差が見られなかったが「あり」では「ベージュ」と「赤」

が「青」より高い評価となった。「規則性」だけでは有意な差が見ら

れなかったが、「色相」が「青」の場合においては影響が見られた。

また、「規則性」が「なし」の場合「色相」の影響がなくなり、「あ

り」の場合は「ベージュ」と「赤」の差がなくなった。 
 
「色相＊トーン」は全体的に「ベージュ」を含むもの、「赤＊同じ」

が高い評価となった。「色相」ごとに見ると「ベージュ」、「青」では

有意な差が見られなかった。「赤」では「同じ」が「高い」「低い」

を上回る結果となった。「トーン」ごとでは「同じ」の場合「赤」が

「青」を上回り、「高い」では「ベージュ」＞「青」、「低い」では「ベ

ージュ」が「赤」、「青」を上回る結果となった。 
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「部位＊規則性」は「屋根＊なし」が最も高い評価となった。「部

位」ごとに見ると、「外壁」、「バルコニー」では有意な差が見られ

なかった。「屋根」は「なし」＞「あり」となった。「規則性」が「な

し」では「屋根」が「外壁」、「バルコニー」よりも高い評価、「あ

り」では有意な差が見られなかった。「規則性」は単独では有意な

差が見られなかったが、「屋根」の場合には影響を及ぼすことがわ

かった。  
 

 
⑥ 要因別の結果－「心地よい」 

   

被験者間効果の検定

従属変数: 心地よい

421.689a 25 16.868 13.778 .000

11484.403 1 11484.403 9380.601 .000

63.373 4 15.843 12.941 .000

40.355 4 10.089 8.241 .000

16.397 2 8.198 6.697 .001

24.778 4 6.195 5.060 .000

25.460 2 12.730 10.398 .000

3.952 2 1.976 1.614 .199

73.152 2 36.576 29.876 .000

113.596 2 56.798 46.393 .000

20.961 2 10.481 8.561 .000

1.194 1 1.194 .975 .324

1646.645 1345 1.224

15070.000 1371

2068.334 1370

ｿｰｽ
修正ﾓﾃﾞﾙ

切片

部位 * 色相

部位 * トーン

部位 * 規則性

色相 * トーン

色相 * 規則性

トーン * 規則性

部位

色相

トーン

規則性

誤差

総和

修正総和

ﾀｲﾌﾟ III 平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

R2乗 = .204 (調整済みR2乗 = .189)a. 
 

 

「部位」「色相」「トーン」「部位＊色相」「部位＊トーン」「部位＊規則性」「色相＊トーン」「色

相＊規則性」が１％未満で有意だった。 
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「部位」では、「屋根」が最も高い評価、「外壁」、「バルコニー」が低い評価となった。「色相」で

は「ベージュ」が最も高い評価で、次が「赤」、最下位が「青」であった。「トーン」は「同じ」が

最も高い評価で、「高い」、「低い」では有意な差が見られなかった。 
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 「部位＊色相」では「外壁＊ベージュ」が他と大きく差をつけ

て最も高い評価となった。「部位」ごとにみると、「外壁」では「ベ

ージュ」＞「赤」＞「青」となり、「色相」単独と同じ結果となった。 

「屋根」では有意な差が見られなかった。「バルコニー」では「ベー

ジュ」が最も高い評価で「赤」、「青」では有意な差が見られなかっ

た。「色相」ごとに見ると、「ベージュ」では「外壁」が高い評価と

なり、「屋根」、「バルコニー」では有意な差が見られなかった。「赤」、

「青」では「屋根」が最も高い評価で「外壁」、「バルコニー」有意

な差が見られず、「部位」単独と同じ結果となった。「外壁」と「ベ

ージュ」が組み合わされることで評価値に影響を与えると言える。 

 

 「部位＊トーン」では「屋根」が全体的に高い評価となった。

「部位」ごとにみると、「外壁」では有意な差が見られなかった。「屋

根」では「同じ」、「高い」が「低い」よりも高い評価となった。「バ

ルコニー」は「同じ」が最も高く、次いで「低い」最下位が「高い」

となった。「トーン」単独の結果と比較すると、「高い」、「低い」に

おいて、部位の影響が生じていることがわかる。「トーン」ごとに見

ると、「同じ」では「屋根」と「バルコニー」が高い評価、「外壁」

が低い評価となった。「高い」では「屋根」＞「外壁」＞「バルコニ

ー」となった。「低い」では有意な差が見られなかった。 
 
 
「色相＊規則性」は「ベージュ」が高い評価となった。「色相」ご

とに見ると、「ベージュ」、「赤」では有意な差が見られなかった。「青」

では「なし」が「あり」より高い評価を得た。「規則性」は「なし」

では「ベージュ」が高い評価で「赤」と「青」が低い評価となった。

「あり」では「ベージュ」＞「赤」＞「青」となり「色相」単独と

同じ結果となっている。「規則性」だけでは有意な差が見られなかっ

たが、「色相」が「青」の場合においては影響が見られた。 

 

「色相＊トーン」は全体的に「ベージュ」を含むもの、「赤＊同じ」

が高い評価となった。「色相」ごとに見ると「ベージュ」では有意な

差が見られなかった。「赤」では「同じ」が「高い」「低い」を上回

る結果となった。「青」では「同じ」が「低い」よりも高い評価とな

った。「トーン」ごとでは「同じ」の場合「ベージュ」、「赤」が「青」

を上回り、「高い」では「ベージュ」が「赤」、「青」より高い評価に

「低い」では「ベージュ」＞「赤」＞「青」となり、「色相」単独と

同じ結果となった。 
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「部位＊規則性」は「屋根＊なし」が最も高い評価となった。「部

位」ごとに見ると、「外壁」では「あり」が「なし」より高い評価

になり、「バルコニー」では有意な差が見られなかった。「屋根」は

「なし」＞「あり」となった。「規則性」が「なし」では「屋根」

が「外壁」、「バルコニー」よりも高い評価、「あり」では「屋根」

が「バルコニー」より高い評価を得た。「規則性」は単独では有意

な差が見られなかったが、「外壁」、「屋根」の場合には影響を及ぼ

すことがわかった。 
 

 
 
 

⑦ 要因別の結果－「親しみのある」 

   

被験者間効果の検定

従属変数: 親しみのある

342.977a 25 13.719 10.184 .000

11683.207 1 11683.207 8672.954 .000

54.025 4 13.506 10.026 .000

23.159 4 5.790 4.298 .002

11.725 2 5.862 4.352 .013

21.845 4 5.461 4.054 .003

21.289 2 10.645 7.902 .000

1.945 2 .973 .722 .486

57.444 2 28.722 21.322 .000

95.137 2 47.569 35.312 .000

15.613 2 7.806 5.795 .003

1.822 1 1.822 1.353 .245

1811.829 1345 1.347

15404.000 1371

2154.807 1370

ｿｰｽ
修正ﾓﾃﾞﾙ

切片

部位 * 色相

部位 * トーン

部位 * 規則性

色相 * トーン

色相 * 規則性

トーン * 規則性

部位

色相

トーン

規則性

誤差

総和

修正総和

ﾀｲﾌﾟ III 平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

R2乗 = .159 (調整済みR2乗 = .144)a. 
 

 「部位」「色相」「トーン」「部位＊色相」「部位＊トーン」「色相＊トーン」「色相＊規則性」が１％

未満で有意だった。「部位＊規則性」が５％未満で有意だった。 
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 「部位」では、「屋根」が最も高い評価、「外壁」、「バルコニー」が低い評価となった。「色相」
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では「ベージュ」が最も高い評価で、次が「赤」、最下位が「青」であった。「トーン」は「同じ」

が最も高い評価で、「高い」、「低い」では有意な差が見られなかった。 

 

 「部位＊色相」では「外壁＊ベージュ」や「部位」が「屋根」

のものが高い評価となった。「部位」ごとにみると、「外壁」では「ベ

ージュ」＞「赤」＞「青」となり、「色相」単独と同じ結果となった。 

「屋根」では有意な差が見られなかった。「バルコニー」では「ベー

ジュ」、「赤」が高い評価で、「青」が低い評価となった。「色相」ご

とに見ると、「ベージュ」では「外壁」が「バルコニー」よりも高い

評価となった。「赤」、「青」では「屋根」が最も高い評価で「外壁」、

「バルコニー」有意な差が見られず、「部位」単独と同じ結果となっ

た。「外壁」と「ベージュ」が組み合わされることで評価値に影響

を与えると言える。 
 
 「部位＊トーン」では「屋根＊同じ」、「屋根＊高い」、「バルコ

ニー＊高い」が高い評価となった。「部位」ごとにみると、「外壁」

では有意な差が見られなかった。「屋根」では「同じ」、「高い」が「低

い」よりも高い評価となった。「バルコニー」は「同じ」が「低い」、

「高い」よりも高い評価となった。「トーン」単独の結果と比較する

と、部位の影響が生じていることがわかる。「トーン」ごとに見ると、

「同じ」では「屋根」が「外壁」よりも高い評価となった。「高い」

では「屋根」が最も高い評価で「外壁」、「バルコニー」では有意な

差が見られなかった。「低い」では「外壁」が「バルコニー」よりも

高い評価となった。「高い」では「部位」単独と同じ結果になったが、

「低い」では「バルコニー」と「外壁」の差が生じている。 

 

「色相＊規則性」は「ベージュ」が高い評価となった。「色相」ご

とに見ると、「ベージュ」、「赤」では有意な差が見られなかった。「青」

では「なし」が「あり」より高い評価を得た。「規則性」は「なし」

では「ベージュ」が高い評価で「赤」と「青」が低い評価となった。

「あり」では「ベージュ」＞「赤」＞「青」となり「色相」単独と

同じ結果となっている。「規則性」だけでは有意な差が見られなか

ったが、「色相」が「青」の場合においては影響が見られた。 

 

「色相＊トーン」は全体的に「ベージュ」を含むもの、「赤＊同

じ」が高い評価となった。「色相」ごとに見ると「ベージュ」では

有意な差が見られなかった。「赤」では「同じ」が「高い」「低い」

を上回る結果となった。「青」では「同じ」が「低い」よりも高い

評価となった。「トーン」ごとでは「同じ」の場合「ベージュ」、「赤」
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が「青」を上回り、「高い」では「ベージュ」が「赤」、「青」より

高い評価に「低い」では「ベージュ」＞「赤」＞「青」となり、「色

相」単独と同じ結果となった。 
 
「部位＊規則性」は「屋根＊なし」が最も高い評価となった。「部

位」ごとに見ると、「外壁」、「バルコニー」では有意な差が見られな

かった。「屋根」は「なし」＞「あり」となった。「規則性」が「な

し」では「屋根」が「外壁」、「バルコニー」よりも高い評価、「あり」

では有意な差が見られなかった。 
 

 
 

⑧ 要因別の結果－「生活感のある」 

   

被験者間効果の検定

従属変数: 生活感のある

251.939a 25 10.078 7.456 .000

12487.211 1 12487.211 9239.271 .000

47.473 4 11.868 8.781 .000

24.012 4 6.003 4.442 .001

4.218 2 2.109 1.560 .210

8.321 4 2.080 1.539 .188

7.938 2 3.969 2.937 .053

2.531 2 1.265 .936 .392

40.215 2 20.107 14.877 .000

70.009 2 35.004 25.900 .000

4.215 2 2.108 1.559 .211

.597 1 .597 .442 .506

1817.816 1345 1.352

16178.000 1371

2069.755 1370

ｿｰｽ
修正ﾓﾃﾞﾙ

切片

部位 * 色相

部位 * トーン

部位 * 規則性

色相 * トーン

色相 * 規則性

トーン * 規則性

部位

色相

トーン

規則性

誤差

総和

修正総和

ﾀｲﾌﾟ III 平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

R2乗 = .122 (調整済みR2乗 = .105)a. 
 

 

「部位」「色相」「部位＊色相」「部位＊トーン」が１％未満で有意だった。 
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「部位」では「屋根」が最も高い評価で、「外壁」、「バルコニー」では有意な差は見られなかっ

外壁 屋根 バルコニー

部位

2.80

3.00

3.20

3.40

3.60

推
定
周
辺
平
均

規則性
なし

あり

親しみのある の推定周辺平均



第五章 実験結果の分析 
－全被験者のデータを用いた分析－ 

 51

た。「色相」では「ベージュ」が「赤」、「青」よりも高い評価となった。 
 

 

「部位＊色相」では「ベージュ」を含むものや「屋根」を含むも

のが高い評価であった。「部位」ごとに見ると、「外壁」は「ベージ

ュ」＞「赤」＞「青」となり、「色相」単独の結果と比較すると「赤」

と「青」の評価に差が生じた。「屋根」では有意な差が見られなか

った。「バルコニー」は「ベージュ」が「赤」、「青」よりも高い評

価となり、「色相」単独の結果と同じになった。「色相」ごとに見る

と「ベージュ」は「屋根」が「バルコニー」よりも高い評価、「赤」、

「青」では「屋根」が最も高い評価で「外壁」、「バルコニー」では

有意な差が見られなかった。 

 

「部位＊トーン」では「屋根＊高い」が最も高い評価、「バルコ

ニー＊高い」が最も低い評価となった。「部位」ごとにみると、「外

壁」では有意な差が見られなかった。「屋根」は「高い」＞「低い」、

「バルコニー」は「同じ」、「低い」が「高い」を上回る結果になっ

た。「トーン」ごとに見ると、「同じ」では「屋根」が高い評価、「外

壁」が低い評価となった。「高い」では「屋根」が「外壁」、「バル

コニー」よりも高い評価となった。「低い」では有意な差が見られ

なかった。「高い」では「部位」単独と同じ結果になったが、「低い」

では「部位」による差がなくなっている。 
 
⑨ 要因別の結果－「美しい」 

   

被験者間効果の検定

従属変数: 美しい

340.141a 25 13.606 11.775 .000

12317.678 1 12317.678 10659.881 .000

35.815 4 8.954 7.749 .000

17.639 4 4.410 3.816 .004

10.455 2 5.228 4.524 .011

20.817 4 5.204 4.504 .001

7.832 2 3.916 3.389 .034

1.486 2 .743 .643 .526

67.970 2 33.985 29.411 .000

100.476 2 50.238 43.477 .000

13.807 2 6.903 5.974 .003

.403 1 .403 .349 .555

1554.171 1345 1.156

15798.000 1371

1894.312 1370

ｿｰｽ
修正ﾓﾃﾞﾙ

切片

部位 * 色相

部位 * トーン

部位 * 規則性

色相 * トーン

色相 * 規則性

トーン * 規則性

部位

色相

トーン

規則性

誤差

総和

修正総和

ﾀｲﾌﾟ III 平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

R2乗 = .180 (調整済みR2乗 = .164)a. 
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「部位」「色相」「トーン」「部位＊色相」「部位＊トーン」「部位＊規則性」「色相＊規則性」が１％

未満で有意だった。 
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同じ 高い 低い
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要因別にみると「部位」では「屋根」が最もよい評価であった。「色相」では基調色と同じ「ベ

ージュ」が最もよい評価でついで「赤」、最も評価が低かったのが「青」となった。「トーン」に関

しては基調色と「同じ」が「低い」よりも高い評価となった。 

 

「部位＊色相」は「外壁＊ベージュ」、「屋根＊ベージュ」が高い

評価であった。「外壁」では評価値が「ベージュ」＞「赤」＞「青」

となっており、色相単体の結果と同じになっている。「屋根」では

有意な差が見られなかった。「バルコニー」では「ベージュ」が「赤」、

「青」よりも高い評価となった。「外壁」では「色相」単独の結果

と同じになったが、「屋根」では「色相」による差が、「バルコニー」

では「赤」と「青」の差がなくなった。また、色相ごとに見てみる

と、「ベージュ」では「外壁」と「屋根」が「バルコニー」を上回

り、「赤」では「屋根」が高い評価で、「外壁」と「バルコニー」で

は有意な差が見られなかった「青」では「屋根」＞「バルコニー」

＞「外壁」となった。 

 

「部位＊トーン」は「屋根＊同じ」が最も高い評価を得た。部位

ごとに見ていくと、「外壁」では有意な差が見られなかった。「屋根」

ではトーンが「高い」が「低い」よりも高い評価となった。「バル

コニー」では「同じ」が「低い」、「高い」よりも高い評価となった。

トーンごとに見ると、「同じ」では「屋根」が「外壁」よりも高い

評価となかった。「高い」では「屋根」が「外壁」、「バルコニー」

よりも高い評価で、トーンが「低い」では、「屋根」＞「バルコニ

ー」という結果となった。 

 

「色相＊トーン」は「ベージュ」が高い評価を得た。色相ごとに

見ると、「ベージュ」では有意な差が見られなかった。「赤」では、

「同じ」が高い評価となり、「低い」、「高い」では有意な差が見ら
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れなかった。「青」では「同じ」、「高い」が高い評価で「低い」の

評価が低いという結果になった。トーンごとに見ると、「同じ」で

は「ベージュ」と「赤」が「青」よりも高い評価となり、「高い」、

「低い」では「ベージュ」が最も高い評価で「赤」と「青」では有

意な差が見られなかった。 

 

「部位＊規則性」では「屋根＊なし」が最も高い評価を得た。「部

位」ごとに見ると、「外壁」、「バルコニー」では有意な差が見られ

なかった。「屋根」では「なし」が「あり」よりも高い評価となっ

た。「規則性」が「なし」の場合は「屋根」が「外壁」、「バルコニ

ー」よりも高い評価となった。「あり」の場合は、「屋根」が「バル

コニー」よりも高い評価となった。規則性は単体では有意な差がみ

られなかったが、部位と組み合わすことにより、「屋根」で評価に

影響があることがわかった。 

 

「色相＊規則性」では、「ベージュ＊なし」、「ベージュ＊あり」

が最もよい評価となり、最下位が「青＊あり」であった。「色相」

ごとに見ると、「ベージュ」、「赤」では有意な差が見られなかった。

「青」では「なし」が「あり」よりも高い評価となった。「規則性」

が「なし」では「ベージュ」が「赤」、「青」よりも高い評価、「あ

り」では「ベージュ」＞「赤＞「青」という結果になった。「規則

性」が「ない」場合には「ベージュ」と「赤」の差がなくなること

がわかった。 
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⑩ 要因別の結果－「癒される」 

   

被験者間効果の検定

従属変数: 癒される

331.826a 25 13.273 11.659 .000

10881.885 1 10881.885 9558.882 .000

59.117 4 14.779 12.982 .000

32.119 4 8.030 7.053 .000

9.544 2 4.772 4.192 .015

22.147 4 5.537 4.864 .001

16.696 2 8.348 7.333 .001

2.116 2 1.058 .929 .395

47.073 2 23.536 20.675 .000

86.019 2 43.009 37.780 .000

18.090 2 9.045 7.945 .000

.845 1 .845 .742 .389

1531.156 1345 1.138

14172.000 1371

1862.982 1370

ｿｰｽ
修正ﾓﾃﾞﾙ

切片

部位 * 色相

部位 * トーン

部位 * 規則性

色相 * トーン

色相 * 規則性

トーン * 規則性

部位

色相

トーン

規則性

誤差

総和

修正総和

ﾀｲﾌﾟ III 平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

R2乗 = .178 (調整済みR2乗 = .163)a. 
 

 

「部位」「色相」「トーン」「部位＊色相」「部位＊トーン」「部位＊規則性」「色相＊規則性」が１％

未満で有意だった。「色相＊トーン」が５％未満で有意だった。 
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 「部位」では、「屋根」が最も高い評価、「外壁」、「バルコニー」が低い評価となった。「色相」

では「ベージュ」が最も高い評価で、次が「赤」、最下位が「青」であった。「トーン」は「同じ」

が最も高い評価で、「高い」、「低い」では有意な差が見られなかった。 

 

 「部位＊色相」では「外壁＊ベージュ」が他と大きく差をつけて

最も高い評価となった。「部位」ごとにみると、「外壁」では「ベー

ジュ」＞「赤」＞「青」となり、「色相」単独と同じ結果となった。 

「屋根」では有意な差が見られなかった。「バルコニー」では「ベ

ージュ」が最も高い評価で「赤」、「青」では有意な差が見られなか

った。「色相」ごとに見ると、「ベージュ」では「外壁」が高い評価

となり、「屋根」、「バルコニー」では有意な差が見られなかった。「赤」、
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「青」では「屋根」が最も高い評価で「外壁」、「バルコニー」有意

な差が見られず、「部位」単独と同じ結果となった。 

 

 

 「部位＊トーン」では「屋根＊高い」、「屋根＊同じ」が高い評価

となった。「部位」ごとにみると、「外壁」では有意な差が見られな

かった。「屋根」では「同じ」、「高い」が「低い」よりも高い評価

となった。「バルコニー」は「同じ」が最も高く、「低い」、「高い」

では有意な差が見られなかった。「トーン」ごとに見ると、「同じ」

では「屋根」が「外壁」よりも高い評価となった。「高い」では「屋

根」が「外壁」、「バルコニー」よりも高い評価となった。「低い」

では有意な差が見られなかった。「高い」では「部位」単独と同じ

結果になったが、「低い」では「部位」の差がなくなっている。 

 

「色相＊規則性」は「ベージュ」が高い評価となった。「色相」

ごとに見ると、「ベージュ」、「赤」では有意な差が見られなかった。

「青」では「なし」が「あり」より高い評価を得た。「規則性」は

「なし」では「ベージュ」が高い評価で「赤」と「青」が低い評価

となった。「あり」では「ベージュ」＞「赤」＞「青」となり「色

相」単独と同じ結果となっている。「規則性」だけでは有意な差が

見られなかったが、「色相」が「青」の場合においては影響が見ら

れた。 

 

「色相＊トーン」は全体的に「ベージュ」を含むものが高い評価

となった。「色相」ごとに見ると「ベージュ」では有意な差が見ら

れなかった。「赤」では「同じ」が「高い」「低い」を上回る結果と

なった。「青」では「同じ」が「低い」よりも高い評価となった。「ト

ーン」ごとでは「同じ」の場合「ベージュ」、「赤」が「青」を上回

り、「高い」、「低い」では「ベージュ」が「赤」、「青」より高い評

価となった。 

 

「部位＊規則性」は「屋根＊なし」が最も高い評価となった。「部

位」ごとに見ると、「外壁」、「バルコニー」では有意な差が見られな

かった。「屋根」は「なし」＞「あり」となった。「規則性」が「な

し」では「屋根」が「外壁」、「バルコニー」よりも高い評価、「あり」

では「屋根」が「バルコニー」より高い評価を得た。「規則性」は単

独では有意な差が見られなかったが、「屋根」の場合には影響を及ぼ

すことがわかった。 
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ⅱ 評価項目の相関関係 

 本実験ではＳＤ法を用いて、被験者に１０個の形容詞対について

評価をしてもらった。これらの形容詞対同士の相関を調べた。 

相関係数

1 .338** .464** .331** .468** .230** .492** .359** .339** .365**

.000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000

1371 1371 1371 1371 1371 1371 1371 1371 1371 1371

.338** 1 .576** .647** .586** .583** -.043 .601** .599** .567**

.000 .000 .000 .000 .000 .110 .000 .000 .000

1371 1371 1371 1371 1371 1371 1371 1371 1371 1371

.464** .576** 1 .769** .825** .666** .048 .731** .676** .683**

.000 .000 .000 .000 .000 .077 .000 .000 .000

1371 1371 1371 1371 1371 1371 1371 1371 1371 1371

.331** .647** .769** 1 .758** .680** -.044 .734** .708** .674**

.000 .000 .000 .000 .000 .101 .000 .000 .000

1371 1371 1371 1371 1371 1371 1371 1371 1371 1371

.468** .586** .825** .758** 1 .668** .055* .786** .663** .744**

.000 .000 .000 .000 .000 .041 .000 .000 .000

1371 1371 1371 1371 1371 1371 1371 1371 1371 1371

.230** .583** .666** .680** .668** 1 -.271** .747** .678** .705**

.000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000

1371 1371 1371 1371 1371 1371 1371 1371 1371 1371

.492** -.043 .048 -.044 .055* -.271** 1 -.075** -.081** -.088**

.000 .110 .077 .101 .041 .000 .005 .003 .001

1371 1371 1371 1371 1371 1371 1371 1371 1371 1371

.359** .601** .731** .734** .786** .747** -.075** 1 .757** .785**

.000 .000 .000 .000 .000 .000 .005 .000 .000

1371 1371 1371 1371 1371 1371 1371 1371 1371 1371

.339** .599** .676** .708** .663** .678** -.081** .757** 1 .681**

.000 .000 .000 .000 .000 .000 .003 .000 .000

1371 1371 1371 1371 1371 1371 1371 1371 1371 1371

.365** .567** .683** .674** .744** .705** -.088** .785** .681** 1

.000 .000 .000 .000 .000 .000 .001 .000 .000

1371 1371 1371 1371 1371 1371 1371 1371 1371 1371

Pearson の相関係数

有意確率 (両側)

N

Pearson の相関係数

有意確率 (両側)

N

Pearson の相関係数

有意確率 (両側)

N

Pearson の相関係数

有意確率 (両側)

N

Pearson の相関係数

有意確率 (両側)

N

Pearson の相関係数

有意確率 (両側)

N

Pearson の相関係数

有意確率 (両側)

N

Pearson の相関係数

有意確率 (両側)

N

Pearson の相関係数

有意確率 (両側)

N

Pearson の相関係数

有意確率 (両側)

N

楽しい

生活感のある

住みたい

癒される

好き

違和感がない

個性がある

心地よい

親しみのある

美しい

楽しい 生活感のある 住みたい 癒される 好き 違和感がない 個性がある 心地よい 親しみのある 美しい

相関係数は 1% 水準で有意 (両側) です。**. 

相関係数は 5% 水準で有意 (両側) です。*. 
 

 

 

  

上図において、＊がついているところが相関の見られた項目であ

る。「個性がある」以外の項目同士は相関関係があることがわかっ

た。 

特に高い相関が見られたのは「好き」と「住みたい」、「好き」と

「心地よい」、「美しい」と「心地よい」、「住みたい」と「癒される」、

「心地よい」と「親しみがある」、「違和感がない」と「心地よい」、

「癒される」と「心地よい」であった。好きなところに住みたいと

いうのは当然の考え方である。また、「心地よい」は多くの項目と

高い相関が見られている。 

「個性がある」は「楽しい」と「好き」とだけ＋の相関がある。

その他の項目とは無相関であるかーの相関になっている。「個性が

ある」は違和感があり、心地悪く、親しみにくく、醜いと判断され

ていると言える。日本の住宅地はどこにも同じような風景が広がっ

ている。このことはしばしば批判的に捉えられているが、実際には

個性がないどこにでもあるような景観が求められているとも考え

られる。 

 

 



第五章 実験結果の分析 
－全被験者のデータを用いた分析－ 

 57

ⅲ 評価項目の因子分析 

 10 個の形容詞対について因子分析を行った。因子数は３でバリマ

ックス回転法を用いた。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第一因子は「心地よい」、「好き」、「美しい」、「住みたい」、「違和

感がない」、「癒される」、「親しみのある」である。第二因子は「個

性がある」、「楽しい」、第三因子は「生活感のある」となった。相

関関係も含めて検討すると、第一因子は被験者が住宅地に望む景観

の特性を表す形容詞、つまり住宅地として好ましい景観の特徴を表

していると考えられる。第二因子は被験者が住宅には望まない景観

の特性を表す形容詞、つまり住宅地としてふさわしくない景観の特

徴を表していると考えられる。第三因子は被験者にとって住宅に望

みもしないし、特に望んでいない訳でもない、つまり住宅地の景観

の特徴としてあってもなくてもいい因子であると考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

成分番号

0

1

2

3

4

5

6

7

固
有
値

因子のｽｸﾘｰ ﾌﾟﾛｯﾄ 回転後の成分行列 a

.882 .042 .225

.865 .227 .185

.860 .040 .166

.837 .224 .213

.813 -.186 .283

.773 .070 .402

.765 .027 .359

-.149 .908 -.051

.353 .788 .156

.438 .074 .879

心地よい

好き

美しい

住みたい

違和感がない

癒される

親しみのある

個性がある

楽しい

生活感のある

1 2 3

成分

因子抽出法: 主成分分析 
回転法: Kaiser の正規化を伴うﾊﾞﾘﾏｯｸｽ法

4 回の反復で回転が収束しました。a. 
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ⅳ 因子ごとの分析－住宅地の景観に望まれる因子－ 

被験者間効果の検定

従属変数: 第一因子

397.725a 25 15.909 16.864 .000

11410.823 1 11410.823 12095.956 .000

71.141 2 35.570 37.706 .000

105.400 2 52.700 55.864 .000

19.662 2 9.831 10.422 .000

1.523 1 1.523 1.615 .204

58.499 4 14.625 15.503 .000

35.139 4 8.785 9.312 .000

13.450 2 6.725 7.129 .001

18.662 4 4.665 4.946 .001

18.925 2 9.463 10.031 .000

1.152 2 .576 .611 .543

1268.817 1345 .943

14597.169 1371

1666.542 1370

ｿｰｽ
修正ﾓﾃﾞﾙ

切片

部位

色相

トーン

規則性

部位 * 色相

部位 * トーン

部位 * 規則性

色相 * トーン

色相 * 規則性

トーン * 規則性

誤差

総和

修正総和

ﾀｲﾌﾟ III 平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

R2乗 = .239 (調整済みR2乗 = .225)a. 
 

 

第一因子の評価値の合計を従属変数として分散分析を行った。

「部位」、「色相」、「トーン」、「部位＊色相」、「部位＊トー

ン」、「部位＊規則性」、「色相＊トーン」、「色相＊規則性」が

１％未満で有意だった。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

「部位」は「屋根」が最も高い評価で、「外壁」、「バルコニー」

では有意な差が見られなかった。「屋根」、「壁面」の２分類で考

えることができると言える。「色相」では「ベージュ」が最も高い

評価で次いで「赤」、「青」という順であった。「トーン」は「同

じ」が最も高い評価で、「高い」、「低い」の間に有意な差が見ら

れなかった。「トーン」は「同じ」、「異なる」の２分類で考える

ことができると言える。 

  

外壁 屋根 バルコニー

部位

2.80

2.90

3.00

3.10

3.20

3.30

3.40

3.50

推
定
周
辺
平
均

第一因子 の推定周辺平均

ベージュ 赤 青

色相

2.70

2.80

2.90

3.00

3.10

3.20

3.30

3.40

3.50

推
定
周
辺
平
均

第一因子 の推定周辺平均

同じ 高い 低い

トーン

2.90

3.00

3.10

3.20

推
定
周
辺
平
均

第一因子 の推定周辺平均
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ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 第一因子

.334* .132 .035 .017 .652

.612* .132 .000 .295 .929

-.334* .132 .035 -.652 -.017

.278 .133 .109 -.040 .595

-.612* .132 .000 -.929 -.295

-.278 .133 .109 -.595 .040

-.629* .132 .000 -.946 -.312

.083 .132 1.000 -.234 .401

.629* .132 .000 .312 .946

.712* .133 .000 .395 1.030

-.083 .132 1.000 -.401 .234

-.712* .133 .000 -1.030 -.395

-1.027* .133 .000 -1.345 -.709

-.207 .132 .355 -.524 .111

1.027* .133 .000 .709 1.345

.820* .132 .000 .503 1.138

.207 .132 .355 -.111 .524

-.820* .132 .000 -1.138 -.503

(J) 部位
屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

(I) 部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

色相
ベージュ

赤

青

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

 

ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 第一因子

.945* .132 .000 .628 1.262

1.483* .133 .000 1.165 1.800

-.945* .132 .000 -1.262 -.628

.538* .132 .000 .221 .856

-1.483* .133 .000 -1.800 -1.165

-.538* .132 .000 -.856 -.221

-.019 .132 1.000 -.336 .299

.121 .133 1.000 -.197 .439

.019 .132 1.000 -.299 .336

.140 .133 .874 -.178 .458

-.121 .133 1.000 -.439 .197

-.140 .133 .874 -.458 .178

.416* .133 .005 .098 .734

.664* .132 .000 .347 .981

-.416* .133 .005 -.734 -.098

.248 .132 .185 -.070 .565

-.664* .132 .000 -.981 -.347

-.248 .132 .185 -.565 .070

(J) 色相
赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

(I) 色相
ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

部位
外壁

屋根

バルコニー

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
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「部位＊色相」は「外壁＊ベージュ」が最も高い評価となった。

ついで「部位」が「屋根」のものが高い評価を得ている。 

「部位」別に見てみると、「外壁」、「バルコニー」では「ベージュ」

＞「赤」＞「青」となり、「屋根」では有意な差が見られなかった。

「色相」別に見てみると、「ベージュ」の場合「外壁」が「屋根」、

「バルコニー」よりも高い評価となった。「赤」、「青」では「屋根」

が「外壁」、「バルコニー」よりも高い評価となった。 

 「部位」、「色相」単独の分析結果と比較すると、「部位」が「屋根」 

の場合には「色相」による違いがなくなること、「色相」が「ベージ

ュ」の場合には「外壁」の評価が高くなることがわかった。 

 

 

ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 第一因子

.188 .132 .466 -.129 .506

-.065 .132 1.000 -.382 .252

-.188 .132 .466 -.506 .129

-.254 .132 .167 -.571 .064

.065 .132 1.000 -.252 .382

.254 .132 .167 -.064 .571

-.158 .132 .696 -.476 .159

.518* .133 .000 .200 .836

.158 .132 .696 -.159 .476

.676* .133 .000 .358 .994

-.518* .133 .000 -.836 -.200

-.676* .133 .000 -.994 -.358

.769* .132 .000 .452 1.087

.443* .133 .003 .126 .761

-.769* .132 .000 -1.087 -.452

-.326* .132 .042 -.643 -.009

-.443* .133 .003 -.761 -.126

.326* .132 .042 .009 .643

(J) トーン
高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

(I) トーン
同じ

高い

低い

同じ

高い

低い

同じ

高い

低い

部位
外壁

屋根

バルコニー

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

外壁 屋根 バルコニー

部位

2.50

3.00

3.50

推
定
周
辺
平
均

色相
ベージュ

赤

青

第一因子 の推定周辺平均
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ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 第一因子

-.519* .132 .000 -.837 -.202

-.200 .132 .391 -.518 .117

.519* .132 .000 .202 .837

.319* .133 .049 .001 .637

.200 .132 .391 -.117 .518

-.319* .133 .049 -.637 -.001

-.866* .133 .000 -1.184 -.548

.381* .132 .012 .063 .698

.866* .133 .000 .548 1.184

1.247* .132 .000 .929 1.564

-.381* .132 .012 -.698 -.063

-1.247* .132 .000 -1.564 -.929

.064 .132 1.000 -.254 .381

.308 .132 .060 -.009 .626

-.064 .132 1.000 -.381 .254

.245 .133 .195 -.073 .562

-.308 .132 .060 -.626 .009

-.245 .133 .195 -.562 .073

(J) 部位
屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

(I) 部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

トーン
同じ

高い

低い

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 

 
 

 「部位＊トーン」は「屋根＊同じ」、「屋根＊高い」が高い評価で

あった。 

 「部位」別に見ると、「外壁」では有意な差が見られなかった。「屋

根」では、「同じ」、「高い」が「低い」より高い評価となった。「バ

ルコニー」では「同じ」＞「低い」＞「高い」となった。「トーン」

別に見てみると、「同じ」では「屋根」が「外壁」、「バルコニー」よ

りも高い評価となった。「高い」では「屋根」＞「外壁」＞「バルコ

ニー」となり、「低い」では有意な差が見られなかった。 

 「部位」、「トーン」単独の結果と比較すると、「部位」が「外壁」

の場合には「トーン」の影響がなくなること、「屋根」の場合には

「高い」の評価が高くなること、「バルコニー」の場合には「高い」

の評価が低くなることがわかった。また、「トーン」が「高い」で

は「外壁」、「バルコニー」の差が生じること、「低い」では「部位」

の影響がなくなることがわかった。 

外壁 屋根 バルコニー

部位

2.40

2.60

2.80

3.00

3.20

3.40

3.60

3.80

推
定
周
辺
平
均

トーン
同じ

高い

低い

第一因子 の推定周辺平均
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ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 第一因子

-.279* .124 .025 -.523 -.035

.279* .124 .025 .035 .523

.447* .124 .000 .203 .692

-.447* .124 .000 -.692 -.203

.044 .124 .725 -.200 .288

-.044 .124 .725 -.288 .200

(J) 規則性
あり

なし

あり

なし

あり

なし

(I) 規則性
なし

あり

なし

あり

なし

あり

部位
外壁

屋根

バルコニー

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

 

ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 第一因子

-.804* .091 .000 -1.022 -.586

.001 .091 1.000 -.216 .219

.804* .091 .000 .586 1.022

.805* .091 .000 .587 1.023

-.001 .091 1.000 -.219 .216

-.805* .091 .000 -1.023 -.587

-.077 .144 1.000 -.422 .267

.324 .144 .072 -.020 .669

.077 .144 1.000 -.267 .422

.402* .144 .016 .057 .746

-.324 .144 .072 -.669 .020

-.402* .144 .016 -.746 -.057

(J) 部位
屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

(I) 部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

規則性
なし

あり

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

 

 「部位＊規則性」では、「屋根＊なし」が高い評価となった。 

 「部位」ごとに見ると、「外壁」の場合は「あり」＞「なし」、「屋

根」の場合には「なし」＞「あり」、「バルコニー」では有意な差が

見られなかった。「規則性」で見ると、「なし」の場合には「屋根」

が「外壁」、「バルコニー」よりも高い評価、「あり」の場合には「屋

根」が「バルコニー」よりも高い評価となった。 

 「部位」、「規則性」単独の結果と比較してみると、「規則性」は単

独では有意でなかったが「部位」が「外壁」、「屋根」の場合に評価

値に影響を与えることがわかった。 

 

外壁 屋根 バルコニー

部位

2.80

3.00

3.20

3.40

3.60

3.80

推
定
周
辺
平
均

規則性
なし

あり

第一因子 の推定周辺平均
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ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 第一因子

.152 .132 .758 -.166 .469

.584* .132 .000 .266 .901

-.152 .132 .758 -.469 .166

.432* .133 .003 .114 .750

-.584* .132 .000 -.901 -.266

-.432* .133 .003 -.750 -.114

.483* .132 .001 .166 .800

.594* .133 .000 .276 .912

-.483* .132 .001 -.800 -.166

.111 .133 1.000 -.206 .429

-.594* .133 .000 -.912 -.276

-.111 .133 1.000 -.429 .206

.708* .133 .000 .390 1.025

1.090* .133 .000 .772 1.407

-.708* .133 .000 -1.025 -.390

.382* .132 .012 .065 .699

-1.090* .133 .000 -1.407 -.772

-.382* .132 .012 -.699 -.065

(J) 色相
赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

(I) 色相
ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

トーン
同じ

高い

低い

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

 

ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 第一因子

.153 .132 .745 -.164 .470

-.055 .133 1.000 -.373 .262

-.153 .132 .745 -.470 .164

-.208 .133 .350 -.526 .110

.055 .133 1.000 -.262 .373

.208 .133 .350 -.110 .526

.484* .132 .001 .166 .801

.501* .132 .000 .183 .818

-.484* .132 .001 -.801 -.166

.017 .132 1.000 -.300 .334

-.501* .132 .000 -.818 -.183

-.017 .132 1.000 -.334 .300

.163 .133 .660 -.155 .481

.450* .132 .002 .133 .768

-.163 .133 .660 -.481 .155

.288 .133 .091 -.030 .605

-.450* .132 .002 -.768 -.133

-.288 .133 .091 -.605 .030

(J) トーン
高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

(I) トーン
同じ

高い

低い

同じ

高い

低い

同じ

高い

低い

色相
ベージュ

赤

青

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
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 「色相＊トーン」は「色相」が「ベージュ」のものや「赤＊同じ」

が高い評価となった。 

 「色相」別に見ると、「ベージュ」は有意な差が見られなかった。

「赤」では「同じ」が「高い」、「低い」よりも高い評価となった。

「青」では「同じ」が「低い」よりも高い評価となった。「トーン」

別に見ると、「同じ」では「ベージュ」と「赤」が「青」よりも高

い評価に、「高い」では「ベージュ」が「赤」、「青」よりも高い

評価に、「低い」では「ベージュ」＞「赤」＞「青」という結果に

なった。 

 「色相」、「トーン」単独の評価と比較すると、「色相」が「ベ

ージュ」の場合に「トーン」の影響がなくなること、「赤」の場合

には「高い」の評価が高くなることがわかった。「トーン」が「同

じ」場合には「ベージュ」と「赤」の差がなくなること、「高い」

場合には「赤」と「青」の差がなくなることがわかった。 

ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 第一因子

-.187 .124 .133 -.431 .057

.187 .124 .133 -.057 .431

-.170 .124 .172 -.414 .074

.170 .124 .172 -.074 .414

.569* .124 .000 .325 .813

-.569* .124 .000 -.813 -.325

(J) 規則性
あり

なし

あり

なし

あり

なし

(I) 規則性
なし

あり

なし

あり

なし

あり

色相
ベージュ

赤

青

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

ベージュ 赤 青

色相

2.40

2.60

2.80

3.00

3.20

3.40

3.60

推
定
周
辺
平
均

トーン
同じ

高い

低い

第一因子 の推定周辺平均
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ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 第一因子

.439* .091 .000 .221 .656

.378* .091 .000 .160 .595

-.439* .091 .000 -.656 -.221

-.061 .091 1.000 -.279 .157

-.378* .091 .000 -.595 -.160

.061 .091 1.000 -.157 .279

.456* .144 .005 .112 .800

1.134* .144 .000 .789 1.478

-.456* .144 .005 -.800 -.112

.678* .144 .000 .334 1.022

-1.134* .144 .000 -1.478 -.789

-.678* .144 .000 -1.022 -.334

(J) 色相
赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

(I) 色相
ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

規則性
なし

あり

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 

 
 「色相＊規則性」は「色相」が「ベージュ」のものが高い評価と

なった。 

 「色相」ごとに見ると、「ベージュ」、「赤」では有意な差が見

られなかった。「青」では「なし」が「あり」よりも高い評価とな

った。「規則性」で見ると、「なし」では「ベージュ」が「赤」、

「青」よりも高い評価となり、「あり」では「ベージュ」＞「赤」

＞「青」となった。 

 「色相」、「規則性」単独の結果と比較すると、「規則性」単独

では有意な結果が出なかったが「色相」が「青」の場合に影響があ

ることがわかった。また、「規則性」が「なし」の場合には「赤」

と「青」の差がなくなることがわかった。 

 

以上の結果をまとめると、 

 

・ アクセントカラーを着色する「部位」は「屋根」の評価が高い 

・ アクセントカラーの「色相」は基調色に似ているほど評価が高

い 

・ アクセントカラーの「トーン」は基調色と「同じ」の評価が高

い 

・ アクセントカラーの出現場所の「規則性」は影響しない 

・  

ただし、例外として 

・ アクセントカラーの「色相」が「ベージュ」の場合には着色す

る部位が「外壁」の方が評価が高い 

ベージュ 赤 青

色相

2.40

2.60

2.80

3.00

3.20

3.40

3.60

推
定
周
辺
平
均

規則性
なし

あり

第一因子 の推定周辺平均
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・ アクセントカラーの着色部位が「屋根」の場合には「トーン」

が「高い」方が評価が高い 

・ アクセントカラーの着色部分の「規則性」は「色相」が「青」

の場合、「部位」が「外壁」、「屋根」の場合に影響し、「青」、

「屋根」では「なし」が「あり」よりも、「外壁」では「あり」

が「なし」よりも評価が高い 

・ アクセントカラーの「色相」が「赤」の場合には「トーン」が

「高い」方が評価が高い 

 

ことが言える。 

 

 

ⅴ 仮説の検証 

 本実験において、下記の４つの仮説をたてた。以下、仮説を検証

する。 

仮説１： 住宅地においてアクセントカラーを取り入れることによ

り好ましい景観が形成される 
仮説２：アクセントカラーの出現には規則性がないとよい 
仮説３：基調色とアクセントカラーのトーンは揃っていない方がよ

い 
仮説４：アクセントカラーは基調色よりトーンが低いとよい 
仮説５：基調色とアクセントカラーは色相が異なるとよい 
 

 まず、仮説で使われている「好ましい」や「よい」の定義を明確

にする。形容詞対の因子分析により第一因子が「心地よい」、「好き」、

「美しい」、「住みたい」、「違和感がない」、「癒される」、「親しみの

ある」、第二因子が「個性がある」、「楽しい」、第三因子の「生活感

のある」となったが、「ⅲ 評価項目の因子分析」で記述した通り、

第一因子を住宅地の好ましい、よい景観を形容するもの、第二因子

を住宅地に好ましくない、よくない景観を形容するもの、第三因子

をどちらでもない、つまり好ましさやよさには影響しない形容詞と

捉える。この仮説の検証において、「好ましい」、「よい」は第一因

子の評価が高いことを意味する。 
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＜仮説１＞ 住宅地においてアクセントカラーを取り入れることにより好ましい景観が形成され

る 
 アクセントカラーを取り入れた画像と取り入れていない画像を

比較する。第一因子に該当する評価項目の評価値を得点化する。例

えば、「心地よい」であれば最も心地よい評価が６、心地悪い評価

が１であるが、この６や１を得点として、全被験者の評価値の合計

平均を求める。アクセントカラーを用いていない画像１は３．３３

であった。これは全２５枚の画像のうち８番目に高いポイントであ

った。（下図参照）アクセントカラーを取り入れることが必ずしも

よい景観を生むとは言えないことが明らかとなった。しかし、アク

セントカラーを取り入れていない画像よりも高い評価値を記録し

た画像が７枚あり、これらの画像にアクセントカラーを取り入れる

ことによりよい景観を生む要因が隠れていると推測される。仮説１

は特定の条件において成立すると言える。では、特定の条件とはど

のような条件なのか。画像１よりも高い評価値を得た、画像１１、

１５、１３、３、２、１４、２１を分析する。 
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画像１１は「部位」が「屋根」、「色相」が「ベージュ」、「トーン」

が「同じ」、「規則性」が「あり」の画像である。「部位」、「色相」、

「トーン」でそれぞれ最も評価が高かった要因を含んでいる。 

画像１５は「部位」が「屋根」、「色相」が「赤」、「トーン」が「低

い」、「規則性」が「あり」である。「部位」は最も評価が高かった

「屋根」を含むが、「色相」は２番目に評価の高かった「赤」、「ト

  楽しい 
生活感の

ある 
住みたい 癒される 好き 

違和感 

がない 

個性があ

る 
心地よい 

親しみ 

のある 
美しい 第一因子 

画像 １１ 2.86  3.90 3.53  3.73 3.63 4.55 2.20 3.92  3.78  4.00 3.88 

画像 １６ 3.16  3.86 3.62  3.64 3.78 4.42 2.66 3.94  3.86  3.80 3.87 

画像 １３ 3.25  3.71 3.65  3.65 3.76 4.27 2.61 3.78  4.00  3.82 3.85 

画像 ０３ 3.16  3.76 3.61  3.86 3.76 4.24 2.80 3.80  3.78  3.65 3.82 

画像 ０２ 3.02  3.82 3.49  3.63 3.65 4.41 2.45 3.78  3.78  3.82 3.80 

画像 １４ 3.45  3.78 3.59  3.55 3.80 4.12 3.10 3.84  3.80  3.76 3.78 

画像 ２１ 3.22  3.80 3.24  3.40 3.46 3.62 2.86 3.58  3.46  3.54 3.47 

画像 ０１ 2.41  3.35 2.90  3.24 3.16 4.00 1.84 3.29  3.24  3.49 3.33 

画像 １０ 2.41  3.35 2.90  3.24 3.16 4.00 1.84 3.29  3.24  3.49 3.33 

画像 １９ 2.41  3.35 2.90  3.24 3.16 4.00 1.84 3.29  3.24  3.49 3.33 

画像 ０４ 3.71  3.08 3.14  3.22 3.27 3.25 3.43 3.41  3.43  3.31 3.29 

画像 １８ 3.49  3.39 3.20  3.22 3.37 3.27 3.63 3.27  3.27  3.24 3.26 

画像 １２ 3.08  3.20 2.76  3.14 3.12 3.60 2.28 3.26  3.20  3.68 3.25 

画像 １７ 2.67  3.35 2.90  3.12 3.12 3.53 2.39 3.10  2.98  3.39 3.16 

画像 ２２ 3.40  3.18 2.88  2.98 3.18 3.20 3.40 3.18  3.24  3.26 3.13 

画像 １５ 3.73  3.10 2.78  2.76 2.98 2.76 4.02 3.04  3.14  3.10 2.94 

画像 ２５ 2.53  3.02 2.55  2.76 2.49 2.71 2.96 2.65  2.63  2.90 2.67 

画像 ２０ 3.25  3.00 2.43  2.65 2.69 2.39 3.49 2.71  2.86  2.94 2.67 

画像 ２６ 3.06  2.76 2.35  2.73 2.67 2.39 3.69 2.65  2.73  2.90 2.63 

画像 ２４ 3.31  2.98 2.63  2.49 2.71 2.37 3.71 2.61  2.59  2.47 2.55 

画像 ０６ 3.45  2.84 2.55  2.39 2.59 2.33 4.08 2.51  2.71  2.65 2.53 

画像 ２７ 3.25  2.80 2.45  2.59 2.69 2.29 3.84 2.47  2.47  2.63 2.51 

画像 ０７ 2.84  2.75 2.39  2.43 2.49 2.49 3.39 2.51  2.55  2.53 2.48 

画像 ０５ 3.84  2.88 2.39  2.33 2.57 2.24 4.47 2.39  2.59  2.65 2.45 

画像 ０８ 3.26  2.50 2.28  2.42 2.42 2.12 3.96 2.38  2.52  2.60 2.39 

画像 ２３ 3.33  2.57 2.18  2.33 2.43 2.10 4.00 2.29  2.55  2.53 2.34 

画像 ０９ 3.02  2.51 2.18  2.18 2.27 1.98 3.90 2.16  2.27  2.33 2.20 
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ーン」は評価の低かった「低い」である。「赤」に関しては、「部位」

が「屋根」の場合には「色相」による影響がなくなることが作用し

ていることが考えられる。 

画像１３は「部位」が「屋根」、「色相」が「赤」、「トーン」が「同

じ」、「規則性」が「なし」である。「赤」に関しては画像１５と同

様のことが考えられる。 

画像３は「部位」が「外壁」、「色相」が「ベージュ」、「トーン」

が「低い」、「規則性」が「なし」であった。「ベージュ」の影響が

強く、高い評価に結びついたと考えられる。 

画像２は「部位」が「外壁」、「色相」が「ベージュ」、トーンが

「高い」、「規則性」が「なし」である。画像３と同様に「ベージュ」

の影響が強いと考えられる。 

画像１４は「部位」が「屋根」、「色相」が「赤」、「トーン」が「高

い」、「規則性」が「なし」である。「屋根」と「赤＊高い」の影響

で評価が高くなったと考えられる。 

画像２１で評価値の下がりが大きくなる。画像２１は「部位」が

「バルコニー」、「色相」が「ベージュ」、「トーン」が「低い」、「規

則性」が「あり」である。「ベージュ」以外は評価を上げる要因が

ない。本実験では２次の交互作用までしか検討しなかったが、２次

まででは明らかにできない３次以上の交互作用が存在しているの

かもしれない。 

このように、評価の高かった画像の多くに高い評価をもたらす要

因が複数含まれていることがわかった。 

 
＜仮説２＞アクセントカラーの出現には規則性がないとよい 

 この仮説を全ての状況においては、実証することができなかった。

しかし、アクセントカラーの着色「部位」が「屋根」の場合とアク

セントカラーの色相が基調色の対称色である「青」の場合に限り成

立することがわかった。 
 本実験では「規則性」のつけ方をアクセントカラーの出現場所で

行った。「規則性」が「あり」では１軒とばしに着色し、「なし」で

は１軒とばし２軒とばしに着色した。「規則性」のつけ方は他にも

無数にある。また、出現場所以外にも、「規則性」を生む要因はあ

る。「規則性」のつけ方を変えると、また違った結果が出るかもし

れない。 
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＜仮説３＞基調色とアクセントカラーのトーンは揃っていない方がよい 
 実験の結果、揃っている方がよいということがわかった。しかし、

アクセントカラーの着色「部位」が「屋根」の場合、アクセントカ

ラーの「色相」が「赤」の場合には「トーン」が「高い」方がよい

という結果になった。 
 

＜仮説４＞アクセントカラーは基調色よりトーンが低いとよい 
「トーン」が「低い」とよい状況はなかった。しかし、画像２１の

評価が高いことから、３次の交互作用を調べると、この仮説が成立

する条件が見つかるかもしれない。 
 

＜仮説５＞基調色とアクセントカラーは色相が異なるとよい 
「色相」が「同じ」方がよいという結果になった。 

 
ⅵ まとめ 

 仮説を全ての状況において立証することはできなかったが、特定

の条件下では成立する仮説もあることがわかった。第四章の住宅地

の色彩構成を調査した結果では、高円寺や月島に条例や協定、多く

の研究で推奨されていない色相、トーンともにバラけた色彩環境が

あることを明らかにした。実験の結果、「楽しい」景観や「個性が

ある」景観をつくる場合に限っては、色相、トーン共に異なる景観

がよいことが明らかとなった。 

これまでの分析は被験者の属性を考慮に入れずに行ってきたが、

もしかすると被験者属性によりことなる結果が出るかもしれない。

次は被験者属性による差異を検証する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第六章 実験結果の分析 

－属性による差異－ 
ⅰ 性別による差異 

ⅱ 学習経験による差異 
ⅲ 色の好みが与える影響 

ⅳ 属性による差異のまとめ 
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ⅰ 性別による差異 
＜ｔ検定＞ 

 男女で各項目の評価値に有意な差が見られるか調べるためにｔ検

定を行った。結果、「美しい」以外の評価項目について有意な差が見

られたので、「美しい」以外の評価項目について分散分析を行った。 
＜分散分析＞  

全体的に男性の結果の方が有意な差の生じる要因が多くなった。

「違和感がない」、「個性がある」、「好き」、「親しみのある」でその

傾向が見られ、反対に男性よりも女性の方が有意な差を生じる要因

が多い評価項目はなかった。 
 全被験者のデータを用いた分析では「規則性」は単独で有意とな

らないが、他の要因と組み合わされることで複数の評価項目につい

て有意となっていた。男女別でも「規則性」単独で有意な結果とな

った評価項目はなかった。「規則性」を含む交互作用を見ると、男性

だけ有意となる評価項目が多数あることがわかった。「好き」、「住み

たい」、「心地よい」、「親しみのある」、「癒される」がこれに該当す

る。 
 これらの結果から、男性の方がアクセントカラーに影響されやす

いこと、男性の方がアクセントカラーの出現場所の「規則性」に影

響されやすいことが言える。 
 また評価項目「楽しい」では、男女で「屋根」の評価が大きく異

なった。男性では「屋根」の評価が高く、女性では低い。この傾向

は「楽しい」以外の評価項目では見られなかった。 
 評価項目「好き」、「心地よい」では、男女で「トーン」の評価が

分かれた。両項目で女性は「高い」「トーン」よりも「低い」「トー

ン」の評価が高く、男性は「高い」「トーン」が「低い」「トーン」

よりも高い評価となった。 
 「違和感のない」、「生活感のある」の項目では男女による差異が

ほとんど見られなかった。 
＜因子分析＞ 

 

男女別の因子分析にも多少の差異が見られた。 
男性では第一因子に「住みたい」、「好き」、「癒される」、第二因子

に「親しみのある」、「心地よい」、「違和感がない」、「美しい」、「生

活感のある」、第三因子に「個性がある」、「楽しい」という項目が抽

出された。第一因子は住宅地の景観に最も求めている形容詞である

と考えられる。「好き」なところに「住みたい」。「好き」なところと

は「癒される」ところである。第二因子は住宅地の景観にあったら

よい、できればこうであると良い、けれどもどうしてもの条件では
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ない形容詞と考えることができる。第三因子は住宅地には望まれな

い景観を表す形容詞と考えることができる。 
女性では第一因子に「心地よい」、「美しい」、「違和感がない」、「好

き」、「親しみのある」、第二因子に「住みたい」、「生活感のある」、

「癒される」、第三因子に「個性がある」、「楽しい」という項目が抽

出された。第一因子は住宅地の景観の理想を現す形容詞、第二因子

は住宅地の景観に最も求める形容詞、第三因子は住宅地の景観には

求められない形容詞と考えることができる。 
全体で行った因子分析と比較すると、第三因子の住宅地には望ま

れない景観を表す形容詞以外に差異が見られた。「好き」なところに

「住みたい」男性と、「生活感のある」ところに「住みたい」女性と

いう結果が出たと考えられる。 
 
 
 

回転後の因子行列 a

.827 .374 .091

.798 .404 .146

.657 .509 -.003

.602 .570 .032

.495 .652 .050

.619 .652 -.001

.510 .647 -.256

.325 .546 .046

-.083 -.224 .753

.238 .294 .695

住みたい

好き

癒される

美しい

親しみのある

心地よい

違和感がない

生活感のある

個性がある

楽しい

1 2 3

因子

因子抽出法: 主因子法 
回転法: Kaiser の正規化を伴うﾊﾞﾘﾏｯｸｽ法

5 回の反復で回転が収束しました。a. 
（男） （女） 

＜まとめ＞ 

 既存研究の多くで、色彩が与える心理的作用に男女の差異はない

としているが、本実験では多少の差異が見られた。しかし、この差

異は実際に色彩設計を行う際に特に留意するほどのものではない

と言える。 
 
 
ⅱ 学習経験による差異 
＜ｔ検定＞ 

学習経験の有無で各項目の評価値に有意な差が見られるか調べる

ためにｔ検定を行った。結果、「生活感のある」、「心地よい」以外の

評価項目について有意な差が見られたので、「生活感のある」、「心地

よい」以外の評価項目について分散分析を行った。 
 

回転後の因子行列 a

.866 .283 .104

.844 .249 .080

.773 .386 -.054

.760 .393 .280

.682 .464 .033

.645 .514 .299

.593 .502 .102

.558 .785 .100

-.111 .013 .809

.346 .138 .704

心地よい

美しい

違和感がない

好き

親しみのある

住みたい

生活感のある

癒される

個性がある

楽しい

1 2 3

因子

因子抽出法: 主因子法 
回転法: Kaiser の正規化を伴うﾊﾞﾘﾏｯｸｽ法

4 回の反復で回転が収束しました。a. 
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＜分散分析＞ 
 学習経験別の分散分析を各評価項目について行った。学習経験の

有無は全ての被験者に「色彩学」、「都市計画学」、「建築学」につい

て、それぞれ「１ なし」、「２ 少しあり」、「３ あり」の中から

選択して回答してもらった。３項目について、この回答の数字であ

る１、２、３をポイントとして合計し、合計ポイントが３～４の被

験者を学習経験なし、５以上の被験者を学習経験ありとした。学習

経験なしは２６名、２５名であった。 
 学習経験ありの方が有意な差の生じる要因が多くなった。「違和感

がない」、「住みたい」、「親しみがある」、「美しい」、「癒される」の

評価において、このような結果となった。反対に学習経験なしの方

が有意な差の生じる要因が多かった評価項目は「個性がある」１つ

であった。 
また、学習経験ありの方が、要因内での水準差が生じやすいとい

う傾向も見られた。これは、「楽しい」、「親しみがある」の２つの項

目で見られた。 
これらの結果から学習経験がある人の方が、色彩の影響が生じや

すいと言える。 
また、「住みたい」では「屋根＊赤」の評価項目が学習経験なしで

評価が高くなるという特徴が見られた。よく目にする住宅の絵では

屋根が赤く塗られる場合が多いことから、「赤い屋根」というイメー

ジが形成されていて、このような結果が生じたものと考えられる。 
 
＜因子分析＞ 

因子分析の結果学習経験の有無では差が見られなかった。 
 
＜まとめ＞ 

 既存研究では学習経験のある被験者ばかりで実験が行われていた。

本実験では経験のある被験者、ない被験者がちょうど半々であった。

学習経験のある被験者の方が、色彩の変化に敏感であるという結果

にはなったが、要因の評価が逆転するような現象は見られなかった。

ただし、学習経験なしで「屋根＊赤」の評価が高まっていることか

ら、学習経験なしの被験者は世間の一般論の影響を受けやすい特徴

があると考えられる。 
 男性と学習経験ありで有意な評価項目が多くなるという共通する

特徴が見られた。男性で学習経験ありは１８名、なしは１２名女性

で学習経験ありは７名、なしは１４名である。性別による差という

よりも学習経験の有無による差がこのような結果を引き起こしたと

考えた方がよいかもしれない。 
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ⅲ 色の好みが与える影響 
 本実験ではアクセントカラーとして、ベージュ、赤、青の色相を

用いた。好きな色を調べたアンケートにおいてベージュや赤、青を

好きだと回答した被験者とそうでない被験者で評価に違いがあるの

かを調べた。 
＜ｔ検定＞ 

 ベージュ、赤、青を好きだと回答した被験者とそうでない被験者

で評価に差があるかを調べるためにｔ検定を行った。 
 ベージュでは「生活感のある」と「親しみのある」以外の項目で

有意な差が見られた。赤では「楽しい」の評価において有意な差が

見られた。青では「楽しい」、「生活感のある」、「個性がある」、「美

しい」の評価において有意な差が見られた。有意な差が見られた評

価項目について分散分析を行い、色の好みの影響を調べる。 
 

＜分散分析＞ 
 ベージュを好きと回答した被験者と好きと回答しなかった被験者のデータで分散分析を行い結

果を比較した。 

推定値

従属変数: 楽しい

3.528 .234 3.062 3.994

3.917 .234 3.451 4.383

3.431 .234 2.964 3.897

色相
ベージュ

赤

青

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

   
ベージュ 赤 青

色相

3.40

3.50

3.60

3.70

3.80

3.90

4.00

推
定
周
辺
平
均

楽しい の推定周辺平均

 

↑ベージュを好きと回答した被験者のデータ 

推定値

従属変数: 楽しい

2.805 .056 2.695 2.916

3.485 .056 3.375 3.596

2.936 .056 2.826 3.047

色相
ベージュ

赤

青

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

   
ベージュ 赤 青

色相

2.80

2.90

3.00

3.10

3.20

3.30

3.40

3.50

推
定
周
辺
平
均

楽しい の推定周辺平均

 
↑ベージュを好きと回答しなかった被験者のデータ 

 

  「楽しい」ではベージュを好きと回答した被験者データの方が「ベージュ」の評価がやや高く

なった。 
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推定値

従属変数: 住みたい

4.188 .286 3.618 4.757

3.437 .286 2.868 4.007

2.812 .286 2.243 3.382

色相
ベージュ

赤

青

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

   
ベージュ 赤 青

色相

2.80

3.00

3.20

3.40

3.60

3.80

4.00

4.20

推
定
周
辺
平
均

住みたい の推定周辺平均

 

↑ベージュを好きと回答した被験者のデータ 

推定値

従属変数: 住みたい

3.023 .060 2.905 3.141

2.842 .060 2.724 2.960

2.547 .060 2.429 2.665

色相
ベージュ

赤

青

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

   
ベージュ 赤 青

色相

2.40

2.50

2.60

2.70

2.80

2.90

3.00

3.10

3.20

推
定
周
辺
平
均

住みたい の推定周辺平均

 
↑ベージュを好きと回答しなかった被験者のデータ 

 

「住みたい」ではベージュを好きと回答した被験者データの方が「ベージュ」の評価が高くなっ

た。 

推定値

従属変数: 癒される

3.896 .245 3.409 4.383

3.243 .245 2.756 3.730

2.757 .245 2.270 3.244

色相
ベージュ

赤

青

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

   
ベージュ 赤 青

色相

2.75

3.00

3.25

3.50

3.75

4.00

推
定
周
辺
平
均

癒される の推定周辺平均

 
↑ベージュを好きと回答した被験者のデータ 

推定値

従属変数: 癒される

3.324 .056 3.215 3.434

2.863 .056 2.753 2.972

2.698 .056 2.588 2.808

色相
ベージュ

赤

青

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

   
ベージュ 赤 青

色相

2.60

2.80

3.00

3.20

3.40

推
定
周
辺
平
均

癒される の推定周辺平均

 
↑ベージュを好きと回答しなかった被験者のデータ 
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「癒される」ではベージュを好きと回答した被験者データの方が「ベージュ」の評価がやや高く

なった。 

推定値

従属変数: 好き

4.333 .275 3.786 4.881

3.472 .275 2.924 4.020

2.944 .275 2.397 3.492

色相
ベージュ

赤

青

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

   
ベージュ 赤 青

色相

3.00

3.50

4.00

推
定
周
辺
平
均

好き の推定周辺平均

 
↑ベージュを好きと回答した被験者のデータ 

推定値

従属変数: 好き

3.257 .062 3.136 3.378

3.017 .062 2.896 3.138

2.690 .062 2.568 2.811

色相
ベージュ

赤

青

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

   
ベージュ 赤 青

色相

2.60

2.70

2.80

2.90

3.00

3.10

3.20

3.30

推
定
周
辺
平
均

好き の推定周辺平均

 
↑ベージュを好きと回答しなかった被験者のデータ 

 

「好き」ではベージュを好きと回答した被験者データの方が「ベージュ」の評価が高くなった。 

 

推定値

従属変数: 違和感がない

4.437 .303 3.834 5.041

3.354 .303 2.751 3.958

2.979 .303 2.376 3.583

色相
ベージュ

赤

青

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

   
ベージュ 赤 青

色相

3.00

3.50

4.00

4.50

推
定
周
辺
平
均

違和感がない の推定周辺平均

 
↑ベージュを好きと回答した被験者のデータ 

 



第六章 実験結果の分析 
－属性による差異－ 

 78

推定値

従属変数: 違和感がない

3.860 .066 3.731 3.990

2.963 .066 2.834 3.092

2.660 .066 2.530 2.789

色相
ベージュ

赤

青

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

   
ベージュ 赤 青

色相

2.60

2.80

3.00

3.20

3.40

3.60

3.80

4.00

推
定
周
辺
平
均

違和感がない の推定周辺平均

 
↑ベージュを好きと回答しなかった被験者のデータ 

 

 「違和感がない」では差が見られなかった。 

推定値

従属変数: 個性がある

2.611 .277 2.060 3.163

3.639 .277 3.087 4.190

4.125 .277 3.573 4.677

色相
ベージュ

赤

青

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

   
ベージュ 赤 青

色相

3.00

3.50

4.00

推
定
周
辺
平
均

個性がある の推定周辺平均

 
↑ベージュを好きと回答した被験者のデータ 

推定値

従属変数: 個性がある

2.380 .059 2.263 2.496

3.662 .059 3.546 3.778

3.267 .059 3.151 3.384

色相
ベージュ

赤

青

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

   
ベージュ 赤 青

色相

2.25

2.50

2.75

3.00

3.25

3.50

3.75

推
定
周
辺
平
均

個性がある の推定周辺平均

 
↑ベージュを好きと回答しなかった被験者のデータ 

  

「個性がある」ではベージュを好きと回答した被験者データの方が「ベージュ」の評価がやや高く

なった。 
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推定値

従属変数: 心地よい

4.083 .262 3.562 4.605

3.236 .262 2.714 3.758

2.806 .262 2.284 3.327

色相
ベージュ

赤

青

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

   
ベージュ 赤 青

色相

2.80

3.00

3.20

3.40

3.60

3.80

4.00

4.20

推
定
周
辺
平
均

心地よい の推定周辺平均

 
↑ベージュを好きと回答した被験者のデータ 

推定値

従属変数: 心地よい

3.425 .058 3.312 3.539

3.026 .058 2.913 3.140

2.679 .058 2.566 2.793

色相
ベージュ

赤

青

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

   
ベージュ 赤 青

色相

2.60

2.80

3.00

3.20

3.40

推
定
周
辺
平
均

心地よい の推定周辺平均

 
↑ベージュを好きと回答しなかった被験者のデータ 

 

「心地よい」ではベージュを好きと回答した被験者データの方が「ベージュ」の評価がやや高くな

った。 

推定値

従属変数: 美しい

4.264 .258 3.751 4.777

3.292 .258 2.779 3.805

2.986 .258 2.473 3.499

色相
ベージュ

赤

青

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

   
ベージュ 赤 青

色相

2.50

3.00

3.50

4.00

4.50

推
定
周
辺
平
均

美しい の推定周辺平均

 
↑ベージュを好きと回答した被験者のデータ 

 

推定値

従属変数: 美しい

3.532 .056 3.422 3.642

3.062 .056 2.952 3.171

2.858 .056 2.748 2.968

色相
ベージュ

赤

青

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

   
ベージュ 赤 青

色相

2.80

2.90

3.00

3.10

3.20

3.30

3.40

3.50

3.60

推
定
周
辺
平
均

美しい の推定周辺平均
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↑ベージュを好きと回答しなかった被験者のデータ 

 

 「美しい」ではベージュを好きと回答した被験者データの方が「ベージュ」の評価が高くなった。 

 

 
 
 赤を好きだと回答した被験者と赤が好きだと回答しなかった被験者の「楽しい」の評価値を用い

て分散分析を行った。 
 

推定値

従属変数: 楽しい

2.778 .133 2.516 3.039

3.306 .133 3.044 3.567

2.800 .133 2.538 3.062

色相
ベージュ

赤

青

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
↑赤を好きだと回答した被験者のデータ 

 

推定値

従属変数: 楽しい

2.884 .060 2.765 3.002

3.572 .060 3.453 3.690

3.018 .060 2.900 3.137

色相
ベージュ

赤

青

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
↑赤を好きだと回答しなかった被験者のデータ 

 

 「色相」の評価値の平均値を比較してみると、赤を好きだと回答した被験者の方が「赤」の評価

が低くなっていることがわかった。 
 
 

 次に、青を好きだと回答した被験者とそうでない被験者の「楽しい」、「生活感のある」、「個性が

ある」、「美しい」の項目における評価値を用いた分散分析を行った。 

推定値

従属変数: 楽しい

2.840 .093 2.657 3.024

3.360 .093 3.176 3.543

2.888 .093 2.704 3.071

色相
ベージュ

赤

青

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

  
ベージュ 赤 青

色相

2.80

2.90

3.00

3.10

3.20

3.30

3.40

推
定
周
辺
平
均

楽しい の推定周辺平均

 

ベージュ 赤 青

色相

2.80

2.90

3.00

3.10

3.20

3.30

3.40

3.50

3.60

推
定
周
辺
平
均

楽しい の推定周辺平均

ベージュ 赤 青

色相

2.60

2.80

3.00

3.20

3.40

推
定
周
辺
平
均

楽しい の推定周辺平均
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↑青を好きだと回答した被験者のデータ 

推定値

従属変数: 楽しい

2.877 .068 2.744 3.011

3.623 .068 3.490 3.756

3.034 .068 2.900 3.167

色相
ベージュ

赤

青

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

  
ベージュ 赤 青

色相

2.80

3.00

3.20

3.40

3.60

推
定
周
辺
平
均

楽しい の推定周辺平均

 
↑青を好きだと回答しなかった被験者のデータ 

 「楽しい」で「色相」の評価値の平均値を比較してみると、青を好きだと回答した被験者のデー

タの方がやや「青」の評価が低くなっていることがわかった。 

推定値

従属変数: 生活感のある

3.374 .098 3.182 3.566

3.029 .098 2.837 3.221

2.951 .098 2.759 3.143

色相
ベージュ

赤

青

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

   
ベージュ 赤 青

色相

2.90

3.00

3.10

3.20

3.30

3.40

推
定
周
辺
平
均

生活感のある の推定周辺平均

 
↑青を好きだと回答した被験者のデータ 

推定値

従属変数: 生活感のある

3.653 .076 3.504 3.802

3.180 .076 3.031 3.328

2.932 .076 2.783 3.082

色相
ベージュ

赤

青

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

   
ベージュ 赤 青

色相

2.90

3.00

3.10

3.20

3.30

3.40

3.50

3.60

3.70

推
定
周
辺
平
均

生活感のある の推定周辺平均

 
↑青を好きだと回答しなかった被験者のデータ 

 
 「生活感のある」では「青」の評価値に差が見られなかった。 
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推定値

従属変数: 個性がある

2.361 .086 2.192 2.530

3.569 .086 3.400 3.739

3.069 .086 2.900 3.239

色相
ベージュ

赤

青

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

   
ベージュ 赤 青

色相

2.20

2.40

2.60

2.80

3.00

3.20

3.40

3.60

推
定
周
辺
平
均

個性がある の推定周辺平均

 
↑青を好きだと回答した被験者のデータ 

推定値

従属変数: 個性がある

2.422 .078 2.268 2.576

3.719 .078 3.566 3.873

3.508 .078 3.354 3.662

色相
ベージュ

赤

青

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

   
ベージュ 赤 青

色相

2.40

2.60

2.80

3.00

3.20

3.40

3.60

3.80

推
定
周
辺
平
均

個性がある の推定周辺平均

 

↑青を好きだと回答しなかった被験者のデータ 

「個性がある」では「青」を好きだと回答しなかった被験者の平均値の方がやや「青」の評価が

高くなった。 

推定値

従属変数: 美しい

3.389 .090 3.212 3.566

3.006 .090 2.829 3.182

2.814 .090 2.637 2.991

色相
ベージュ

赤

青

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

   
ベージュ 赤 青

色相

2.80

2.90

3.00

3.10

3.20

3.30

3.40

推
定
周
辺
平
均

美しい の推定周辺平均

 

↑青を好きだと回答した被験者のデータ 

推定値

従属変数: 美しい

3.720 .070 3.582 3.857

3.128 .070 2.991 3.265

2.905 .070 2.767 3.042

色相
ベージュ

赤

青

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

   
ベージュ 赤 青

色相

2.80

3.00

3.20

3.40

3.60

3.80

推
定
周
辺
平
均

美しい の推定周辺平均

 
↑青を好きだと回答しなかった被験者のデータ 

「美しい」では「青」の評価値に差が見られなかった。 
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＜まとめ＞ 

 ベージュでは多くの評価項目で好きと回答した人のデータが好き

と回答しなかった人のデータよりも高い評価値となった。しかし、

赤や青では同様の結果とならなかった。本実験では建物の基調色を

ベージュにしてあるので、アクセントカラーがベージュの画像は基

調色、アクセントカラー共にベージュである。ベージュは赤や青に

比較して使われる面積が広くなったために、色の好みが結果に反映

したと考えられる。 

 色彩調和理論の研究で色彩調和は色の好みを反映するという結果

を出しているものが多数あるが、建物の色彩においては、アクセン

トカラーのみに使用する色彩の評価に色の好みが反映されることは

ないと言える。 

 

ⅳ 属性による差異のまとめ 

 男女や学習経験による差異が多少見られたが、都市景観の色彩計

画において留意するほどの大きな違いは見られなかった。色の好み

はアクセントカラーのみでは反映されず、基調色、アクセントカラ

ー共に好きな色が使用されている場合にのみ反映されることがわか

った。この結果から、色彩計画を行う際には基調色の選定に好みが

出やすいので計画者やアドバイザーはその点に配慮するべきである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第七章 住宅地においてよい色彩環境を形成する手法 

ⅰ よい景観のつくり方 

ⅱ 住宅地に望まれる景観とは 

ⅲ 形容詞別よい景観のつくり方 
ⅳ 例外から見る要因の特徴 
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ⅰ よい景観のつくり方 

 

 第五章行った因子分析により、住宅地に望まれる景観を表す形容

詞が明らかとなった。それらの形容詞の評価値を用いた分散分析結

果から、よい景観をつくるにはどのようにしたよいかが明らかとな

った。 

 

・ アクセントカラーを着色する「部位」は「屋根」にする。 

・ アクセントカラーの「色相」は基調色に似ているほどよい。 

・ アクセントカラーの「トーン」は基調色と「同じ」にする。 

・ アクセントカラーの出現場所の「規則性」には配慮しなくてよ     

い。 

 

ただし、例外として 

 

・ アクセントカラーの「色相」が「ベージュ」の場合には着色す  

る部位が「外壁」の方がよい。 

・ アクセントカラーの着色部位が「屋根」の場合には「トーン」 

が「高い」方がよい。 

・ アクセントカラーの着色部分の「規則性」は「色相」が「青」 

の場合、「部位」が「外壁」、「屋根」の場合に影響し、「青」、 

「屋根」では「なし」が「あり」よりも、「外壁」では「あり」 

が「なし」よりもよい。 

・ アクセントカラーの「色相」が「赤」の場合には「トーン」が 

「高い」方がよい。 

 

ことが言えるので、以上の点にも注意しなければならない。 
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ⅱ 住宅地に望まれる景観とは 

回転後の成分行列 a

.882 .042 .225

.865 .227 .185

.860 .040 .166

.837 .224 .213

.813 -.186 .283

.773 .070 .402

.765 .027 .359

-.149 .908 -.051

.353 .788 .156

.438 .074 .879

心地よい

好き

美しい

住みたい

違和感がない

癒される

親しみのある

個性がある

楽しい

生活感のある

1 2 3

成分

因子抽出法: 主成分分析 
回転法: Kaiser の正規化を伴うﾊﾞﾘﾏｯｸｽ法

4 回の反復で回転が収束しました。a. 
 

 男女別に行った因子分析の結果では男性の第一因子に「住みたい」、

「好き」、「癒される」、女性の第二因子に「住みたい」、「生活感のあ

る」、「癒される」が抽出された。男女合わせた因子分析の結果では

第一因子に「心地よい」、「好き」、「美しい」、「住みたい」、「違和感

がない」、「癒される」、「親しみのある」が抽出されたが、「心地よい」、

「好き」、「美しい」の相関はそれぞれ0.882,0.865,0.860で、「住み

たい」の0.837以下の形容詞とは多少の差が見られる。この結果から

「住みたい」まちなみとは「癒される」まちなみであり、美しさよ

りも癒される景観をつくることが住人を喜ばせることにつながると

いうことがわかった。「住みたい」と同じ因子となった形容詞は住人

として望む景観であるとも考えることができる。男性の第二因子、

女性の第一因子は来訪者として望む景観要素と考えることもできる。 

 
 ⅰで述べた「よい景観」をつくる手法は住人にとっての「よい景

観」であるとするならば、来訪者にとって「よい景観」をつくる必

要がある場合もあり、以下には形容詞別の「よい景観」のつくりか

たを記す。 
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ⅲ 形容詞別よい景観のつくり方 
「違和感がない」景観をつくるためには 
 

・ アクセントカラーを取り入れる「部位」は「屋根」が最もよく、

次に「外壁」がその次に「バルコニー」がよい。  
・ アクセントカラーの「色相」は「ベージュ」が最もよく、次に「赤」、

その次に「青」がよい。 
・ アクセントカラーの「トーン」は「同じ」にするとよい。 
・ アクセントカラーの出現の「規則性」は配慮しなくてよい。 

 
 ということが言える。ただし、例外として 
 
・ 「色相」が「ベージュ」の場合には「部位」を「外壁」にする方が、

「屋根」よりもよい。 
・ 「色相」が「青」の場合には、「規則性」に配慮しなくてはならず

「ない」方がよい。 
・ 「部位」が「外壁」の場合には「トーン」に配慮しなくてよい。 
・ 「部位」が「外壁」の場合には「規則性」の影響があり、「あり」

の方がよい。 
・ 「部位」が「屋根」の場合には「トーン」が「高い」が「同じ」同

程度までよくなる。 

・ 「部位」が「屋根」の場合には「規則性」の影響があり、「なし」

の方がよい。 
・ 「部位」が「バルコニー」の場合には「トーン」が「低い」方が「高

い」よりもよい。 

・ 「トーン」が「同じ」、「高い」場合には「部位」の「外壁」、「バ

ルコニー」が同等の効果をなす。 

・「トーン」が「同じ」、「高い」場合には「色相」の「青」が「赤」

と同程度までよくなる。 

 

が言えるので、以上の点にも配慮しなくてはならない。 

 

「楽しい」景観をつくるためには 

 

・「部位」、「規則性」には配慮しなくてよい。 

・「色相」は「赤」が最もよく、「ベージュ」か「青」であればど

ちらでも変わりはない。 

・「トーン」は「低い」か「高い」がよく、「同じ」はあまりよく

ない。 
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ということが言える。ただし、例外として 
 

・「色相」が「赤」の場合には「トーン」に配慮しなくてよい。 

・「色相」が「青」の場合には「トーン」が「低い」が最もよく、

「同じ」、「高い」があまりよくない。 

・「トーン」が「低い」場合には「色相」に配慮しなくてよい。 

・「部位」が「屋根」の場合には「青」が「赤」と同程度までよく

なる。 

 

が言えるので、以上の点にも配慮しなくてはならない。 

 

「個性がある」景観をつくるためには 

 

・「部位」は「外壁」と「バルコニー」がよく、「屋根」はよくな

い。 

・「色相」は「赤」が最もよく、次に「青」がよい。「ベージュ」

はよくない。 

・「トーン」は「低い」が最もよく、次に「高い」がよい。「同じ」

はよくない。 

 

ということが言える。ただし、例外として 
 

・「部位」が「外壁」、「バルコニー」の場合には、「トーン」が

「高い」が「低い」と同程度の効果をなす。 

・「部位」が「外壁」の場合には「規則性」の影響があり、「なし」

が「あり」よりよい。 

・「部位」が「屋根」の場合には「トーン」が「高い」がよくなく

なる。 

・「部位」が「屋根」の場合には「規則性」の影響があり、「あり」

が「なし」よりよい。 

・「色相」が「ベージュ」、「赤」の場合には「トーン」「高い」

が「低い」と同程度までよくなる。 

・「色相」が「青」の場合には「トーン」「高い」がよくなくなる。 

・「トーン」が「同じ」、「低い」場合には「青」が「赤」と同程

度までよくなる。 

・「トーン」が「同じ」、「低い」の場合には「部位」による影響

がなくなる。 

・「トーン」が「高い」場合には「青」があまりよくなくなる。 

・「トーン」が「高い」では「規則性」の影響があり、「なし」が
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「あり」よりよい。 

・「規則性」が「なし」では「トーン」「高い」が「低い」と同程

度までよくなる。 

 

が言えるので、以上の点にも配慮しなくてはならない。 

 

 

「好き」な景観をつくるためには 

 

・「部位」は「屋根」がよい。 

・「色相」は「ベージュ」が最もよく、次に「赤」、「青」はあま

りよくない。 

 

ということが言える。ただし、例外として 
 

・「部位」が「屋根」の場合には「色相」の影響がなくなる。 

・「部位」が「屋根」の場合には「トーン」の影響があり「高い」

より「低い」方がよい。 

・「部位」が「屋根」の場合には「規則性」の影響があり、「なし」

が「あり」よりもよい。 

・「部位」が「バルコニー」の場合には「トーン」が「同じ」より

「高い」方がよい。 

・「色相」が「ベージュ」の場合には「部位」が「屋根」よりも「外

壁」の方がよくなる。 

・「色相」が「赤」の場合には「トーン」の影響を受け、「同じ」

方が「低い」よりもよい。 

・「色相」が「青」の場合には「規則性」の影響を受け、「なし」

より「あり」のがよい。 

・「トーン」が「同じ」場合には「部位」「バルコニー」が「屋根」

と同程度までよくなる。 

・「トーン」が「同じ」場合には「色相」「赤」が「ベージュ」と

同程度までよくなる。 

・「トーン」が「低い」場合には「部位」の影響がなくなる。 

・「規則性」が「あり」の場合には「色相」「赤」が「ベージュ」

と同程度までよくなる。 

・「規則性」が「あり」の場合には「部位」「外壁」が「屋根」と

同程度までよくなる。 

 

が言えるので、以上の点にも配慮しなくてはならない。 
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「住みたい」景観をつくるためには 

 

・「部位」は「屋根」がよい。 

・「色相」は「ベージュ」が最もよく、次に「赤」、「青」はあま

りよくない。 

・「トーン」は「同じ」がよく「高い」はよくない。 

 
ということが言える。ただし、例外として 
 

・「部位」が「外壁」の場合には「トーン」の影響がなくなる。 

・「部位」が「屋根」の場合は「色相」の影響がなくなる。 

・「部位」が「屋根」の場合には「規則性」の影響があり、「なし」

が「あり」よりもよい。 

・「色相」が「ベージュ」の場合は「部位」「外壁」の評価が高く

なる。 

・「色相」が「青」では「規則性」の影響があり、「なし」が「あ

り」よりもよい。 

・「色相」が「ベージュ」、「青」の場合には「トーン」の影響が

なくなる。 

・「トーン」が「同じ」場合には「部位」「バルコニー」が「屋根」

と同程度までよくなる。 

・「トーン」が「同じ」場合には、「色相」「赤」が「ベージュ」

と同程度までよくなる。 

・「トーン」が「高い」では「部位」「外壁」がややよくなる。 

・「規則性」が「あり」では「色相」「赤」が「ベージュ」と同程

度までよくなる。 

・「規則性」が「あり」の場合、「部位」の影響がなくなる 

 

が言えるので、以上の点にも配慮しなくてはならない。 
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「心地よい」景観をつくるためには 

 

・「部位」は「屋根」がよい。 

・「色相」は「ベージュ」が最もよく、次に「赤」、「青」はあま

りよくない。 

・「トーン」は「同じ」がよく「高い」、「低い」はよくない。 

 
ということが言える。ただし、例外として 
・「部位」が「外壁」の場合には「トーン」の影響がなくなる。 

・「部位」が「外壁」の場合には「規則性」の影響があり、「あり」

が「なし」よりもよい。 

・「部位」が「屋根」の場合には「トーン」「高い」が「同じ」と

同程度までよくなる。 

・「部位」が「屋根」の場合は「色相」の影響がなくなる。 

・「部位」が「屋根」の場合には「規則性」の影響があり、「なし」

が「あり」よりもよい。 

・「部位」が「バルコニー」の場合には「トーン」「低い」がやや

よくなる。 
・「色相」が「ベージュ」の場合は「部位」「外壁」の評価が高く

なる。 

・「色相」が「青」では「規則性」の影響があり、「なし」が「あ

り」よりもよい。 

・「色相」が「ベージュ」の場合には「トーン」の影響がなくなる。 

・「トーン」が「同じ」場合には「部位」「バルコニー」が「屋根」

と同程度までよくなる。 

・「トーン」が「高い」では「部位」「外壁」がややよくなる。 

・「トーン」が「同じ」場合には、「色相」「赤」が「ベージュ」

と同程度までよくなる。 

 

が言えるので、以上の点にも配慮しなくてはならない。 
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「親しみのある」景観をつくるためには 

 

・「部位」は「屋根」がよい。 

・「色相」は「ベージュ」が最もよく、次に「赤」、「青」はあま

りよくない。 

・「トーン」は「同じ」がよく「高い」、「低い」はよくない。 

 
ということが言える。ただし、例外として 
 
・「部位」が「外壁」の場合には「トーン」の影響がなくなる。 

・「部位」が「屋根」の場合には「トーン」「高い」が「同じ」と

同程度までよくなる。 

・「部位」が「屋根」の場合は「色相」の影響がなくなる。 

・「部位」が「屋根」の場合には「規則性」の影響があり、「なし」

が「あり」よりもよい。 

・「色相」が「ベージュ」の場合は「部位」「外壁」の評価が高く

なる。 

・「色相」が「青」では「規則性」の影響があり、「なし」が「あ

り」よりもよい。 

・「色相」が「ベージュ」の場合には「トーン」の影響がなくなる。 

・「トーン」が「同じ」場合には、「色相」「赤」が「ベージュ」

と同程度までよくなる。 

・「規則性」が「あり」の場合には「部位」の影響がなくなる。 

 

が言えるので、以上の点にも配慮しなくてはならない。 

 

 

「生活感のある」景観をつくるには 

 

・「部位」は「屋根」がよい。 

・「色相」は「ベージュ」が最もよく、「赤」、「青」はあまりよ

くない。 

・「トーン」の影響はない。 

・「規則性」の影響はない。 

 

ということが言える。ただし、例外として 
 

・「部位」が「屋根」の場合には「色相」の影響がなくなる。 

・「部位」が「屋根」の場合には「トーン」の影響があり「低い」
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より「高い」方がよい。 

・「部位」が「屋根」の場合には「トーン」の影響があり、「高い」

が「低い」よりよい。 

・「部位」が「バルコニー」の場合には「トーン」が「高い」より

「同じ」、「低い」の方がよい。 

・「トーン」が「低い」場合には「部位」の影響がなくなる。 

 

が言えるので、以上の点にも配慮しなくてはならない。 

 

 

「美しい」景観をつくるには 

 

・「部位」は「屋根」がよい。 

・「色相」は「ベージュ」が最もよく、次に「赤」、「青」はあま

りよくない。 

・「トーン」は「同じ」がよく「低い」はよくない。 

 
ということが言える。ただし、例外として 
 
・「部位」が「屋根」の場合は「色相」の影響がなくなる。 

・「部位」が「屋根」の場合には「規則性」の影響があり、「なし」

が「あり」よりもよい。 

・「部位」が「バルコニー」の場合には「色相」「青」がややよく

なる。 

・「色相」が「ベージュ」の場合には「トーン」の影響がなくなる。 

・「色相」が「ベージュ」の場合は「部位」「外壁」の評価が高く

なる。 

・「色相」が「青」では「規則性」の影響があり、「なし」が「あ

り」よりもよい。 

・「色相」が「青」では「部位」「バルコニー」がややよくなる。 

・「色相」が「青」では「トーン」「高い」が「同じ」と同程度ま

でよくなる。 

・「トーン」が「同じ」場合には、「色相」「赤」が「ベージュ」

と同程度までよくなる。 

・「トーン」が「高い」場合には「色相」「青」がややよくなる。 

・「トーン」が「低い」場合には「色相」「赤」がややわるくなる。 

・「規則性」が「なし」では「青」が「赤」と同程度までよくなる。 

 

が言えるので、以上の点にも配慮しなくてはならない。 
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「癒される」景観をつくるには 

 

・「部位」は「屋根」がよい。 

・「色相」は「ベージュ」が最もよく、次に「赤」、「青」はあま

りよくない。 

・「トーン」は「同じ」がよく「高い」、「低い」はよくない。 

 
ということが言える。ただし、例外として 
 
・「部位」が「外壁」の場合には「トーン」の影響がなくなる。 

・「部位」が「屋根」の場合には「トーン」「高い」が「同じ」と

同程度までよくなる。 

・「部位」が「屋根」の場合は「色相」の影響がなくなる。 

・「部位」が「屋根」の場合には「規則性」の影響があり、「なし」

が「あり」よりもよい。 

・「部位」が「バルコニー」の場合には「色相」「青」が「赤」と

同程度までよくなる。 

・「色相」が「ベージュ」の場合は「部位」「外壁」の評価が高く

なる。 

・「色相」が「青」では「規則性」の影響があり、「なし」が「あ

り」よりもよい。 

・「色相」が「ベージュ」の場合には「トーン」の影響がなくなる。 

・「トーン」が「同じ」場合には、「色相」「赤」が「ベージュ」

と同程度までよくなる。 

・「トーン」が「高い」場合には「色相」「青」がややよくなる。 

・「トーン」が「低い」場合には「色相」「赤」がややわるくなる。 

・「トーン」が低い場合には「部位」の影響がなくなる。 

・「規則性」が「なし」の場合には「色相」「青」が「赤」と同程

度までよくなる。 

 

が言えるので、以上の点にも配慮しなくてはならない。 
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ⅳ 例外から見る要因の特徴 

 複数の評価項目に共通して見られる例外がある。「規則性」の交

互作用に関するもの、「トーン」の影響がなくなるもの、「トーン」

の「同じ」、「高い」に差がなくなるもの、「色相」の影響がなく

なるもの、「色相」の「ベージュ」、「赤」に差がなくなるものが

それに該当する。 

 

＜「規則性」の交互作用に関するもの＞ 

「色相」が「青」の場合「なし」が「あり」よりも高い評価とな

る評価項目は「違和感がない」、「好き」、「住みたい」、「心地

よい」、「親しみのある」、「美しい」、「癒される」の７つであ

った。「部位」が「屋根」の場合に「なし」が「あり」よりも高い

評価となる評価項目は「違和感がない」、「好き」、「住みたい」、

「心地よい」、「親しみのある」、「美しい」、「癒される」の６

つであった。 

 このことから、「青」と「屋根」が「規則性」を感じさせやすい

状況に結びつくことが推測される。 

 

＜「トーン」の影響がなくなるもの＞ 

 「部位」が「外壁」の場合に「トーン」の影響がなくなる評価項

目は、「違和感がない」、「住みたい」、「心地よい」、「親しみ

のある」、「癒される」の５つであった。 このことから、「外壁」

へ用いるアクセントカラーの「トーン」は違いが感じられにくいこ

とが推測される。 

 「色相」が「ベージュ」の場合に「トーン」の影響がなくなる評

価項目は「住みたい」、「心地よい」、「親しみのある」、「美し

い」、「癒される」の５項目であった。「ベージュ」は全体として

高い評価になっていることから、「ベージュ」であれば「トーン」

に限らず、比較的よい色彩環境が構成されることが推測できる。 

 

＜「トーン」「高い」が「同じ」と同程度の評価となるもの＞ 

 「部位」が「屋根」の場合「トーン」が「高い」と「同じ」の評

価が同程度になる、つまり「トーン」「高い」の評価がよくなる評

価項目には「違和感がない」、「心地よい」、「親しみのある」、

「癒される」の４項目が該当している。 

「屋根」は基調色の「トーン」が比較的低いことから、あまりに

「低すぎる」色が嫌がられ、「高い」と「同じ」が高い評価となっ

たことが推測される。 
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＜「色相」の影響がなくなるもの＞ 

 「部位」が「屋根」の場合に「色相」の影響がなくなる評価項目

には「住みたい」、「心地よい」、「親しみのある」、「生活感の

ある」、「美しい」、「癒される」の６項目が該当した。「屋根」

は基調色のトーンが低いため、「色相」の違いが感じられにくい状

況が生じたことも考えられる。 

 

＜「赤」が「ベージュ」と同程度の評価となるもの＞ 

 「トーン」が「同じ」場合に「赤」と「ベージュ」の評価が同程

度になる評価項目には「好き」、「住みたい」、「心地よい」、「親

しみのある」、「美しい」「癒される」の６項目があった。これら

６項目では「色相」が暖色のものが高い評価を得ていると考えるこ

とができる。 

 

共通する例外から、特定の要因の特徴が明らかとなった。これら

の特徴にも配慮した色彩計画が望まれる。 

 
 本実験では「部位」の水準として、「外壁」、「屋根」、「バルコニー」

の３つを設定した。「部位」による差異が見られたが、これはアクセ

ントカラーの着色面積による差であるのか、着色部分の高さの差で

あるのか、「部位」の形態による差であるのかを明らかにすることが

できなかった。「屋根」に関しては、基調色自体が「外壁」、「バルコ

ニー」とは異なるために、その影響が出た可能性もある。「外壁」と

「バルコニー」では多くの評価項目において、「外壁」の方が高い評

価を得ていることから、面の部分にアクセントカラーを配する時に

は、ある程度の大きさの面全体に配することが好ましいと言える。 
 また、本実験ではアクセントカラーを１枚の画像につき１色しか

用いなかった。ダミーの画像で３色のアクセントカラーを取り入れ

た写真を提示し、それも評価してもらったが、いずれの評価項目で

も高い評価を得ている。この画像は元の住宅写真が異なるため、住

宅の形態の影響が評価に影響を与えている可能性もあるが、アクセ

ントカラーは１色よりも複数色の方がよい可能性もあると言える。 
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おわりに 
 第四章の住宅地の色彩構成を調査した結果では、高円寺や月島に色相、トーンともにバラけた色

彩環境があることを明らかにした。これは、条例や協定、多くの研究で推奨されていない色彩環境

である。実験の結果、「楽しい」景観や「個性がある」景観をつくる場合とアクセントカラーの「色

相」が「赤」の場合に限っては、色相、トーン共に異なる景観がよいことが明らかとなった。実験

で用いた１０の評価項目について因子分析を行った結果、住人が住宅地に求めている景観に「楽し

い」や「個性がある」は含まれなかった。住宅地の景観として、最も望まれていたのは「住みたい」

と強い相関関係にある「癒される」であった。「美しい国づくり」など、「美しい」景観を創るこ

とが目標とされることが多いが、住宅地においては美しさよりも癒しに重点を置くべきである。 

単調な色彩環境は見る者を退屈にさせていると考え、このような研究を行うことを考え付いたが、

実験を行ってみると不適当なアクセントカラーを用いるよりは、アクセントカラーがない方がよい

という結果となった。本実験では実証されない仮説もあったが、住宅地に望まれるアクセントカラ

ーのタイプや、評価項目別に高い評価を得るアクセントカラーのタイプを明らかにすることができ

た。この結果を住宅地の色彩設計に応用することが可能だと考えている。 

 本実験ではアクセントカラーの要因を「部位」、「色相」、「トーン」、「規則性」の４つとした。「規

則性」はアクセントカラーの出現場所が規則的であるか、そうでないかの２つの水準としたが、「規

則性」のつけ方には他にも方法があり、今回「規則性」だけで有意な差を生じる分散分析結果を得

ることが出来なかったことからも、他の方法での検証の余地がある。また、アクセントカラーを１

枚の画像につき、１色しか用いなかった。実験で用いたダミー画像にはアクセントカラーを複数色

配したものを用いたが、高い評価を得ている。画像の元となる住宅写真が異なるので、単に色の差

異によるものとは断定できないが、アクセントカラーが複数色の場合も今後検討の余地があると言

える。 
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実験で用いた画像 

 

 

 
 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



＜アンケート＞                                      No.      

 
質問１  年齢      歳   性別  男 ・ 女  職業（簡単に）            
 
 
質問２  好きな色は何色ですか？○をつけて下さい。（複数回答可） 
 
   赤 ・ ピンク ・ 紫 ・ 水色 ・ 青 ・ 緑 ・ 黄緑 ・黄色 
   

オレンジ ・ ベージュ ・ 茶 ・グレー ・ 黒 ・ 白 ・その他（    ） 
   
  上で選んだ色を好きな順に並べてください。 
   
                                          
 
 
質問３  家を建てたことがある方： 

何色の家を建てましたか？なぜその色を選びましたか？ 
 
   屋根の色        外壁の色        その他        
 

理由                                                        
 
   家を建てたことのない方： 
   家を建てるとしたら何色がよいですか？なぜその色を選びましたか？ 
 
   屋根の色        外壁の色        その他        
 

理由                                                    
 
 

質問４  今までどのようなタイプの住居に住んできましたか？住んだことがあるタイプの住宅 
を選択し、居住していた年数を大まかに記入して下さい。 
 
戸建て住宅（   年） ・ 集合住宅（   年） ・ その他（   年） 
 
 
 
 
 
 
 



 No.      

 
 
質問５  どんなまちなみが好きですか？該当するものに○をつけて下さい。（複数回答可） 
 
落ち着いた ・ 活気のある ・ 郊外的な ・ 都会的な ・ 下町風の ・ 
  
山手風の ・ きれいな ・ ごちゃごちゃした ・ すっきりした ・  
 
歴史を感じる ・ ニュータウン ・ 洋風な ・ 日本的な ・ モダンな ・  
 
レトロな ・ 古い ・ 新しい ・ ゆったりした ・ 密集した 
  
 

 
質問６  色彩学、都市計画学、建築学について学んだことはありますか？ 
 
    色彩学：  あり ・ 少しあり ・ なし 
     都市：  あり ・ 少しあり ・ なし 
     建築：  あり ・ 少しあり ・ なし 
 
 
質問は以上です。ご協力ありがとうございました。 
アンケートの内容を研究以外の目的で用いることはありません。 
プライバシーに配慮し、個人が特定されることのないよう十分注意い 
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評価結果

画像２７
被験者NO楽しい 生活感のあ住みたい 癒される 好き 違和感がな個性がある心地よい 親しみのあ美しい

1 3 3 3 2 3 2 3 2 3 3
2 3 5 4 5 4 5 4 4 4 4
3 2 2 2 3 3 2 5 2 2 2
4 5 4 3 3 2 2 6 2 2 2
5 3 3 3 4 3 3 5 3 3 3
6 4 4 2 3 3 4 2 3 4 3
7 2 3 3 3 3 3 6 2 3 3
8 3 2 1 2 2 2 5 3 2 3
9 4 2 1 2 2 1 4 2 1 2

11 5 3 3 3 3 3 5 3 4 3
12 4 4 5 5 5 4 5 4 3 4
13 4 3 3 3 4 2 4 4 3 3
14 1 5 1 3 1 1 3 1 2 1
16 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
17 4 2 2 1 3 1 5 2 1 2
18 3 2 2 2 2 1 4 1 2 2
19 5 3 2 2 3 1 5 2 2 4
20 4 3 3 3 3 3 4 3 2 4
21 3 4 3 3 3 4 2 4 4 4
22 4 4 4 3 4 4 3 4 3 4
23 3 3 3 4 4 4 3 3 3 3
24 4 3 3 3 3 3 4 4 4 4
25 3 3 2 2 2 1 3 1 1 1
26 6 1 1 1 1 1 6 1 1 1
27 4 2 1 2 2 1 4 1 3 2
28 3 2 2 2 2 1 5 2 2 2
29 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2
30 2 2 2 2 2 3 3 2 3 2
32 2 2 1 1 1 2 2 1 2 2
33 3 3 3 4 4 3 4 3 4 4
36 4 2 2 1 3 1 6 1 1 2
38 1 1 1 1 1 1 3 1 1 1
40 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
41 2 2 2 2 2 2 3 2 2 2
42 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2
43 4 3 3 2 3 3 5 3 1 3
44 5 3 3 2 2 1 6 3 1 3
45 2 2 2 3 2 1 2 2 2 2
46 4 3 4 3 5 4 5 4 4 3
47 3 3 3 4 4 4 2 3 3 3
51 2 2 2 2 2 2 3 2 2 2
52 3 3 3 3 3 2 4 2 2 3
53 4 4 3 3 4 2 4 3 3 3
54 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2
56 3 3 1 1 1 1 6 1 1 1
57 5 3 3 4 3 2 5 3 3 4
58 3 2 2 3 3 2 4 3 3 3
59 4 3 3 2 3 2 4 3 3 3
60 4 3 3 2 2 2 3 3 2 2
61 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
62 2 4 2 3 2 3 2 3 4 2

平均値 3.254902 2.803922 2.45098 2.588235 2.686275 2.294118 3.843137 2.470588 2.470588 2.627451
分散 1.313725 0.880784 0.932549 1.047059 1.059608 1.291765 1.774902 1.014118 1.054118 0.918431
標準偏差 1.146179 0.938501 0.965686 1.023259 1.029373 1.136558 1.332254 1.007034 1.026702 0.958348
最小値 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
最大値 6 5 5 5 5 5 6 4 4 4
最頻値 4 3 3 2 3 2 4 2 2 2
中央値 3 3 2 3 3 2 4 2 2 3
標本数 51 51 51 51 51 51 51 51 51 51



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ⅲ 全被験者のデータを用いた分散分析結果 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



■一変量の分散分析「違和感がない」 
１. 部位 

ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 違和感がない

-.639* .093 .000 -.862 -.416

.308* .093 .003 .085 .531

.639* .093 .000 .416 .862

.947* .093 .000 .724 1.171

-.308* .093 .003 -.531 -.085

-.947* .093 .000 -1.171 -.724

(J) 部位
屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

(I) 部位
外壁

屋根

バルコニー

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

 
２. 色相 

ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 違和感がない

.912* .093 .000 .689 1.135

1.221* .093 .000 .998 1.444

-.912* .093 .000 -1.135 -.689

.309* .093 .003 .086 .532

-1.221* .093 .000 -1.444 -.998

-.309* .093 .003 -.532 -.086

(J) 色相
赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

(I) 色相
ベージュ

赤

青

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

 
３. トーン 

ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 違和感がない

.471* .093 .000 .248 .694

.614* .093 .000 .391 .837

-.471* .093 .000 -.694 -.248

.143 .093 .371 -.080 .367

-.614* .093 .000 -.837 -.391

-.143 .093 .371 -.367 .080

(J) トーン
高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

(I) トーン
同じ

高い

低い

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４. 色相 * 部位 

ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 違和感がない

1.553* .171 .000 1.142 1.963

2.187* .172 .000 1.776 2.599

-1.553* .171 .000 -1.963 -1.142

.635* .172 .001 .223 1.046

-2.187* .172 .000 -2.599 -1.776

-.635* .172 .001 -1.046 -.223

.414* .172 .048 .002 .825

.526* .172 .007 .114 .938

-.414* .172 .048 -.825 -.002

.112 .172 1.000 -.299 .524

-.526* .172 .007 -.938 -.114

-.112 .172 1.000 -.524 .299

.770* .172 .000 .358 1.182

.950* .171 .000 .539 1.361

-.770* .172 .000 -1.182 -.358

.180 .172 .884 -.231 .591

-.950* .171 .000 -1.361 -.539

-.180 .172 .884 -.591 .231

(J) 色相
赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

(I) 色相
ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

部位
外壁

屋根

バルコニー

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

５. 色相 * 部位 

ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 違和感がない

.294 .172 .259 -.117 .706

.982* .171 .000 .570 1.393

-.294 .172 .259 -.706 .117

.687* .172 .000 .275 1.099

-.982* .171 .000 -1.393 -.570

-.687* .172 .000 -1.099 -.275

-.844* .171 .000 -1.255 -.434

.199 .172 .739 -.212 .610

.844* .171 .000 .434 1.255

1.043* .172 .000 .632 1.455

-.199 .172 .739 -.610 .212

-1.043* .172 .000 -1.455 -.632

-1.367* .172 .000 -1.779 -.955

-.256 .172 .409 -.667 .155

1.367* .172 .000 .955 1.779

1.111* .172 .000 .700 1.523

.256 .172 .409 -.155 .667

-1.111* .172 .000 -1.523 -.700

(J) 部位
屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

(I) 部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

色相
ベージュ

赤

青

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６. トーン * 部位 

ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 違和感がない

.306 .172 .223 -.105 .718

.065 .171 1.000 -.346 .476

-.306 .172 .223 -.718 .105

-.241 .172 .481 -.653 .170

-.065 .171 1.000 -.476 .346

.241 .172 .481 -.170 .653

-.167 .172 .990 -.579 .244

.969* .172 .000 .557 1.381

.167 .172 .990 -.244 .579

1.136* .172 .000 .724 1.548

-.969* .172 .000 -1.381 -.557

-1.136* .172 .000 -1.548 -.724

1.273* .172 .000 .862 1.684

.808* .172 .000 .397 1.220

-1.273* .172 .000 -1.684 -.862

-.465* .171 .020 -.876 -.054

-.808* .172 .000 -1.220 -.397

.465* .171 .020 .054 .876

(J) トーン
高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

(I) トーン
同じ

高い

低い

同じ

高い

低い

同じ

高い

低い

部位
外壁

屋根

バルコニー

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

 
７. トーン * 部位 

ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 違和感がない

-.782* .172 .000 -1.194 -.371

-.262 .172 .382 -.673 .149

.782* .172 .000 .371 1.194

.521* .172 .007 .109 .932

.262 .172 .382 -.149 .673

-.521* .172 .007 -.932 -.109

-1.256* .172 .000 -1.668 -.844

.705* .172 .000 .294 1.116

1.256* .172 .000 .844 1.668

1.961* .171 .000 1.550 2.372

-.705* .172 .000 -1.116 -.294

-1.961* .171 .000 -2.372 -1.550

.121 .172 1.000 -.290 .533

.482* .171 .015 .071 .892

-.121 .172 1.000 -.533 .290

.360 .172 .108 -.051 .772

-.482* .171 .015 -.892 -.071

-.360 .172 .108 -.772 .051

(J) 部位
屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

(I) 部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

トーン
同じ

高い

低い

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

 

 

 

 

 

 

 

 



８. 規則性 * 部位 

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 違和感がない

-.466* .161 .004 -.782 -.150

.466* .161 .004 .150 .782

.673* .161 .000 .357 .990

-.673* .161 .000 -.990 -.357

.059 .161 .715 -.258 .375

-.059 .161 .715 -.375 .258

(J) 規則性
あり

なし

あり

なし

あり

なし

(I) 規則性
なし

あり

なし

あり

なし

あり

部位
外壁

屋根

バルコニー

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

 
９. 規則性 * 部位 

ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 違和感がない

-1.209* .118 .000 -1.491 -.927

.046 .118 1.000 -.236 .328

1.209* .118 .000 .927 1.491

1.255* .118 .000 .972 1.537

-.046 .118 1.000 -.328 .236

-1.255* .118 .000 -1.537 -.972

-.069 .186 1.000 -.515 .377

.571* .186 .007 .125 1.017

.069 .186 1.000 -.377 .515

.640* .186 .002 .194 1.086

-.571* .186 .007 -1.017 -.125

-.640* .186 .002 -1.086 -.194

(J) 部位
屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

(I) 部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

規則性
なし

あり

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

 
1０. トーン * 色相 

ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 違和感がない

.565* .171 .003 .154 .976

.348 .172 .129 -.064 .759

-.565* .171 .003 -.976 -.154

-.218 .172 .617 -.629 .194

-.348 .172 .129 -.759 .064

.218 .172 .617 -.194 .629

.554* .172 .004 .143 .966

.669* .172 .000 .257 1.080

-.554* .172 .004 -.966 -.143

.114 .171 1.000 -.297 .525

-.669* .172 .000 -1.080 -.257

-.114 .171 1.000 -.525 .297

.293 .172 .267 -.119 .705

.826* .172 .000 .415 1.238

-.293 .172 .267 -.705 .119

.534* .172 .006 .122 .945

-.826* .172 .000 -1.238 -.415

-.534* .172 .006 -.945 -.122

(J) トーン
高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

(I) トーン
同じ

高い

低い

同じ

高い

低い

同じ

高い

低い

色相
ベージュ

赤

青

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

 

1１. トーン * 色相 

ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 違和感がない

.809* .172 .000 .397 1.220

1.152* .172 .000 .741 1.563

-.809* .172 .000 -1.220 -.397

.344 .172 .137 -.068 .756

-1.152* .172 .000 -1.563 -.741

-.344 .172 .137 -.756 .068

.798* .171 .000 .387 1.209

.880* .172 .000 .468 1.291

-.798* .171 .000 -1.209 -.387

.082 .172 1.000 -.330 .493

-.880* .172 .000 -1.291 -.468

-.082 .172 1.000 -.493 .330

1.130* .172 .000 .718 1.541

1.631* .172 .000 1.219 2.042

-1.130* .172 .000 -1.541 -.718

.501* .171 .010 .091 .912

-1.631* .172 .000 -2.042 -1.219

-.501* .171 .010 -.912 -.091

(J) 色相
赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

(I) 色相
ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

トーン
同じ

高い

低い

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

1２. 規則性 * 色相 

ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 違和感がない

-.229 .161 .155 -.546 .087

.229 .161 .155 -.087 .546

-.195 .161 .226 -.511 .121

.195 .161 .226 -.121 .511

.690* .161 .000 .374 1.007

-.690* .161 .000 -1.007 -.374

(J) 規則性
あり

なし

あり

なし

あり

なし

(I) 規則性
なし

あり

なし

あり

なし

あり

色相
ベージュ

赤

青

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

 
１３. 規則性 * 色相 

ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 違和感がない

.895* .118 .000 .613 1.177

.761* .118 .000 .479 1.043

-.895* .118 .000 -1.177 -.613

-.134 .118 .768 -.416 .149

-.761* .118 .000 -1.043 -.479

.134 .118 .768 -.149 .416

.929* .186 .000 .483 1.375

1.681* .186 .000 1.234 2.127

-.929* .186 .000 -1.375 -.483

.752* .186 .000 .306 1.198

-1.681* .186 .000 -2.127 -1.234

-.752* .186 .000 -1.198 -.306

(J) 色相
赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

(I) 色相
ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

規則性
なし

あり

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

 

 

 

■一変量の分散分析「楽しい」 
1. 色相 

ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 楽しい

-.657* .079 .000 -.846 -.467

-.113 .079 .461 -.303 .077

.657* .079 .000 .467 .846

.544* .079 .000 .354 .733

.113 .079 .461 -.077 .303

-.544* .079 .000 -.733 -.354

(J) 色相
赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

(I) 色相
ベージュ

赤

青

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

 
2. トーン 

ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 楽しい

-.227* .079 .013 -.417 -.037

-.405* .079 .000 -.595 -.216

.227* .079 .013 .037 .417

-.178 .079 .073 -.368 .011

.405* .079 .000 .216 .595

.178 .079 .073 -.011 .368

(J) トーン
高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

(I) トーン
同じ

高い

低い

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 

 
 
3. 色相 * 部位 

ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 楽しい

-.697* .146 .000 -1.046 -.348

.024 .146 1.000 -.325 .374

.697* .146 .000 .348 1.046

.721* .146 .000 .372 1.071

-.024 .146 1.000 -.374 .325

-.721* .146 .000 -1.071 -.372

-.707* .146 .000 -1.057 -.358

-.416* .146 .013 -.766 -.066

.707* .146 .000 .358 1.057

.292 .146 .138 -.058 .641

.416* .146 .013 .066 .766

-.292 .146 .138 -.641 .058

-.566* .146 .000 -.916 -.216

.052 .146 1.000 -.297 .402

.566* .146 .000 .216 .916

.619* .146 .000 .269 .968

-.052 .146 1.000 -.402 .297

-.619* .146 .000 -.968 -.269

(J) 色相
赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

(I) 色相
ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

部位
外壁

屋根

バルコニー

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

 

 

 



 
4. 色相 * 部位 

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 楽しい

.194 .146 .554 -.156 .543

.073 .146 1.000 -.276 .423

-.194 .146 .554 -.543 .156

-.120 .146 1.000 -.470 .230

-.073 .146 1.000 -.423 .276

.120 .146 1.000 -.230 .470

.183 .146 .627 -.166 .532

.204 .146 .485 -.145 .554

-.183 .146 .627 -.532 .166

.021 .146 1.000 -.329 .371

-.204 .146 .485 -.554 .145

-.021 .146 1.000 -.371 .329

-.247 .146 .275 -.597 .104

.101 .146 1.000 -.248 .451

.247 .146 .275 -.104 .597

.348 .146 .051 -.002 .698

-.101 .146 1.000 -.451 .248

-.348 .146 .051 -.698 .002

(J) 部位
屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

(I) 部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

色相
ベージュ

赤

青

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

 

 
5. トーン * 色相 

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 楽しい

-.607* .146 .000 -.956 -.258

-.834* .146 .000 -1.184 -.484

.607* .146 .000 .258 .956

-.227 .146 .362 -.577 .123

.834* .146 .000 .484 1.184

.227 .146 .362 -.123 .577

-.066 .146 1.000 -.416 .283

-.009 .146 1.000 -.359 .340

.066 .146 1.000 -.283 .416

.057 .146 1.000 -.292 .406

.009 .146 1.000 -.340 .359

-.057 .146 1.000 -.406 .292

-.008 .146 1.000 -.358 .343

-.373* .146 .032 -.722 -.023

.008 .146 1.000 -.343 .358

-.365* .146 .037 -.715 -.015

.373* .146 .032 .023 .722

.365* .146 .037 .015 .715

(J) トーン
高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

(I) トーン
同じ

高い

低い

同じ

高い

低い

同じ

高い

低い

色相
ベージュ

赤

青

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

 

 

 

 

 
6. トーン * 色相 

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 楽しい

-1.112* .146 .000 -1.462 -.762

-.466* .146 .004 -.816 -.117

1.112* .146 .000 .762 1.462

.646* .146 .000 .295 .996

.466* .146 .004 .117 .816

-.646* .146 .000 -.996 -.295

-.571* .146 .000 -.920 -.222

.133 .146 1.000 -.217 .483

.571* .146 .000 .222 .920

.704* .146 .000 .354 1.054

-.133 .146 1.000 -.483 .217

-.704* .146 .000 -1.054 -.354

-.287 .146 .147 -.637 .062

-.006 .146 1.000 -.355 .344

.287 .146 .147 -.062 .637

.282 .146 .159 -.067 .631

.006 .146 1.000 -.344 .355

-.282 .146 .159 -.631 .067

(J) 色相
赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

(I) 色相
ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

トーン
同じ

高い

低い

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

 

 

■一変量の分散分析「個性がある」 

 
１. 部位 

ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 個性がある

.478* .084 .000 .276 .679

.001 .084 1.000 -.201 .202

-.478* .084 .000 -.679 -.276

-.477* .084 .000 -.679 -.275

-.001 .084 1.000 -.202 .201

.477* .084 .000 .275 .679

(J) 部位
屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

(I) 部位
外壁

屋根

バルコニー

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

２. 色相 

ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 個性がある

-1.262* .084 .000 -1.464 -1.061

-.937* .084 .000 -1.139 -.735

1.262* .084 .000 1.061 1.464

.325* .084 .000 .124 .527

.937* .084 .000 .735 1.139

-.325* .084 .000 -.527 -.124

(J) 色相
赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

(I) 色相
ベージュ

赤

青

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

 
３. トーン 

ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 個性がある

-.529* .084 .000 -.730 -.327

-.800* .084 .000 -1.001 -.598

.529* .084 .000 .327 .730

-.271* .084 .004 -.473 -.069

.800* .084 .000 .598 1.001

.271* .084 .004 .069 .473

(J) トーン
高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

(I) トーン
同じ

高い

低い

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

 
４. トーン * 部位 

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 個性がある

-.661* .155 .000 -1.033 -.289

-.834* .155 .000 -1.206 -.463

.661* .155 .000 .289 1.033

-.173 .155 .797 -.545 .199

.834* .155 .000 .463 1.206

.173 .155 .797 -.199 .545

-.168 .155 .836 -.540 .204

-.910* .155 .000 -1.282 -.537

.168 .155 .836 -.204 .540

-.741* .155 .000 -1.114 -.369

.910* .155 .000 .537 1.282

.741* .155 .000 .369 1.114

-.757* .155 .000 -1.129 -.385

-.655* .155 .000 -1.028 -.283

.757* .155 .000 .385 1.129

.101 .155 1.000 -.271 .473

.655* .155 .000 .283 1.028

-.101 .155 1.000 -.473 .271

(J) トーン
高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

(I) トーン
同じ

高い

低い

同じ

高い

低い

同じ

高い

低い

部位
外壁

屋根

バルコニー

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



５. トーン * 部位 

ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 個性がある

.338 .155 .088 -.034 .710

-.027 .155 1.000 -.399 .345

-.338 .155 .088 -.710 .034

-.366 .155 .056 -.738 .007

.027 .155 1.000 -.345 .399

.366 .155 .056 -.007 .738

.831* .155 .000 .459 1.204

-.123 .155 1.000 -.495 .250

-.831* .155 .000 -1.204 -.459

-.954* .155 .000 -1.326 -.582

.123 .155 1.000 -.250 .495

.954* .155 .000 .582 1.326

.263 .155 .272 -.109 .635

.152 .155 .986 -.220 .523

-.263 .155 .272 -.635 .109

-.111 .155 1.000 -.484 .261

-.152 .155 .986 -.523 .220

.111 .155 1.000 -.261 .484

(J) 部位
屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

(I) 部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

トーン
同じ

高い

低い

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

６. 規則性 * 部位 

ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 個性がある

.478* .146 .001 .193 .764

-.478* .146 .001 -.764 -.193

-.390* .146 .008 -.676 -.104

.390* .146 .008 .104 .676

.120 .146 .412 -.167 .406

-.120 .146 .412 -.406 .167

(J) 規則性
あり

なし

あり

なし

あり

なし

(I) 規則性
なし

あり

なし

あり

なし

あり

部位
外壁

屋根

バルコニー

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

 
７. 規則性 * 部位 

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 個性がある

.912* .107 .000 .656 1.167

.180 .106 .274 -.075 .435

-.912* .107 .000 -1.167 -.656

-.732* .106 .000 -.987 -.477

-.180 .106 .274 -.435 .075

.732* .106 .000 .477 .987

.043 .168 1.000 -.360 .447

-.179 .168 .865 -.582 .225

-.043 .168 1.000 -.447 .360

-.222 .168 .562 -.626 .182

.179 .168 .865 -.225 .582

.222 .168 .562 -.182 .626

(J) 部位
屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

(I) 部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

規則性
なし

あり

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

 

 

８. トーン * 色相 

ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 個性がある

-1.046* .155 .000 -1.418 -.675

-.981* .155 .000 -1.353 -.609

1.046* .155 .000 .675 1.418

.065 .155 1.000 -.307 .438

.981* .155 .000 .609 1.353

-.065 .155 1.000 -.438 .307

-.478* .155 .006 -.850 -.106

-.505* .155 .003 -.877 -.133

.478* .155 .006 .106 .850

-.028 .155 1.000 -.399 .344

.505* .155 .003 .133 .877

.028 .155 1.000 -.344 .399

-.062 .155 1.000 -.435 .311

-.913* .155 .000 -1.285 -.541

.062 .155 1.000 -.311 .435

-.851* .155 .000 -1.223 -.478

.913* .155 .000 .541 1.285

.851* .155 .000 .478 1.223

(J) トーン
高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

(I) トーン
同じ

高い

低い

同じ

高い

低い

同じ

高い

低い

色相
ベージュ

赤

青

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

 
９. トーン * 色相 

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 個性がある

-1.610* .155 .000 -1.982 -1.238

-1.288* .155 .000 -1.660 -.916

1.610* .155 .000 1.238 1.982

.323 .155 .114 -.050 .695

1.288* .155 .000 .916 1.660

-.323 .155 .114 -.695 .050

-1.042* .155 .000 -1.414 -.670

-.304 .155 .152 -.676 .069

1.042* .155 .000 .670 1.414

.738* .155 .000 .366 1.111

.304 .155 .152 -.069 .676

-.738* .155 .000 -1.111 -.366

-1.135* .155 .000 -1.507 -.762

-1.219* .155 .000 -1.592 -.847

1.135* .155 .000 .762 1.507

-.085 .155 1.000 -.456 .287

1.219* .155 .000 .847 1.592

.085 .155 1.000 -.287 .456

(J) 色相
赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

(I) 色相
ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

トーン
同じ

高い

低い

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

 

 

 

 

 

 

 

1０. トーン * 規則性 

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 個性がある

-.866* .106 .000 -1.121 -.611

-.780* .107 .000 -1.036 -.525

.866* .106 .000 .611 1.121

.086 .106 1.000 -.169 .341

.780* .107 .000 .525 1.036

-.086 .106 1.000 -.341 .169

-.191 .168 .768 -.595 .212

-.819* .168 .000 -1.223 -.416

.191 .168 .768 -.212 .595

-.628* .169 .001 -1.032 -.224

.819* .168 .000 .416 1.223

.628* .169 .001 .224 1.032

(J) トーン
高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

(I) トーン
同じ

高い

低い

同じ

高い

低い

規則性
なし

あり

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

 
1１. トーン * 規則性 

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 個性がある

-.143 .146 .328 -.428 .143

.143 .146 .328 -.143 .428

.532* .146 .000 .246 .819

-.532* .146 .000 -.819 -.246

-.182 .146 .214 -.468 .105

.182 .146 .214 -.105 .468

(J) 規則性
あり

なし

あり

なし

あり

なし

(I) 規則性
なし

あり

なし

あり

なし

あり

トーン
同じ

高い

低い

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



■一変量の分散分析「好き」. 

 
１. 部位 

ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 好き

-.408* .088 .000 -.620 -.197

.142 .088 .321 -.069 .354

.408* .088 .000 .197 .620

.550* .088 .000 .339 .762

-.142 .088 .321 -.354 .069

-.550* .088 .000 -.762 -.339

(J) 部位
屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

(I) 部位
外壁

屋根

バルコニー

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

 
２. 色相 

ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 好き

.289* .088 .003 .077 .500

.632* .088 .000 .420 .843

-.289* .088 .003 -.500 -.077

.343* .088 .000 .131 .554

-.632* .088 .000 -.843 -.420

-.343* .088 .000 -.554 -.131

(J) 色相
赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

(I) 色相
ベージュ

赤

青

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

 
３. 色相 * 部位 

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 好き

.798* .162 .000 .409 1.188

1.339* .163 .000 .949 1.729

-.798* .162 .000 -1.188 -.409

.541* .163 .003 .151 .931

-1.339* .163 .000 -1.729 -.949

-.541* .163 .003 -.931 -.151

-.199 .163 .666 -.589 .191

-.065 .163 1.000 -.456 .326

.199 .163 .666 -.191 .589

.134 .163 1.000 -.257 .524

.065 .163 1.000 -.326 .456

-.134 .163 1.000 -.524 .257

.267 .163 .303 -.123 .658

.621* .163 .000 .231 1.011

-.267 .163 .303 -.658 .123

.354 .163 .090 -.036 .744

-.621* .163 .000 -1.011 -.231

-.354 .163 .090 -.744 .036

(J) 色相
赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

(I) 色相
ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

部位
外壁

屋根

バルコニー

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 

 
 

 
４. 色相 * 部位 

ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 好き

.392* .163 .048 .002 .782

.558* .163 .002 .169 .948

-.392* .163 .048 -.782 -.002

.166 .163 .921 -.224 .557

-.558* .163 .002 -.948 -.169

-.166 .163 .921 -.557 .224

-.605* .163 .001 -.994 -.215

.028 .163 1.000 -.362 .418

.605* .163 .001 .215 .994

.633* .163 .000 .242 1.023

-.028 .163 1.000 -.418 .362

-.633* .163 .000 -1.023 -.242

-1.012* .163 .000 -1.403 -.621

-.159 .163 .983 -.549 .231

1.012* .163 .000 .621 1.403

.852* .163 .000 .462 1.243

.159 .163 .983 -.231 .549

-.852* .163 .000 -1.243 -.462

(J) 部位
屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

(I) 部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

色相
ベージュ

赤

青

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

 
５. トーン * 部位 

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 好き

.158 .163 .994 -.232 .548

-.149 .163 1.000 -.539 .240

-.158 .163 .994 -.548 .232

-.307 .163 .178 -.698 .083

.149 .163 1.000 -.240 .539

.307 .163 .178 -.083 .698

-.193 .163 .705 -.584 .197

.381 .163 .058 -.009 .772

.193 .163 .705 -.197 .584

.575* .163 .001 .184 .965

-.381 .163 .058 -.772 .009

-.575* .163 .001 -.965 -.184

.630* .163 .000 .240 1.020

.264 .163 .316 -.126 .654

-.630* .163 .000 -1.020 -.240

-.366 .163 .073 -.756 .024

-.264 .163 .316 -.654 .126

.366 .163 .073 -.024 .756

(J) トーン
高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

(I) トーン
同じ

高い

低い

同じ

高い

低い

同じ

高い

低い

部位
外壁

屋根

バルコニー

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 

 
 

 

 

 

 

 

６. トーン * 部位 

ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 好き

-.468* .163 .012 -.858 -.078

-.153 .163 1.000 -.543 .237

.468* .163 .012 .078 .858

.315 .163 .160 -.076 .706

.153 .163 1.000 -.237 .543

-.315 .163 .160 -.706 .076

-.819* .163 .000 -1.210 -.429

.319 .163 .150 -.071 .709

.819* .163 .000 .429 1.210

1.139* .163 .000 .749 1.528

-.319 .163 .150 -.709 .071

-1.139* .163 .000 -1.528 -.749

.063 .163 1.000 -.327 .453

.260 .163 .328 -.129 .650

-.063 .163 1.000 -.453 .327

.198 .163 .675 -.193 .588

-.260 .163 .328 -.650 .129

-.198 .163 .675 -.588 .193

(J) 部位
屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

(I) 部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

トーン
同じ

高い

低い

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

 
7. トーン * 色相 

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 好き

.070 .162 1.000 -.319 .460

-.220 .163 .533 -.610 .171

-.070 .162 1.000 -.460 .319

-.290 .163 .226 -.680 .101

.220 .163 .533 -.171 .610

.290 .163 .226 -.101 .680

.384 .163 .055 -.006 .774

.450* .163 .017 .060 .840

-.384 .163 .055 -.774 .006

.066 .163 1.000 -.323 .456

-.450* .163 .017 -.840 -.060

-.066 .163 1.000 -.456 .323

.141 .163 1.000 -.250 .532

.266 .163 .308 -.124 .656

-.141 .163 1.000 -.532 .250

.125 .163 1.000 -.265 .515

-.266 .163 .308 -.656 .124

-.125 .163 1.000 -.515 .265

(J) トーン
高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

(I) トーン
同じ

高い

低い

同じ

高い

低い

同じ

高い

低い

色相
ベージュ

赤

青

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

 

 

 

 

 

 

 



8. トーン * 色相 

ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 好き

-.039 .163 1.000 -.429 .351

.446* .163 .019 .056 .836

.039 .163 1.000 -.351 .429

.485* .163 .009 .094 .876

-.446* .163 .019 -.836 -.056

-.485* .163 .009 -.876 -.094

.275 .163 .273 -.115 .664

.517* .163 .005 .127 .907

-.275 .163 .273 -.664 .115

.242 .163 .412 -.148 .632

-.517* .163 .005 -.907 -.127

-.242 .163 .412 -.632 .148

.631* .163 .000 .240 1.021

.932* .163 .000 .541 1.322

-.631* .163 .000 -1.021 -.240

.301 .163 .193 -.089 .690

-.932* .163 .000 -1.322 -.541

-.301 .163 .193 -.690 .089

(J) 色相
赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

(I) 色相
ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

トーン
同じ

高い

低い

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

 
 

9. 規則性 * 色相 

ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 好き

-.198 .153 .195 -.498 .102

.198 .153 .195 -.102 .498

-.117 .153 .443 -.417 .182

.117 .153 .443 -.182 .417

.621* .153 .000 .321 .921

-.621* .153 .000 -.921 -.321

(J) 規則性
あり

なし

あり

なし

あり

なし

(I) 規則性
なし

あり

なし

あり

なし

あり

色相
ベージュ

赤

青

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 

 
 
１0. 規則性 * 色相 

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 好き

.248 .112 .079 -.019 .516

.222 .112 .141 -.046 .489

-.248 .112 .079 -.516 .019

-.027 .112 1.000 -.294 .241

-.222 .112 .141 -.489 .046

.027 .112 1.000 -.241 .294

.329 .177 .187 -.094 .753

1.041* .177 .000 .618 1.465

-.329 .177 .187 -.753 .094

.712* .176 .000 .289 1.135

-1.041* .177 .000 -1.465 -.618

-.712* .176 .000 -1.135 -.289

(J) 色相
赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

(I) 色相
ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

規則性
なし

あり

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

■一変量の分散分析「住みたい」 

 
1. 部位 

ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 住みたい

-.342* .087 .000 -.549 -.134

.179 .087 .118 -.029 .387

.342* .087 .000 .134 .549

.520* .087 .000 .312 .729

-.179 .087 .118 -.387 .029

-.520* .087 .000 -.729 -.312

(J) 部位
屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

(I) 部位
外壁

屋根

バルコニー

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 

 
 
2. 色相 

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 住みたい

.226* .087 .028 .018 .434

.546* .087 .000 .338 .755

-.226* .087 .028 -.434 -.018

.321* .087 .001 .113 .528

-.546* .087 .000 -.755 -.338

-.321* .087 .001 -.528 -.113

(J) 色相
赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

(I) 色相
ベージュ

赤

青

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

 
3. トーン 

ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 住みたい

.254* .087 .010 .046 .462

.196 .087 .073 -.012 .403

-.254* .087 .010 -.462 -.046

-.059 .087 1.000 -.267 .150

-.196 .087 .073 -.403 .012

.059 .087 1.000 -.150 .267

(J) トーン
高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

(I) トーン
同じ

高い

低い

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

４. 色相 * 部位 

ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 住みたい

.761* .160 .000 .378 1.143

1.237* .160 .000 .854 1.621

-.761* .160 .000 -1.143 -.378

.476* .160 .009 .093 .860

-1.237* .160 .000 -1.621 -.854

-.476* .160 .009 -.860 -.093

-.319 .160 .139 -.702 .064

-.175 .160 .826 -.559 .209

.319 .160 .139 -.064 .702

.144 .160 1.000 -.239 .528

.175 .160 .826 -.209 .559

-.144 .160 1.000 -.528 .239

.236 .160 .422 -.148 .620

.577* .160 .001 .194 .960

-.236 .160 .422 -.620 .148

.341 .160 .099 -.042 .724

-.577* .160 .001 -.960 -.194

-.341 .160 .099 -.724 .042

(J) 色相
赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

(I) 色相
ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

部位
外壁

屋根

バルコニー

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 

 
 
５. 色相 * 部位 

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 住みたい

.489* .160 .007 .106 .872

.574* .160 .001 .191 .957

-.489* .160 .007 -.872 -.106

.085 .160 1.000 -.299 .468

-.574* .160 .001 -.957 -.191

-.085 .160 1.000 -.468 .299

-.591* .160 .001 -.974 -.208

.049 .160 1.000 -.334 .432

.591* .160 .001 .208 .974

.640* .160 .000 .256 1.023

-.049 .160 1.000 -.432 .334

-.640* .160 .000 -1.023 -.256

-.923* .160 .000 -1.307 -.539

-.086 .160 1.000 -.469 .297

.923* .160 .000 .539 1.307

.837* .160 .000 .453 1.220

.086 .160 1.000 -.297 .469

-.837* .160 .000 -1.220 -.453

(J) 部位
屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

(I) 部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

色相
ベージュ

赤

青

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

 

 

 

 

 

 

 



６. トーン * 部位 

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 住みたい

.158 .160 .972 -.226 .541

-.174 .160 .825 -.557 .208

-.158 .160 .972 -.541 .226

-.332 .160 .114 -.716 .051

.174 .160 .825 -.208 .557

.332 .160 .114 -.051 .716

-.141 .160 1.000 -.525 .242

.489* .160 .007 .106 .873

.141 .160 1.000 -.242 .525

.631* .160 .000 .247 1.014

-.489* .160 .007 -.873 -.106

-.631* .160 .000 -1.014 -.247

.746* .160 .000 .363 1.129

.272 .160 .269 -.112 .655

-.746* .160 .000 -1.129 -.363

-.474* .160 .009 -.857 -.091

-.272 .160 .269 -.655 .112

.474* .160 .009 .091 .857

(J) トーン
高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

(I) トーン
同じ

高い

低い

同じ

高い

低い

同じ

高い

低い

部位
外壁

屋根

バルコニー

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

 
 

７. トーン * 部位 

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 住みたい

-.463* .160 .012 -.846 -.080

-.166 .160 .899 -.549 .217

.463* .160 .012 .080 .846

.297 .160 .191 -.087 .681

.166 .160 .899 -.217 .549

-.297 .160 .191 -.681 .087

-.762* .160 .000 -1.146 -.379

.422* .160 .025 .039 .806

.762* .160 .000 .379 1.146

1.185* .160 .000 .802 1.568

-.422* .160 .025 -.806 -.039

-1.185* .160 .000 -1.568 -.802

.201 .160 .629 -.183 .584

.280 .160 .239 -.103 .663

-.201 .160 .629 -.584 .183

.080 .160 1.000 -.304 .463

-.280 .160 .239 -.663 .103

-.080 .160 1.000 -.463 .304

(J) 部位
屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

(I) 部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

トーン
同じ

高い

低い

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

 

 

 

 

 

８. 規則性 * 部位 

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 住みたい

-.200 .150 .183 -.495 .094

.200 .150 .183 -.094 .495

.432* .150 .004 .137 .726

-.432* .150 .004 -.726 -.137

-.004 .150 .976 -.299 .290

.004 .150 .976 -.290 .299

(J) 規則性
あり

なし

あり

なし

あり

なし

(I) 規則性
なし

あり

なし

あり

なし

あり

部位
外壁

屋根

バルコニー

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

 
９. 規則性 * 部位 

ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 住みたい

-.657* .110 .000 -.921 -.394

.081 .110 1.000 -.182 .344

.657* .110 .000 .394 .921

.738* .110 .000 .476 1.001

-.081 .110 1.000 -.344 .182

-.738* .110 .000 -1.001 -.476

-.026 .173 1.000 -.441 .390

.277 .173 .333 -.139 .693

.026 .173 1.000 -.390 .441

.302 .174 .245 -.114 .718

-.277 .173 .333 -.693 .139

-.302 .174 .245 -.718 .114

(J) 部位
屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

(I) 部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

規則性
なし

あり

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 

 
 

1０. トーン * 色相 

ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 住みたい

.019 .160 1.000 -.363 .402

-.131 .160 1.000 -.515 .252

-.019 .160 1.000 -.402 .363

-.151 .160 1.000 -.534 .233

.131 .160 1.000 -.252 .515

.151 .160 1.000 -.233 .534

.495* .160 .006 .112 .878

.382 .160 .051 -.001 .766

-.495* .160 .006 -.878 -.112

-.113 .160 1.000 -.496 .270

-.382 .160 .051 -.766 .001

.113 .160 1.000 -.270 .496

.248 .160 .366 -.136 .632

.336 .160 .108 -.047 .719

-.248 .160 .366 -.632 .136

.088 .160 1.000 -.296 .472

-.336 .160 .108 -.719 .047

-.088 .160 1.000 -.472 .296

(J) トーン
高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

(I) トーン
同じ

高い

低い

同じ

高い

低い

同じ

高い

低い

色相
ベージュ

赤

青

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

 

1１. トーン * 色相 

ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 住みたい

-.104 .160 1.000 -.487 .280

.315 .160 .148 -.069 .698

.104 .160 1.000 -.280 .487

.418* .160 .027 .034 .802

-.315 .160 .148 -.698 .069

-.418* .160 .027 -.802 -.034

.372 .160 .060 -.011 .755

.543* .160 .002 .159 .927

-.372 .160 .060 -.755 .011

.171 .160 .854 -.212 .555

-.543* .160 .002 -.927 -.159

-.171 .160 .854 -.555 .212

.410* .160 .032 .026 .793

.782* .160 .000 .398 1.165

-.410* .160 .032 -.793 -.026

.372 .160 .060 -.011 .755

-.782* .160 .000 -1.165 -.398

-.372 .160 .060 -.755 .011

(J) 色相
赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

(I) 色相
ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

トーン
同じ

高い

低い

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

 
1２. 規則性 * 色相 

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 住みたい

-.178 .150 .236 -.473 .117

.178 .150 .236 -.117 .473

-.145 .150 .335 -.439 .150

.145 .150 .335 -.150 .439

.550* .150 .000 .255 .845

-.550* .150 .000 -.845 -.255

(J) 規則性
あり

なし

あり

なし

あり

なし

(I) 規則性
なし

あり

なし

あり

なし

あり

色相
ベージュ

赤

青

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

 
１３. 規則性 * 色相 

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 住みたい

.209 .110 .171 -.054 .472

.182 .110 .290 -.081 .445

-.209 .110 .171 -.472 .054

-.027 .110 1.000 -.290 .236

-.182 .110 .290 -.445 .081

.027 .110 1.000 -.236 .290

.243 .173 .486 -.173 .659

.911* .174 .000 .495 1.327

-.243 .173 .486 -.659 .173

.668* .173 .000 .252 1.084

-.911* .174 .000 -1.327 -.495

-.668* .173 .000 -1.084 -.252

(J) 色相
赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

(I) 色相
ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

規則性
なし

あり

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 



■一変量の分散分析.「心地よい」 
1. 部位 

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 心地よい

-.450* .082 .000 -.646 -.254

.161 .082 .149 -.035 .357

.450* .082 .000 .254 .646

.611* .082 .000 .414 .807

-.161 .082 .149 -.357 .035

-.611* .082 .000 -.807 -.414

(J) 部位
屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

(I) 部位
外壁

屋根

バルコニー

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 

 
 
2. 色相 

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 心地よい

.434* .082 .000 .238 .630

.788* .082 .000 .591 .984

-.434* .082 .000 -.630 -.238

.353* .082 .000 .157 .549

-.788* .082 .000 -.984 -.591

-.353* .082 .000 -.549 -.157

(J) 色相
赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

(I) 色相
ベージュ

赤

青

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

 
3. トーン 

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 心地よい

.301* .082 .001 .105 .497

.285* .082 .002 .089 .481

-.301* .082 .001 -.497 -.105

-.016 .082 1.000 -.213 .180

-.285* .082 .002 -.481 -.089

.016 .082 1.000 -.180 .213

(J) トーン
高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

(I) トーン
同じ

高い

低い

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

 

 

 

 

 

 
４. 色相 * 部位 

ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 心地よい

.962* .151 .000 .601 1.323

1.547* .151 .000 1.186 1.909

-.962* .151 .000 -1.323 -.601

.585* .151 .000 .223 .947

-1.547* .151 .000 -1.909 -1.186

-.585* .151 .000 -.947 -.223

-.039 .151 1.000 -.401 .322

.084 .151 1.000 -.278 .447

.039 .151 1.000 -.322 .401

.124 .151 1.000 -.238 .486

-.084 .151 1.000 -.447 .278

-.124 .151 1.000 -.486 .238

.380* .151 .036 .018 .742

.731* .151 .000 .370 1.092

-.380* .151 .036 -.742 -.018

.351 .151 .060 -.011 .713

-.731* .151 .000 -1.092 -.370

-.351 .151 .060 -.713 .011

(J) 色相
赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

(I) 色相
ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

部位
外壁

屋根

バルコニー

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 

 
 
５. 色相 * 部位 

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 心地よい

.372* .151 .042 .010 .733

.627* .151 .000 .265 .988

-.372* .151 .042 -.733 -.010

.255 .151 .273 -.107 .617

-.627* .151 .000 -.988 -.265

-.255 .151 .273 -.617 .107

-.630* .151 .000 -.991 -.269

.045 .151 1.000 -.317 .406

.630* .151 .000 .269 .991

.675* .151 .000 .313 1.037

-.045 .151 1.000 -.406 .317

-.675* .151 .000 -1.037 -.313

-1.091* .151 .000 -1.454 -.729

-.189 .151 .628 -.551 .172

1.091* .151 .000 .729 1.454

.902* .151 .000 .540 1.264

.189 .151 .628 -.172 .551

-.902* .151 .000 -1.264 -.540

(J) 部位
屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

(I) 部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

色相
ベージュ

赤

青

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

 

 

 

 

 

 

 
６. トーン * 部位 

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 心地よい

.278 .151 .197 -.084 .640

-.047 .151 1.000 -.408 .314

-.278 .151 .197 -.640 .084

-.325 .151 .094 -.687 .037

.047 .151 1.000 -.314 .408

.325 .151 .094 -.037 .687

-.203 .151 .534 -.565 .158

.464* .151 .007 .102 .826

.203 .151 .534 -.158 .565

.667* .151 .000 .305 1.029

-.464* .151 .007 -.826 -.102

-.667* .151 .000 -1.029 -.305

.828* .151 .000 .466 1.190

.437* .151 .012 .075 .799

-.828* .151 .000 -1.190 -.466

-.391* .151 .029 -.752 -.030

-.437* .151 .012 -.799 -.075

.391* .151 .029 .030 .752

(J) トーン
高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

(I) トーン
同じ

高い

低い

同じ

高い

低い

同じ

高い

低い

部位
外壁

屋根

バルコニー

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

 
７. トーン * 部位 

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 心地よい

-.460* .151 .007 -.821 -.098

-.184 .151 .668 -.546 .178

.460* .151 .007 .098 .821

.276 .151 .204 -.086 .638

.184 .151 .668 -.178 .546

-.276 .151 .204 -.638 .086

-.941* .151 .000 -1.303 -.579

.366* .151 .046 .004 .728

.941* .151 .000 .579 1.303

1.307* .151 .000 .946 1.669

-.366* .151 .046 -.728 -.004

-1.307* .151 .000 -1.669 -.946

.051 .151 1.000 -.311 .413

.300 .151 .140 -.061 .661

-.051 .151 1.000 -.413 .311

.249 .151 .299 -.113 .611

-.300 .151 .140 -.661 .061

-.249 .151 .299 -.611 .113

(J) 部位
屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

(I) 部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

トーン
同じ

高い

低い

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

 

 

 

 

 



８. 規則性 * 部位 

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 心地よい

-.345* .142 .015 -.623 -.067

.345* .142 .015 .067 .623

.458* .142 .001 .180 .736

-.458* .142 .001 -.736 -.180

.075 .142 .598 -.203 .353

-.075 .142 .598 -.353 .203

(J) 規則性
あり

なし

あり

なし

あり

なし

(I) 規則性
なし

あり

なし

あり

なし

あり

部位
外壁

屋根

バルコニー

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

 
９. 規則性 * 部位 

ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 心地よい

-.852* .104 .000 -1.100 -.603

-.049 .103 1.000 -.297 .199

.852* .104 .000 .603 1.100

.802* .103 .000 .554 1.050

.049 .103 1.000 -.199 .297

-.802* .103 .000 -1.050 -.554

-.048 .164 1.000 -.440 .344

.371 .164 .071 -.022 .763

.048 .164 1.000 -.344 .440

.419* .164 .032 .026 .812

-.371 .164 .071 -.763 .022

-.419* .164 .032 -.812 -.026

(J) 部位
屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

(I) 部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

規則性
なし

あり

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 

 
1０. トーン * 色相 

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 心地よい

.142 .151 1.000 -.219 .504

-.137 .151 1.000 -.498 .225

-.142 .151 1.000 -.504 .219

-.279 .151 .195 -.641 .083

.137 .151 1.000 -.225 .498

.279 .151 .195 -.083 .641

.527* .151 .001 .165 .889

.462* .151 .007 .100 .824

-.527* .151 .001 -.889 -.165

-.065 .151 1.000 -.426 .296

-.462* .151 .007 -.824 -.100

.065 .151 1.000 -.296 .426

.233 .151 .369 -.129 .596

.528* .151 .001 .167 .890

-.233 .151 .369 -.596 .129

.295 .151 .153 -.067 .657

-.528* .151 .001 -.890 -.167

-.295 .151 .153 -.657 .067

(J) トーン
高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

(I) トーン
同じ

高い

低い

同じ

高い

低い

同じ

高い

低い

色相
ベージュ

赤

青

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

 

1１. トーン * 色相 

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 心地よい

.107 .151 1.000 -.255 .468

.536* .151 .001 .174 .897

-.107 .151 1.000 -.468 .255

.429* .151 .014 .067 .791

-.536* .151 .001 -.897 -.174

-.429* .151 .014 -.791 -.067

.491* .151 .003 .130 .852

.627* .151 .000 .265 .988

-.491* .151 .003 -.852 -.130

.135 .151 1.000 -.226 .497

-.627* .151 .000 -.988 -.265

-.135 .151 1.000 -.497 .226

.705* .151 .000 .343 1.067

1.201* .151 .000 .839 1.563

-.705* .151 .000 -1.067 -.343

.495* .151 .003 .134 .857

-1.201* .151 .000 -1.563 -.839

-.495* .151 .003 -.857 -.134

(J) 色相
赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

(I) 色相
ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

トーン
同じ

高い

低い

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

 

 
1２. 規則性 * 色相 

ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 心地よい

-.238 .142 .094 -.516 .041

.238 .142 .094 -.041 .516

-.215 .142 .129 -.493 .063

.215 .142 .129 -.063 .493

.641* .142 .000 .362 .919

-.641* .142 .000 -.919 -.362

(J) 規則性
あり

なし

あり

なし

あり

なし

(I) 規則性
なし

あり

なし

あり

なし

あり

色相
ベージュ

赤

青

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

 
１３. 規則性 * 色相 

ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 心地よい

.423* .103 .000 .175 .671

.349* .103 .002 .100 .597

-.423* .103 .000 -.671 -.175

-.075 .104 1.000 -.323 .174

-.349* .103 .002 -.597 -.100

.075 .104 1.000 -.174 .323

.445* .164 .020 .053 .838

1.227* .164 .000 .834 1.619

-.445* .164 .020 -.838 -.053

.781* .164 .000 .389 1.173

-1.227* .164 .000 -1.619 -.834

-.781* .164 .000 -1.173 -.389

(J) 色相
赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

(I) 色相
ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

規則性
なし

あり

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

■一変量の分散分析「親しみのある」 

 
1. 部位 

ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 親しみのある

-.382* .086 .000 -.587 -.176

.165 .086 .163 -.040 .371

.382* .086 .000 .176 .587

.547* .086 .000 .341 .753

-.165 .086 .163 -.371 .040

-.547* .086 .000 -.753 -.341

(J) 部位
屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

(I) 部位
外壁

屋根

バルコニー

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 

 
 
2. 色相 

ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 親しみのある

.282* .086 .003 .077 .488

.717* .086 .000 .511 .923

-.282* .086 .003 -.488 -.077

.434* .086 .000 .229 .640

-.717* .086 .000 -.923 -.511

-.434* .086 .000 -.640 -.229

(J) 色相
赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

(I) 色相
ベージュ

赤

青

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

 
3. トーン 

ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 親しみのある

.231* .086 .021 .026 .437

.270* .086 .005 .064 .476

-.231* .086 .021 -.437 -.026

.039 .086 1.000 -.167 .244

-.270* .086 .005 -.476 -.064

-.039 .086 1.000 -.244 .167

(J) トーン
高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

(I) トーン
同じ

高い

低い

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

 

 

 

 

 

 

 

 



４. 色相 * 部位 

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 親しみのある

.761* .158 .000 .383 1.140

1.374* .158 .000 .994 1.753

-.761* .158 .000 -1.140 -.383

.612* .158 .000 .233 .992

-1.374* .158 .000 -1.753 -.994

-.612* .158 .000 -.992 -.233

-.220 .158 .493 -.600 .159

.086 .159 1.000 -.294 .466

.220 .158 .493 -.159 .600

.306 .158 .161 -.074 .686

-.086 .159 1.000 -.466 .294

-.306 .158 .161 -.686 .074

.306 .158 .162 -.074 .685

.691* .158 .000 .312 1.070

-.306 .158 .162 -.685 .074

.385* .158 .045 .006 .764

-.691* .158 .000 -1.070 -.312

-.385* .158 .045 -.764 -.006

(J) 色相
赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

(I) 色相
ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

部位
外壁

屋根

バルコニー

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 

 
 
５. 色相 * 部位 

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 親しみのある

.375 .158 .054 -.005 .754

.545* .158 .002 .166 .924

-.375 .158 .054 -.754 .005

.170 .158 .850 -.210 .550

-.545* .158 .002 -.924 -.166

-.170 .158 .850 -.550 .210

-.607* .158 .000 -.986 -.228

.089 .158 1.000 -.290 .469

.607* .158 .000 .228 .986

.696* .158 .000 .316 1.075

-.089 .158 1.000 -.469 .290

-.696* .158 .000 -1.075 -.316

-.913* .159 .000 -1.293 -.533

-.138 .158 1.000 -.517 .241

.913* .159 .000 .533 1.293

.775* .158 .000 .395 1.154

.138 .158 1.000 -.241 .517

-.775* .158 .000 -1.154 -.395

(J) 部位
屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

(I) 部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

色相
ベージュ

赤

青

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

 

 

 

 

 

 

６. トーン * 部位 

ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 親しみのある

.142 .158 1.000 -.237 .522

-.124 .158 1.000 -.502 .255

-.142 .158 1.000 -.522 .237

-.266 .158 .280 -.645 .114

.124 .158 1.000 -.255 .502

.266 .158 .280 -.114 .645

-.068 .158 1.000 -.447 .311

.484* .159 .007 .104 .864

.068 .158 1.000 -.311 .447

.552* .158 .002 .172 .932

-.484* .159 .007 -.864 -.104

-.552* .158 .002 -.932 -.172

.620* .158 .000 .241 1.000

.450* .158 .014 .070 .829

-.620* .158 .000 -1.000 -.241

-.171 .158 .843 -.550 .209

-.450* .158 .014 -.829 -.070

.171 .158 .843 -.209 .550

(J) トーン
高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

(I) トーン
同じ

高い

低い

同じ

高い

低い

同じ

高い

低い

部位
外壁

屋根

バルコニー

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

 
７. トーン * 部位 

ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 親しみのある

-.514* .158 .004 -.893 -.135

-.185 .158 .727 -.564 .194

.514* .158 .004 .135 .893

.329 .158 .114 -.051 .709

.185 .158 .727 -.194 .564

-.329 .158 .114 -.709 .051

-.724* .158 .000 -1.104 -.345

.293 .158 .194 -.087 .672

.724* .158 .000 .345 1.104

1.017* .158 .000 .638 1.396

-.293 .158 .194 -.672 .087

-1.017* .158 .000 -1.396 -.638

.093 .158 1.000 -.286 .473

.388* .158 .043 .009 .767

-.093 .158 1.000 -.473 .286

.295 .158 .189 -.085 .674

-.388* .158 .043 -.767 -.009

-.295 .158 .189 -.674 .085

(J) 部位
屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

(I) 部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

トーン
同じ

高い

低い

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

８. 規則性 * 部位 

ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 親しみのある

-.230 .149 .122 -.521 .062

.230 .149 .122 -.062 .521

.442* .149 .003 .151 .734

-.442* .149 .003 -.734 -.151

.019 .149 .896 -.272 .311

-.019 .149 .896 -.311 .272

(J) 規則性
あり

なし

あり

なし

あり

なし

(I) 規則性
なし

あり

なし

あり

なし

あり

部位
外壁

屋根

バルコニー

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

９. 規則性 * 部位 

ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 親しみのある

-.718* .109 .000 -.978 -.457

.041 .109 1.000 -.219 .301

.718* .109 .000 .457 .978

.758* .109 .000 .498 1.019

-.041 .109 1.000 -.301 .219

-.758* .109 .000 -1.019 -.498

-.046 .172 1.000 -.457 .366

.290 .172 .275 -.122 .701

.046 .172 1.000 -.366 .457

.335 .172 .153 -.076 .747

-.290 .172 .275 -.701 .122

-.335 .172 .153 -.747 .076

(J) 部位
屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

(I) 部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

規則性
なし

あり

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 

 
 
１０. トーン * 色相 

ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 親しみのある

.016 .158 1.000 -.363 .395

-.115 .158 1.000 -.495 .264

-.016 .158 1.000 -.395 .363

-.132 .158 1.000 -.511 .248

.115 .158 1.000 -.264 .495

.132 .158 1.000 -.248 .511

.528* .158 .003 .149 .907

.513* .158 .004 .134 .892

-.528* .158 .003 -.907 -.149

-.015 .158 1.000 -.394 .364

-.513* .158 .004 -.892 -.134

.015 .158 1.000 -.364 .394

.150 .159 1.000 -.230 .530

.412* .158 .028 .033 .792

-.150 .159 1.000 -.530 .230

.262 .158 .294 -.117 .642

-.412* .158 .028 -.792 -.033

-.262 .158 .294 -.642 .117

(J) トーン
高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

(I) トーン
同じ

高い

低い

同じ

高い

低い

同じ

高い

低い

色相
ベージュ

赤

青

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



1１. トーン * 色相 

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 親しみのある

-.098 .158 1.000 -.477 .282

.496* .158 .005 .117 .876

.098 .158 1.000 -.282 .477

.594* .158 .001 .214 .974

-.496* .158 .005 -.876 -.117

-.594* .158 .001 -.974 -.214

.414* .158 .027 .035 .793

.630* .158 .000 .250 1.010

-.414* .158 .027 -.793 -.035

.216 .158 .518 -.164 .596

-.630* .158 .000 -1.010 -.250

-.216 .158 .518 -.596 .164

.531* .158 .002 .151 .910

1.024* .158 .000 .644 1.403

-.531* .158 .002 -.910 -.151

.493* .158 .006 .114 .872

-1.024* .158 .000 -1.403 -.644

-.493* .158 .006 -.872 -.114

(J) 色相
赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

(I) 色相
ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

トーン
同じ

高い

低い

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

 
1２. 規則性 * 色相 

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 親しみのある

-.188 .149 .207 -.480 .104

.188 .149 .207 -.104 .480

-.186 .149 .211 -.478 .105

.186 .149 .211 -.105 .478

.606* .149 .000 .314 .898

-.606* .149 .000 -.898 -.314

(J) 規則性
あり

なし

あり

なし

あり

なし

(I) 規則性
なし

あり

なし

あり

なし

あり

色相
ベージュ

赤

青

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

 
１３. 規則性 * 色相 

ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 親しみのある

.281* .109 .029 .021 .542

.320* .109 .010 .059 .580

-.281* .109 .029 -.542 -.021

.038 .109 1.000 -.222 .299

-.320* .109 .010 -.580 -.059

-.038 .109 1.000 -.299 .222

.283 .172 .298 -.128 .695

1.114* .172 .000 .702 1.525

-.283 .172 .298 -.695 .128

.830* .172 .000 .419 1.242

-1.114* .172 .000 -1.525 -.702

-.830* .172 .000 -1.242 -.419

(J) 色相
赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

(I) 色相
ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

規則性
なし

あり

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

■一変量の分散分析「生活感のある」 
1. 部位 

ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 生活感のある

-.397* .086 .000 -.603 -.191

.018 .086 1.000 -.188 .224

.397* .086 .000 .191 .603

.415* .086 .000 .209 .622

-.018 .086 1.000 -.224 .188

-.415* .086 .000 -.622 -.209

(J) 部位
屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

(I) 部位
外壁

屋根

バルコニー

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 

 
 
2. 色相 

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 生活感のある

.423* .086 .000 .217 .629

.603* .086 .000 .397 .810

-.423* .086 .000 -.629 -.217

.180 .086 .108 -.026 .386

-.603* .086 .000 -.810 -.397

-.180 .086 .108 -.386 .026

(J) 色相
赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

(I) 色相
ベージュ

赤

青

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

 
３. 色相 * 部位 

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 生活感のある

.807* .158 .000 .427 1.186

1.260* .159 .000 .880 1.640

-.807* .158 .000 -1.186 -.427

.454* .159 .013 .073 .834

-1.260* .159 .000 -1.640 -.880

-.454* .159 .013 -.834 -.073

.051 .159 1.000 -.329 .431

-.012 .159 1.000 -.392 .369

-.051 .159 1.000 -.431 .329

-.063 .159 1.000 -.443 .318

.012 .159 1.000 -.369 .392

.063 .159 1.000 -.318 .443

.411* .159 .029 .031 .791

.561* .158 .001 .182 .941

-.411* .159 .029 -.791 -.031

.150 .159 1.000 -.230 .530

-.561* .158 .001 -.941 -.182

-.150 .159 1.000 -.530 .230

(J) 色相
赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

(I) 色相
ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

部位
外壁

屋根

バルコニー

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

 

 

４. 色相 * 部位 

ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 生活感のある

.279 .159 .237 -.101 .659

.383* .158 .047 .003 .763

-.279 .159 .237 -.659 .101

.104 .159 1.000 -.276 .485

-.383* .158 .047 -.763 -.003

-.104 .159 1.000 -.485 .276

-.477* .158 .008 -.856 -.097

-.012 .159 1.000 -.392 .367

.477* .158 .008 .097 .856

.464* .159 .010 .084 .844

.012 .159 1.000 -.367 .392

-.464* .159 .010 -.844 -.084

-.993* .159 .000 -1.374 -.612

-.316 .159 .140 -.696 .064

.993* .159 .000 .612 1.374

.677* .159 .000 .297 1.057

.316 .159 .140 -.064 .696

-.677* .159 .000 -1.057 -.297

(J) 部位
屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

(I) 部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

色相
ベージュ

赤

青

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

 
５. トーン * 部位 

ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 生活感のある

.100 .159 1.000 -.280 .480

-.109 .158 1.000 -.489 .270

-.100 .159 1.000 -.480 .280

-.209 .159 .563 -.589 .171

.109 .158 1.000 -.270 .489

.209 .159 .563 -.171 .589

-.202 .159 .608 -.582 .178

.299 .159 .180 -.082 .680

.202 .159 .608 -.178 .582

.501* .159 .005 .121 .881

-.299 .159 .180 -.680 .082

-.501* .159 .005 -.881 -.121

.535* .159 .002 .155 .915

.149 .159 1.000 -.231 .530

-.535* .159 .002 -.915 -.155

-.386* .158 .045 -.765 -.006

-.149 .159 1.000 -.530 .231

.386* .158 .045 .006 .765

(J) トーン
高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

(I) トーン
同じ

高い

低い

同じ

高い

低い

同じ

高い

低い

部位
外壁

屋根

バルコニー

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 

 
 

 

 

 

 

 

 
 



６. トーン * 部位 

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 生活感のある

-.432* .159 .019 -.812 -.052

-.213 .159 .539 -.593 .167

.432* .159 .019 .052 .812

.219 .159 .501 -.161 .600

.213 .159 .539 -.167 .593

-.219 .159 .501 -.600 .161

-.734* .159 .000 -1.115 -.354

.222 .159 .484 -.158 .602

.734* .159 .000 .354 1.115

.957* .158 .000 .577 1.336

-.222 .159 .484 -.602 .158

-.957* .158 .000 -1.336 -.577

-.024 .159 1.000 -.404 .356

.046 .158 1.000 -.334 .425

.024 .159 1.000 -.356 .404

.070 .159 1.000 -.310 .450

-.046 .158 1.000 -.425 .334

-.070 .159 1.000 -.450 .310

(J) 部位
屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

(I) 部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

トーン
同じ

高い

低い

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■一変量の分散分析「美しい」 
1. 部位 

ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 美しい

-.480* .079 .000 -.671 -.290

.086 .079 .838 -.105 .276

.480* .079 .000 .290 .671

.566* .080 .000 .375 .757

-.086 .079 .838 -.276 .105

-.566* .080 .000 -.757 -.375

(J) 部位
屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

(I) 部位
外壁

屋根

バルコニー

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 

 
 
2. 色相 

ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 美しい

.510* .079 .000 .320 .701

.722* .080 .000 .531 .912

-.510* .079 .000 -.701 -.320

.212* .079 .024 .021 .402

-.722* .080 .000 -.912 -.531

-.212* .079 .024 -.402 -.021

(J) 色相
赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

(I) 色相
ベージュ

赤

青

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

 

3. トーン 

ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 美しい

.152 .079 .168 -.039 .343

.274* .079 .002 .084 .465

-.152 .079 .168 -.343 .039

.122 .080 .375 -.069 .313

-.274* .079 .002 -.465 -.084

-.122 .080 .375 -.313 .069

(J) トーン
高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

(I) トーン
同じ

高い

低い

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
４. 色相 * 部位 

ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 美しい

.766* .146 .000 .415 1.117

1.304* .147 .000 .953 1.656

-.766* .146 .000 -1.117 -.415

.538* .147 .001 .186 .889

-1.304* .147 .000 -1.656 -.953

-.538* .147 .001 -.889 -.186

.245 .147 .287 -.107 .596

.344 .147 .058 -.008 .696

-.245 .147 .287 -.596 .107

.099 .147 1.000 -.252 .451

-.344 .147 .058 -.696 .008

-.099 .147 1.000 -.451 .252

.520* .147 .001 .168 .871

.517* .146 .001 .166 .868

-.520* .147 .001 -.871 -.168

-.002 .147 1.000 -.354 .349

-.517* .146 .001 -.868 -.166

.002 .147 1.000 -.349 .354

(J) 色相
赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

(I) 色相
ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

部位
外壁

屋根

バルコニー

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 

 
 
５. 色相 * 部位 

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 美しい

.014 .147 1.000 -.337 .365

.430* .146 .010 .079 .782

-.014 .147 1.000 -.365 .337

.417* .147 .014 .065 .768

-.430* .146 .010 -.782 -.079

-.417* .147 .014 -.768 -.065

-.508* .146 .002 -.859 -.157

.184 .147 .630 -.167 .535

.508* .146 .002 .157 .859

.692* .147 .000 .340 1.043

-.184 .147 .630 -.535 .167

-.692* .147 .000 -1.043 -.340

-.947* .147 .000 -1.299 -.594

-.356* .147 .046 -.708 -.005

.947* .147 .000 .594 1.299

.590* .147 .000 .239 .942

.356* .147 .046 .005 .708

-.590* .147 .000 -.942 -.239

(J) 部位
屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

(I) 部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

色相
ベージュ

赤

青

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

 

 

 

 

 

 



６. トーン * 部位 

ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 美しい

.086 .147 1.000 -.266 .437

.041 .146 1.000 -.310 .392

-.086 .147 1.000 -.437 .266

-.045 .147 1.000 -.396 .306

-.041 .146 1.000 -.392 .310

.045 .147 1.000 -.306 .396

-.200 .147 .518 -.551 .151

.318 .147 .091 -.034 .670

.200 .147 .518 -.151 .551

.518* .147 .001 .166 .870

-.318 .147 .091 -.670 .034

-.518* .147 .001 -.870 -.166

.570* .147 .000 .219 .922

.464* .147 .005 .112 .815

-.570* .147 .000 -.922 -.219

-.107 .146 1.000 -.458 .244

-.464* .147 .005 -.815 -.112

.107 .146 1.000 -.244 .458

(J) トーン
高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

(I) トーン
同じ

高い

低い

同じ

高い

低い

同じ

高い

低い

部位
外壁

屋根

バルコニー

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

 
７. トーン * 部位 

ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 美しい

-.477* .147 .003 -.829 -.126

-.217 .147 .419 -.568 .135

.477* .147 .003 .126 .829

.261 .147 .228 -.091 .613

.217 .147 .419 -.135 .568

-.261 .147 .228 -.613 .091

-.763* .147 .000 -1.115 -.412

.268 .147 .203 -.083 .620

.763* .147 .000 .412 1.115

1.031* .146 .000 .680 1.382

-.268 .147 .203 -.620 .083

-1.031* .146 .000 -1.382 -.680

-.200 .147 .518 -.552 .151

.206 .146 .477 -.145 .557

.200 .147 .518 -.151 .552

.406* .147 .017 .055 .758

-.206 .146 .477 -.557 .145

-.406* .147 .017 -.758 -.055

(J) 部位
屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

(I) 部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

トーン
同じ

高い

低い

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

８. 規則性 * 部位 

ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 美しい

-.267 .138 .053 -.537 .003

.267 .138 .053 -.003 .537

.372* .138 .007 .102 .643

-.372* .138 .007 -.643 -.102

.003 .138 .980 -.267 .274

-.003 .138 .980 -.274 .267

(J) 規則性
あり

なし

あり

なし

あり

なし

(I) 規則性
なし

あり

なし

あり

なし

あり

部位
外壁

屋根

バルコニー

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

９. 規則性 * 部位 

ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 美しい

-.800* .101 .000 -1.041 -.559

-.049 .101 1.000 -.290 .192

.800* .101 .000 .559 1.041

.751* .101 .000 .510 .992

.049 .101 1.000 -.192 .290

-.751* .101 .000 -.992 -.510

-.161 .159 .938 -.542 .220

.221 .159 .494 -.160 .602

.161 .159 .938 -.220 .542

.382* .159 .050 .000 .763

-.221 .159 .494 -.602 .160

-.382* .159 .050 -.763 .000

(J) 部位
屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

(I) 部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

規則性
なし

あり

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 

 
 

1０. トーン * 色相 

ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 美しい

.104 .146 1.000 -.247 .454

-.048 .147 1.000 -.400 .303

-.104 .146 1.000 -.454 .247

-.152 .147 .902 -.504 .200

.048 .147 1.000 -.303 .400

.152 .147 .902 -.200 .504

.384* .147 .027 .032 .735

.475* .147 .004 .123 .826

-.384* .147 .027 -.735 -.032

.091 .146 1.000 -.260 .442

-.475* .147 .004 -.826 -.123

-.091 .146 1.000 -.442 .260

-.031 .147 1.000 -.383 .321

.396* .147 .021 .045 .747

.031 .147 1.000 -.321 .383

.427* .147 .011 .076 .779

-.396* .147 .021 -.747 -.045

-.427* .147 .011 -.779 -.076

(J) トーン
高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

(I) トーン
同じ

高い

低い

同じ

高い

低い

同じ

高い

低い

色相
ベージュ

赤

青

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1１. トーン * 色相 

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 美しい

.242 .147 .295 -.109 .594

.619* .147 .000 .267 .970

-.242 .147 .295 -.594 .109

.376* .147 .031 .024 .728

-.619* .147 .000 -.970 -.267

-.376* .147 .031 -.728 -.024

.523* .146 .001 .172 .873

.484* .147 .003 .132 .835

-.523* .146 .001 -.873 -.172

-.039 .147 1.000 -.391 .313

-.484* .147 .003 -.835 -.132

.039 .147 1.000 -.313 .391

.766* .147 .000 .414 1.117

1.063* .147 .000 .711 1.414

-.766* .147 .000 -1.117 -.414

.297 .146 .127 -.054 .648

-1.063* .147 .000 -1.414 -.711

-.297 .146 .127 -.648 .054

(J) 色相
赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

(I) 色相
ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

トーン
同じ

高い

低い

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

 
1２. 規則性 * 色相 

ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 美しい

-.138 .138 .316 -.408 .132

.138 .138 .316 -.132 .408

-.109 .138 .427 -.379 .161

.109 .138 .427 -.161 .379

.357* .138 .010 .086 .627

-.357* .138 .010 -.627 -.086

(J) 規則性
あり

なし

あり

なし

あり

なし

(I) 規則性
なし

あり

なし

あり

なし

あり

色相
ベージュ

赤

青

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

 
１３. 規則性 * 色相 

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 美しい

.496* .101 .000 .255 .737

.474* .101 .000 .233 .715

-.496* .101 .000 -.737 -.255

-.021 .101 1.000 -.263 .220

-.474* .101 .000 -.715 -.233

.021 .101 1.000 -.220 .263

.525* .159 .003 .143 .906

.969* .159 .000 .588 1.350

-.525* .159 .003 -.906 -.143

.445* .159 .016 .064 .826

-.969* .159 .000 -1.350 -.588

-.445* .159 .016 -.826 -.064

(J) 色相
赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

(I) 色相
ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

規則性
なし

あり

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 



■一変量の分散分析「癒される」 

 
1. 部位 

ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 癒される

-.384* .079 .000 -.573 -.195

.096 .079 .672 -.093 .285

.384* .079 .000 .195 .573

.480* .079 .000 .291 .669

-.096 .079 .672 -.285 .093

-.480* .079 .000 -.669 -.291

(J) 部位
屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

(I) 部位
外壁

屋根

バルコニー

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 

 
 
2. 色相 

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 癒される

.476* .079 .000 .287 .666

.666* .079 .000 .477 .856

-.476* .079 .000 -.666 -.287

.190* .079 .049 .001 .379

-.666* .079 .000 -.856 -.477

-.190* .079 .049 -.379 -.001

(J) 色相
赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

(I) 色相
ベージュ

赤

青

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

 
3. トーン 

ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 癒される

.257* .079 .003 .068 .447

.285* .079 .001 .096 .474

-.257* .079 .003 -.447 -.068

.027 .079 1.000 -.162 .217

-.285* .079 .001 -.474 -.096

-.027 .079 1.000 -.217 .162

(J) トーン
高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

(I) トーン
同じ

高い

低い

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

 

 

 

 

 

 

 

４. 色相 * 部位 

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 癒される

1.011* .145 .000 .663 1.360

1.392* .146 .000 1.043 1.741

-1.011* .145 .000 -1.360 -.663

.380* .146 .027 .032 .729

-1.392* .146 .000 -1.741 -1.043

-.380* .146 .027 -.729 -.032

-.012 .145 1.000 -.361 .337

.049 .146 1.000 -.300 .398

.012 .145 1.000 -.337 .361

.061 .146 1.000 -.288 .410

-.049 .146 1.000 -.398 .300

-.061 .146 1.000 -.410 .288

.430* .146 .010 .081 .779

.558* .145 .000 .209 .906

-.430* .146 .010 -.779 -.081

.128 .145 1.000 -.221 .477

-.558* .145 .000 -.906 -.209

-.128 .145 1.000 -.477 .221

(J) 色相
赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

(I) 色相
ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

部位
外壁

屋根

バルコニー

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 

 
 

 
５. 色相 * 部位 

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 癒される

.405* .145 .016 .056 .754

.568* .145 .000 .219 .916

-.405* .145 .016 -.754 -.056

.163 .146 .791 -.186 .512

-.568* .145 .000 -.916 -.219

-.163 .146 .791 -.512 .186

-.619* .145 .000 -.967 -.270

-.014 .145 1.000 -.362 .335

.619* .145 .000 .270 .967

.605* .146 .000 .256 .954

.014 .145 1.000 -.335 .362

-.605* .146 .000 -.954 -.256

-.938* .146 .000 -1.287 -.588

-.266 .145 .202 -.615 .083

.938* .146 .000 .588 1.287

.672* .146 .000 .323 1.021

.266 .145 .202 -.083 .615

-.672* .146 .000 -1.021 -.323

(J) 部位
屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

(I) 部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

色相
ベージュ

赤

青

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

 

 

 

 

 

 

６. トーン * 部位 

ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 癒される

.189 .145 .580 -.159 .538

-.072 .145 1.000 -.421 .276

-.189 .145 .580 -.538 .159

-.262 .146 .218 -.610 .087

.072 .145 1.000 -.276 .421

.262 .146 .218 -.087 .610

-.136 .146 1.000 -.485 .213

.516* .146 .001 .167 .865

.136 .146 1.000 -.213 .485

.652* .146 .000 .303 1.001

-.516* .146 .001 -.865 -.167

-.652* .146 .000 -1.001 -.303

.719* .146 .000 .370 1.068

.411* .146 .014 .062 .760

-.719* .146 .000 -1.068 -.370

-.308 .145 .103 -.656 .041

-.411* .146 .014 -.760 -.062

.308 .145 .103 -.041 .656

(J) トーン
高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

(I) トーン
同じ

高い

低い

同じ

高い

低い

同じ

高い

低い

部位
外壁

屋根

バルコニー

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

 
７. トーン * 部位 

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 癒される

-.472* .145 .004 -.820 -.123

-.242 .145 .290 -.590 .107

.472* .145 .004 .123 .820

.230 .146 .344 -.119 .579

.242 .145 .290 -.107 .590

-.230 .146 .344 -.579 .119

-.797* .146 .000 -1.146 -.448

.288 .146 .144 -.061 .637

.797* .146 .000 .448 1.146

1.085* .145 .000 .736 1.433

-.288 .146 .144 -.637 .061

-1.085* .145 .000 -1.433 -.736

.117 .146 1.000 -.232 .466

.242 .145 .290 -.107 .590

-.117 .146 1.000 -.466 .232

.125 .146 1.000 -.224 .474

-.242 .145 .290 -.590 .107

-.125 .146 1.000 -.474 .224

(J) 部位
屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

(I) 部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

トーン
同じ

高い

低い

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

 

 

 

 

 

 



８. 規則性 * 部位 

ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 癒される

-.223 .137 .102 -.491 .044

.223 .137 .102 -.044 .491

.383* .137 .005 .114 .651

-.383* .137 .005 -.651 -.114

-.001 .137 .994 -.269 .267

.001 .137 .994 -.267 .269

(J) 規則性
あり

なし

あり

なし

あり

なし

(I) 規則性
なし

あり

なし

あり

なし

あり

部位
外壁

屋根

バルコニー

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

 

９. 規則性 * 部位 

ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 癒される

-.687* .100 .000 -.926 -.447

-.015 .100 1.000 -.254 .224

.687* .100 .000 .447 .926

.672* .100 .000 .432 .911

.015 .100 1.000 -.224 .254

-.672* .100 .000 -.911 -.432

-.081 .158 1.000 -.459 .297

.207 .158 .569 -.171 .585

.081 .158 1.000 -.297 .459

.288 .158 .205 -.091 .667

-.207 .158 .569 -.585 .171

-.288 .158 .205 -.667 .091

(J) 部位
屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

(I) 部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

規則性
なし

あり

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 

 
 

1０. トーン * 色相 

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 癒される

.152 .145 .886 -.196 .500

-.082 .146 1.000 -.431 .267

-.152 .145 .886 -.500 .196

-.234 .146 .327 -.583 .115

.082 .146 1.000 -.267 .431

.234 .146 .327 -.115 .583

.517* .145 .001 .168 .865

.554* .146 .000 .205 .902

-.517* .145 .001 -.865 -.168

.037 .145 1.000 -.311 .385

-.554* .146 .000 -.902 -.205

-.037 .145 1.000 -.385 .311

.104 .146 1.000 -.246 .453

.383* .145 .026 .034 .732

-.104 .146 1.000 -.453 .246

.279 .146 .166 -.070 .628

-.383* .145 .026 -.732 -.034

-.279 .146 .166 -.628 .070

(J) トーン
高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

(I) トーン
同じ

高い

低い

同じ

高い

低い

同じ

高い

低い

色相
ベージュ

赤

青

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

 

1１. トーン * 色相 

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 癒される

.143 .145 .975 -.206 .492

.528* .145 .001 .179 .876

-.143 .145 .975 -.492 .206

.384* .146 .025 .035 .734

-.528* .145 .001 -.876 -.179

-.384* .146 .025 -.734 -.035

.508* .145 .001 .160 .856

.479* .146 .003 .130 .828

-.508* .145 .001 -.856 -.160

-.029 .146 1.000 -.378 .320

-.479* .146 .003 -.828 -.130

.029 .146 1.000 -.320 .378

.778* .146 .000 .429 1.127

.992* .146 .000 .643 1.341

-.778* .146 .000 -1.127 -.429

.214 .145 .424 -.134 .562

-.992* .146 .000 -1.341 -.643

-.214 .145 .424 -.562 .134

(J) 色相
赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

(I) 色相
ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

トーン
同じ

高い

低い

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

 

 
1２. 規則性 * 色相 

ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 癒される

-.142 .137 .299 -.410 .126

.142 .137 .299 -.126 .410

-.219 .137 .109 -.487 .049

.219 .137 .109 -.049 .487

.519* .137 .000 .250 .787

-.519* .137 .000 -.787 -.250

(J) 規則性
あり

なし

あり

なし

あり

なし

(I) 規則性
なし

あり

なし

あり

なし

あり

色相
ベージュ

赤

青

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

 

１３. 規則性 * 色相 

ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 癒される

.515* .100 .000 .276 .754

.336* .100 .002 .097 .575

-.515* .100 .000 -.754 -.276

-.179 .100 .220 -.418 .060

-.336* .100 .002 -.575 -.097

.179 .100 .220 -.060 .418

.438* .158 .017 .060 .816

.997* .158 .000 .618 1.375

-.438* .158 .017 -.816 -.060

.559* .158 .001 .180 .937

-.997* .158 .000 -1.375 -.618

-.559* .158 .001 -.937 -.180

(J) 色相
赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

(I) 色相
ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

規則性
なし

あり

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

 



                
ⅳ

 
男

女
別

の
分

析
結

果
                    



■T 検定－男女による差異 

ｸﾞﾙｰﾌﾟ統計量

804 3.2400 .98473 .03473

567 2.9841 1.29067 .05420

804 3.3197 1.08013 .03809

567 3.0494 1.39953 .05877

804 3.0547 1.09998 .03879

567 2.6067 1.40374 .05895

804 3.1256 1.00702 .03551

567 2.8131 1.33992 .05627

804 3.1679 1.11390 .03928

567 2.8854 1.45943 .06129

804 3.2910 1.47029 .05185

567 3.0917 1.55422 .06527

804 3.2164 1.25777 .04436

567 3.0406 1.48732 .06246

804 3.1555 1.10223 .03887

567 2.9718 1.38234 .05805

804 3.2127 1.10508 .03897

567 2.9612 1.42736 .05994

804 3.2052 1.06404 .03753

567 3.1552 1.31876 .05538

性別
男

女

男

女

男

女

男

女

男

女

男

女

男

女

男

女

男

女

男

女

楽しい

生活感のある

住みたい

癒される

好き

違和感がない

個性がある

心地よい

親しみのある

美しい

N 平均値 標準偏差
平均値の
標準誤差

 
独立ｻﾝﾌﾟﾙの検定

29.275 .000 4.162 1369 .000 .25592 .06150 .13528 .37656

3.976 006.533 .000 .25592 .06437 .12960 .38225

33.444 .000 4.032 1369 .000 .27027 .06703 .13877 .40177

3.859 015.130 .000 .27027 .07004 .13283 .40771

65.441 .000 6.617 1369 .000 .44802 .06771 .31520 .58085

6.349 026.636 .000 .44802 .07057 .30955 .58650

69.020 .000 4.929 1369 .000 .31257 .06341 .18817 .43697

4.697 995.396 .000 .31257 .06654 .18199 .44315

58.680 .000 4.063 1369 .000 .28255 .06955 .14611 .41898

3.881 006.800 .000 .28255 .07280 .13969 .42540

.739 .390 2.414 1369 .016 .19933 .08257 .03737 .36130

2.391 175.769 .017 .19933 .08336 .03578 .36289

11.589 .001 2.362 1369 .018 .17585 .07444 .02983 .32188

2.295 086.146 .022 .17585 .07661 .02553 .32617

15.008 .000 2.733 1369 .006 .18369 .06722 .05182 .31557

2.629 039.977 .009 .18369 .06987 .04660 .32078

36.742 .000 3.673 1369 .000 .25149 .06847 .11718 .38580

3.517 017.499 .000 .25149 .07150 .11118 .39179

22.169 .000 .776 1369 .438 .05002 .06450 -.07650 .17654

.748 049.138 .455 .05002 .06690 -.08125 .18129

等分散を仮定

等分散を仮定

等分散を仮定

等分散を仮定

等分散を仮定

等分散を仮定

等分散を仮定

等分散を仮定

等分散を仮定

等分散を仮定

等分散を仮定

等分散を仮定

等分散を仮定

等分散を仮定

等分散を仮定

等分散を仮定

等分散を仮定

等分散を仮定

等分散を仮定

等分散を仮定

楽しい

生活感の

住みたい

癒される

好き

違和感が

個性があ

心地よい

親しみのあ

美しい

F 値 有意確率

等分散性のための
Levene の検定

t 値 自由度
有意確率

(両側)平均値の差差の標準誤差下限 上限

差の 95% 信頼区間

2 つの母平均の差の検定

 
 
■一変量の分散分析.－男性 「違和感がない」 

被験者間因子

外壁 269

屋根 267

バルコ
ニー

268

ベージュ 268

赤 269

青 267

同じ 268

高い 268

低い 268

なし 536

あり 268

1.00

2.00

3.00

部位

1.00

2.00

3.00

色相

1.00

2.00

3.00

トーン

1.00

2.00

規則
性

値ﾗﾍﾞﾙ N

 

被験者間効果の検定

従属変数: 違和感がない

639.459a 25 25.578 18.150 .000

7678.506 1 7678.506 5448.449 .000

128.819 2 64.410 45.703 .000

179.039 2 89.519 63.520 .000

50.919 2 25.459 18.065 .000

1.393 1 1.393 .988 .320

48.018 4 12.004 8.518 .000

42.733 4 10.683 7.580 .000

27.647 2 13.823 9.809 .000

18.407 4 4.602 3.265 .011

14.588 2 7.294 5.176 .006

5.884 2 2.942 2.087 .125

1096.436 778 1.409

10444.000 804

1735.896 803

ｿｰｽ
修正ﾓﾃﾞﾙ

切片

部位

色相

トーン

規則性

部位 * 色相

部位 * トーン

部位 * 規則性

色相 * トーン

色相 * 規則性

トーン * 規則性

誤差

総和

修正総和

ﾀｲﾌﾟ III 平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

R2乗 = .368 (調整済みR2乗 = .348)a. 
 

 
１. 部位 

推定値

従属変数: 違和感がない

3.231 .080 3.075 3.388

3.849 .080 3.692 4.006

2.754 .080 2.597 2.911

部位
外壁

屋根

バルコニー

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 違和感がない

-.618* .115 .000 -.892 -.343

.477* .115 .000 .203 .752

.618* .115 .000 .343 .892

1.095* .115 .000 .819 1.371

-.477* .115 .000 -.752 -.203

-1.095* .115 .000 -1.371 -.819

(J) 部位
屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

(I) 部位
外壁

屋根

バルコニー

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 違和感がない

128.819 2 64.410 45.703 .000

1096.436 778 1.409

対比

誤差

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

各F 値は表示された他の効果の各水準の組合せ内の 部位 の単純効果を検
定します。このような検定は推定周辺平均間で線型に独立したﾍﾟｱごとの比
較に基づいています。  

 
２. 色相 

推定値

従属変数: 違和感がない

3.998 .080 3.841 4.154

3.093 .080 2.937 3.249

2.744 .080 2.587 2.900

色相
ベージュ

赤

青

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 

ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 違和感がない

.905* .115 .000 .630 1.179

1.254* .115 .000 .978 1.529

-.905* .115 .000 -1.179 -.630

.349* .115 .007 .074 .624

-1.254* .115 .000 -1.529 -.978

-.349* .115 .007 -.624 -.074

(J) 色相
赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

(I) 色相
ベージュ

赤

青

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 違和感がない

179.039 2 89.519 63.520 .000

1096.436 778 1.409

対比

誤差

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

各F 値は表示された他の効果の各水準の組合せ内の 色相 の単純効果を検
定します。このような検定は推定周辺平均間で線型に独立したﾍﾟｱごとの比
較に基づいています。  

 

３. トーン 

推定値

従属変数: 違和感がない

3.642 .080 3.486 3.799

3.234 .080 3.077 3.390

2.958 .080 2.801 3.115

トーン
同じ

高い

低い

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 違和感がない

.409* .115 .001 .134 .684

.684* .115 .000 .409 .959

-.409* .115 .001 -.684 -.134

.276* .115 .050 .000 .551

-.684* .115 .000 -.959 -.409

-.276* .115 .050 -.551 .000

(J) トーン
高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

(I) トーン
同じ

高い

低い

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 違和感がない

50.919 2 25.459 18.065 .000

1096.436 778 1.409

対比

誤差

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

各F 値は表示された他の効果の各水準の組合せ内の トーン の単純効果を
検定します。このような検定は推定周辺平均間で線型に独立したﾍﾟｱごとの
比較に基づいています。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４. 色相 * 部位 

推定値

従属変数: 違和感がない

4.410 .145 4.124 4.695

4.258 .146 3.971 4.544

3.326 .146 3.039 3.612

3.004 .145 2.719 3.289

3.798 .145 3.513 4.083

2.477 .146 2.190 2.764

2.281 .146 1.994 2.567

3.491 .147 3.203 3.779

2.459 .145 2.174 2.745

部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

色相
ベージュ

赤

青

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 違和感がない

1.406* .211 .000 .900 1.911

2.129* .212 .000 1.621 2.636

-1.406* .211 .000 -1.911 -.900

.723* .211 .002 .216 1.231

-2.129* .212 .000 -2.636 -1.621

-.723* .211 .002 -1.231 -.216

.460 .211 .090 -.048 .967

.767* .212 .001 .258 1.275

-.460 .211 .090 -.967 .048

.307 .212 .442 -.201 .815

-.767* .212 .001 -1.275 -.258

-.307 .212 .442 -.815 .201

.848* .212 .000 .341 1.356

.866* .211 .000 .360 1.373

-.848* .212 .000 -1.356 -.341

.018 .211 1.000 -.489 .525

-.866* .211 .000 -1.373 -.360

-.018 .211 1.000 -.525 .489

(J) 色相
赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

(I) 色相
ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

部位
外壁

屋根

バルコニー

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 違和感がない

147.837 2 73.919 52.450 .000

1096.436 778 1.409

18.674 2 9.337 6.625 .001

1096.436 778 1.409

30.924 2 15.462 10.971 .000

1096.436 778 1.409

対比

誤差

対比

誤差

対比

誤差

部位
外壁

屋根

バルコニー

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は 色相 の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立したﾍﾟｱ
ごとの比較に基づいています。  

 
５. 色相 * 部位 

推定値

従属変数: 違和感がない

4.410 .145 4.124 4.695

4.258 .146 3.971 4.544

3.326 .146 3.039 3.612

3.004 .145 2.719 3.289

3.798 .145 3.513 4.083

2.477 .146 2.190 2.764

2.281 .146 1.994 2.567

3.491 .147 3.203 3.779

2.459 .145 2.174 2.745

部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

色相
ベージュ

赤

青

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 

ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 違和感がない

.152 .211 1.000 -.355 .659

1.084* .211 .000 .577 1.591

-.152 .211 1.000 -.659 .355

.932* .212 .000 .424 1.440

-1.084* .211 .000 -1.591 -.577

-.932* .212 .000 -1.440 -.424

-.794* .211 .001 -1.300 -.288

.527* .211 .039 .020 1.034

.794* .211 .001 .288 1.300

1.321* .212 .000 .814 1.829

-.527* .211 .039 -1.034 -.020

-1.321* .212 .000 -1.829 -.814

-1.210* .212 .000 -1.719 -.701

-.179 .211 1.000 -.686 .329

1.210* .212 .000 .701 1.719

1.032* .211 .000 .525 1.539

.179 .211 1.000 -.329 .686

-1.032* .211 .000 -1.539 -.525

(J) 部位
屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

(I) 部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

色相
ベージュ

赤

青

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 違和感がない

43.487 2 21.744 15.429 .000

1096.436 778 1.409

55.750 2 27.875 19.779 .000

1096.436 778 1.409

53.514 2 26.757 18.986 .000

1096.436 778 1.409

対比

誤差

対比

誤差

対比

誤差

色相
ベージュ

赤

青

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は 部位 の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立した
ﾍﾟｱごとの比較に基づいています。  

 

６. トーン * 部位 

推定値

従属変数: 違和感がない

3.378 .145 3.093 3.663

4.151 .146 3.865 4.438

3.398 .146 3.111 3.685

3.105 .146 2.819 3.392

4.306 .146 4.019 4.593

2.290 .145 2.005 2.576

3.211 .145 2.925 3.496

3.090 .146 2.803 3.376

2.574 .146 2.287 2.860

部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

トーン
同じ

高い

低い

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 

ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 違和感がない

.273 .211 .592 -.234 .780

.167 .211 1.000 -.339 .673

-.273 .211 .592 -.780 .234

-.105 .211 1.000 -.613 .402

-.167 .211 1.000 -.673 .339

.105 .211 1.000 -.402 .613

-.155 .211 1.000 -.662 .353

1.061* .212 .000 .553 1.570

.155 .211 1.000 -.353 .662

1.216* .212 .000 .709 1.724

-1.061* .212 .000 -1.570 -.553

-1.216* .212 .000 -1.724 -.709

1.108* .211 .000 .601 1.615

.824* .212 .000 .317 1.332

-1.108* .211 .000 -1.615 -.601

-.284 .211 .539 -.790 .223

-.824* .212 .000 -1.332 -.317

.284 .211 .539 -.223 .790

(J) トーン
高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

(I) トーン
同じ

高い

低い

同じ

高い

低い

同じ

高い

低い

部位
外壁

屋根

バルコニー

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 

 
=1変量検定

従属変数: 違和感がない

2.388 2 1.194 .847 .429

1096.436 778 1.409

55.065 2 27.532 19.536 .000

1096.436 778 1.409

41.714 2 20.857 14.800 .000

1096.436 778 1.409

対比

誤差

対比

誤差

対比

誤差

部位
外壁

屋根

バルコニー

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は トーン の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立したﾍ
ｱごとの比較に基づいています。  

 

７. トーン * 部位 

推定値

従属変数: 違和感がない

3.378 .145 3.093 3.663

4.151 .146 3.865 4.438

3.398 .146 3.111 3.685

3.105 .146 2.819 3.392

4.306 .146 4.019 4.593

2.290 .145 2.005 2.576

3.211 .145 2.925 3.496

3.090 .146 2.803 3.376

2.574 .146 2.287 2.860

部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

トーン
同じ

高い

低い

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 



ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 違和感がない

-.773* .211 .001 -1.280 -.266

-.020 .211 1.000 -.527 .487

.773* .211 .001 .266 1.280

.753* .212 .001 .245 1.261

.020 .211 1.000 -.487 .527

-.753* .212 .001 -1.261 -.245

-1.201* .212 .000 -1.708 -.693

.815* .211 .000 .308 1.323

1.201* .212 .000 .693 1.708

2.016* .211 .000 1.509 2.522

-.815* .211 .000 -1.323 -.308

-2.016* .211 .000 -2.522 -1.509

.121 .211 1.000 -.386 .628

.637* .211 .008 .131 1.143

-.121 .211 1.000 -.628 .386

.516* .212 .045 .008 1.024

-.637* .211 .008 -1.143 -.131

-.516* .212 .045 -1.024 -.008

(J) 部位
屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

(I) 部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

トーン
同じ

高い

低い

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 違和感がない

24.423 2 12.211 8.665 .000

1096.436 778 1.409

130.087 2 65.043 46.153 .000

1096.436 778 1.409

14.470 2 7.235 5.134 .006

1096.436 778 1.409

対比

誤差

対比

誤差

対比

誤差

トーン
同じ

高い

低い

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は 部位 の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立し
たﾍﾟｱごとの比較に基づいています。  

 
８. 規則性 * 部位 

推定値

従属変数: 違和感がない

2.906 .098 2.713 3.098

4.194 .098 4.001 4.387

2.867 .098 2.674 3.059

3.557 .151 3.261 3.853

3.504 .151 3.207 3.800

2.641 .151 2.344 2.938

部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

規則性
なし

あり

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 違和感がない

-.651* .198 .001 -1.041 -.262

.651* .198 .001 .262 1.041

.691* .199 .001 .300 1.081

-.691* .199 .001 -1.081 -.300

.226 .199 .256 -.164 .616

-.226 .199 .256 -.616 .164

(J) 規則性
あり

なし

あり

なし

あり

なし

(I) 規則性
なし

あり

なし

あり

なし

あり

部位
外壁

屋根

バルコニー

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 違和感がない

15.203 1 15.203 10.788 .001

1096.436 778 1.409

17.008 1 17.008 12.069 .001

1096.436 778 1.409

1.818 1 1.818 1.290 .256

1096.436 778 1.409

対比

誤差

対比

誤差

対比

誤差

部位
外壁

屋根

バルコニー

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は 規則性 の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立した
ﾍﾟｱごとの比較に基づいています。  

 
９. 規則性 * 部位 

推定値

従属変数: 違和感がない

2.906 .098 2.713 3.098

4.194 .098 4.001 4.387

2.867 .098 2.674 3.059

3.557 .151 3.261 3.853

3.504 .151 3.207 3.800

2.641 .151 2.344 2.938

部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

規則性
なし

あり

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 違和感がない

-1.288* .145 .000 -1.637 -.940

.039 .145 1.000 -.309 .387

1.288* .145 .000 .940 1.637

1.327* .145 .000 .980 1.675

-.039 .145 1.000 -.387 .309

-1.327* .145 .000 -1.675 -.980

.053 .229 1.000 -.496 .603

.916* .229 .000 .366 1.466

-.053 .229 1.000 -.603 .496

.863* .230 .001 .312 1.413

-.916* .229 .000 -1.466 -.366

-.863* .230 .001 -1.413 -.312

(J) 部位
屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

(I) 部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

規則性
なし

あり

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 違和感がない

152.753 2 76.377 54.195 .000

1096.436 778 1.409

28.293 2 14.146 10.038 .000

1096.436 778 1.409

対比

誤差

対比

誤差

規則性
なし

あり

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は 部位 の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立し
たﾍﾟｱごとの比較に基づいています。  

 

1０. トーン * 色相 

推定値

従属変数: 違和感がない

4.343 .145 4.058 4.628

3.409 .146 3.123 3.696

3.175 .146 2.888 3.461

3.665 .145 3.380 3.951

3.135 .145 2.850 3.421

2.901 .147 2.613 3.189

3.985 .147 3.697 4.273

2.734 .145 2.449 3.020

2.155 .145 1.870 2.441

色相
ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

トーン
同じ

高い

低い

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 

ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 違和感がない

.678* .211 .004 .172 1.184

.358 .212 .272 -.149 .866

-.678* .211 .004 -1.184 -.172

-.320 .212 .395 -.827 .188

-.358 .212 .272 -.866 .149

.320 .212 .395 -.188 .827

.274 .211 .586 -.233 .781

.675* .211 .004 .168 1.182

-.274 .211 .586 -.781 .233

.401 .211 .173 -.105 .907

-.675* .211 .004 -1.182 -.168

-.401 .211 .173 -.907 .105

.274 .212 .591 -.235 .783

1.020* .211 .000 .513 1.527

-.274 .212 .591 -.783 .235

.746* .212 .001 .238 1.254

-1.020* .211 .000 -1.527 -.513

-.746* .212 .001 -1.254 -.238

(J) トーン
高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

(I) トーン
同じ

高い

低い

同じ

高い

低い

同じ

高い

低い

色相
ベージュ

赤

青

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 違和感がない

14.584 2 7.292 5.174 .006

1096.436 778 1.409

14.544 2 7.272 5.160 .006

1096.436 778 1.409

35.166 2 17.583 12.476 .000

1096.436 778 1.409

対比

誤差

対比

誤差

対比

誤差

色相
ベージュ

赤

青

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は トーン の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立し
たﾍﾟｱごとの比較に基づいています。  

 

1１. トーン * 色相 

推定値

従属変数: 違和感がない

4.343 .145 4.058 4.628

3.409 .146 3.123 3.696

3.175 .146 2.888 3.461

3.665 .145 3.380 3.951

3.135 .145 2.850 3.421

2.901 .147 2.613 3.189

3.985 .147 3.697 4.273

2.734 .145 2.449 3.020

2.155 .145 1.870 2.441

色相
ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

トーン
同じ

高い

低い

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 



ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 違和感がない

.934* .211 .000 .427 1.441

1.168* .211 .000 .661 1.675

-.934* .211 .000 -1.441 -.427

.235 .212 .806 -.274 .743

-1.168* .211 .000 -1.675 -.661

-.235 .212 .806 -.743 .274

.530* .211 .037 .024 1.036

.764* .212 .001 .256 1.272

-.530* .211 .037 -1.036 -.024

.234 .212 .805 -.273 .742

-.764* .212 .001 -1.272 -.256

-.234 .212 .805 -.742 .273

1.250* .212 .000 .743 1.758

1.829* .212 .000 1.322 2.337

-1.250* .212 .000 -1.758 -.743

.579* .211 .019 .073 1.085

-1.829* .212 .000 -2.337 -1.322

-.579* .211 .019 -1.085 -.073

(J) 色相
赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

(I) 色相
ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

トーン
同じ

高い

低い

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 違和感がない

48.266 2 24.133 17.124 .000

1096.436 778 1.409

19.318 2 9.659 6.854 .001

1096.436 778 1.409

109.896 2 54.948 38.990 .000

1096.436 778 1.409

対比

誤差

対比

誤差

対比

誤差

トーン
同じ

高い

低い

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は 色相 の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立し
たﾍﾟｱごとの比較に基づいています。  

 

１２. 規則性 * 色相 

推定値

従属変数: 違和感がない

3.899 .098 3.707 4.092

2.994 .098 2.801 3.187

3.074 .098 2.881 3.267

4.096 .151 3.799 4.393

3.192 .151 2.896 3.488

2.414 .151 2.117 2.710

色相
ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

規則性
なし

あり

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 違和感がない

-.197 .199 .322 -.587 .193

.197 .199 .322 -.193 .587

-.198 .198 .318 -.587 .191

.198 .198 .318 -.191 .587

.660* .199 .001 .270 1.050

-.660* .199 .001 -1.050 -.270

(J) 規則性
あり

なし

あり

なし

あり

なし

(I) 規則性
なし

あり

なし

あり

なし

あり

色相
ベージュ

赤

青

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 

 

=1変量検定

従属変数: 違和感がない

1.382 1 1.382 .981 .322

1096.436 778 1.409

1.406 1 1.406 .998 .318

1096.436 778 1.409

15.532 1 15.532 11.021 .001

1096.436 778 1.409

対比

誤差

対比

誤差

対比

誤差

色相
ベージュ

赤

青

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は 規則性 の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立し
たﾍﾟｱごとの比較に基づいています。  

 

 

 

 
1３. 規則性 * 色相 

推定値

従属変数: 違和感がない

3.899 .098 3.707 4.092

2.994 .098 2.801 3.187

3.074 .098 2.881 3.267

4.096 .151 3.799 4.393

3.192 .151 2.896 3.488

2.414 .151 2.117 2.710

色相
ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

規則性
なし

あり

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 違和感がない

.905* .145 .000 .557 1.253

.826* .145 .000 .478 1.173

-.905* .145 .000 -1.253 -.557

-.080 .145 1.000 -.428 .269

-.826* .145 .000 -1.173 -.478

.080 .145 1.000 -.269 .428

.904* .229 .000 .354 1.454

1.682* .230 .000 1.131 2.233

-.904* .229 .000 -1.454 -.354

.778* .229 .002 .229 1.328

-1.682* .230 .000 -2.233 -1.131

-.778* .229 .002 -1.328 -.229

(J) 色相
赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

(I) 色相
ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

規則性
なし

あり

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 違和感がない

67.430 2 33.715 23.923 .000

1096.436 778 1.409

75.818 2 37.909 26.899 .000

1096.436 778 1.409

対比

誤差

対比

誤差

規則性
なし

あり

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は 色相 の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立し
たﾍﾟｱごとの比較に基づいています。  

 

 
 
 
 
 
 

■一変量の分散分析 女性「違和感がない」 
被験者間因子

外壁 189

屋根 189

バルコ
ニー

189

ベージュ 189

赤 189

青 189

同じ 189

高い 189

低い 189

なし 378

あり 189

1.00

2.00

3.00

部位

1.00

2.00

3.00

色相

1.00

2.00

3.00

トーン

1.00

2.00

規則
性

値ﾗﾍﾞﾙ N

 
被験者間効果の検定

従属変数: 違和感がない

375.633a 25 15.025 8.198 .000

4770.966 1 4770.966 2602.963 .000

50.650 2 25.325 13.817 .000

115.304 2 57.652 31.454 .000

29.081 2 14.541 7.933 .000

1.019 1 1.019 .556 .456

49.607 4 12.402 6.766 .000

43.220 4 10.805 5.895 .000

9.919 2 4.959 2.706 .068

8.390 4 2.097 1.144 .335

12.977 2 6.489 3.540 .030

2.395 2 1.198 .653 .521

991.598 541 1.833

6787.000 567

1367.231 566

ｿｰｽ
修正ﾓﾃﾞﾙ

切片

部位

色相

トーン

規則性

部位 * 色相

部位 * トーン

部位 * 規則性

色相 * トーン

色相 * 規則性

トーン * 規則性

誤差

総和

修正総和

ﾀｲﾌﾟ III 平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

R2乗 = .275 (調整済みR2乗 = .241)a. 
 

 

１. 部位 

推定値

従属変数: 違和感がない

2.876 .108 2.663 3.088

3.548 .108 3.335 3.760

2.807 .108 2.594 3.020

部位
外壁

屋根

バルコニー

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 違和感がない

-.672* .156 .000 -1.046 -.298

.069 .156 1.000 -.305 .443

.672* .156 .000 .298 1.046

.741* .156 .000 .367 1.115

-.069 .156 1.000 -.443 .305

-.741* .156 .000 -1.115 -.367

(J) 部位
屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

(I) 部位
外壁

屋根

バルコニー

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 

 



=1変量検定

従属変数: 違和感がない

50.650 2 25.325 13.817 .000

991.598 541 1.833

対比

誤差

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

各F 値は表示された他の効果の各水準の組合せ内の 部位 の単純効果を検
定します。このような検定は推定周辺平均間で線型に独立したﾍﾟｱごとの比
較に基づいています。

 
 

２. 色相 

推定値

従属変数: 違和感がない

3.775 .108 3.562 3.988

2.852 .108 2.639 3.064

2.603 .108 2.391 2.816

色相
ベージュ

赤

青

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 違和感がない

.923* .156 .000 .549 1.297

1.172* .156 .000 .798 1.546

-.923* .156 .000 -1.297 -.549

.249 .156 .332 -.125 .623

-1.172* .156 .000 -1.546 -.798

-.249 .156 .332 -.623 .125

(J) 色相
赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

(I) 色相
ベージュ

赤

青

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 

 
=1変量検定

従属変数: 違和感がない

115.304 2 57.652 31.454 .000

991.598 541 1.833

対比

誤差

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

各F 値は表示された他の効果の各水準の組合せ内の 色相 の単純効果を検
定します。このような検定は推定周辺平均間で線型に独立したﾍﾟｱごとの比
較に基づいています。

 
３ トーン 

推定値

従属変数: 違和感がない

3.434 .108 3.221 3.647

2.876 .108 2.663 3.088

2.921 .108 2.708 3.133

トーン
同じ

高い

低い

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 

=1変量検定

従属変数: 違和感がない

29.081 2 14.541 7.933 .000

991.598 541 1.833

対比

誤差

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

各F 値は表示された他の効果の各水準の組合せ内の トーン の単純効果を
検定します。このような検定は推定周辺平均間で線型に独立したﾍﾟｱごとの
比較に基づいています。

 
 
４. 色相 * 部位 

推定値

従属変数: 違和感がない

4.218 .198 3.829 4.607

3.726 .198 3.337 4.115

3.382 .198 2.993 3.771

2.459 .198 2.070 2.847

3.374 .198 2.985 3.763

2.723 .198 2.334 3.112

1.951 .198 1.562 2.340

3.543 .198 3.154 3.932

2.316 .198 1.927 2.705

部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

色相
ベージュ

赤

青

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 違和感がない

1.759* .287 .000 1.070 2.449

2.267* .287 .000 1.578 2.957

-1.759* .287 .000 -2.449 -1.070

.508 .287 .232 -.182 1.197

-2.267* .287 .000 -2.957 -1.578

-.508 .287 .232 -1.197 .182

.352 .287 .663 -.338 1.041

.183 .287 1.000 -.507 .872

-.352 .287 .663 -1.041 .338

-.169 .287 1.000 -.859 .520

-.183 .287 1.000 -.872 .507

.169 .287 1.000 -.520 .859

.659 .287 .066 -.031 1.348

1.066* .287 .001 .377 1.756

-.659 .287 .066 -1.348 .031

.407 .287 .469 -.282 1.097

-1.066* .287 .001 -1.756 -.377

-.407 .287 .469 -1.097 .282

(J) 色相
赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

(I) 色相
ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

部位
外壁

屋根

バルコニー

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 違和感がない

125.899 2 62.949 34.344 .000

991.598 541 1.833

2.754 2 1.377 .751 .472

991.598 541 1.833

25.742 2 12.871 7.022 .001

991.598 541 1.833

対比

誤差

対比

誤差

対比

誤差

部位
外壁

屋根

バルコニー

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は 色相 の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立したﾍﾟｱ
ごとの比較に基づいています。  

 

 

５. 色相 * 部位 

推定値

従属変数: 違和感がない

4.218 .198 3.829 4.607

3.726 .198 3.337 4.115

3.382 .198 2.993 3.771

2.459 .198 2.070 2.847

3.374 .198 2.985 3.763

2.723 .198 2.334 3.112

1.951 .198 1.562 2.340

3.543 .198 3.154 3.932

2.316 .198 1.927 2.705

部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

色相
ベージュ

赤

青

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 違和感がない

.492 .287 .261 -.197 1.182

.836* .287 .011 .146 1.525

-.492 .287 .261 -1.182 .197

.344 .287 .694 -.346 1.033

-.836* .287 .011 -1.525 -.146

-.344 .287 .694 -1.033 .346

-.915* .287 .005 -1.605 -.226

-.265 .287 1.000 -.954 .425

.915* .287 .005 .226 1.605

.651 .287 .071 -.039 1.340

.265 .287 1.000 -.425 .954

-.651 .287 .071 -1.340 .039

-1.593* .287 .000 -2.282 -.903

-.365 .287 .612 -1.055 .324

1.593* .287 .000 .903 2.282

1.228* .287 .000 .538 1.917

.365 .287 .612 -.324 1.055

-1.228* .287 .000 -1.917 -.538

(J) 部位
屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

(I) 部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

色相
ベージュ

赤

青

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 違和感がない

15.702 2 7.851 4.283 .014

991.598 541 1.833

19.736 2 9.868 5.384 .005

991.598 541 1.833

61.909 2 30.955 16.888 .000

991.598 541 1.833

対比

誤差

対比

誤差

対比

誤差

色相
ベージュ

赤

青

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は 部位 の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立した
ﾍﾟｱごとの比較に基づいています。  

 

 

 

 

 

 

 



６. トーン * 部位 

推定値

従属変数: 違和感がない

2.966 .198 2.578 3.355

3.765 .198 3.377 4.154

3.570 .198 3.181 3.959

2.615 .198 2.226 3.004

3.948 .198 3.559 4.337

2.064 .198 1.675 2.453

3.046 .198 2.657 3.435

2.929 .198 2.541 3.318

2.787 .198 2.398 3.175

部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

トーン
同じ

高い

低い

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 違和感がない

.352 .287 .663 -.338 1.041

-.079 .287 1.000 -.769 .610

-.352 .287 .663 -1.041 .338

-.431 .287 .401 -1.121 .258

.079 .287 1.000 -.610 .769

.431 .287 .401 -.258 1.121

-.183 .287 1.000 -.872 .507

.836* .287 .011 .146 1.525

.183 .287 1.000 -.507 .872

1.019* .287 .001 .329 1.708

-.836* .287 .011 -1.525 -.146

-1.019* .287 .001 -1.708 -.329

1.505* .287 .000 .816 2.195

.783* .287 .020 .094 1.473

-1.505* .287 .000 -2.195 -.816

-.722* .287 .037 -1.412 -.033

-.783* .287 .020 -1.473 -.094

.722* .287 .037 .033 1.412

(J) トーン
高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

(I) トーン
同じ

高い

低い

同じ

高い

低い

同じ

高い

低い

部位
外壁

屋根

バルコニー

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 違和感がない

4.685 2 2.342 1.278 .279

991.598 541 1.833

26.231 2 13.116 7.156 .001

991.598 541 1.833

50.410 2 25.205 13.752 .000

991.598 541 1.833

対比

誤差

対比

誤差

対比

誤差

部位
外壁

屋根

バルコニー

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は トーン の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立したﾍﾟ
ｱごとの比較に基づいています。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７. トーン * 部位 

推定値

従属変数: 違和感がない

2.966 .198 2.578 3.355

3.765 .198 3.377 4.154

3.570 .198 3.181 3.959

2.615 .198 2.226 3.004

3.948 .198 3.559 4.337

2.064 .198 1.675 2.453

3.046 .198 2.657 3.435

2.929 .198 2.541 3.318

2.787 .198 2.398 3.175

部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

トーン
同じ

高い

低い

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 違和感がない

-.799* .287 .017 -1.488 -.109

-.603 .287 .108 -1.293 .086

.799* .287 .017 .109 1.488

.196 .287 1.000 -.494 .885

.603 .287 .108 -.086 1.293

-.196 .287 1.000 -.885 .494

-1.333* .287 .000 -2.023 -.644

.550 .287 .167 -.139 1.240

1.333* .287 .000 .644 2.023

1.884* .287 .000 1.194 2.573

-.550 .287 .167 -1.240 .139

-1.884* .287 .000 -2.573 -1.194

.116 .287 1.000 -.573 .806

.259 .287 1.000 -.430 .949

-.116 .287 1.000 -.806 .573

.143 .287 1.000 -.547 .832

-.259 .287 1.000 -.949 .430

-.143 .287 1.000 -.832 .547

(J) 部位
屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

(I) 部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

トーン
同じ

高い

低い

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 違和感がない

15.423 2 7.712 4.207 .015

991.598 541 1.833

83.434 2 41.717 22.760 .000

991.598 541 1.833

1.500 2 .750 .409 .664

991.598 541 1.833

対比

誤差

対比

誤差

対比

誤差

トーン
同じ

高い

低い

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は 部位 の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立し
たﾍﾟｱごとの比較に基づいています。  

 
８. 規則性 * 色相 

推定値

従属変数: 違和感がない

3.640 .133 3.378 3.902

2.757 .133 2.495 3.019

2.968 .133 2.706 3.230

3.910 .205 3.507 4.313

2.947 .205 2.544 3.350

2.238 .205 1.835 2.641

色相
ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

規則性
なし

あり

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 

ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 違和感がない

-.270 .270 .317 -.800 .260

.270 .270 .317 -.260 .800

-.190 .270 .480 -.720 .339

.190 .270 .480 -.339 .720

.730* .270 .007 .200 1.260

-.730* .270 .007 -1.260 -.200

(J) 規則性
あり

なし

あり

なし

あり

なし

(I) 規則性
なし

あり

なし

あり

なし

あり

色相
ベージュ

赤

青

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 違和感がない

1.835 1 1.835 1.001 .317

991.598 541 1.833

.914 1 .914 .499 .480

991.598 541 1.833

13.435 1 13.435 7.330 .007

991.598 541 1.833

対比

誤差

対比

誤差

対比

誤差

色相
ベージュ

赤

青

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は 規則性 の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立し
たﾍﾟｱごとの比較に基づいています。

 
 
９. 規則性 * 色相 

推定値

従属変数: 違和感がない

3.640 .133 3.378 3.902

2.757 .133 2.495 3.019

2.968 .133 2.706 3.230

3.910 .205 3.507 4.313

2.947 .205 2.544 3.350

2.238 .205 1.835 2.641

色相
ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

規則性
なし

あり

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 違和感がない

.884* .197 .000 .411 1.357

.672* .197 .002 .199 1.145

-.884* .197 .000 -1.357 -.411

-.212 .197 .849 -.685 .261

-.672* .197 .002 -1.145 -.199

.212 .197 .849 -.261 .685

.963* .311 .006 .215 1.711

1.672* .311 .000 .924 2.420

-.963* .311 .006 -1.711 -.215

.709 .311 .070 -.039 1.457

-1.672* .311 .000 -2.420 -.924

-.709 .311 .070 -1.457 .039

(J) 色相
赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

(I) 色相
ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

規則性
なし

あり

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 



=1変量検定

従属変数: 違和感がない

40.228 2 20.114 10.974 .000

991.598 541 1.833

53.240 2 26.620 14.524 .000

991.598 541 1.833

対比

誤差

対比

誤差

規則性
なし

あり

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は 色相 の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立し
たﾍﾟｱごとの比較に基づいています。  

 

■一変量の分散分析 男性 「楽しい」 
被験者間因子

外壁 269

屋根 267

バルコ
ニー

268

ベージュ 268

赤 269

青 267

同じ 268

高い 268

低い 268

なし 536

あり 268

1.00

2.00

3.00

部位

1.00

2.00

3.00

色相

1.00

2.00

3.00

トーン

1.00

2.00

規則
性

値ﾗﾍﾞﾙ N

 
 

被験者間効果の検定

従属変数: 楽しい

113.744a 25 4.550 5.323 .000

7445.893 1 7445.893 8712.093 .000

3.353 2 1.677 1.962 .141

51.833 2 25.916 30.324 .000

17.990 2 8.995 10.525 .000

.875 1 .875 1.023 .312

6.231 4 1.558 1.823 .122

2.446 4 .612 .715 .581

1.328 2 .664 .777 .460

6.045 4 1.511 1.768 .133

4.634 2 2.317 2.711 .067

3.745 2 1.872 2.191 .113

664.927 778 .855

9219.000 804

778.670 803

ｿｰｽ
修正ﾓﾃﾞﾙ

切片

部位

色相

トーン

規則性

部位 * 色相

部位 * トーン

部位 * 規則性

色相 * トーン

色相 * 規則性

トーン * 規則性

誤差

総和

修正総和

ﾀｲﾌﾟ III 平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

R2乗 = .146 (調整済みR2乗 = .119)a. 
 

 
１. 色相 

推定値

従属変数: 楽しい

2.980 .062 2.858 3.102

3.625 .062 3.503 3.746

3.079 .062 2.957 3.201

色相
ベージュ

赤

青

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 

ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 楽しい

-.645* .089 .000 -.859 -.431

-.099 .089 .804 -.314 .115

.645* .089 .000 .431 .859

.546* .089 .000 .332 .760

.099 .089 .804 -.115 .314

-.546* .089 .000 -.760 -.332

(J) 色相
赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

(I) 色相
ベージュ

赤

青

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 楽しい

51.833 2 25.916 30.324 .000

664.927 778 .855

対比

誤差

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

各F 値は表示された他の効果の各水準の組合せ内の 色相 の単純効果を検
定します。このような検定は推定周辺平均間で線型に独立したﾍﾟｱごとの比
較に基づいています。  

 
２. トーン 

推定値

従属変数: 楽しい

3.009 .062 2.887 3.130

3.262 .062 3.140 3.384

3.414 .062 3.292 3.536

トーン
同じ

高い

低い

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 楽しい

-.253* .089 .014 -.467 -.039

-.405* .089 .000 -.619 -.191

.253* .089 .014 .039 .467

-.152 .089 .265 -.367 .062

.405* .089 .000 .191 .619

.152 .089 .265 -.062 .367

(J) トーン
高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

(I) トーン
同じ

高い

低い

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 

 
=1変量検定

従属変数: 楽しい

17.990 2 8.995 10.525 .000

664.927 778 .855

対比

誤差

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

各F 値は表示された他の効果の各水準の組合せ内の トーン の単純効果を
検定します。このような検定は推定周辺平均間で線型に独立したﾍﾟｱごとの
比較に基づいています。

 
 

 

 

 

 

 

■一変量の分散分析 女性 「楽しい」 
被験者間因子

外壁 189

屋根 189

バルコ
ニー

189

ベージュ 189

赤 189

青 189

同じ 189

高い 189

低い 189

なし 378

あり 189

1.00

2.00

3.00

部位

1.00

2.00

3.00

色相

1.00

2.00

3.00

トーン

1.00

2.00

規則
性

値ﾗﾍﾞﾙ N

 
被験者間効果の検定

従属変数: 楽しい

107.119a 25 4.285 2.774 .000

4428.643 1 4428.643 2866.802 .000

.933 2 .467 .302 .739

38.533 2 19.267 12.472 .000

12.400 2 6.200 4.013 .019

1.786 1 1.786 1.156 .283

5.651 4 1.413 .914 .455

2.746 4 .687 .444 .777

.646 2 .323 .209 .812

20.746 4 5.187 3.357 .010

1.788 2 .894 .579 .561

2.995 2 1.497 .969 .380

835.738 541 1.545

5992.000 567

942.857 566

ｿｰｽ
修正ﾓﾃﾞﾙ

切片

部位

色相

トーン

規則性

部位 * 色相

部位 * トーン

部位 * 規則性

色相 * トーン

色相 * 規則性

トーン * 規則性

誤差

総和

修正総和

ﾀｲﾌﾟ III 平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

R2乗 = .114 (調整済みR2乗 = .073)a. 
 

 
１. 色相 

推定値

従属変数: 楽しい

2.694 .099 2.499 2.890

3.369 .099 3.174 3.564

2.829 .099 2.634 3.025

色相
ベージュ

赤

青

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 楽しい

-.675* .143 .000 -1.018 -.331

-.135 .143 1.000 -.478 .208

.675* .143 .000 .331 1.018

.540* .143 .001 .196 .883

.135 .143 1.000 -.208 .478

-.540* .143 .001 -.883 -.196

(J) 色相
赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

(I) 色相
ベージュ

赤

青

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 楽しい

38.533 2 19.267 12.472 .000

835.738 541 1.545

対比

誤差

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

各F 値は表示された他の効果の各水準の組合せ内の 色相 の単純効果を検
定します。このような検定は推定周辺平均間で線型に独立したﾍﾟｱごとの比
較に基づいています。  

 



２. トーン 

推定値

従属変数: 楽しい

2.766 .099 2.571 2.961

2.956 .099 2.761 3.152

3.171 .099 2.975 3.366

トーン
同じ

高い

低い

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 楽しい

-.190 .143 .550 -.534 .153

-.405* .143 .014 -.748 -.061

.190 .143 .550 -.153 .534

-.214 .143 .403 -.558 .129

.405* .143 .014 .061 .748

.214 .143 .403 -.129 .558

(J) トーン
高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

(I) トーン
同じ

高い

低い

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 楽しい

12.400 2 6.200 4.013 .019

835.738 541 1.545

対比

誤差

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

各F 値は表示された他の効果の各水準の組合せ内の トーン の単純効果を
検定します。このような検定は推定周辺平均間で線型に独立したﾍﾟｱごとの
比較に基づいています。

 
 

３. トーン * 色相 

推定値

従属変数: 楽しい

2.062 .182 1.705 2.419

3.483 .182 3.126 3.840

2.753 .182 2.396 3.110

2.840 .182 2.483 3.197

3.292 .182 2.935 3.649

2.737 .182 2.380 3.094

3.181 .182 2.824 3.538

3.332 .182 2.975 3.689

2.999 .182 2.642 3.356

色相
ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

トーン
同じ

高い

低い

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 

ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 楽しい

-.778* .264 .010 -1.411 -.145

-1.119* .264 .000 -1.752 -.486

.778* .264 .010 .145 1.411

-.341 .264 .588 -.974 .292

1.119* .264 .000 .486 1.752

.341 .264 .588 -.292 .974

.190 .264 1.000 -.443 .823

.151 .264 1.000 -.482 .784

-.190 .264 1.000 -.823 .443

-.040 .264 1.000 -.673 .593

-.151 .264 1.000 -.784 .482

.040 .264 1.000 -.593 .673

.016 .264 1.000 -.617 .649

-.246 .264 1.000 -.879 .387

-.016 .264 1.000 -.649 .617

-.262 .264 .963 -.895 .371

.246 .264 1.000 -.387 .879

.262 .264 .963 -.371 .895

(J) トーン
高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

(I) トーン
同じ

高い

低い

同じ

高い

低い

同じ

高い

低い

色相
ベージュ

赤

青

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 楽しい

29.257 2 14.628 9.469 .000

835.738 541 1.545

.898 2 .449 .291 .748

835.738 541 1.545

1.918 2 .959 .621 .538

835.738 541 1.545

対比

誤差

対比

誤差

対比

誤差

色相
ベージュ

赤

青

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は トーン の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立し
たﾍﾟｱごとの比較に基づいています。  

 

４. トーン * 色相 

推定値

従属変数: 楽しい

2.062 .182 1.705 2.419

3.483 .182 3.126 3.840

2.753 .182 2.396 3.110

2.840 .182 2.483 3.197

3.292 .182 2.935 3.649

2.737 .182 2.380 3.094

3.181 .182 2.824 3.538

3.332 .182 2.975 3.689

2.999 .182 2.642 3.356

色相
ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

トーン
同じ

高い

低い

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 

ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 楽しい

-1.421* .264 .000 -2.054 -.788

-.690* .264 .027 -1.323 -.057

1.421* .264 .000 .788 2.054

.730* .264 .017 .097 1.363

.690* .264 .027 .057 1.323

-.730* .264 .017 -1.363 -.097

-.452 .264 .260 -1.085 .181

.103 .264 1.000 -.530 .736

.452 .264 .260 -.181 1.085

.556 .264 .107 -.077 1.189

-.103 .264 1.000 -.736 .530

-.556 .264 .107 -1.189 .077

-.151 .264 1.000 -.784 .482

.183 .264 1.000 -.450 .816

.151 .264 1.000 -.482 .784

.333 .264 .620 -.300 .966

-.183 .264 1.000 -.816 .450

-.333 .264 .620 -.966 .300

(J) 色相
赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

(I) 色相
ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

トーン
同じ

高い

低い

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 楽しい

44.887 2 22.444 14.528 .000

835.738 541 1.545

7.767 2 3.883 2.514 .082

835.738 541 1.545

2.478 2 1.239 .802 .449

835.738 541 1.545

対比

誤差

対比

誤差

対比

誤差

トーン
同じ

高い

低い

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は 色相 の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立し
たﾍﾟｱごとの比較に基づいています。  

 

■一変量の分散分析 男性 「個性がある」 
被験者間因子

外壁 269

屋根 267

バルコ
ニー

268

ベージュ 268

赤 269

267

同じ 268

高い 268

低い 268

なし 536

あり 268

1.00

2.00

3.00

部位

1.00

2.00

3.00

色相

1.00

2.00

3.00

トーン

1.00

2.00

規則
性

値ﾗﾍﾞﾙ N

 



被験者間効果の検定

従属変数: 個性がある

457.900a 25 18.316 17.540 .000

7381.182 1 7381.182 7068.262 .000

31.679 2 15.840 15.168 .000

174.211 2 87.105 83.413 .000

78.929 2 39.465 37.792 .000

.002 1 .002 .002 .968

2.326 4 .582 .557 .694

15.508 4 3.877 3.713 .005

12.309 2 6.154 5.893 .003

22.264 4 5.566 5.330 .000

4.687 2 2.344 2.244 .107

8.469 2 4.234 4.055 .018

812.443 778 1.044

9588.000 804

1270.343 803

ｿｰｽ
修正ﾓﾃﾞﾙ

切片

部位

色相

トーン

規則性

部位 * 色相

部位 * トーン

部位 * 規則性

色相 * トーン

色相 * 規則性

トーン * 規則性

誤差

総和

修正総和

ﾀｲﾌﾟ III 平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

R2乗 = .360 (調整済みR2乗 = .340)a. 
 

 
１. 部位 

推定値

従属変数: 個性がある

3.349 .068 3.215 3.484

2.901 .069 2.766 3.036

3.392 .069 3.257 3.527

部位
外壁

屋根

バルコニー

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 個性がある

.449* .099 .000 .212 .685

-.042 .099 1.000 -.279 .194

-.449* .099 .000 -.685 -.212

-.491* .099 .000 -.728 -.254

.042 .099 1.000 -.194 .279

.491* .099 .000 .254 .728

(J) 部位
屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

(I) 部位
外壁

屋根

バルコニー

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 個性がある

31.679 2 15.840 15.168 .000

812.443 778 1.044

対比

誤差

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

各F 値は表示された他の効果の各水準の組合せ内の 部位 の単純効果を検
定します。このような検定は推定周辺平均間で線型に独立したﾍﾟｱごとの比
較に基づいています。  

 

２. 色相 

推定値

従属変数: 個性がある

2.520 .069 2.385 2.655

3.773 .068 3.639 3.907

3.349 .069 3.214 3.484

色相
ベージュ

赤

青

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 

ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 個性がある

-1.253* .099 .000 -1.490 -1.016

-.829* .099 .000 -1.066 -.592

1.253* .099 .000 1.016 1.490

.424* .099 .000 .187 .660

.829* .099 .000 .592 1.066

-.424* .099 .000 -.660 -.187

(J) 色相
赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

(I) 色相
ベージュ

赤

青

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 個性がある

174.211 2 87.105 83.413 .000

812.443 778 1.044

対比

誤差

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

各F 値は表示された他の効果の各水準の組合せ内の 色相 の単純効果を検
定します。このような検定は推定周辺平均間で線型に独立したﾍﾟｱごとの比
較に基づいています。  

 

３. トーン 

推定値

従属変数: 個性がある

2.732 .068 2.597 2.866

3.360 .069 3.225 3.495

3.551 .069 3.416 3.686

トーン
同じ

高い

低い

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 個性がある

-.628* .099 .000 -.865 -.391

-.819* .099 .000 -1.056 -.583

.628* .099 .000 .391 .865

-.191 .099 .161 -.428 .046

.819* .099 .000 .583 1.056

.191 .099 .161 -.046 .428

(J) トーン
高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

(I) トーン
同じ

高い

低い

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 個性がある

78.929 2 39.465 37.792 .000

812.443 778 1.044

対比

誤差

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

各F 値は表示された他の効果の各水準の組合せ内の トーン の単純効果を
検定します。このような検定は推定周辺平均間で線型に独立したﾍﾟｱごとの
比較に基づいています。  

 

 

 

 

 

 

 

 

4. トーン * 部位 

推定値

従属変数: 個性がある

2.790 .125 2.544 3.035

2.503 .126 2.256 2.750

2.902 .126 2.655 3.149

3.547 .126 3.300 3.794

2.786 .126 2.539 3.033

3.747 .125 3.501 3.992

3.712 .125 3.466 3.957

3.414 .126 3.167 3.660

3.527 .126 3.280 3.774

部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

トーン
同じ

高い

低い

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 個性がある

-.757* .182 .000 -1.194 -.321

-.922* .182 .000 -1.358 -.487

.757* .182 .000 .321 1.194

-.165 .182 1.000 -.602 .272

.922* .182 .000 .487 1.358

.165 .182 1.000 -.272 .602

-.283 .182 .362 -.720 .154

-.911* .182 .000 -1.348 -.473

.283 .182 .362 -.154 .720

-.628* .182 .002 -1.065 -.191

.911* .182 .000 .473 1.348

.628* .182 .002 .191 1.065

-.845* .182 .000 -1.281 -.408

-.625* .182 .002 -1.062 -.188

.845* .182 .000 .408 1.281

.219 .182 .683 -.217 .655

.625* .182 .002 .188 1.062

-.219 .182 .683 -.655 .217

(J) トーン
高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

(I) トーン
同じ

高い

低い

同じ

高い

低い

同じ

高い

低い

部位
外壁

屋根

バルコニー

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 個性がある

30.638 2 15.319 14.670 .000

812.443 778 1.044

27.253 2 13.627 13.049 .000

812.443 778 1.044

24.189 2 12.094 11.582 .000

812.443 778 1.044

対比

誤差

対比

誤差

対比

誤差

部位
外壁

屋根

バルコニー

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は トーン の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立したﾍﾟ
ｱごとの比較に基づいています。  

 

5. トーン * 部位 

推定値

従属変数: 個性がある

2.790 .125 2.544 3.035

2.503 .126 2.256 2.750

2.902 .126 2.655 3.149

3.547 .126 3.300 3.794

2.786 .126 2.539 3.033

3.747 .125 3.501 3.992

3.712 .125 3.466 3.957

3.414 .126 3.167 3.660

3.527 .126 3.280 3.774

部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

トーン
同じ

高い

低い

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 



ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 個性がある

.287 .182 .346 -.150 .723

-.112 .182 1.000 -.549 .324

-.287 .182 .346 -.723 .150

-.399 .182 .087 -.837 .039

.112 .182 1.000 -.324 .549

.399 .182 .087 -.039 .837

.761* .182 .000 .324 1.198

-.200 .182 .819 -.637 .237

-.761* .182 .000 -1.198 -.324

-.961* .182 .000 -1.397 -.525

.200 .182 .819 -.237 .637

.961* .182 .000 .525 1.397

.298 .182 .306 -.139 .735

.185 .182 .930 -.251 .620

-.298 .182 .306 -.735 .139

-.114 .182 1.000 -.551 .323

-.185 .182 .930 -.620 .251

.114 .182 1.000 -.323 .551

(J) 部位
屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

(I) 部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

トーン
同じ

高い

低い

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 

 
=1変量検定

従属変数: 個性がある

5.316 2 2.658 2.545 .079

812.443 778 1.044

32.482 2 16.241 15.553 .000

812.443 778 1.044

2.857 2 1.428 1.368 .255

812.443 778 1.044

対比

誤差

対比

誤差

対比

誤差

トーン
同じ

高い

低い

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は 部位 の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立し
たﾍﾟｱごとの比較に基づいています。

 
 
6. 規則性 * 部位 

推定値

従属変数: 個性がある

3.556 .084 3.390 3.722

2.658 .085 2.492 2.824

3.432 .084 3.266 3.598

3.143 .130 2.888 3.397

3.144 .130 2.888 3.399

3.351 .130 3.096 3.607

部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

規則性
なし

あり

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 個性がある

.414* .171 .016 .079 .749

-.414* .171 .016 -.749 -.079

-.485* .171 .005 -.821 -.150

.485* .171 .005 .150 .821

.081 .171 .637 -.255 .417

-.081 .171 .637 -.417 .255

(J) 規則性
あり

なし

あり

なし

あり

なし

(I) 規則性
なし

あり

なし

あり

なし

あり

部位
外壁

屋根

バルコニー

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 個性がある

6.136 1 6.136 5.876 .016

812.443 778 1.044

8.408 1 8.408 8.052 .005

812.443 778 1.044

.233 1 .233 .223 .637

812.443 778 1.044

対比

誤差

対比

誤差

対比

誤差

部位
外壁

屋根

バルコニー

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は 規則性 の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立した
ﾍﾟｱごとの比較に基づいています。  

 

7. 規則性 * 部位 

推定値

従属変数: 個性がある

3.556 .084 3.390 3.722

2.658 .085 2.492 2.824

3.432 .084 3.266 3.598

3.143 .130 2.888 3.397

3.144 .130 2.888 3.399

3.351 .130 3.096 3.607

部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

規則性
なし

あり

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 個性がある

.898* .125 .000 .598 1.198

.124 .125 .962 -.175 .423

-.898* .125 .000 -1.198 -.598

-.774* .125 .000 -1.074 -.475

-.124 .125 .962 -.423 .175

.774* .125 .000 .475 1.074

-.001 .197 1.000 -.474 .472

-.209 .197 .870 -.683 .265

.001 .197 1.000 -.472 .474

-.208 .198 .879 -.682 .266

.209 .197 .870 -.265 .683

.208 .198 .879 -.266 .682

(J) 部位
屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

(I) 部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

規則性
なし

あり

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 個性がある

63.403 2 31.702 30.358 .000

812.443 778 1.044

1.550 2 .775 .742 .476

812.443 778 1.044

対比

誤差

対比

誤差

規則性
なし

あり

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は 部位 の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立し
たﾍﾟｱごとの比較に基づいています。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8. トーン * 色相 

推定値

従属変数: 個性がある

1.754 .125 1.509 2.000

3.404 .126 3.157 3.651

3.036 .126 2.789 3.283

3.000 .125 2.754 3.246

3.945 .125 3.699 4.190

3.135 .126 2.887 3.382

2.806 .126 2.558 3.053

3.970 .125 3.724 4.215

3.877 .125 3.631 4.123

色相
ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

トーン
同じ

高い

低い

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 個性がある

-1.246* .182 .000 -1.681 -.810

-1.051* .182 .000 -1.488 -.614

1.246* .182 .000 .810 1.681

.194 .182 .860 -.243 .632

1.051* .182 .000 .614 1.488

-.194 .182 .860 -.632 .243

-.541* .182 .009 -.977 -.104

-.566* .182 .006 -1.002 -.129

.541* .182 .009 .104 .977

-.025 .182 1.000 -.461 .411

.566* .182 .006 .129 1.002

.025 .182 1.000 -.411 .461

-.098 .183 1.000 -.536 .339

-.841* .182 .000 -1.278 -.404

.098 .183 1.000 -.339 .536

-.743* .182 .000 -1.180 -.306

.841* .182 .000 .404 1.278

.743* .182 .000 .306 1.180

(J) トーン
高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

(I) トーン
同じ

高い

低い

同じ

高い

低い

同じ

高い

低い

色相
ベージュ

赤

青

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 個性がある

56.873 2 28.437 27.231 .000

812.443 778 1.044

12.861 2 6.431 6.158 .002

812.443 778 1.044

26.696 2 13.348 12.782 .000

812.443 778 1.044

対比

誤差

対比

誤差

対比

誤差

色相
ベージュ

赤

青

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は トーン の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立し
たﾍﾟｱごとの比較に基づいています。

 
 

9. トーン * 色相 

推定値

従属変数: 個性がある

1.754 .125 1.509 2.000

3.404 .126 3.157 3.651

3.036 .126 2.789 3.283

3.000 .125 2.754 3.246

3.945 .125 3.699 4.190

3.135 .126 2.887 3.382

2.806 .126 2.558 3.053

3.970 .125 3.724 4.215

3.877 .125 3.631 4.123

色相
ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

トーン
同じ

高い

低い

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 



ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 個性がある

-1.650* .182 .000 -2.086 -1.213

-1.282* .182 .000 -1.718 -.845

1.650* .182 .000 1.213 2.086

.368 .182 .132 -.070 .806

1.282* .182 .000 .845 1.718

-.368 .182 .132 -.806 .070

-.945* .182 .000 -1.380 -.509

-.135 .182 1.000 -.572 .303

.945* .182 .000 .509 1.380

.810* .182 .000 .373 1.247

.135 .182 1.000 -.303 .572

-.810* .182 .000 -1.247 -.373

-1.164* .182 .000 -1.601 -.727

-1.071* .182 .000 -1.509 -.634

1.164* .182 .000 .727 1.601

.093 .182 1.000 -.343 .528

1.071* .182 .000 .634 1.509

-.093 .182 1.000 -.528 .343

(J) 色相
赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

(I) 色相
ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

トーン
同じ

高い

低い

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 個性がある

94.798 2 47.399 45.390 .000

812.443 778 1.044

33.062 2 16.531 15.830 .000

812.443 778 1.044

52.576 2 26.288 25.174 .000

812.443 778 1.044

対比

誤差

対比

誤差

対比

誤差

トーン
同じ

高い

低い

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は 色相 の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立し
たﾍﾟｱごとの比較に基づいています。  

 
１０ トーン * 規則性 

推定値

従属変数: 個性がある

2.705 .085 2.539 2.871

2.758 .130 2.504 3.012

3.562 .084 3.397 3.728

3.157 .130 2.902 3.413

3.379 .084 3.213 3.545

3.722 .130 3.467 3.978

規則性
なし

あり

なし

あり

なし

あり

トーン
同じ

高い

低い

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 

ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 個性がある

-.857* .125 .000 -1.157 -.558

-.674* .125 .000 -.974 -.374

.857* .125 .000 .558 1.157

.183 .125 .427 -.116 .483

.674* .125 .000 .374 .974

-.183 .125 .427 -.483 .116

-.399 .197 .130 -.872 .074

-.964* .197 .000 -1.438 -.491

.399 .197 .130 -.074 .872

-.565* .198 .013 -1.040 -.091

.964* .197 .000 .491 1.438

.565* .198 .013 .091 1.040

(J) トーン
高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

(I) トーン
同じ

高い

低い

同じ

高い

低い

規則性
なし

あり

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 

 
=1変量検定

従属変数: 個性がある

54.608 2 27.304 26.147 .000

812.443 778 1.044

25.196 2 12.598 12.064 .000

812.443 778 1.044

対比

誤差

対比

誤差

規則性
なし

あり

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は トーン の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立し
たﾍﾟｱごとの比較に基づいています。  

 

１１. トーン * 規則性 

推定値

従属変数: 個性がある

2.705 .085 2.539 2.871

2.758 .130 2.504 3.012

3.562 .084 3.397 3.728

3.157 .130 2.902 3.413

3.379 .084 3.213 3.545

3.722 .130 3.467 3.978

規則性
なし

あり

なし

あり

なし

あり

トーン
同じ

高い

低い

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 個性がある

-.053 .171 .757 -.388 .282

.053 .171 .757 -.282 .388

.405* .171 .018 .069 .741

-.405* .171 .018 -.741 -.069

-.343* .171 .045 -.679 -.007

.343* .171 .045 .007 .679

(J) 規則性
あり

なし

あり

なし

あり

なし

(I) 規則性
なし

あり

なし

あり

なし

あり

トーン
同じ

高い

低い

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 

 
=1変量検定

従属変数: 個性がある

.100 1 .100 .096 .757

812.443 778 1.044

5.860 1 5.860 5.612 .018

812.443 778 1.044

4.204 1 4.204 4.026 .045

812.443 778 1.044

対比

誤差

対比

誤差

対比

誤差

トーン
同じ

高い

低い

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は 規則性 の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立
したﾍﾟｱごとの比較に基づいています。  

■ 一変量の分散分析 女性 「個性がある」 

 
被験者間因子

外壁 189

屋根 189

バルコ
ニー

189

ベージュ 189

赤 189

青 189

同じ 189

高い 189

低い 189

なし 378

あり 189

1.00

2.00

3.00

部位

1.00

2.00

3.00

色相

1.00

2.00

3.00

トーン

1.00

2.00

規則
性

値ﾗﾍﾞﾙ N

 
被験者間効果の検定

従属変数: 個性がある

353.168a 25 14.127 8.502 .000

4576.088 1 4576.088 2754.105 .000

24.294 2 12.147 7.311 .001

143.551 2 71.776 43.198 .000

45.113 2 22.557 13.576 .000

3.390 1 3.390 2.040 .154

10.697 4 2.674 1.609 .170

10.257 4 2.564 1.543 .188

7.157 2 3.578 2.154 .117

12.474 4 3.119 1.877 .113

.183 2 .092 .055 .946

10.596 2 5.298 3.189 .042

898.899 541 1.662

6494.000 567

1252.067 566

ｿｰｽ
修正ﾓﾃﾞﾙ

切片

部位

色相

トーン

規則性

部位 * 色相

部位 * トーン

部位 * 規則性

色相 * トーン

色相 * 規則性

トーン * 規則性

誤差

総和

修正総和

ﾀｲﾌﾟ III 平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

R2乗 = .282 (調整済みR2乗 = .249)a. 
 

 
１. 部位 

推定値

従属変数: 個性がある

3.206 .103 3.004 3.409

2.688 .103 2.485 2.890

3.146 .103 2.943 3.348

部位
外壁

屋根

バルコニー

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 個性がある

.519* .148 .002 .163 .875

.061 .148 1.000 -.295 .417

-.519* .148 .002 -.875 -.163

-.458* .148 .006 -.814 -.102

-.061 .148 1.000 -.417 .295

.458* .148 .006 .102 .814

(J) 部位
屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

(I) 部位
外壁

屋根

バルコニー

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 



=1変量検定

従属変数: 個性がある

24.294 2 12.147 7.311 .001

898.899 541 1.662

対比

誤差

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

各F 値は表示された他の効果の各水準の組合せ内の 部位 の単純効果を検
定します。このような検定は推定周辺平均間で線型に独立したﾍﾟｱごとの比
較に基づいています。

 
 
２ 色相 

推定値

従属変数: 個性がある

2.225 .103 2.022 2.427

3.500 .103 3.298 3.702

3.315 .103 3.112 3.517

色相
ベージュ

赤

青

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 個性がある

-1.275* .148 .000 -1.631 -.919

-1.090* .148 .000 -1.446 -.734

1.275* .148 .000 .919 1.631

.185 .148 .636 -.171 .541

1.090* .148 .000 .734 1.446

-.185 .148 .636 -.541 .171

(J) 色相
赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

(I) 色相
ベージュ

赤

青

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 

 
=1変量検定

従属変数: 個性がある

143.551 2 71.776 43.198 .000

898.899 541 1.662

対比

誤差

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

各F 値は表示された他の効果の各水準の組合せ内の 色相 の単純効果を検
定します。このような検定は推定周辺平均間で線型に独立したﾍﾟｱごとの比
較に基づいています。

 
 

３. トーン 

推定値

従属変数: 個性がある

2.627 .103 2.425 2.829

3.013 .103 2.811 3.216

3.399 .103 3.197 3.602

トーン
同じ

高い

低い

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 

ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 個性がある

-.386* .148 .028 -.742 -.030

-.772* .148 .000 -1.129 -.416

.386* .148 .028 .030 .742

-.386* .148 .028 -.742 -.030

.772* .148 .000 .416 1.129

.386* .148 .028 .030 .742

(J) トーン
高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

(I) トーン
同じ

高い

低い

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率a 下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 個性がある

45.113 2 22.557 13.576 .000

898.899 541 1.662

対比

誤差

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

各F 値は表示された他の効果の各水準の組合せ内の トーン の単純効果を
検定します。このような検定は推定周辺平均間で線型に独立したﾍﾟｱごとの
比較に基づいています。

 
 

４. トーン * 規則性 

推定値

従属変数: 個性がある

2.492 .127 2.243 2.741

2.762 .195 2.378 3.145

3.370 .127 3.121 3.620

2.656 .195 2.273 3.039

3.423 .127 3.174 3.673

3.376 .195 2.992 3.759

規則性
なし

あり

なし

あり

なし

あり

トーン
同じ

高い

低い

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 個性がある

-.878* .188 .000 -1.329 -.428

-.931* .188 .000 -1.382 -.481

.878* .188 .000 .428 1.329

-.053 .188 1.000 -.503 .397

.931* .188 .000 .481 1.382

.053 .188 1.000 -.397 .503

.106 .297 1.000 -.606 .818

-.614 .297 .117 -1.326 .098

-.106 .297 1.000 -.818 .606

-.720* .297 .047 -1.432 -.008

.614 .297 .117 -.098 1.326

.720* .297 .047 .008 1.432

(J) トーン
高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

(I) トーン
同じ

高い

低い

同じ

高い

低い

規則性
なし

あり

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 

 
=1変量検定

従属変数: 個性がある

51.704 2 25.852 15.559 .000

898.899 541 1.662

11.412 2 5.706 3.434 .033

898.899 541 1.662

対比

誤差

対比

誤差

規則性
なし

あり

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は トーン の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立し
たﾍﾟｱごとの比較に基づいています。  

 

 

５. トーン * 規則性 

推定値

従属変数: 個性がある

2.492 .127 2.243 2.741

2.762 .195 2.378 3.145

3.370 .127 3.121 3.620

2.656 .195 2.273 3.039

3.423 .127 3.174 3.673

3.376 .195 2.992 3.759

規則性
なし

あり

なし

あり

なし

あり

トーン
同じ

高い

低い

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 個性がある

-.270 .257 .294 -.774 .235

.270 .257 .294 -.235 .774

.714* .257 .006 .210 1.219

-.714* .257 .006 -1.219 -.210

.048 .257 .853 -.457 .552

-.048 .257 .853 -.552 .457

(J) 規則性
あり

なし

あり

なし

あり

なし

(I) 規則性
なし

あり

なし

あり

なし

あり

トーン
同じ

高い

低い

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 

 
=1変量検定

従属変数: 個性がある

1.835 1 1.835 1.104 .294

898.899 541 1.662

12.857 1 12.857 7.738 .006

898.899 541 1.662

.057 1 .057 .034 .853

898.899 541 1.662

対比

誤差

対比

誤差

対比

誤差

トーン
同じ

高い

低い

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は 規則性 の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立
したﾍﾟｱごとの比較に基づいています。  

 

■一変量の分散分析 男性 「好き」 
被験者間因子

外壁 269

屋根 267

バルコ
ニー

268

ベージュ 268

赤 269

青 267

同じ 268

高い 268

低い 268

なし 536

あり 268

1.00

2.00

3.00

部位

1.00

2.00

3.00

色相

1.00

2.00

3.00

トーン

1.00

2.00

規則
性

値ﾗﾍﾞﾙ N

 



被験者間効果の検定

従属変数: 好き

167.847a 25 6.714 6.305 .000

7087.417 1 7087.417 6655.534 .000

25.521 2 12.760 11.983 .000

34.465 2 17.232 16.182 .000

6.158 2 3.079 2.891 .056

2.423 1 2.423 2.276 .132

32.332 4 8.083 7.591 .000

13.967 4 3.492 3.279 .011

10.842 2 5.421 5.091 .006

5.434 4 1.359 1.276 .278

17.970 2 8.985 8.437 .000

.518 2 .259 .243 .784

828.485 778 1.065

9065.000 804

996.332 803

ｿｰｽ
修正ﾓﾃﾞﾙ

切片

部位

色相

トーン

規則性

部位 * 色相

部位 * トーン

部位 * 規則性

色相 * トーン

色相 * 規則性

トーン * 規則性

誤差

総和

修正総和

ﾀｲﾌﾟ III 平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

R2乗 = .168 (調整済みR2乗 = .142)a. 
 

 
１. 部位 

推定値

従属変数: 好き

3.105 .069 2.969 3.240

3.413 .069 3.277 3.549

2.931 .069 2.794 3.067

部位
外壁

屋根

バルコニー

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 好き

-.308* .100 .006 -.547 -.069

.174 .100 .242 -.065 .413

.308* .100 .006 .069 .547

.483* .100 .000 .243 .722

-.174 .100 .242 -.413 .065

-.483* .100 .000 -.722 -.243

(J) 部位
屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

(I) 部位
外壁

屋根

バルコニー

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 好き

25.521 2 12.760 11.983 .000

828.485 778 1.065

対比

誤差

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

各F 値は表示された他の効果の各水準の組合せ内の 部位 の単純効果を検
定します。このような検定は推定周辺平均間で線型に独立したﾍﾟｱごとの比
較に基づいています。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２. 色相 

推定値

従属変数: 好き

3.450 .069 3.314 3.586

3.113 .069 2.978 3.249

2.885 .069 2.749 3.022

色相
ベージュ

赤

青

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 好き

.337* .100 .002 .098 .575

.564* .100 .000 .325 .804

-.337* .100 .002 -.575 -.098

.228 .100 .067 -.011 .467

-.564* .100 .000 -.804 -.325

-.228 .100 .067 -.467 .011

(J) 色相
赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

(I) 色相
ベージュ

赤

青

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 好き

34.465 2 17.232 16.182 .000

828.485 778 1.065

対比

誤差

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

各F 値は表示された他の効果の各水準の組合せ内の 色相 の単純効果を検
定します。このような検定は推定周辺平均間で線型に独立したﾍﾟｱごとの比
較に基づいています。  

 

３. 色相 * 部位 

推定値

従属変数: 好き

3.792 .126 3.544 4.040

3.324 .127 3.075 3.574

3.233 .127 2.984 3.482

2.963 .126 2.715 3.211

3.484 .126 3.236 3.732

2.893 .127 2.644 3.142

2.559 .127 2.310 2.809

3.431 .127 3.181 3.681

2.666 .126 2.418 2.914

部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

色相
ベージュ

赤

青

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 

ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 好き

.829* .183 .000 .390 1.269

1.233* .184 .000 .792 1.674

-.829* .183 .000 -1.269 -.390

.404 .184 .085 -.037 .845

-1.233* .184 .000 -1.674 -.792

-.404 .184 .085 -.845 .037

-.159 .184 1.000 -.600 .281

-.106 .184 1.000 -.548 .336

.159 .184 1.000 -.281 .600

.053 .184 1.000 -.388 .494

.106 .184 1.000 -.336 .548

-.053 .184 1.000 -.494 .388

.340 .184 .196 -.102 .781

.567* .183 .006 .127 1.007

-.340 .184 .196 -.781 .102

.227 .184 .651 -.214 .668

-.567* .183 .006 -1.007 -.127

-.227 .184 .651 -.668 .214

(J) 色相
赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

(I) 色相
ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

部位
外壁

屋根

バルコニー

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 好き

49.844 2 24.922 23.403 .000

828.485 778 1.065

.830 2 .415 .390 .677

828.485 778 1.065

10.295 2 5.147 4.834 .008

828.485 778 1.065

対比

誤差

対比

誤差

対比

誤差

部位
外壁

屋根

バルコニー

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は 色相 の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立したﾍﾟｱ
ごとの比較に基づいています。  

 
４. 色相 * 部位 

推定値

従属変数: 好き

3.792 .126 3.544 4.040

3.324 .127 3.075 3.574

3.233 .127 2.984 3.482

2.963 .126 2.715 3.211

3.484 .126 3.236 3.732

2.893 .127 2.644 3.142

2.559 .127 2.310 2.809

3.431 .127 3.181 3.681

2.666 .126 2.418 2.914

部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

色相
ベージュ

赤

青

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 



ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 好き

.468* .184 .033 .027 .908

.559* .184 .007 .119 1.000

-.468* .184 .033 -.908 -.027

.092 .184 1.000 -.350 .533

-.559* .184 .007 -1.000 -.119

-.092 .184 1.000 -.533 .350

-.521* .183 .014 -.961 -.081

.070 .184 1.000 -.371 .511

.521* .183 .014 .081 .961

.591* .184 .004 .150 1.032

-.070 .184 1.000 -.511 .371

-.591* .184 .004 -1.032 -.150

-.872* .184 .000 -1.314 -.429

-.107 .184 1.000 -.548 .334

.872* .184 .000 .429 1.314

.765* .184 .000 .324 1.206

.107 .184 1.000 -.334 .548

-.765* .184 .000 -1.206 -.324

(J) 部位
屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

(I) 部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

色相
ベージュ

赤

青

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 好き

11.378 2 5.689 5.342 .005

828.485 778 1.065

13.170 2 6.585 6.184 .002

828.485 778 1.065

28.333 2 14.166 13.303 .000

828.485 778 1.065

対比

誤差

対比

誤差

対比

誤差

色相
ベージュ

赤

青

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は 部位 の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立した
ﾍﾟｱごとの比較に基づいています。  

 
５. トーン * 部位 

推定値

従属変数: 好き

3.130 .126 2.882 3.378

3.473 .127 3.224 3.722

3.248 .127 2.999 3.498

2.948 .127 2.699 3.197

3.675 .127 3.426 3.924

2.710 .126 2.462 2.958

3.236 .126 2.988 3.485

3.091 .127 2.842 3.340

2.833 .127 2.584 3.082

部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

トーン
同じ

高い

低い

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 

ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 好き

.181 .184 .971 -.259 .622

-.107 .183 1.000 -.547 .333

-.181 .184 .971 -.622 .259

-.288 .184 .352 -.729 .153

.107 .183 1.000 -.333 .547

.288 .184 .352 -.153 .729

-.202 .184 .813 -.644 .239

.382 .184 .116 -.060 .824

.202 .184 .813 -.239 .644

.584* .184 .005 .143 1.025

-.382 .184 .116 -.824 .060

-.584* .184 .005 -1.025 -.143

.538* .184 .011 .097 .979

.416 .184 .072 -.026 .857

-.538* .184 .011 -.979 -.097

-.122 .184 1.000 -.563 .318

-.416 .184 .072 -.857 .026

.122 .184 1.000 -.318 .563

(J) トーン
高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

(I) トーン
同じ

高い

低い

同じ

高い

低い

同じ

高い

低い

部位
外壁

屋根

バルコニー

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 好き

2.675 2 1.338 1.256 .285

828.485 778 1.065

11.065 2 5.533 5.196 .006

828.485 778 1.065

10.018 2 5.009 4.704 .009

828.485 778 1.065

対比

誤差

対比

誤差

対比

誤差

部位
外壁

屋根

バルコニー

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は トーン の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立したﾍﾟ
ｱごとの比較に基づいています。  

 
６. トーン * 部位 

推定値

従属変数: 好き

3.130 .126 2.882 3.378

3.473 .127 3.224 3.722

3.248 .127 2.999 3.498

2.948 .127 2.699 3.197

3.675 .127 3.426 3.924

2.710 .126 2.462 2.958

3.236 .126 2.988 3.485

3.091 .127 2.842 3.340

2.833 .127 2.584 3.082

部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

トーン
同じ

高い

低い

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 

ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 好き

-.343 .184 .186 -.784 .098

-.119 .184 1.000 -.560 .322

.343 .184 .186 -.098 .784

.224 .184 .671 -.218 .666

.119 .184 1.000 -.322 .560

-.224 .184 .671 -.666 .218

-.727* .184 .000 -1.168 -.286

.238 .184 .589 -.203 .679

.727* .184 .000 .286 1.168

.965* .183 .000 .525 1.405

-.238 .184 .589 -.679 .203

-.965* .183 .000 -1.405 -.525

.145 .184 1.000 -.296 .586

.404 .183 .084 -.036 .844

-.145 .184 1.000 -.586 .296

.258 .184 .482 -.183 .700

-.404 .183 .084 -.844 .036

-.258 .184 .482 -.700 .183

(J) 部位
屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

(I) 部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

トーン
同じ

高い

低い

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 好き

3.828 2 1.914 1.797 .166

828.485 778 1.065

31.949 2 15.974 15.001 .000

828.485 778 1.065

5.289 2 2.644 2.483 .084

828.485 778 1.065

対比

誤差

対比

誤差

対比

誤差

トーン
同じ

高い

低い

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は 部位 の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立し
たﾍﾟｱごとの比較に基づいています。  

 
７. 規則性 * 部位 

推定値

従属変数: 好き

2.954 .085 2.787 3.122

3.689 .085 3.521 3.857

2.980 .085 2.813 3.147

3.255 .131 2.998 3.512

3.137 .131 2.879 3.395

2.881 .131 2.623 3.139

部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

規則性
なし

あり

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 好き

-.301 .172 .081 -.640 .037

.301 .172 .081 -.037 .640

.552* .173 .001 .213 .891

-.552* .173 .001 -.891 -.213

.099 .173 .567 -.240 .438

-.099 .173 .567 -.438 .240

(J) 規則性
あり

なし

あり

なし

あり

なし

(I) 規則性
なし

あり

なし

あり

なし

あり

部位
外壁

屋根

バルコニー

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率a 下限 上限

差の 95% 信頼区間a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 

 



=1変量検定

従属変数: 好き

3.250 1 3.250 3.052 .081

828.485 778 1.065

10.859 1 10.859 10.197 .001

828.485 778 1.065

.349 1 .349 .327 .567

828.485 778 1.065

対比

誤差

対比

誤差

対比

誤差

部位
外壁

屋根

バルコニー

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は 規則性 の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立した
ﾍﾟｱごとの比較に基づいています。  

 

８. 規則性 * 部位 

推定値

従属変数: 好き

2.954 .085 2.787 3.122

3.689 .085 3.521 3.857

2.980 .085 2.813 3.147

3.255 .131 2.998 3.512

3.137 .131 2.879 3.395

2.881 .131 2.623 3.139

部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

規則性
なし

あり

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 好き

-.735* .126 .000 -1.038 -.432

-.026 .126 1.000 -.328 .277

.735* .126 .000 .432 1.038

.709* .126 .000 .407 1.011

.026 .126 1.000 -.277 .328

-.709* .126 .000 -1.011 -.407

.118 .199 1.000 -.360 .596

.374 .199 .183 -.104 .852

-.118 .199 1.000 -.596 .360

.256 .200 .599 -.223 .735

-.374 .199 .183 -.852 .104

-.256 .200 .599 -.735 .223

(J) 部位
屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

(I) 部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

規則性
なし

あり

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 好き

46.534 2 23.267 21.849 .000

828.485 778 1.065

3.920 2 1.960 1.841 .159

828.485 778 1.065

対比

誤差

対比

誤差

規則性
なし

あり

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は 部位 の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立し
たﾍﾟｱごとの比較に基づいています。  

 

９. 規則性 * 色相 

推定値

従属変数: 好き

3.285 .085 3.118 3.453

3.087 .085 2.920 3.255

3.250 .085 3.083 3.418

3.614 .131 3.356 3.872

3.139 .131 2.882 3.396

2.520 .131 2.262 2.778

色相
ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

規則性
なし

あり

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 

ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 好き

-.329 .173 .057 -.668 .010

.329 .173 .057 -.010 .668

-.052 .172 .764 -.390 .287

.052 .172 .764 -.287 .390

.730* .173 .000 .391 1.069

-.730* .173 .000 -1.069 -.391

(J) 規則性
あり

なし

あり

なし

あり

なし

(I) 規則性
なし

あり

なし

あり

なし

あり

色相
ベージュ

赤

青

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 好き

3.864 1 3.864 3.629 .057

828.485 778 1.065

.096 1 .096 .090 .764

828.485 778 1.065

19.024 1 19.024 17.864 .000

828.485 778 1.065

対比

誤差

対比

誤差

対比

誤差

色相
ベージュ

赤

青

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は 規則性 の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立し
たﾍﾟｱごとの比較に基づいています。  

 
１０. 規則性 * 色相 

推定値

従属変数: 好き

3.285 .085 3.118 3.453

3.087 .085 2.920 3.255

3.250 .085 3.083 3.418

3.614 .131 3.356 3.872

3.139 .131 2.882 3.396

2.520 .131 2.262 2.778

色相
ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

規則性
なし

あり

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 好き

.198 .126 .351 -.105 .500

.035 .126 1.000 -.268 .337

-.198 .126 .351 -.500 .105

-.163 .126 .590 -.466 .140

-.035 .126 1.000 -.337 .268

.163 .126 .590 -.140 .466

.475 .199 .052 -.003 .953

1.094* .200 .000 .615 1.573

-.475 .199 .052 -.953 .003

.619* .199 .006 .141 1.097

-1.094* .200 .000 -1.573 -.615

-.619* .199 .006 -1.097 -.141

(J) 色相
赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

(I) 色相
ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

規則性
なし

あり

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 好き

2.988 2 1.494 1.403 .246

828.485 778 1.065

32.203 2 16.102 15.120 .000

828.485 778 1.065

対比

誤差

対比

誤差

規則性
なし

あり

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は 色相 の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立し
たﾍﾟｱごとの比較に基づいています。  

■一変量の分散分析 女性 「好き」 
被験者間因子

外壁 189

屋根 189

バルコ
ニー

189

ベージュ 189

赤 189

青 189

同じ 189

高い 189

低い 189

なし 378

あり 189

1.00

2.00

3.00

部位

1.00

2.00

3.00

色相

1.00

2.00

3.00

トーン

1.00

2.00

規則
性

値ﾗﾍﾞﾙ N

 
被験者間効果の検定

従属変数: 好き

164.403a 25 6.576 3.417 .000

4156.297 1 4156.297 2159.695 .000

36.916 2 18.458 9.591 .000

41.780 2 20.890 10.855 .000

4.383 2 2.192 1.139 .321

.847 1 .847 .440 .507

26.734 4 6.683 3.473 .008

18.866 4 4.716 2.451 .045

1.210 2 .605 .314 .730

16.305 4 4.076 2.118 .077

5.146 2 2.573 1.337 .263

1.506 2 .753 .391 .676

1041.146 541 1.924

5926.000 567

1205.549 566

ｿｰｽ
修正ﾓﾃﾞﾙ

切片

部位

色相

トーン

規則性

部位 * 色相

部位 * トーン

部位 * 規則性

色相 * トーン

色相 * 規則性

トーン * 規則性

誤差

総和

修正総和

ﾀｲﾌﾟ III 平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

R2乗 = .136 (調整済みR2乗 = .096)a. 
 

 
１. 部位 

推定値

従属変数: 好き

2.721 .111 2.503 2.939

3.271 .111 3.053 3.489

2.623 .111 2.405 2.841

部位
外壁

屋根

バルコニー

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 好き

-.550* .160 .002 -.933 -.167

.098 .160 1.000 -.285 .481

.550* .160 .002 .167 .933

.648* .160 .000 .265 1.031

-.098 .160 1.000 -.481 .285

-.648* .160 .000 -1.031 -.265

(J) 部位
屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

(I) 部位
外壁

屋根

バルコニー

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 



=1変量検定

従属変数: 好き

36.916 2 18.458 9.591 .000

1041.146 541 1.924

対比

誤差

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

各F 値は表示された他の効果の各水準の組合せ内の 部位 の単純効果を検
定します。このような検定は推定周辺平均間で線型に独立したﾍﾟｱごとの比
較に基づいています。

 
 

２ 色相 

推定値

従属変数: 好き

3.187 .111 2.969 3.404

2.967 .111 2.749 3.185

2.462 .111 2.244 2.680

色相
ベージュ

赤

青

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 好き

.220 .160 .508 -.164 .603

.725* .160 .000 .342 1.108

-.220 .160 .508 -.603 .164

.505* .160 .005 .122 .888

-.725* .160 .000 -1.108 -.342

-.505* .160 .005 -.888 -.122

(J) 色相
赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

(I) 色相
ベージュ

赤

青

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 

 
=1変量検定

従属変数: 好き

41.780 2 20.890 10.855 .000

1041.146 541 1.924

対比

誤差

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

各F 値は表示された他の効果の各水準の組合せ内の 色相 の単純効果を検
定します。このような検定は推定周辺平均間で線型に独立したﾍﾟｱごとの比
較に基づいています。

 
 

３. 色相 * 部位 

推定値

従属変数: 好き

3.468 .203 3.069 3.866

3.182 .203 2.784 3.581

2.910 .203 2.511 3.308

2.714 .203 2.315 3.112

3.439 .203 3.040 3.837

2.748 .203 2.350 3.147

1.981 .203 1.583 2.380

3.193 .203 2.794 3.591

2.211 .203 1.813 2.610

部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

色相
ベージュ

赤

青

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 

ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 好き

.754* .294 .032 .047 1.460

1.487* .294 .000 .780 2.193

-.754* .294 .032 -1.460 -.047

.733* .294 .039 .026 1.439

-1.487* .294 .000 -2.193 -.780

-.733* .294 .039 -1.439 -.026

-.257 .294 1.000 -.963 .450

-.011 .294 1.000 -.717 .696

.257 .294 1.000 -.450 .963

.246 .294 1.000 -.460 .953

.011 .294 1.000 -.696 .717

-.246 .294 1.000 -.953 .460

.161 .294 1.000 -.545 .868

.698 .294 .054 -.008 1.405

-.161 .294 1.000 -.868 .545

.537 .294 .205 -.169 1.244

-.698 .294 .054 -1.405 .008

-.537 .294 .205 -1.244 .169

(J) 色相
赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

(I) 色相
ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

部位
外壁

屋根

バルコニー

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 

 
=1変量検定

従属変数: 好き

49.154 2 24.577 12.771 .000

1041.146 541 1.924

1.875 2 .938 .487 .615

1041.146 541 1.924

11.892 2 5.946 3.090 .046

1041.146 541 1.924

対比

誤差

対比

誤差

対比

誤差

部位
外壁

屋根

バルコニー

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は 色相 の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立したﾍﾟｱ
ごとの比較に基づいています。  

 

４. 色相 * 部位 

推定値

従属変数: 好き

3.468 .203 3.069 3.866

3.182 .203 2.784 3.581

2.910 .203 2.511 3.308

2.714 .203 2.315 3.112

3.439 .203 3.040 3.837

2.748 .203 2.350 3.147

1.981 .203 1.583 2.380

3.193 .203 2.794 3.591

2.211 .203 1.813 2.610

部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

色相
ベージュ

赤

青

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 

ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 好き

.286 .294 .996 -.421 .992

.558 .294 .175 -.148 1.265

-.286 .294 .996 -.992 .421

.272 .294 1.000 -.434 .979

-.558 .294 .175 -1.265 .148

-.272 .294 1.000 -.979 .434

-.725* .294 .042 -1.431 -.018

-.034 .294 1.000 -.741 .672

.725* .294 .042 .018 1.431

.690 .294 .058 -.016 1.397

.034 .294 1.000 -.672 .741

-.690 .294 .058 -1.397 .016

-1.212* .294 .000 -1.918 -.505

-.230 .294 1.000 -.937 .476

1.212* .294 .000 .505 1.918

.981* .294 .003 .275 1.688

.230 .294 1.000 -.476 .937

-.981* .294 .003 -1.688 -.275

(J) 部位
屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

(I) 部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

色相
ベージュ

赤

青

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 好き

6.930 2 3.465 1.800 .166

1041.146 541 1.924

14.874 2 7.437 3.864 .022

1041.146 541 1.924

36.827 2 18.413 9.568 .000

1041.146 541 1.924

対比

誤差

対比

誤差

対比

誤差

色相
ベージュ

赤

青

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は 部位 の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立した
ﾍﾟｱごとの比較に基づいています。  

 

５. トーン * 部位 

推定値

従属変数: 好き

2.690 .203 2.292 3.089

3.341 .203 2.942 3.739

2.894 .203 2.495 3.292

2.571 .203 2.172 2.969

3.518 .203 3.120 3.917

2.129 .203 1.731 2.528

2.902 .203 2.503 3.300

2.955 .203 2.556 3.353

2.846 .203 2.448 3.245

部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

トーン
同じ

高い

低い

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 



ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 好き

.119 .294 1.000 -.587 .826

-.212 .294 1.000 -.918 .495

-.119 .294 1.000 -.826 .587

-.331 .294 .784 -1.037 .376

.212 .294 1.000 -.495 .918

.331 .294 .784 -.376 1.037

-.177 .294 1.000 -.884 .529

.386 .294 .569 -.320 1.093

.177 .294 1.000 -.529 .884

.563 .294 .168 -.143 1.270

-.386 .294 .569 -1.093 .320

-.563 .294 .168 -1.270 .143

.765* .294 .029 .058 1.471

.048 .294 1.000 -.659 .754

-.765* .294 .029 -1.471 -.058

-.717* .294 .045 -1.423 -.010

-.048 .294 1.000 -.754 .659

.717* .294 .045 .010 1.423

(J) トーン
高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

(I) トーン
同じ

高い

低い

同じ

高い

低い

同じ

高い

低い

部位
外壁

屋根

バルコニー

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 好き

2.495 2 1.248 .648 .523

1041.146 541 1.924

7.384 2 3.692 1.918 .148

1041.146 541 1.924

16.318 2 8.159 4.239 .015

1041.146 541 1.924

対比

誤差

対比

誤差

対比

誤差

部位
外壁

屋根

バルコニー

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は トーン の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立したﾍﾟ
ｱごとの比較に基づいています。  

 

６. トーン * 部位 

推定値

従属変数: 好き

2.690 .203 2.292 3.089

3.341 .203 2.942 3.739

2.894 .203 2.495 3.292

2.571 .203 2.172 2.969

3.518 .203 3.120 3.917

2.129 .203 1.731 2.528

2.902 .203 2.503 3.300

2.955 .203 2.556 3.353

2.846 .203 2.448 3.245

部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

トーン
同じ

高い

低い

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 

ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 好き

-.651 .294 .082 -1.357 .056

-.204 .294 1.000 -.910 .503

.651 .294 .082 -.056 1.357

.447 .294 .388 -.259 1.154

.204 .294 1.000 -.503 .910

-.447 .294 .388 -1.154 .259

-.947* .294 .004 -1.654 -.241

.442 .294 .401 -.265 1.148

.947* .294 .004 .241 1.654

1.389* .294 .000 .682 2.095

-.442 .294 .401 -1.148 .265

-1.389* .294 .000 -2.095 -.682

-.053 .294 1.000 -.759 .654

.056 .294 1.000 -.651 .762

.053 .294 1.000 -.654 .759

.108 .294 1.000 -.598 .815

-.056 .294 1.000 -.762 .651

-.108 .294 1.000 -.815 .598

(J) 部位
屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

(I) 部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

トーン
同じ

高い

低い

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 好き

9.856 2 4.928 2.561 .078

1041.146 541 1.924

44.785 2 22.392 11.635 .000

1041.146 541 1.924

.262 2 .131 .068 .934

1041.146 541 1.924

対比

誤差

対比

誤差

対比

誤差

トーン
同じ

高い

低い

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は 部位 の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立し
たﾍﾟｱごとの比較に基づいています。  

 

■一変量の分散分析 男性 「住みたい」 
被験者間因子

外壁 269

屋根 267

バルコ
ニー

268

ベージュ 268

赤 269

青 267

同じ 268

高い 268

低い 268

なし 536

あり 268

1.00

2.00

3.00

部位

1.00

2.00

3.00

色相

1.00

2.00

3.00

トーン

1.00

2.00

規則
性

値ﾗﾍﾞﾙ N

 

被験者間効果の検定

従属変数: 住みたい

180.656a 25 7.226 7.108 .000

6620.809 1 6620.809 6512.524 .000

31.867 2 15.934 15.673 .000

29.114 2 14.557 14.319 .000

7.426 2 3.713 3.652 .026

.865 1 .865 .851 .357

28.611 4 7.153 7.036 .000

18.933 4 4.733 4.656 .001

13.637 2 6.819 6.707 .001

3.060 4 .765 .753 .556

10.916 2 5.458 5.369 .005

1.106 2 .553 .544 .581

790.936 778 1.017

8474.000 804

971.592 803

ｿｰｽ
修正ﾓﾃﾞﾙ

切片

部位

色相

トーン

規則性

部位 * 色相

部位 * トーン

部位 * 規則性

色相 * トーン

色相 * 規則性

トーン * 規則性

誤差

総和

修正総和

ﾀｲﾌﾟ III 平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

R2乗 = .186 (調整済みR2乗 = .160)a. 
 

 
1. 部位 

推定値

従属変数: 住みたい

3.002 .068 2.869 3.134

3.336 .068 3.203 3.469

2.794 .068 2.661 2.928

部位
外壁

屋根

バルコニー

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 住みたい

-.334* .097 .002 -.567 -.100

.207 .097 .100 -.026 .441

.334* .097 .002 .100 .567

.541* .098 .000 .307 .775

-.207 .097 .100 -.441 .026

-.541* .098 .000 -.775 -.307

(J) 部位
屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

(I) 部位
外壁

屋根

バルコニー

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 住みたい

31.867 2 15.934 15.673 .000

790.936 778 1.017

対比

誤差

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

各F 値は表示された他の効果の各水準の組合せ内の 部位 の単純効果を検
定します。このような検定は推定周辺平均間で線型に独立したﾍﾟｱごとの比
較に基づいています。  

 

 

 

 

 

 

 



2. 色相 

推定値

従属変数: 住みたい

3.329 .068 3.196 3.462

2.985 .068 2.853 3.118

2.817 .068 2.684 2.951

色相
ベージュ

赤

青

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 住みたい

.344* .097 .001 .111 .578

.512* .098 .000 .278 .746

-.344* .097 .001 -.578 -.111

.168 .097 .256 -.066 .401

-.512* .098 .000 -.746 -.278

-.168 .097 .256 -.401 .066

(J) 色相
赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

(I) 色相
ベージュ

赤

青

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 住みたい

29.114 2 14.557 14.319 .000

790.936 778 1.017

対比

誤差

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

各F 値は表示された他の効果の各水準の組合せ内の 色相 の単純効果を検
定します。このような検定は推定周辺平均間で線型に独立したﾍﾟｱごとの比
較に基づいています。  

 

３. 色相 * 部位 

推定値

従属変数: 住みたい

3.627 .123 3.384 3.869

3.240 .124 2.997 3.484

3.121 .124 2.878 3.365

2.839 .123 2.597 3.081

3.424 .123 3.182 3.667

2.692 .124 2.449 2.936

2.540 .124 2.296 2.783

3.343 .124 3.098 3.587

2.570 .123 2.328 2.812

部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

色相
ベージュ

赤

青

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 

ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 住みたい

.787* .179 .000 .358 1.217

1.087* .180 .000 .656 1.518

-.787* .179 .000 -1.217 -.358

.299 .180 .288 -.132 .730

-1.087* .180 .000 -1.518 -.656

-.299 .180 .288 -.730 .132

-.184 .180 .916 -.615 .247

-.102 .180 1.000 -.534 .330

.184 .180 .916 -.247 .615

.082 .180 1.000 -.349 .513

.102 .180 1.000 -.330 .534

-.082 .180 1.000 -.513 .349

.429 .180 .052 -.002 .861

.551* .179 .007 .121 .981

-.429 .180 .052 -.861 .002

.122 .180 1.000 -.309 .553

-.551* .179 .007 -.981 -.121

-.122 .180 1.000 -.553 .309

(J) 色相
赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

(I) 色相
ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

部位
外壁

屋根

バルコニー

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 住みたい

39.778 2 19.889 19.564 .000

790.936 778 1.017

1.073 2 .537 .528 .590

790.936 778 1.017

10.593 2 5.297 5.210 .006

790.936 778 1.017

対比

誤差

対比

誤差

対比

誤差

部位
外壁

屋根

バルコニー

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は 色相 の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立したﾍﾟｱ
ごとの比較に基づいています。  

 
４. 色相 * 部位 

推定値

従属変数: 住みたい

3.627 .123 3.384 3.869

3.240 .124 2.997 3.484

3.121 .124 2.878 3.365

2.839 .123 2.597 3.081

3.424 .123 3.182 3.667

2.692 .124 2.449 2.936

2.540 .124 2.296 2.783

3.343 .124 3.098 3.587

2.570 .123 2.328 2.812

部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

色相
ベージュ

赤

青

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 

ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 住みたい

.386 .180 .095 -.044 .817

.505* .179 .015 .075 .936

-.386 .180 .095 -.817 .044

.119 .180 1.000 -.312 .550

-.505* .179 .015 -.936 -.075

-.119 .180 1.000 -.550 .312

-.585* .179 .003 -1.015 -.155

.147 .180 1.000 -.284 .578

.585* .179 .003 .155 1.015

.732* .180 .000 .301 1.163

-.147 .180 1.000 -.578 .284

-.732* .180 .000 -1.163 -.301

-.803* .180 .000 -1.235 -.370

-.030 .180 1.000 -.461 .401

.803* .180 .000 .370 1.235

.773* .180 .000 .342 1.203

.030 .180 1.000 -.401 .461

-.773* .180 .000 -1.203 -.342

(J) 部位
屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

(I) 部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

色相
ベージュ

赤

青

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 住みたい

8.826 2 4.413 4.341 .013

790.936 778 1.017

18.938 2 9.469 9.314 .000

790.936 778 1.017

25.967 2 12.984 12.771 .000

790.936 778 1.017

対比

誤差

対比

誤差

対比

誤差

色相
ベージュ

赤

青

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は 部位 の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立した
ﾍﾟｱごとの比較に基づいています。  

 

５. トーン * 部位 

推定値

従属変数: 住みたい

3.028 .123 2.786 3.271

3.401 .124 3.158 3.644

3.148 .124 2.904 3.391

2.878 .124 2.635 3.122

3.638 .124 3.395 3.881

2.476 .124 2.233 2.718

3.099 .124 2.856 3.341

2.968 .124 2.725 3.212

2.760 .124 2.516 3.003

部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

トーン
同じ

高い

低い

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 



ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 住みたい

.150 .180 1.000 -.281 .581

-.070 .179 1.000 -.500 .360

-.150 .180 1.000 -.581 .281

-.220 .180 .662 -.651 .211

.070 .179 1.000 -.360 .500

.220 .180 .662 -.211 .651

-.237 .180 .562 -.668 .194

.433* .180 .049 .001 .865

.237 .180 .562 -.194 .668

.670* .180 .001 .239 1.101

-.433* .180 .049 -.865 -.001

-.670* .180 .001 -1.101 -.239

.672* .180 .001 .241 1.103

.388 .180 .093 -.043 .819

-.672* .180 .001 -1.103 -.241

-.284 .179 .341 -.714 .146

-.388 .180 .093 -.819 .043

.284 .179 .341 -.146 .714

(J) トーン
高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

(I) トーン
同じ

高い

低い

同じ

高い

低い

同じ

高い

低い

部位
外壁

屋根

バルコニー

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 住みたい

1.593 2 .796 .783 .457

790.936 778 1.017

14.513 2 7.256 7.138 .001

790.936 778 1.017

14.347 2 7.173 7.056 .001

790.936 778 1.017

対比

誤差

対比

誤差

対比

誤差

部位
外壁

屋根

バルコニー

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は トーン の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立したﾍﾟ
ｱごとの比較に基づいています。  

 
６. トーン * 部位 

推定値

従属変数: 住みたい

3.028 .123 2.786 3.271

3.401 .124 3.158 3.644

3.148 .124 2.904 3.391

2.878 .124 2.635 3.122

3.638 .124 3.395 3.881

2.476 .124 2.233 2.718

3.099 .124 2.856 3.341

2.968 .124 2.725 3.212

2.760 .124 2.516 3.003

部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

トーン
同じ

高い

低い

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 

ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 住みたい

-.372 .180 .115 -.803 .058

-.119 .180 1.000 -.550 .311

.372 .180 .115 -.058 .803

.253 .180 .481 -.179 .685

.119 .180 1.000 -.311 .550

-.253 .180 .481 -.685 .179

-.760* .180 .000 -1.191 -.328

.403 .180 .076 -.028 .834

.760* .180 .000 .328 1.191

1.162* .179 .000 .732 1.592

-.403 .180 .076 -.834 .028

-1.162* .179 .000 -1.592 -.732

.131 .180 1.000 -.300 .561

.339 .179 .177 -.091 .769

-.131 .180 1.000 -.561 .300

.208 .180 .740 -.223 .640

-.339 .179 .177 -.769 .091

-.208 .180 .740 -.640 .223

(J) 部位
屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

(I) 部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

トーン
同じ

高い

低い

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 住みたい

4.557 2 2.279 2.241 .107

790.936 778 1.017

44.049 2 22.025 21.664 .000

790.936 778 1.017

3.697 2 1.848 1.818 .163

790.936 778 1.017

対比

誤差

対比

誤差

対比

誤差

トーン
同じ

高い

低い

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は 部位 の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立し
たﾍﾟｱごとの比較に基づいています。  

 
７. 規則性 * 部位 

推定値

従属変数: 住みたい

2.859 .083 2.695 3.022

3.642 .084 3.478 3.806

2.735 .083 2.572 2.899

3.145 .128 2.894 3.396

3.029 .128 2.777 3.281

2.854 .128 2.602 3.106

部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

規則性
なし

あり

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 住みたい

-.287 .168 .089 -.617 .044

.287 .168 .089 -.044 .617

.614* .169 .000 .282 .945

-.614* .169 .000 -.945 -.282

-.118 .169 .484 -.450 .213

.118 .169 .484 -.213 .450

(J) 規則性
あり

なし

あり

なし

あり

なし

(I) 規則性
なし

あり

なし

あり

なし

あり

部位
外壁

屋根

バルコニー

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率a 下限 上限

差の 95% 信頼区間a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 

 

=1変量検定

従属変数: 住みたい

2.943 1 2.943 2.895 .089

790.936 778 1.017

13.429 1 13.429 13.210 .000

790.936 778 1.017

.499 1 .499 .491 .484

790.936 778 1.017

対比

誤差

対比

誤差

対比

誤差

部位
外壁

屋根

バルコニー

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は 規則性 の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立した
ﾍﾟｱごとの比較に基づいています。  

 
８. 規則性 * 部位 

推定値

従属変数: 住みたい

2.859 .083 2.695 3.022

3.642 .084 3.478 3.806

2.735 .083 2.572 2.899

3.145 .128 2.894 3.396

3.029 .128 2.777 3.281

2.854 .128 2.602 3.106

部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

規則性
なし

あり

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 住みたい

-.784* .123 .000 -1.080 -.488

.123 .123 .952 -.172 .419

.784* .123 .000 .488 1.080

.907* .123 .000 .612 1.202

-.123 .123 .952 -.419 .172

-.907* .123 .000 -1.202 -.612

.116 .195 1.000 -.351 .583

.292 .195 .404 -.176 .759

-.116 .195 1.000 -.583 .351

.175 .195 1.000 -.292 .643

-.292 .195 .404 -.759 .176

-.175 .195 1.000 -.643 .292

(J) 部位
屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

(I) 部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

規則性
なし

あり

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 住みたい

64.830 2 32.415 31.885 .000

790.936 778 1.017

2.308 2 1.154 1.135 .322

790.936 778 1.017

対比

誤差

対比

誤差

規則性
なし

あり

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は 部位 の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立し
たﾍﾟｱごとの比較に基づいています。  

 

 

 

 

 

 

 



 
９. 規則性 * 色相 

推定値

従属変数: 住みたい

3.202 .083 3.038 3.366

2.939 .083 2.776 3.103

3.095 .084 2.931 3.259

3.457 .128 3.205 3.709

3.031 .128 2.780 3.282

2.540 .128 2.288 2.792

色相
ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

規則性
なし

あり

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 住みたい

-.255 .169 .132 -.586 .077

.255 .169 .132 -.077 .586

-.092 .168 .587 -.422 .239

.092 .168 .587 -.239 .422

.555* .169 .001 .224 .886

-.555* .169 .001 -.886 -.224

(J) 規則性
あり

なし

あり

なし

あり

なし

(I) 規則性
なし

あり

なし

あり

なし

あり

色相
ベージュ

赤

青

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 住みたい

2.313 1 2.313 2.275 .132

790.936 778 1.017

.300 1 .300 .296 .587

790.936 778 1.017

10.986 1 10.986 10.806 .001

790.936 778 1.017

対比

誤差

対比

誤差

対比

誤差

色相
ベージュ

赤

青

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は 規則性 の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立し
たﾍﾟｱごとの比較に基づいています。  

 
1０. 規則性 * 色相 

推定値

従属変数: 住みたい

3.202 .083 3.038 3.366

2.939 .083 2.776 3.103

3.095 .084 2.931 3.259

3.457 .128 3.205 3.709

3.031 .128 2.780 3.282

2.540 .128 2.288 2.792

色相
ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

規則性
なし

あり

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 

ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 住みたい

.263 .123 .100 -.033 .558

.107 .123 1.000 -.188 .403

-.263 .123 .100 -.558 .033

-.156 .123 .623 -.451 .140

-.107 .123 1.000 -.403 .188

.156 .123 .623 -.140 .451

.426 .195 .087 -.042 .893

.917* .195 .000 .449 1.384

-.426 .195 .087 -.893 .042

.491* .195 .036 .024 .958

-.917* .195 .000 -1.384 -.449

-.491* .195 .036 -.958 -.024

(J) 色相
赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

(I) 色相
ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

規則性
なし

あり

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 住みたい

4.676 2 2.338 2.300 .101

790.936 778 1.017

22.512 2 11.256 11.072 .000

790.936 778 1.017

対比

誤差

対比

誤差

規則性
なし

あり

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は 色相 の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立し
たﾍﾟｱごとの比較に基づいています。  

 

■一変量の分散分析 女性 「住みたい」 
被験者間因子

外壁 189

屋根 189

バルコ
ニー

189

ベージュ 189

赤 189

青 189

同じ 189

高い 189

低い 189

なし 378

あり 189

1.00

2.00

3.00

部位

1.00

2.00

3.00

色相

1.00

2.00

3.00

トーン

1.00

2.00

規則
性

値ﾗﾍﾞﾙ N

 
被験者間効果の検定

従属変数: 住みたい

146.332a 25 5.853 3.268 .000

3387.654 1 3387.654 1891.425 .000

19.659 2 9.830 5.488 .004

32.262 2 16.131 9.007 .000

8.802 2 4.401 2.457 .087

.903 1 .903 .504 .478

34.792 4 8.698 4.856 .001

20.982 4 5.246 2.929 .020

.850 2 .425 .237 .789

17.527 4 4.382 2.447 .045

6.787 2 3.393 1.895 .151

5.654 2 2.827 1.578 .207

968.963 541 1.791

4968.000 567

1115.295 566

ｿｰｽ
修正ﾓﾃﾞﾙ

切片

部位

色相

トーン

規則性

部位 * 色相

部位 * トーン

部位 * 規則性

色相 * トーン

色相 * 規則性

トーン * 規則性

誤差

総和

修正総和

ﾀｲﾌﾟ III 平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

R2乗 = .131 (調整済みR2乗 = .091)a. 
 

 

 

 
１. 部位 

推定値

従属変数: 住みたい

2.521 .107 2.311 2.731

2.876 .107 2.665 3.086

2.381 .107 2.171 2.591

部位
外壁

屋根

バルコニー

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 住みたい

-.354 .154 .065 -.724 .015

.140 .154 1.000 -.229 .510

.354 .154 .065 -.015 .724

.495* .154 .004 .125 .864

-.140 .154 1.000 -.510 .229

-.495* .154 .004 -.864 -.125

(J) 部位
屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

(I) 部位
外壁

屋根

バルコニー

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 

 
=1変量検定

従属変数: 住みたい

19.659 2 9.830 5.488 .004

968.963 541 1.791

対比

誤差

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

各F 値は表示された他の効果の各水準の組合せ内の 部位 の単純効果を検
定します。このような検定は推定周辺平均間で線型に独立したﾍﾟｱごとの比
較に基づいています。

 
 

２. 色相 

推定値

従属変数: 住みたい

2.810 .107 2.599 3.020

2.751 .107 2.541 2.962

2.217 .107 2.007 2.427

色相
ベージュ

赤

青

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 住みたい

.058 .154 1.000 -.311 .428

.593* .154 .000 .223 .962

-.058 .154 1.000 -.428 .311

.534* .154 .002 .165 .904

-.593* .154 .000 -.962 -.223

-.534* .154 .002 -.904 -.165

(J) 色相
赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

(I) 色相
ベージュ

赤

青

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 

 



=1変量検定

従属変数: 住みたい

32.262 2 16.131 9.007 .000

968.963 541 1.791

対比

誤差

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

各F 値は表示された他の効果の各水準の組合せ内の 色相 の単純効果を検
定します。このような検定は推定周辺平均間で線型に独立したﾍﾟｱごとの比
較に基づいています。

 
 
３. 色相 * 部位 

推定値

従属変数: 住みたい

3.243 .196 2.858 3.627

2.613 .196 2.228 2.997

2.573 .196 2.189 2.958

2.523 .196 2.138 2.907

3.121 .196 2.736 3.505

2.610 .196 2.226 2.995

1.798 .196 1.414 2.182

2.893 .196 2.509 3.278

1.959 .196 1.575 2.344

部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

色相
ベージュ

赤

青

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 住みたい

.720* .284 .035 .038 1.401

1.444* .284 .000 .763 2.126

-.720* .284 .035 -1.401 -.038

.725* .284 .033 .043 1.406

-1.444* .284 .000 -2.126 -.763

-.725* .284 .033 -1.406 -.043

-.508 .284 .222 -1.190 .174

-.280 .284 .971 -.962 .401

.508 .284 .222 -.174 1.190

.228 .284 1.000 -.454 .909

.280 .284 .971 -.401 .962

-.228 .284 1.000 -.909 .454

-.037 .284 1.000 -.719 .645

.614 .284 .093 -.068 1.295

.037 .284 1.000 -.645 .719

.651 .284 .067 -.031 1.332

-.614 .284 .093 -1.295 .068

-.651 .284 .067 -1.332 .031

(J) 色相
赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

(I) 色相
ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

部位
外壁

屋根

バルコニー

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 住みたい

46.392 2 23.196 12.951 .000

968.963 541 1.791

5.757 2 2.879 1.607 .201

968.963 541 1.791

11.883 2 5.941 3.317 .037

968.963 541 1.791

対比

誤差

対比

誤差

対比

誤差

部位
外壁

屋根

バルコニー

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は 色相 の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立したﾍﾟｱ
ごとの比較に基づいています。  

 

 

 

４. 色相 * 部位 

推定値

従属変数: 住みたい

3.243 .196 2.858 3.627

2.613 .196 2.228 2.997

2.573 .196 2.189 2.958

2.523 .196 2.138 2.907

3.121 .196 2.736 3.505

2.610 .196 2.226 2.995

1.798 .196 1.414 2.182

2.893 .196 2.509 3.278

1.959 .196 1.575 2.344

部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

色相
ベージュ

赤

青

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 住みたい

.630 .284 .081 -.052 1.311

.669 .284 .056 -.012 1.351

-.630 .284 .081 -1.311 .052

.040 .284 1.000 -.642 .721

-.669 .284 .056 -1.351 .012

-.040 .284 1.000 -.721 .642

-.598 .284 .107 -1.279 .084

-.087 .284 1.000 -.769 .594

.598 .284 .107 -.084 1.279

.511 .284 .218 -.171 1.192

.087 .284 1.000 -.594 .769

-.511 .284 .218 -1.192 .171

-1.095* .284 .000 -1.777 -.414

-.161 .284 1.000 -.843 .520

1.095* .284 .000 .414 1.777

.934* .284 .003 .252 1.615

.161 .284 1.000 -.520 .843

-.934* .284 .003 -1.615 -.252

(J) 部位
屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

(I) 部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

色相
ベージュ

赤

青

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 住みたい

12.541 2 6.270 3.501 .031

968.963 541 1.791

9.276 2 4.638 2.590 .076

968.963 541 1.791

31.095 2 15.548 8.681 .000

968.963 541 1.791

対比

誤差

対比

誤差

対比

誤差

色相
ベージュ

赤

青

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は 部位 の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立した
ﾍﾟｱごとの比較に基づいています。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５. トーン * 部位 

推定値

従属変数: 住みたい

2.467 .196 2.083 2.852

3.065 .196 2.681 3.450

2.698 .196 2.313 3.082

2.306 .196 1.922 2.690

3.068 .196 2.683 3.452

1.848 .196 1.464 2.233

2.790 .196 2.406 3.175

2.494 .196 2.109 2.878

2.597 .196 2.213 2.981

部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

トーン
同じ

高い

低い

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 住みたい

.161 .284 1.000 -.520 .843

-.323 .284 .768 -1.004 .359

-.161 .284 1.000 -.843 .520

-.484 .284 .266 -1.166 .197

.323 .284 .768 -.359 1.004

.484 .284 .266 -.197 1.166

-.003 .284 1.000 -.684 .679

.571 .284 .134 -.110 1.253

.003 .284 1.000 -.679 .684

.574 .284 .131 -.107 1.256

-.571 .284 .134 -1.253 .110

-.574 .284 .131 -1.256 .107

.849* .284 .009 .168 1.531

.101 .284 1.000 -.581 .782

-.849* .284 .009 -1.531 -.168

-.749* .284 .026 -1.430 -.067

-.101 .284 1.000 -.782 .581

.749* .284 .026 .067 1.430

(J) トーン
高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

(I) トーン
同じ

高い

低い

同じ

高い

低い

同じ

高い

低い

部位
外壁

屋根

バルコニー

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 

 
=1変量検定

従属変数: 住みたい

5.405 2 2.702 1.509 .222

968.963 541 1.791

9.726 2 4.863 2.715 .067

968.963 541 1.791

19.149 2 9.574 5.346 .005

968.963 541 1.791

対比

誤差

対比

誤差

対比

誤差

部位
外壁

屋根

バルコニー

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は トーン の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立したﾍ
ｱごとの比較に基づいています。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
６. トーン * 部位 

推定値

従属変数: 住みたい

2.467 .196 2.083 2.852

3.065 .196 2.681 3.450

2.698 .196 2.313 3.082

2.306 .196 1.922 2.690

3.068 .196 2.683 3.452

1.848 .196 1.464 2.233

2.790 .196 2.406 3.175

2.494 .196 2.109 2.878

2.597 .196 2.213 2.981

部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

トーン
同じ

高い

低い

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 住みたい

-.598 .284 .107 -1.279 .084

-.230 .284 1.000 -.912 .451

.598 .284 .107 -.084 1.279

.368 .284 .587 -.314 1.049

.230 .284 1.000 -.451 .912

-.368 .284 .587 -1.049 .314

-.762* .284 .022 -1.443 -.080

.458 .284 .322 -.224 1.139

.762* .284 .022 .080 1.443

1.220* .284 .000 .538 1.901

-.458 .284 .322 -1.139 .224

-1.220* .284 .000 -1.901 -.538

.296 .284 .891 -.385 .978

.193 .284 1.000 -.488 .875

-.296 .284 .891 -.978 .385

-.103 .284 1.000 -.785 .578

-.193 .284 1.000 -.875 .488

.103 .284 1.000 -.578 .785

(J) 部位
屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

(I) 部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

トーン
同じ

高い

低い

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 住みたい

8.089 2 4.044 2.258 .106

968.963 541 1.791

33.758 2 16.879 9.424 .000

968.963 541 1.791

2.012 2 1.006 .562 .571

968.963 541 1.791

対比

誤差

対比

誤差

対比

誤差

トーン
同じ

高い

低い

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は 部位 の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立し
たﾍﾟｱごとの比較に基づいています。  

 

 

 

 

 

 

 

 

７. トーン * 色相 

推定値

従属変数: 住みたい

2.597 .196 2.213 2.981

3.190 .196 2.805 3.574

2.444 .196 2.059 2.828

2.743 .196 2.358 3.127

2.436 .196 2.051 2.820

2.044 .196 1.660 2.429

3.089 .196 2.705 3.474

2.629 .196 2.244 3.013

2.163 .196 1.779 2.548

色相
ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

トーン
同じ

高い

低い

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 住みたい

-.146 .284 1.000 -.827 .536

-.492 .284 .251 -1.174 .190

.146 .284 1.000 -.536 .827

-.347 .284 .668 -1.028 .335

.492 .284 .251 -.190 1.174

.347 .284 .668 -.335 1.028

.754* .284 .024 .072 1.436

.561 .284 .146 -.121 1.242

-.754* .284 .024 -1.436 -.072

-.193 .284 1.000 -.875 .488

-.561 .284 .146 -1.242 .121

.193 .284 1.000 -.488 .875

.399 .284 .480 -.282 1.081

.280 .284 .971 -.401 .962

-.399 .284 .480 -1.081 .282

-.119 .284 1.000 -.801 .563

-.280 .284 .971 -.962 .401

.119 .284 1.000 -.563 .801

(J) トーン
高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

(I) トーン
同じ

高い

低い

同じ

高い

低い

同じ

高い

低い

色相
ベージュ

赤

青

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 住みたい

5.683 2 2.842 1.587 .206

968.963 541 1.791

13.642 2 6.821 3.808 .023

968.963 541 1.791

3.741 2 1.871 1.044 .353

968.963 541 1.791

対比

誤差

対比

誤差

対比

誤差

色相
ベージュ

赤

青

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は トーン の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立し
たﾍﾟｱごとの比較に基づいています。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８. トーン * 色相 

推定値

従属変数: 住みたい

2.597 .196 2.213 2.981

3.190 .196 2.805 3.574

2.444 .196 2.059 2.828

2.743 .196 2.358 3.127

2.436 .196 2.051 2.820

2.044 .196 1.660 2.429

3.089 .196 2.705 3.474

2.629 .196 2.244 3.013

2.163 .196 1.779 2.548

色相
ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

トーン
同じ

高い

低い

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 住みたい

-.593 .284 .112 -1.274 .089

.153 .284 1.000 -.528 .835

.593 .284 .112 -.089 1.274

.746* .284 .026 .064 1.428

-.153 .284 1.000 -.835 .528

-.746* .284 .026 -1.428 -.064

.307 .284 .840 -.375 .988

.698* .284 .043 .017 1.380

-.307 .284 .840 -.988 .375

.392 .284 .505 -.290 1.073

-.698* .284 .043 -1.380 -.017

-.392 .284 .505 -1.073 .290

.460 .284 .316 -.221 1.142

.926* .284 .004 .244 1.607

-.460 .284 .316 -1.142 .221

.466 .284 .304 -.216 1.147

-.926* .284 .004 -1.607 -.244

-.466 .284 .304 -1.147 .216

(J) 色相
赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

(I) 色相
ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

トーン
同じ

高い

低い

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 住みたい

13.805 2 6.902 3.854 .022

968.963 541 1.791

10.899 2 5.450 3.043 .049

968.963 541 1.791

19.063 2 9.532 5.322 .005

968.963 541 1.791

対比

誤差

対比

誤差

対比

誤差

トーン
同じ

高い

低い

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は 色相 の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立し
たﾍﾟｱごとの比較に基づいています。  

 

 

 

 

 

 

 

 



■一変量の分散分析 男性 「心地よい」 
被験者間因子

外壁 269

屋根 267

バルコ
ニー

268

ベージュ 268

赤 269

青 267

同じ 268

高い 268

低い 268

なし 536

あり 268

1.00

2.00

3.00

部位

1.00

2.00

3.00

色相

1.00

2.00

3.00

トーン

1.00

2.00

規則
性

値ﾗﾍﾞﾙ N

 
被験者間効果の検定

従属変数: 心地よい

254.734a 25 10.189 10.997 .000

7029.762 1 7029.762 7587.277 .000

39.137 2 19.568 21.120 .000

60.084 2 30.042 32.425 .000

12.092 2 6.046 6.525 .002

2.591 1 2.591 2.796 .095

44.451 4 11.113 11.994 .000

22.408 4 5.602 6.046 .000

14.627 2 7.314 7.894 .000

12.158 4 3.040 3.281 .011

22.885 2 11.442 12.350 .000

1.846 2 .923 .996 .370

720.832 778 .927

8981.000 804

975.566 803

ｿｰｽ
修正ﾓﾃﾞﾙ

切片

部位

色相

トーン

規則性

部位 * 色相

部位 * トーン

部位 * 規則性

色相 * トーン

色相 * 規則性

トーン * 規則性

誤差

総和

修正総和

ﾀｲﾌﾟ III 平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

R2乗 = .261 (調整済みR2乗 = .237)a. 
 

 
１. 部位 

推定値

従属変数: 心地よい

3.090 .064 2.963 3.216

3.460 .065 3.333 3.587

2.860 .065 2.733 2.987

部位
外壁

屋根

バルコニー

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 心地よい

-.370* .093 .000 -.593 -.147

.229* .093 .041 .007 .452

.370* .093 .000 .147 .593

.600* .093 .000 .376 .823

-.229* .093 .041 -.452 -.007

-.600* .093 .000 -.823 -.376

(J) 部位
屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

(I) 部位
外壁

屋根

バルコニー

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 心地よい

39.137 2 19.568 21.120 .000

720.832 778 .927

対比

誤差

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

各F 値は表示された他の効果の各水準の組合せ内の 部位 の単純効果を検
定します。このような検定は推定周辺平均間で線型に独立したﾍﾟｱごとの比
較に基づいています。  

 
２. 色相 

推定値

従属変数: 心地よい

3.524 .065 3.397 3.651

3.110 .064 2.983 3.236

2.776 .065 2.649 2.903

色相
ベージュ

赤

青

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 心地よい

.415* .093 .000 .192 .638

.748* .093 .000 .525 .972

-.415* .093 .000 -.638 -.192

.334* .093 .001 .111 .557

-.748* .093 .000 -.972 -.525

-.334* .093 .001 -.557 -.111

(J) 色相
赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

(I) 色相
ベージュ

赤

青

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 心地よい

60.084 2 30.042 32.425 .000

720.832 778 .927

対比

誤差

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

各F 値は表示された他の効果の各水準の組合せ内の 色相 の単純効果を検
定します。このような検定は推定周辺平均間で線型に独立したﾍﾟｱごとの比
較に基づいています。  

 
３. トーン 

推定値

従属変数: 心地よい

3.319 .065 3.193 3.446

3.101 .065 2.974 3.228

2.990 .065 2.863 3.117

トーン
同じ

高い

低い

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 

ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 心地よい

.218 .093 .057 -.005 .441

.330* .093 .001 .107 .553

-.218 .093 .057 -.441 .005

.111 .093 .695 -.112 .335

-.330* .093 .001 -.553 -.107

-.111 .093 .695 -.335 .112

(J) トーン
高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

(I) トーン
同じ

高い

低い

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 心地よい

12.092 2 6.046 6.525 .002

720.832 778 .927

対比

誤差

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

各F 値は表示された他の効果の各水準の組合せ内の トーン の単純効果を
検定します。このような検定は推定周辺平均間で線型に独立したﾍﾟｱごとの
比較に基づいています。  

 
４. 色相 * 部位 

推定値

従属変数: 心地よい

3.944 .118 3.713 4.175

3.445 .118 3.213 3.678

3.183 .118 2.951 3.416

2.971 .118 2.740 3.202

3.539 .118 3.308 3.771

2.819 .118 2.586 3.051

2.354 .118 2.122 2.586

3.395 .119 3.162 3.628

2.579 .118 2.347 2.810

部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

色相
ベージュ

赤

青

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 心地よい

.973* .171 .000 .563 1.383

1.590* .172 .000 1.179 2.002

-.973* .171 .000 -1.383 -.563

.617* .171 .001 .206 1.028

-1.590* .172 .000 -2.002 -1.179

-.617* .171 .001 -1.028 -.206

-.094 .171 1.000 -.505 .317

.050 .172 1.000 -.362 .463

.094 .171 1.000 -.317 .505

.144 .172 1.000 -.267 .556

-.050 .172 1.000 -.463 .362

-.144 .172 1.000 -.556 .267

.365 .172 .102 -.047 .777

.605* .171 .001 .194 1.015

-.365 .172 .102 -.777 .047

.240 .171 .485 -.171 .651

-.605* .171 .001 -1.015 -.194

-.240 .171 .485 -.651 .171

(J) 色相
赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

(I) 色相
ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

部位
外壁

屋根

バルコニー

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 



=1変量検定

従属変数: 心地よい

81.042 2 40.521 43.735 .000

720.832 778 .927

.677 2 .338 .365 .694

720.832 778 .927

11.732 2 5.866 6.331 .002

720.832 778 .927

対比

誤差

対比

誤差

対比

誤差

部位
外壁

屋根

バルコニー

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は 色相 の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立したﾍﾟｱ
ごとの比較に基づいています。  

 

５. 色相 * 部位 

推定値

従属変数: 心地よい

3.944 .118 3.713 4.175

3.445 .118 3.213 3.678

3.183 .118 2.951 3.416

2.971 .118 2.740 3.202

3.539 .118 3.308 3.771

2.819 .118 2.586 3.051

2.354 .118 2.122 2.586

3.395 .119 3.162 3.628

2.579 .118 2.347 2.810

部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

色相
ベージュ

赤

青

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 心地よい

.499* .171 .011 .088 .910

.761* .171 .000 .350 1.171

-.499* .171 .011 -.910 -.088

.262 .172 .382 -.150 .674

-.761* .171 .000 -1.171 -.350

-.262 .172 .382 -.674 .150

-.568* .171 .003 -.979 -.158

.152 .171 1.000 -.259 .563

.568* .171 .003 .158 .979

.721* .172 .000 .309 1.132

-.152 .171 1.000 -.563 .259

-.721* .172 .000 -1.132 -.309

-1.041* .172 .000 -1.454 -.628

-.225 .171 .571 -.636 .187

1.041* .172 .000 .628 1.454

.816* .171 .000 .405 1.228

.225 .171 .571 -.187 .636

-.816* .171 .000 -1.228 -.405

(J) 部位
屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

(I) 部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

色相
ベージュ

赤

青

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 心地よい

18.882 2 9.441 10.190 .000

720.832 778 .927

18.218 2 9.109 9.831 .000

720.832 778 .927

37.602 2 18.801 20.292 .000

720.832 778 .927

対比

誤差

対比

誤差

対比

誤差

色相
ベージュ

赤

青

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は 部位 の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立した
ﾍﾟｱごとの比較に基づいています。  

 

 

 

６. トーン * 部位 

推定値

従属変数: 心地よい

3.108 .118 2.877 3.340

3.589 .118 3.357 3.821

3.261 .118 3.028 3.493

2.947 .118 2.715 3.180

3.792 .118 3.560 4.025

2.563 .118 2.331 2.794

3.213 .118 2.982 3.444

2.999 .118 2.766 3.231

2.757 .118 2.525 2.989

部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

トーン
同じ

高い

低い

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 心地よい

.161 .171 1.000 -.250 .572

-.105 .171 1.000 -.515 .306

-.161 .171 1.000 -.572 .250

-.266 .171 .366 -.677 .146

.105 .171 1.000 -.306 .515

.266 .171 .366 -.146 .677

-.204 .171 .707 -.615 .208

.590* .172 .002 .178 1.003

.204 .171 .707 -.208 .615

.794* .172 .000 .382 1.205

-.590* .172 .002 -1.003 -.178

-.794* .172 .000 -1.205 -.382

.698* .171 .000 .287 1.109

.504* .172 .010 .092 .915

-.698* .171 .000 -1.109 -.287

-.194 .171 .771 -.605 .217

-.504* .172 .010 -.915 -.092

.194 .171 .771 -.217 .605

(J) トーン
高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

(I) トーン
同じ

高い

低い

同じ

高い

低い

同じ

高い

低い

部位
外壁

屋根

バルコニー

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 

 
=1変量検定

従属変数: 心地よい

2.253 2 1.127 1.216 .297

720.832 778 .927

21.369 2 10.685 11.532 .000

720.832 778 .927

16.342 2 8.171 8.819 .000

720.832 778 .927

対比

誤差

対比

誤差

対比

誤差

部位
外壁

屋根

バルコニー

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は トーン の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立したﾍ
ｱごとの比較に基づいています。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

７. トーン * 部位 

推定値

従属変数: 心地よい

3.108 .118 2.877 3.340

3.589 .118 3.357 3.821

3.261 .118 3.028 3.493

2.947 .118 2.715 3.180

3.792 .118 3.560 4.025

2.563 .118 2.331 2.794

3.213 .118 2.982 3.444

2.999 .118 2.766 3.231

2.757 .118 2.525 2.989

部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

トーン
同じ

高い

低い

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 心地よい

-.480* .171 .016 -.891 -.069

-.152 .171 1.000 -.563 .259

.480* .171 .016 .069 .891

.328 .172 .170 -.084 .740

.152 .171 1.000 -.259 .563

-.328 .172 .170 -.740 .084

-.845* .172 .000 -1.257 -.433

.385 .171 .076 -.027 .796

.845* .172 .000 .433 1.257

1.229* .171 .000 .819 1.640

-.385 .171 .076 -.796 .027

-1.229* .171 .000 -1.640 -.819

.214 .171 .634 -.197 .626

.456* .171 .024 .045 .867

-.214 .171 .634 -.626 .197

.242 .172 .479 -.170 .653

-.456* .171 .024 -.867 -.045

-.242 .172 .479 -.653 .170

(J) 部位
屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

(I) 部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

トーン
同じ

高い

低い

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 心地よい

7.594 2 3.797 4.098 .017

720.832 778 .927

50.023 2 25.011 26.995 .000

720.832 778 .927

6.586 2 3.293 3.554 .029

720.832 778 .927

対比

誤差

対比

誤差

対比

誤差

トーン
同じ

高い

低い

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は 部位 の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立し
たﾍﾟｱごとの比較に基づいています。  

 
８. 規則性 * 部位 

推定値

従属変数: 心地よい

2.882 .080 2.726 3.039

3.742 .080 3.585 3.898

2.966 .080 2.810 3.122

3.297 .122 3.057 3.537

3.178 .123 2.937 3.418

2.754 .123 2.514 2.995

部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

規則性
なし

あり

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 



ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 心地よい

-.415* .161 .010 -.730 -.099

.415* .161 .010 .099 .730

.564* .161 .000 .248 .880

-.564* .161 .000 -.880 -.248

.212 .161 .189 -.104 .528

-.212 .161 .189 -.528 .104

(J) 規則性
あり

なし

あり

なし

あり

なし

(I) 規則性
なし

あり

なし

あり

なし

あり

部位
外壁

屋根

バルコニー

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率a 下限 上限

差の 95% 信頼区間a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 心地よい

6.159 1 6.159 6.647 .010

720.832 778 .927

11.346 1 11.346 12.246 .000

720.832 778 .927

1.601 1 1.601 1.728 .189

720.832 778 .927

対比

誤差

対比

誤差

対比

誤差

部位
外壁

屋根

バルコニー

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は 規則性 の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立した
ﾍﾟｱごとの比較に基づいています。  

 
９. 規則性 * 部位 

推定値

従属変数: 心地よい

2.882 .080 2.726 3.039

3.742 .080 3.585 3.898

2.966 .080 2.810 3.122

3.297 .122 3.057 3.537

3.178 .123 2.937 3.418

2.754 .123 2.514 2.995

部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

規則性
なし

あり

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 心地よい

-.860* .118 .000 -1.142 -.577

-.084 .118 1.000 -.366 .198

.860* .118 .000 .577 1.142

.776* .118 .000 .494 1.058

.084 .118 1.000 -.198 .366

-.776* .118 .000 -1.058 -.494

.119 .186 1.000 -.327 .565

.543* .186 .011 .097 .989

-.119 .186 1.000 -.565 .327

.424 .186 .069 -.023 .870

-.543* .186 .011 -.989 -.097

-.424 .186 .069 -.870 .023

(J) 部位
屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

(I) 部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

規則性
なし

あり

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 心地よい

60.105 2 30.052 32.436 .000

720.832 778 .927

8.712 2 4.356 4.701 .009

720.832 778 .927

対比

誤差

対比

誤差

規則性
なし

あり

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は 部位 の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立し
たﾍﾟｱごとの比較に基づいています。  

 

1０. トーン * 色相 

推定値

従属変数: 心地よい

3.533 .118 3.302 3.764

3.386 .118 3.153 3.618

3.040 .118 2.807 3.272

3.421 .118 3.190 3.653

3.039 .118 2.808 3.271

2.843 .119 2.609 3.076

3.619 .119 3.385 3.852

2.904 .118 2.673 3.136

2.446 .118 2.214 2.677

色相
ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

トーン
同じ

高い

低い

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 心地よい

.112 .171 1.000 -.298 .522

-.086 .172 1.000 -.498 .326

-.112 .171 1.000 -.522 .298

-.198 .172 .748 -.610 .214

.086 .172 1.000 -.326 .498

.198 .172 .748 -.214 .610

.347 .171 .131 -.065 .758

.482* .171 .015 .070 .893

-.347 .171 .131 -.758 .065

.135 .171 1.000 -.275 .545

-.482* .171 .015 -.893 -.070

-.135 .171 1.000 -.545 .275

.197 .172 .757 -.215 .609

.594* .171 .002 .183 1.005

-.197 .172 .757 -.609 .215

.397 .172 .063 -.015 .809

-.594* .171 .002 -1.005 -.183

-.397 .172 .063 -.809 .015

(J) トーン
高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

(I) トーン
同じ

高い

低い

同じ

高い

低い

同じ

高い

低い

色相
ベージュ

赤

青

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 心地よい

1.239 2 .619 .668 .513

720.832 778 .927

7.773 2 3.886 4.195 .015

720.832 778 .927

11.553 2 5.777 6.235 .002

720.832 778 .927

対比

誤差

対比

誤差

対比

誤差

色相
ベージュ

赤

青

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は トーン の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立し
たﾍﾟｱごとの比較に基づいています。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1１. トーン * 色相 

推定値

従属変数: 心地よい

3.533 .118 3.302 3.764

3.386 .118 3.153 3.618

3.040 .118 2.807 3.272

3.421 .118 3.190 3.653

3.039 .118 2.808 3.271

2.843 .119 2.609 3.076

3.619 .119 3.385 3.852

2.904 .118 2.673 3.136

2.446 .118 2.214 2.677

色相
ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

トーン
同じ

高い

低い

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 心地よい

.147 .171 1.000 -.264 .558

.493* .171 .012 .082 .904

-.147 .171 1.000 -.558 .264

.346 .172 .133 -.066 .758

-.493* .171 .012 -.904 -.082

-.346 .172 .133 -.758 .066

.382 .171 .077 -.028 .792

.579* .172 .002 .167 .990

-.382 .171 .077 -.792 .028

.197 .172 .757 -.215 .608

-.579* .172 .002 -.990 -.167

-.197 .172 .757 -.608 .215

.715* .172 .000 .303 1.126

1.173* .172 .000 .762 1.585

-.715* .172 .000 -1.126 -.303

.459* .171 .022 .048 .869

-1.173* .172 .000 -1.585 -.762

-.459* .171 .022 -.869 -.048

(J) 色相
赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

(I) 色相
ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

トーン
同じ

高い

低い

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 心地よい

8.084 2 4.042 4.362 .013

720.832 778 .927

10.910 2 5.455 5.888 .003

720.832 778 .927

43.969 2 21.984 23.728 .000

720.832 778 .927

対比

誤差

対比

誤差

対比

誤差

トーン
同じ

高い

低い

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は 色相 の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立し
たﾍﾟｱごとの比較に基づいています。  

 
１２. 規則性 * 色相 

推定値

従属変数: 心地よい

3.371 .080 3.214 3.527

3.028 .080 2.872 3.184

3.192 .080 3.035 3.348

3.678 .123 3.437 3.919

3.191 .122 2.951 3.431

2.360 .123 2.120 2.601

色相
ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

規則性
なし

あり

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 



ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 心地よい

-.307 .161 .057 -.624 .009

.307 .161 .057 -.009 .624

-.163 .161 .312 -.478 .153

.163 .161 .312 -.153 .478

.831* .161 .000 .515 1.148

-.831* .161 .000 -1.148 -.515

(J) 規則性
あり

なし

あり

なし

あり

なし

(I) 規則性
なし

あり

なし

あり

なし

あり

色相
ベージュ

赤

青

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 

 
=1変量検定

従属変数: 心地よい

3.368 1 3.368 3.635 .057

720.832 778 .927

.950 1 .950 1.026 .312

720.832 778 .927

24.658 1 24.658 26.614 .000

720.832 778 .927

対比

誤差

対比

誤差

対比

誤差

色相
ベージュ

赤

青

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は 規則性 の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立し
たﾍﾟｱごとの比較に基づいています。  

 
１３. 規則性 * 色相 

推定値

従属変数: 心地よい

3.371 .080 3.214 3.527

3.028 .080 2.872 3.184

3.192 .080 3.035 3.348

3.678 .123 3.437 3.919

3.191 .122 2.951 3.431

2.360 .123 2.120 2.601

色相
ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

規則性
なし

あり

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 心地よい

.342* .118 .011 .060 .624

.179 .118 .384 -.103 .461

-.342* .118 .011 -.624 -.060

-.163 .118 .497 -.446 .119

-.179 .118 .384 -.461 .103

.163 .118 .497 -.119 .446

.487* .186 .027 .041 .933

1.318* .186 .000 .871 1.764

-.487* .186 .027 -.933 -.041

.831* .186 .000 .385 1.277

-1.318* .186 .000 -1.764 -.871

-.831* .186 .000 -1.277 -.385

(J) 色相
赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

(I) 色相
ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

規則性
なし

あり

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 心地よい

7.867 2 3.934 4.245 .015

720.832 778 .927

47.509 2 23.754 25.638 .000

720.832 778 .927

対比

誤差

対比

誤差

規則性
なし

あり

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は 色相 の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立し
たﾍﾟｱごとの比較に基づいています。  

■一変量の分散分析 女性 「住みたい」 
被験者間因子

外壁 189

屋根 189

バルコ
ニー

189

ベージュ 189

赤 189

青 189

同じ 189

高い 189

低い 189

なし 378

あり 189

1.00

2.00

3.00

部位

1.00

2.00

3.00

色相

1.00

2.00

3.00

トーン

1.00

2.00

規則
性

値ﾗﾍﾞﾙ N

 
被験者間効果の検定

従属変数: 心地よい

189.620a 25 7.585 4.601 .000

4460.318 1 4460.318 2705.410 .000

36.019 2 18.010 10.924 .000

53.663 2 26.832 16.275 .000

13.390 2 6.695 4.061 .018

.043 1 .043 .026 .871

20.951 4 5.238 3.177 .013

20.612 4 5.153 3.126 .015

3.559 2 1.780 1.079 .341

13.840 4 3.460 2.099 .080

5.093 2 2.547 1.545 .214

2.861 2 1.430 .868 .421

891.929 541 1.649

6089.000 567

1081.549 566

ｿｰｽ
修正ﾓﾃﾞﾙ

切片

部位

色相

トーン

規則性

部位 * 色相

部位 * トーン

部位 * 規則性

色相 * トーン

色相 * 規則性

トーン * 規則性

誤差

総和

修正総和

ﾀｲﾌﾟ III 平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

R2乗 = .175 (調整済みR2乗 = .137)a. 
 

 
１. 部位 

推定値

従属変数: 心地よい

2.808 .103 2.607 3.010

3.372 .103 3.170 3.573

2.745 .103 2.543 2.946

部位
外壁

屋根

バルコニー

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 心地よい

-.563* .148 .000 -.918 -.209

.063 .148 1.000 -.291 .418

.563* .148 .000 .209 .918

.627* .148 .000 .272 .982

-.063 .148 1.000 -.418 .291

-.627* .148 .000 -.982 -.272

(J) 部位
屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

(I) 部位
外壁

屋根

バルコニー

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 心地よい

36.019 2 18.010 10.924 .000

891.929 541 1.649

対比

誤差

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

各F 値は表示された他の効果の各水準の組合せ内の 部位 の単純効果を検
定します。このような検定は推定周辺平均間で線型に独立したﾍﾟｱごとの比
較に基づいています。

 
 
２. 色相 

推定値

従属変数: 心地よい

3.409 .103 3.207 3.610

2.948 .103 2.747 3.150

2.567 .103 2.366 2.769

色相
ベージュ

赤

青

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 心地よい

.460* .148 .006 .106 .815

.841* .148 .000 .487 1.196

-.460* .148 .006 -.815 -.106

.381* .148 .030 .026 .736

-.841* .148 .000 -1.196 -.487

-.381* .148 .030 -.736 -.026

(J) 色相
赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

(I) 色相
ベージュ

赤

青

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 

 
=1変量検定

従属変数: 心地よい

53.663 2 26.832 16.275 .000

891.929 541 1.649

対比

誤差

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

各F 値は表示された他の効果の各水準の組合せ内の 色相 の単純効果を検
定します。このような検定は推定周辺平均間で線型に独立したﾍﾟｱごとの比
較に基づいています。

 
 
３. トーン 

推定値

従属変数: 心地よい

3.189 .103 2.987 3.391

2.769 .103 2.567 2.970

2.967 .103 2.765 3.169

トーン
同じ

高い

低い

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 



ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 心地よい

.421* .148 .014 .066 .775

.222 .148 .399 -.132 .577

-.421* .148 .014 -.775 -.066

-.198 .148 .539 -.553 .156

-.222 .148 .399 -.577 .132

.198 .148 .539 -.156 .553

(J) トーン
高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

(I) トーン
同じ

高い

低い

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 心地よい

13.390 2 6.695 4.061 .018

891.929 541 1.649

対比

誤差

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

各F 値は表示された他の効果の各水準の組合せ内の トーン の単純効果を
検定します。このような検定は推定周辺平均間で線型に独立したﾍﾟｱごとの
比較に基づいています。

 
 
４. 色相 * 部位 

推定値

従属変数: 心地よい

3.619 .188 3.251 3.988

3.426 .188 3.058 3.795

3.180 .188 2.811 3.549

2.672 .188 2.304 3.041

3.389 .188 3.020 3.758

2.784 .188 2.415 3.152

2.133 .188 1.764 2.502

3.299 .188 2.931 3.668

2.270 .188 1.901 2.639

部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

色相
ベージュ

赤

青

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 心地よい

.947* .272 .002 .293 1.601

1.487* .272 .000 .833 2.141

-.947* .272 .002 -1.601 -.293

.540 .272 .144 -.114 1.194

-1.487* .272 .000 -2.141 -.833

-.540 .272 .144 -1.194 .114

.037 .272 1.000 -.617 .691

.127 .272 1.000 -.527 .781

-.037 .272 1.000 -.691 .617

.090 .272 1.000 -.564 .744

-.127 .272 1.000 -.781 .527

-.090 .272 1.000 -.744 .564

.397 .272 .437 -.257 1.051

.910* .272 .003 .256 1.564

-.397 .272 .437 -1.051 .257

.513 .272 .180 -.141 1.167

-.910* .272 .003 -1.564 -.256

-.513 .272 .180 -1.167 .141

(J) 色相
赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

(I) 色相
ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

部位
外壁

屋根

バルコニー

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 心地よい

50.381 2 25.191 15.279 .000

891.929 541 1.649

.379 2 .190 .115 .891

891.929 541 1.649

18.516 2 9.258 5.615 .004

891.929 541 1.649

対比

誤差

対比

誤差

対比

誤差

部位
外壁

屋根

バルコニー

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は 色相 の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立したﾍﾟｱ
ごとの比較に基づいています。  

 
５. 色相 * 部位 

推定値

従属変数: 心地よい

3.619 .188 3.251 3.988

3.426 .188 3.058 3.795

3.180 .188 2.811 3.549

2.672 .188 2.304 3.041

3.389 .188 3.020 3.758

2.784 .188 2.415 3.152

2.133 .188 1.764 2.502

3.299 .188 2.931 3.668

2.270 .188 1.901 2.639

部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

色相
ベージュ

赤

青

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 心地よい

.193 .272 1.000 -.461 .847

.439 .272 .322 -.215 1.093

-.193 .272 1.000 -.847 .461

.246 .272 1.000 -.408 .900

-.439 .272 .322 -1.093 .215

-.246 .272 1.000 -.900 .408

-.717* .272 .026 -1.371 -.063

-.111 .272 1.000 -.765 .543

.717* .272 .026 .063 1.371

.606 .272 .080 -.048 1.260

.111 .272 1.000 -.543 .765

-.606 .272 .080 -1.260 .048

-1.167* .272 .000 -1.821 -.513

-.138 .272 1.000 -.791 .516

1.167* .272 .000 .513 1.821

1.029* .272 .001 .375 1.683

.138 .272 1.000 -.516 .791

-1.029* .272 .001 -1.683 -.375

(J) 部位
屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

(I) 部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

色相
ベージュ

赤

青

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 心地よい

4.309 2 2.154 1.307 .272

891.929 541 1.649

13.243 2 6.621 4.016 .019

891.929 541 1.649

36.156 2 18.078 10.965 .000

891.929 541 1.649

対比

誤差

対比

誤差

対比

誤差

色相
ベージュ

赤

青

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は 部位 の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立した
ﾍﾟｱごとの比較に基づいています。  

 

 

 
６. トーン * 部位 

推定値

従属変数: 心地よい

2.966 .188 2.597 3.335

3.403 .188 3.034 3.771

3.199 .188 2.830 3.568

2.524 .188 2.155 2.893

3.601 .188 3.232 3.970

2.180 .188 1.811 2.549

2.934 .188 2.565 3.303

3.112 .188 2.743 3.480

2.855 .188 2.486 3.224

部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

トーン
同じ

高い

低い

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 心地よい

.442 .272 .316 -.212 1.096

.032 .272 1.000 -.622 .686

-.442 .272 .316 -1.096 .212

-.410 .272 .398 -1.064 .244

-.032 .272 1.000 -.686 .622

.410 .272 .398 -.244 1.064

-.198 .272 1.000 -.852 .455

.291 .272 .857 -.363 .945

.198 .272 1.000 -.455 .852

.489 .272 .219 -.164 1.143

-.291 .272 .857 -.945 .363

-.489 .272 .219 -1.143 .164

1.019* .272 .001 .365 1.672

.344 .272 .621 -.310 .998

-1.019* .272 .001 -1.672 -.365

-.675* .272 .041 -1.329 -.021

-.344 .272 .621 -.998 .310

.675* .272 .041 .021 1.329

(J) トーン
高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

(I) トーン
同じ

高い

低い

同じ

高い

低い

同じ

高い

低い

部位
外壁

屋根

バルコニー

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 心地よい

5.401 2 2.700 1.638 .195

891.929 541 1.649

5.390 2 2.695 1.635 .196

891.929 541 1.649

23.877 2 11.938 7.241 .001

891.929 541 1.649

対比

誤差

対比

誤差

対比

誤差

部位
外壁

屋根

バルコニー

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は トーン の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立したﾍ
ｱごとの比較に基づいています。  

 

 

 

 

 

 

 

 



 
７. トーン * 部位 

推定値

従属変数: 心地よい

2.966 .188 2.597 3.335

3.403 .188 3.034 3.771

3.199 .188 2.830 3.568

2.524 .188 2.155 2.893

3.601 .188 3.232 3.970

2.180 .188 1.811 2.549

2.934 .188 2.565 3.303

3.112 .188 2.743 3.480

2.855 .188 2.486 3.224

部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

トーン
同じ

高い

低い

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 心地よい

-.437 .272 .329 -1.090 .217

-.233 .272 1.000 -.887 .421

.437 .272 .329 -.217 1.090

.204 .272 1.000 -.450 .858

.233 .272 1.000 -.421 .887

-.204 .272 1.000 -.858 .450

-1.077* .272 .000 -1.731 -.423

.344 .272 .621 -.310 .998

1.077* .272 .000 .423 1.731

1.421* .272 .000 .767 2.075

-.344 .272 .621 -.998 .310

-1.421* .272 .000 -2.075 -.767

-.177 .272 1.000 -.831 .477

.079 .272 1.000 -.575 .733

.177 .272 1.000 -.477 .831

.257 .272 1.000 -.397 .911

-.079 .272 1.000 -.733 .575

-.257 .272 1.000 -.911 .397

(J) 部位
屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

(I) 部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

トーン
同じ

高い

低い

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 心地よい

4.243 2 2.121 1.287 .277

891.929 541 1.649

48.855 2 24.428 14.817 .000

891.929 541 1.649

1.535 2 .768 .466 .628

891.929 541 1.649

対比

誤差

対比

誤差

対比

誤差

トーン
同じ

高い

低い

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は 部位 の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立し
たﾍﾟｱごとの比較に基づいています。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８. トーン * 色相 

推定値

従属変数: 心地よい

3.403 .188 3.034 3.771

3.355 .188 2.986 3.724

2.810 .188 2.441 3.179

3.215 .188 2.846 3.584

2.569 .188 2.200 2.938

2.522 .188 2.153 2.890

3.609 .188 3.240 3.978

2.921 .188 2.552 3.290

2.371 .188 2.002 2.740

色相
ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

トーン
同じ

高い

低い

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 心地よい

.188 .272 1.000 -.466 .842

-.206 .272 1.000 -.860 .448

-.188 .272 1.000 -.842 .466

-.394 .272 .445 -1.048 .260

.206 .272 1.000 -.448 .860

.394 .272 .445 -.260 1.048

.786* .272 .012 .132 1.440

.434 .272 .335 -.220 1.088

-.786* .272 .012 -1.440 -.132

-.352 .272 .591 -1.006 .302

-.434 .272 .335 -1.088 .220

.352 .272 .591 -.302 1.006

.288 .272 .870 -.366 .942

.439 .272 .322 -.215 1.093

-.288 .272 .870 -.942 .366

.151 .272 1.000 -.503 .805

-.439 .272 .322 -1.093 .215

-.151 .272 1.000 -.805 .503

(J) トーン
高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

(I) トーン
同じ

高い

低い

同じ

高い

低い

同じ

高い

低い

色相
ベージュ

赤

青

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 心地よい

3.457 2 1.729 1.049 .351

891.929 541 1.649

13.777 2 6.888 4.178 .016

891.929 541 1.649

4.428 2 2.214 1.343 .262

891.929 541 1.649

対比

誤差

対比

誤差

対比

誤差

色相
ベージュ

赤

青

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は トーン の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立し
たﾍﾟｱごとの比較に基づいています。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9. トーン * 色相 

推定値

従属変数: 心地よい

3.403 .188 3.034 3.771

3.355 .188 2.986 3.724

2.810 .188 2.441 3.179

3.215 .188 2.846 3.584

2.569 .188 2.200 2.938

2.522 .188 2.153 2.890

3.609 .188 3.240 3.978

2.921 .188 2.552 3.290

2.371 .188 2.002 2.740

色相
ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

トーン
同じ

高い

低い

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 心地よい

.048 .272 1.000 -.606 .702

.593 .272 .090 -.061 1.247

-.048 .272 1.000 -.702 .606

.545 .272 .138 -.109 1.199

-.593 .272 .090 -1.247 .061

-.545 .272 .138 -1.199 .109

.646 .272 .054 -.008 1.299

.693* .272 .034 .039 1.347

-.646 .272 .054 -1.299 .008

.048 .272 1.000 -.606 .702

-.693* .272 .034 -1.347 -.039

-.048 .272 1.000 -.702 .606

.688* .272 .035 .034 1.342

1.238* .272 .000 .584 1.892

-.688* .272 .035 -1.342 -.034

.550 .272 .131 -.104 1.204

-1.238* .272 .000 -1.892 -.584

-.550 .272 .131 -1.204 .104

(J) 色相
赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

(I) 色相
ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

トーン
同じ

高い

低い

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

Premature end of pattern reached while processing a double byte character (pattern is: "平
均値の差は ^1 水準で有意です。")

*. 

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 心地よい

9.642 2 4.821 2.924 .055

891.929 541 1.649

13.332 2 6.666 4.043 .018

891.929 541 1.649

34.224 2 17.112 10.379 .000

891.929 541 1.649

対比

誤差

対比

誤差

対比

誤差

トーン
同じ

高い

低い

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は 色相 の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立し
たﾍﾟｱごとの比較に基づいています。  

 

 

 

 

 

 

 



■一変量の分散分析 男性 「親しみのある」 
被験者間因子

外壁 269

屋根 267

バルコ
ニー

268

ベージュ 268

赤 269

青 267

同じ 268

高い 268

低い 268

なし 536

あり 268

1.00

2.00

3.00

部位

1.00

2.00

3.00

色相

1.00

2.00

3.00

トーン

1.00

2.00

規則
性

値ﾗﾍﾞﾙ N

 
被験者間効果の検定

従属変数: 親しみのある

207.548a 25 8.302 8.355 .000

7289.354 1 7289.354 7335.720 .000

34.593 2 17.297 17.407 .000

41.812 2 20.906 21.039 .000

8.518 2 4.259 4.286 .014

2.464 1 2.464 2.480 .116

35.952 4 8.988 9.045 .000

19.427 4 4.857 4.888 .001

10.501 2 5.250 5.284 .005

11.928 4 2.982 3.001 .018

21.226 2 10.613 10.680 .000

2.099 2 1.050 1.056 .348

773.083 778 .994

9279.000 804

980.631 803

ｿｰｽ
修正ﾓﾃﾞﾙ

切片

部位

色相

トーン

規則性

部位 * 色相

部位 * トーン

部位 * 規則性

色相 * トーン

色相 * 規則性

トーン * 規則性

誤差

総和

修正総和

ﾀｲﾌﾟ III 平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

R2乗 = .212 (調整済みR2乗 = .186)a. 
 

 
１. 部位 

推定値

従属変数: 親しみのある

3.196 .067 3.065 3.327

3.478 .067 3.346 3.609

2.909 .067 2.777 3.040

部位
外壁

屋根

バルコニー

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 親しみのある

-.282* .096 .010 -.513 -.051

.287* .096 .009 .056 .518

.282* .096 .010 .051 .513

.569* .096 .000 .338 .800

-.287* .096 .009 -.518 -.056

-.569* .096 .000 -.800 -.338

(J) 部位
屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

(I) 部位
外壁

屋根

バルコニー

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 親しみのある

34.593 2 17.297 17.407 .000

773.083 778 .994

対比

誤差

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

各F 値は表示された他の効果の各水準の組合せ内の 部位 の単純効果を検
定します。このような検定は推定周辺平均間で線型に独立したﾍﾟｱごとの比
較に基づいています。  

 

２. 色相 

推定値

従属変数: 親しみのある

3.472 .067 3.341 3.604

3.254 .067 3.123 3.386

2.855 .067 2.724 2.987

色相
ベージュ

赤

青

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 親しみのある

.218 .096 .072 -.013 .448

.617* .096 .000 .385 .848

-.218 .096 .072 -.448 .013

.399* .096 .000 .168 .630

-.617* .096 .000 -.848 -.385

-.399* .096 .000 -.630 -.168

(J) 色相
赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

(I) 色相
ベージュ

赤

青

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 親しみのある

41.812 2 20.906 21.039 .000

773.083 778 .994

対比

誤差

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

各F 値は表示された他の効果の各水準の組合せ内の 色相 の単純効果を検
定します。このような検定は推定周辺平均間で線型に独立したﾍﾟｱごとの比
較に基づいています。  

 

３. トーン 

推定値

従属変数: 親しみのある

3.347 .067 3.216 3.479

3.164 .067 3.032 3.296

3.071 .067 2.939 3.202

トーン
同じ

高い

低い

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 

ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 親しみのある

.183 .096 .172 -.048 .414

.277* .096 .012 .046 .508

-.183 .096 .172 -.414 .048

.093 .096 .997 -.138 .325

-.277* .096 .012 -.508 -.046

-.093 .096 .997 -.325 .138

(J) トーン
高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

(I) トーン
同じ

高い

低い

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 親しみのある

8.518 2 4.259 4.286 .014

773.083 778 .994

対比

誤差

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

各F 値は表示された他の効果の各水準の組合せ内の トーン の単純効果を
検定します。このような検定は推定周辺平均間で線型に独立したﾍﾟｱごとの
比較に基づいています。  

 

４. 色相 * 部位 

推定値

従属変数: 親しみのある

3.854 .122 3.614 4.094

3.382 .123 3.141 3.623

3.180 .123 2.940 3.421

3.202 .122 2.963 3.442

3.662 .122 3.423 3.902

2.899 .123 2.658 3.139

2.531 .123 2.290 2.771

3.389 .123 3.147 3.630

2.647 .122 2.407 2.887

部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

色相
ベージュ

赤

青

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 親しみのある

.652* .177 .001 .227 1.076

1.323* .178 .000 .897 1.750

-.652* .177 .001 -1.076 -.227

.672* .178 .001 .246 1.098

-1.323* .178 .000 -1.750 -.897

-.672* .178 .001 -1.098 -.246

-.281 .178 .343 -.707 .145

-.007 .178 1.000 -.434 .420

.281 .178 .343 -.145 .707

.274 .178 .371 -.152 .700

.007 .178 1.000 -.420 .434

-.274 .178 .371 -.700 .152

.282 .178 .340 -.145 .708

.533* .177 .008 .108 .959

-.282 .178 .340 -.708 .145

.252 .178 .470 -.174 .678

-.533* .177 .008 -.959 -.108

-.252 .178 .470 -.678 .174

(J) 色相
赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

(I) 色相
ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

部位
外壁

屋根

バルコニー

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 



=1変量検定

従属変数: 親しみのある

55.163 2 27.581 27.757 .000

773.083 778 .994

3.236 2 1.618 1.628 .197

773.083 778 .994

9.009 2 4.504 4.533 .011

773.083 778 .994

対比

誤差

対比

誤差

対比

誤差

部位
外壁

屋根

バルコニー

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は 色相 の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立したﾍﾟｱ
ごとの比較に基づいています。  

 
５. 色相 * 部位 

推定値

従属変数: 親しみのある

3.854 .122 3.614 4.094

3.382 .123 3.141 3.623

3.180 .123 2.940 3.421

3.202 .122 2.963 3.442

3.662 .122 3.423 3.902

2.899 .123 2.658 3.139

2.531 .123 2.290 2.771

3.389 .123 3.147 3.630

2.647 .122 2.407 2.887

部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

色相
ベージュ

赤

青

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 親しみのある

.472* .178 .024 .046 .898

.674* .177 .000 .248 1.099

-.472* .178 .024 -.898 -.046

.201 .178 .772 -.225 .628

-.674* .177 .000 -1.099 -.248

-.201 .178 .772 -.628 .225

-.460* .177 .029 -.885 -.035

.304 .177 .263 -.122 .729

.460* .177 .029 .035 .885

.764* .178 .000 .338 1.190

-.304 .177 .263 -.729 .122

-.764* .178 .000 -1.190 -.338

-.858* .178 .000 -1.285 -.431

-.116 .178 1.000 -.542 .310

.858* .178 .000 .431 1.285

.742* .178 .000 .316 1.168

.116 .178 1.000 -.310 .542

-.742* .178 .000 -1.168 -.316

(J) 部位
屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

(I) 部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

色相
ベージュ

赤

青

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 親しみのある

15.124 2 7.562 7.610 .001

773.083 778 .994

18.645 2 9.323 9.382 .000

773.083 778 .994

27.156 2 13.578 13.664 .000

773.083 778 .994

対比

誤差

対比

誤差

対比

誤差

色相
ベージュ

赤

青

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は 部位 の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立した
ﾍﾟｱごとの比較に基づいています。  

 

 

 

６. トーン * 部位 

推定値

従属変数: 親しみのある

3.146 .122 2.906 3.385

3.598 .123 3.358 3.839

3.298 .123 3.058 3.539

3.037 .123 2.796 3.278

3.748 .123 3.507 3.988

2.707 .122 2.468 2.947

3.404 .122 3.165 3.644

3.087 .123 2.846 3.328

2.720 .123 2.480 2.961

部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

トーン
同じ

高い

低い

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 親しみのある

.109 .177 1.000 -.317 .535

-.259 .177 .433 -.684 .166

-.109 .177 1.000 -.535 .317

-.368 .178 .116 -.794 .059

.259 .177 .433 -.166 .684

.368 .178 .116 -.059 .794

-.150 .178 1.000 -.576 .276

.511* .178 .013 .084 .938

.150 .178 1.000 -.276 .576

.661* .178 .001 .234 1.087

-.511* .178 .013 -.938 -.084

-.661* .178 .001 -1.087 -.234

.591* .178 .003 .165 1.017

.578* .178 .004 .152 1.004

-.591* .178 .003 -1.017 -.165

-.013 .177 1.000 -.438 .413

-.578* .178 .004 -1.004 -.152

.013 .177 1.000 -.413 .438

(J) トーン
高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

(I) トーン
同じ

高い

低い

同じ

高い

低い

同じ

高い

低い

部位
外壁

屋根

バルコニー

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 

 
=1変量検定

従属変数: 親しみのある

4.498 2 2.249 2.264 .105

773.083 778 .994

15.088 2 7.544 7.592 .001

773.083 778 .994

14.336 2 7.168 7.214 .001

773.083 778 .994

対比

誤差

対比

誤差

対比

誤差

部位
外壁

屋根

バルコニー

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は トーン の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立したﾍﾟ
ｱごとの比較に基づいています。  

 

７. トーン * 部位 

推定値

従属変数: 親しみのある

3.146 .122 2.906 3.385

3.598 .123 3.358 3.839

3.298 .123 3.058 3.539

3.037 .123 2.796 3.278

3.748 .123 3.507 3.988

2.707 .122 2.468 2.947

3.404 .122 3.165 3.644

3.087 .123 2.846 3.328

2.720 .123 2.480 2.961

部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

トーン
同じ

高い

低い

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 

ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 親しみのある

-.452* .177 .033 -.878 -.027

-.153 .177 1.000 -.578 .273

.452* .177 .033 .027 .878

.300 .178 .277 -.127 .727

.153 .177 1.000 -.273 .578

-.300 .178 .277 -.727 .127

-.711* .178 .000 -1.137 -.285

.329 .178 .192 -.097 .755

.711* .178 .000 .285 1.137

1.040* .177 .000 .615 1.466

-.329 .178 .192 -.755 .097

-1.040* .177 .000 -1.466 -.615

.317 .178 .223 -.109 .743

.684* .177 .000 .259 1.109

-.317 .178 .223 -.743 .109

.367 .178 .118 -.060 .793

-.684* .177 .000 -1.109 -.259

-.367 .178 .118 -.793 .060

(J) 部位
屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

(I) 部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

トーン
同じ

高い

低い

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 親しみのある

6.677 2 3.338 3.360 .035

773.083 778 .994

35.756 2 17.878 17.992 .000

773.083 778 .994

14.833 2 7.417 7.464 .001

773.083 778 .994

対比

誤差

対比

誤差

対比

誤差

トーン
同じ

高い

低い

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は 部位 の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立し
たﾍﾟｱごとの比較に基づいています。  

 
８. 規則性 * 部位 

推定値

従属変数: 親しみのある

3.062 .082 2.900 3.223

3.760 .083 3.598 3.922

2.936 .082 2.775 3.098

3.330 .126 3.081 3.578

3.195 .127 2.946 3.444

2.881 .127 2.632 3.130

部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

規則性
なし

あり

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 親しみのある

-.268 .167 .108 -.595 .059

.268 .167 .108 -.059 .595

.565* .167 .001 .237 .893

-.565* .167 .001 -.893 -.237

.055 .167 .740 -.272 .383

-.055 .167 .740 -.383 .272

(J) 規則性
あり

なし

あり

なし

あり

なし

(I) 規則性
なし

あり

なし

あり

なし

あり

部位
外壁

屋根

バルコニー

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率a 下限 上限

差の 95% 信頼区間a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 



=1変量検定

従属変数: 親しみのある

2.574 1 2.574 2.590 .108

773.083 778 .994

11.386 1 11.386 11.459 .001

773.083 778 .994

.109 1 .109 .110 .740

773.083 778 .994

対比

誤差

対比

誤差

対比

誤差

部位
外壁

屋根

バルコニー

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は 規則性 の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立した
ﾍﾟｱごとの比較に基づいています。  

 
９. 規則性 * 部位 

推定値

従属変数: 親しみのある

3.062 .082 2.900 3.223

3.760 .083 3.598 3.922

2.936 .082 2.775 3.098

3.330 .126 3.081 3.578

3.195 .127 2.946 3.444

2.881 .127 2.632 3.130

部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

規則性
なし

あり

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 親しみのある

-.698* .122 .000 -.991 -.406

.125 .122 .911 -.167 .417

.698* .122 .000 .406 .991

.824* .122 .000 .532 1.116

-.125 .122 .911 -.417 .167

-.824* .122 .000 -1.116 -.532

.134 .192 1.000 -.327 .596

.449 .193 .060 -.013 .911

-.134 .192 1.000 -.596 .327

.314 .193 .311 -.148 .777

-.449 .193 .060 -.911 .013

-.314 .193 .311 -.777 .148

(J) 部位
屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

(I) 部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

規則性
なし

あり

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 親しみのある

52.770 2 26.385 26.553 .000

773.083 778 .994

5.680 2 2.840 2.858 .058

773.083 778 .994

対比

誤差

対比

誤差

規則性
なし

あり

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は 部位 の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立し
たﾍﾟｱごとの比較に基づいています。  

 

 

 

 

 

 

 
 

１０. トーン * 色相 

推定値

従属変数: 親しみのある

3.432 .122 3.192 3.672

3.564 .123 3.323 3.805

3.046 .123 2.806 3.287

3.425 .122 3.186 3.665

3.150 .122 2.911 3.390

2.916 .123 2.675 3.158

3.559 .123 3.317 3.801

3.049 .122 2.810 3.289

2.604 .122 2.364 2.843

色相
ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

トーン
同じ

高い

低い

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 親しみのある

.006 .177 1.000 -.418 .431

-.127 .178 1.000 -.553 .300

-.006 .177 1.000 -.431 .418

-.133 .178 1.000 -.560 .293

.127 .178 1.000 -.300 .553

.133 .178 1.000 -.293 .560

.414 .177 .060 -.012 .840

.515* .178 .012 .089 .941

-.414 .177 .060 -.840 .012

.101 .177 1.000 -.324 .526

-.515* .178 .012 -.941 -.089

-.101 .177 1.000 -.526 .324

.130 .178 1.000 -.297 .557

.443* .178 .039 .017 .868

-.130 .178 1.000 -.557 .297

.313 .178 .236 -.113 .739

-.443* .178 .039 -.868 -.017

-.313 .178 .236 -.739 .113

(J) トーン
高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

(I) トーン
同じ

高い

低い

同じ

高い

低い

同じ

高い

低い

色相
ベージュ

赤

青

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 親しみのある

.709 2 .354 .357 .700

773.083 778 .994

9.367 2 4.683 4.713 .009

773.083 778 .994

6.536 2 3.268 3.289 .038

773.083 778 .994

対比

誤差

対比

誤差

対比

誤差

色相
ベージュ

赤

青

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は トーン の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立し
たﾍﾟｱごとの比較に基づいています。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１. トーン * 色相 

推定値

従属変数: 親しみのある

3.432 .122 3.192 3.672

3.564 .123 3.323 3.805

3.046 .123 2.806 3.287

3.425 .122 3.186 3.665

3.150 .122 2.911 3.390

2.916 .123 2.675 3.158

3.559 .123 3.317 3.801

3.049 .122 2.810 3.289

2.604 .122 2.364 2.843

色相
ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

トーン
同じ

高い

低い

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 親しみのある

-.132 .177 1.000 -.558 .294

.386 .177 .090 -.040 .811

.132 .177 1.000 -.294 .558

.518* .178 .011 .091 .945

-.386 .177 .090 -.811 .040

-.518* .178 .011 -.945 -.091

.275 .177 .361 -.150 .700

.509* .178 .013 .083 .935

-.275 .177 .361 -.700 .150

.234 .178 .566 -.193 .660

-.509* .178 .013 -.935 -.083

-.234 .178 .566 -.660 .193

.509* .178 .013 .083 .936

.955* .178 .000 .529 1.381

-.509* .178 .013 -.936 -.083

.446* .177 .036 .021 .871

-.955* .178 .000 -1.381 -.529

-.446* .177 .036 -.871 -.021

(J) 色相
赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

(I) 色相
ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

トーン
同じ

高い

低い

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率a 下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 親しみのある

9.089 2 4.544 4.573 .011

773.083 778 .994

8.177 2 4.088 4.114 .017

773.083 778 .994

28.743 2 14.371 14.463 .000

773.083 778 .994

対比

誤差

対比

誤差

対比

誤差

トーン
同じ

高い

低い

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は 色相 の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立し
たﾍﾟｱごとの比較に基づいています。  

 

１２. 規則性 * 色相 

推定値

従属変数: 親しみのある

3.319 .082 3.157 3.480

3.184 .082 3.022 3.346

3.256 .083 3.093 3.418

3.625 .127 3.376 3.875

3.325 .126 3.077 3.573

2.455 .127 2.206 2.704

色相
ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

規則性
なし

あり

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 



ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 親しみのある

-.307 .167 .067 -.634 .021

.307 .167 .067 -.021 .634

-.141 .167 .397 -.468 .186

.141 .167 .397 -.186 .468

.800* .167 .000 .473 1.128

-.800* .167 .000 -1.128 -.473

(J) 規則性
あり

なし

あり

なし

あり

なし

(I) 規則性
なし

あり

なし

あり

なし

あり

色相
ベージュ

赤

青

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 

 
=1変量検定

従属変数: 親しみのある

3.355 1 3.355 3.376 .067

773.083 778 .994

.714 1 .714 .719 .397

773.083 778 .994

22.843 1 22.843 22.988 .000

773.083 778 .994

対比

誤差

対比

誤差

対比

誤差

色相
ベージュ

赤

青

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は 規則性 の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立し
たﾍﾟｱごとの比較に基づいています。  

 

１３. 規則性 * 色相 

推定値

従属変数: 親しみのある

3.319 .082 3.157 3.480

3.184 .082 3.022 3.346

3.256 .083 3.093 3.418

3.625 .127 3.376 3.875

3.325 .126 3.077 3.573

2.455 .127 2.206 2.704

色相
ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

規則性
なし

あり

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 親しみのある

.135 .122 .805 -.157 .427

.063 .122 1.000 -.229 .355

-.135 .122 .805 -.427 .157

-.072 .122 1.000 -.364 .221

-.063 .122 1.000 -.355 .229

.072 .122 1.000 -.221 .364

.300 .193 .357 -.162 .762

1.170* .193 .000 .708 1.633

-.300 .193 .357 -.762 .162

.870* .192 .000 .408 1.331

-1.170* .193 .000 -1.633 -.708

-.870* .192 .000 -1.331 -.408

(J) 色相
赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

(I) 色相
ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

規則性
なし

あり

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 親しみのある

1.221 2 .611 .614 .541

773.083 778 .994

39.531 2 19.765 19.891 .000

773.083 778 .994

対比

誤差

対比

誤差

規則性
なし

あり

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は 色相 の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立し
たﾍﾟｱごとの比較に基づいています。  

■一変量の分散分析 女性 「親しみのある」 
被験者間因子

外壁 189

屋根 189

バルコ
ニー

189

ベージュ 189

赤 189

青 189

同じ 189

高い 189

低い 189

なし 378

あり 189

1.00

2.00

3.00

部位

1.00

2.00

3.00

色相

1.00

2.00

3.00

トーン

1.00

2.00

規則
性

値ﾗﾍﾞﾙ N

 
被験者間効果の検定

従属変数: 親しみのある

160.004a 25 6.400 3.486 .000

4408.903 1 4408.903 2401.685 .000

27.244 2 13.622 7.421 .001

55.854 2 27.927 15.213 .000

8.121 2 4.060 2.212 .110

.056 1 .056 .031 .861

19.596 4 4.899 2.669 .032

7.406 4 1.851 1.009 .402

2.162 2 1.081 .589 .555

10.628 4 2.657 1.447 .217

3.665 2 1.832 .998 .369

.681 2 .340 .185 .831

993.143 541 1.836

6125.000 567

1153.146 566

ｿｰｽ
修正ﾓﾃﾞﾙ

切片

部位

色相

トーン

規則性

部位 * 色相

部位 * トーン

部位 * 規則性

色相 * トーン

色相 * 規則性

トーン * 規則性

誤差

総和

修正総和

ﾀｲﾌﾟ III 平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

R2乗 = .139 (調整済みR2乗 = .099)a. 
 

 
１. 部位 

推定値

従属変数: 親しみのある

2.780 .108 2.568 2.993

3.304 .108 3.091 3.517

2.788 .108 2.576 3.001

部位
外壁

屋根

バルコニー

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 親しみのある

-.524* .156 .002 -.898 -.150

-.008 .156 1.000 -.382 .366

.524* .156 .002 .150 .898

.516* .156 .003 .142 .890

.008 .156 1.000 -.366 .382

-.516* .156 .003 -.890 -.142

(J) 部位
屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

(I) 部位
外壁

屋根

バルコニー

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 親しみのある

27.244 2 13.622 7.421 .001

993.143 541 1.836

対比

誤差

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

各F 値は表示された他の効果の各水準の組合せ内の 部位 の単純効果を検
定します。このような検定は推定周辺平均間で線型に独立したﾍﾟｱごとの比
較に基づいています。

 
 
２. 色相 

推定値

従属変数: 親しみのある

3.368 .108 3.155 3.581

2.995 .108 2.782 3.208

2.511 .108 2.298 2.723

色相
ベージュ

赤

青

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 親しみのある

.373 .156 .051 -.001 .747

.857* .156 .000 .483 1.231

-.373 .156 .051 -.747 .001

.484* .156 .006 .110 .858

-.857* .156 .000 -1.231 -.483

-.484* .156 .006 -.858 -.110

(J) 色相
赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

(I) 色相
ベージュ

赤

青

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 

 
=1変量検定

従属変数: 親しみのある

55.854 2 27.927 15.213 .000

993.143 541 1.836

対比

誤差

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

各F 値は表示された他の効果の各水準の組合せ内の 色相 の単純効果を検
定します。このような検定は推定周辺平均間で線型に独立したﾍﾟｱごとの比
較に基づいています。

 
 
３. トーン 

推定値

従属変数: 親しみのある

3.146 .108 2.933 3.358

2.844 .108 2.631 3.057

2.884 .108 2.671 3.096

トーン
同じ

高い

低い

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 



ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 親しみのある

.302 .156 .160 -.073 .676

.262 .156 .280 -.112 .636

-.302 .156 .160 -.676 .073

-.040 .156 1.000 -.414 .335

-.262 .156 .280 -.636 .112

.040 .156 1.000 -.335 .414

(J) トーン
高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

(I) トーン
同じ

高い

低い

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 親しみのある

8.121 2 4.060 2.212 .110

993.143 541 1.836

対比

誤差

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

各F 値は表示された他の効果の各水準の組合せ内の トーン の単純効果を
検定します。このような検定は推定周辺平均間で線型に独立したﾍﾟｱごとの
比較に基づいています。

 
 
４. 色相 * 部位 

推定値

従属変数: 親しみのある

3.568 .198 3.179 3.957

3.330 .198 2.941 3.719

3.205 .198 2.816 3.595

2.650 .198 2.261 3.039

3.465 .198 3.076 3.854

2.869 .198 2.480 3.259

2.123 .198 1.734 2.513

3.118 .198 2.729 3.507

2.290 .198 1.901 2.679

部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

色相
ベージュ

赤

青

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 親しみのある

.918* .287 .004 .228 1.608

1.444* .287 .000 .754 2.134

-.918* .287 .004 -1.608 -.228

.526 .287 .202 -.164 1.216

-1.444* .287 .000 -2.134 -.754

-.526 .287 .202 -1.216 .164

-.135 .287 1.000 -.825 .555

.212 .287 1.000 -.478 .902

.135 .287 1.000 -.555 .825

.347 .287 .685 -.343 1.037

-.212 .287 1.000 -.902 .478

-.347 .287 .685 -1.037 .343

.336 .287 .728 -.354 1.026

.915* .287 .005 .225 1.605

-.336 .287 .728 -1.026 .354

.579 .287 .133 -.111 1.269

-.915* .287 .005 -1.605 -.225

-.579 .287 .133 -1.269 .111

(J) 色相
赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

(I) 色相
ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

部位
外壁

屋根

バルコニー

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 

 

=1変量検定

従属変数: 親しみのある

47.528 2 23.764 12.945 .000

993.143 541 1.836

2.714 2 1.357 .739 .478

993.143 541 1.836

19.069 2 9.534 5.194 .006

993.143 541 1.836

対比

誤差

対比

誤差

対比

誤差

部位
外壁

屋根

バルコニー

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は 色相 の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立したﾍﾟｱ
ごとの比較に基づいています。  

 
５. 色相 * 部位 

推定値

従属変数: 親しみのある

3.568 .198 3.179 3.957

3.330 .198 2.941 3.719

3.205 .198 2.816 3.595

2.650 .198 2.261 3.039

3.465 .198 3.076 3.854

2.869 .198 2.480 3.259

2.123 .198 1.734 2.513

3.118 .198 2.729 3.507

2.290 .198 1.901 2.679

部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

色相
ベージュ

赤

青

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 親しみのある

.238 .287 1.000 -.452 .928

.362 .287 .623 -.328 1.052

-.238 .287 1.000 -.928 .452

.124 .287 1.000 -.566 .814

-.362 .287 .623 -1.052 .328

-.124 .287 1.000 -.814 .566

-.815* .287 .014 -1.505 -.125

-.220 .287 1.000 -.910 .470

.815* .287 .014 .125 1.505

.595 .287 .116 -.095 1.285

.220 .287 1.000 -.470 .910

-.595 .287 .116 -1.285 .095

-.995* .287 .002 -1.685 -.305

-.167 .287 1.000 -.857 .523

.995* .287 .002 .305 1.685

.828* .287 .012 .138 1.518

.167 .287 1.000 -.523 .857

-.828* .287 .012 -1.518 -.138

(J) 部位
屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

(I) 部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

色相
ベージュ

赤

青

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 親しみのある

3.017 2 1.508 .822 .440

993.143 541 1.836

15.808 2 7.904 4.306 .014

993.143 541 1.836

25.243 2 12.621 6.875 .001

993.143 541 1.836

対比

誤差

対比

誤差

対比

誤差

色相
ベージュ

赤

青

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は 部位 の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立した
ﾍﾟｱごとの比較に基づいています。  

 

 

■一変量の分散分析 男性 「生活感のある」 
被験者間因子

外壁 269

屋根 267

バルコ
ニー

268

ベージュ 268

赤 269

青 267

同じ 268

高い 268

低い 268

なし 536

あり 268

1.00

2.00

3.00

部位

1.00

2.00

3.00

色相

1.00

2.00

3.00

トーン

1.00

2.00

規則
性

値ﾗﾍﾞﾙ N

 
被験者間効果の検定

従属変数: 生活感のある

136.263a 25 5.451 5.297 .000

7812.607 1 7812.607 7592.193 .000

24.178 2 12.089 11.748 .000

28.422 2 14.211 13.810 .000

.017 2 .009 .008 .992

1.292 1 1.292 1.255 .263

27.548 4 6.887 6.693 .000

12.341 4 3.085 2.998 .018

2.215 2 1.107 1.076 .341

5.945 4 1.486 1.444 .218

5.873 2 2.936 2.854 .058

1.377 2 .688 .669 .513

800.587 778 1.029

9797.000 804

936.850 803

ｿｰｽ
修正ﾓﾃﾞﾙ

切片

部位

色相

トーン

規則性

部位 * 色相

部位 * トーン

部位 * 規則性

色相 * トーン

色相 * 規則性

トーン * 規則性

誤差

総和

修正総和

ﾀｲﾌﾟ III 平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

R2乗 = .145 (調整済みR2乗 = .118)a. 
 

 
1. 部位 

推定値

従属変数: 生活感のある

3.201 .068 3.068 3.335

3.579 .068 3.445 3.713

3.140 .068 3.006 3.274

部位
外壁

屋根

バルコニー

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 生活感のある

-.377* .098 .000 -.612 -.143

.062 .098 1.000 -.173 .297

.377* .098 .000 .143 .612

.439* .098 .000 .204 .675

-.062 .098 1.000 -.297 .173

-.439* .098 .000 -.675 -.204

(J) 部位
屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

(I) 部位
外壁

屋根

バルコニー

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 



=1変量検定

従属変数: 生活感のある

24.178 2 12.089 11.748 .000

800.587 778 1.029

対比

誤差

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

各F 値は表示された他の効果の各水準の組合せ内の 部位 の単純効果を検
定します。このような検定は推定周辺平均間で線型に独立したﾍﾟｱごとの比
較に基づいています。

 
 
2. 色相 

推定値

従属変数: 生活感のある

3.591 .068 3.457 3.725

3.241 .068 3.108 3.375

3.088 .068 2.954 3.222

色相
ベージュ

赤

青

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 生活感のある

.350* .098 .001 .115 .585

.503* .098 .000 .268 .738

-.350* .098 .001 -.585 -.115

.153 .098 .353 -.082 .388

-.503* .098 .000 -.738 -.268

-.153 .098 .353 -.388 .082

(J) 色相
赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

(I) 色相
ベージュ

赤

青

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 生活感のある

28.422 2 14.211 13.810 .000

800.587 778 1.029

対比

誤差

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

各F 値は表示された他の効果の各水準の組合せ内の 色相 の単純効果を検
定します。このような検定は推定周辺平均間で線型に独立したﾍﾟｱごとの比
較に基づいています。

 
 
３. 色相 * 部位 

推定値

従属変数: 生活感のある

3.832 .124 3.588 4.076

3.564 .125 3.319 3.809

3.376 .125 3.131 3.621

3.126 .124 2.883 3.370

3.523 .124 3.279 3.767

3.074 .125 2.829 3.319

2.646 .125 2.401 2.891

3.649 .125 3.403 3.895

2.969 .124 2.725 3.213

部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

色相
ベージュ

赤

青

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 

ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 生活感のある

.706* .180 .000 .273 1.138

1.186* .181 .000 .753 1.620

-.706* .180 .000 -1.138 -.273

.481* .181 .024 .047 .914

-1.186* .181 .000 -1.620 -.753

-.481* .181 .024 -.914 -.047

.041 .181 1.000 -.392 .474

-.084 .181 1.000 -.519 .350

-.041 .181 1.000 -.474 .392

-.126 .181 1.000 -.559 .308

.084 .181 1.000 -.350 .519

.126 .181 1.000 -.308 .559

.303 .181 .285 -.132 .737

.407 .180 .073 -.025 .840

-.303 .181 .285 -.737 .132

.105 .181 1.000 -.328 .538

-.407 .180 .073 -.840 .025

-.105 .181 1.000 -.538 .328

(J) 色相
赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

(I) 色相
ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

部位
外壁

屋根

バルコニー

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 生活感のある

44.888 2 22.444 21.811 .000

800.587 778 1.029

.515 2 .258 .250 .779

800.587 778 1.029

5.655 2 2.827 2.748 .065

800.587 778 1.029

対比

誤差

対比

誤差

対比

誤差

部位
外壁

屋根

バルコニー

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は 色相 の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立したﾍﾟｱ
ごとの比較に基づいています。  

 
４. 色相 * 部位 

推定値

従属変数: 生活感のある

3.832 .124 3.588 4.076

3.564 .125 3.319 3.809

3.376 .125 3.131 3.621

3.126 .124 2.883 3.370

3.523 .124 3.279 3.767

3.074 .125 2.829 3.319

2.646 .125 2.401 2.891

3.649 .125 3.403 3.895

2.969 .124 2.725 3.213

部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

色相
ベージュ

赤

青

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 

ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 生活感のある

.268 .181 .417 -.166 .701

.456* .180 .035 .023 .888

-.268 .181 .417 -.701 .166

.188 .181 .897 -.246 .622

-.456* .180 .035 -.888 -.023

-.188 .181 .897 -.622 .246

-.397 .180 .084 -.829 .035

.053 .181 1.000 -.381 .486

.397 .180 .084 -.035 .829

.449* .181 .039 .016 .883

-.053 .181 1.000 -.486 .381

-.449* .181 .039 -.883 -.016

-1.003* .181 .000 -1.438 -.568

-.323 .181 .222 -.757 .110

1.003* .181 .000 .568 1.438

.680* .181 .001 .246 1.113

.323 .181 .222 -.110 .757

-.680* .181 .001 -1.113 -.246

(J) 部位
屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

(I) 部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

色相
ベージュ

赤

青

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 生活感のある

6.628 2 3.314 3.220 .040

800.587 778 1.029

7.627 2 3.814 3.706 .025

800.587 778 1.029

32.834 2 16.417 15.954 .000

800.587 778 1.029

対比

誤差

対比

誤差

対比

誤差

色相
ベージュ

赤

青

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は 部位 の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立した
ﾍﾟｱごとの比較に基づいています。  

 
５. トーン * 部位 

推定値

従属変数: 生活感のある

3.076 .124 2.832 3.319

3.572 .125 3.327 3.816

3.272 .125 3.027 3.517

3.206 .125 2.961 3.451

3.836 .125 3.591 4.081

2.898 .124 2.654 3.142

3.323 .124 3.079 3.567

3.329 .125 3.084 3.574

3.249 .125 3.005 3.494

部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

トーン
同じ

高い

低い

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 



ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 生活感のある

-.130 .181 1.000 -.563 .303

-.247 .180 .510 -.680 .185

.130 .181 1.000 -.303 .563

-.117 .181 1.000 -.551 .316

.247 .180 .510 -.185 .680

.117 .181 1.000 -.316 .551

-.264 .181 .432 -.698 .169

.243 .181 .542 -.192 .677

.264 .181 .432 -.169 .698

.507* .181 .015 .073 .941

-.243 .181 .542 -.677 .192

-.507* .181 .015 -.941 -.073

.374 .181 .117 -.060 .807

.022 .181 1.000 -.412 .456

-.374 .181 .117 -.807 .060

-.351 .180 .155 -.784 .081

-.022 .181 1.000 -.456 .412

.351 .180 .155 -.081 .784

(J) トーン
高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

(I) トーン
同じ

高い

低い

同じ

高い

低い

同じ

高い

低い

部位
外壁

屋根

バルコニー

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 生活感のある

1.942 2 .971 .944 .390

800.587 778 1.029

8.100 2 4.050 3.936 .020

800.587 778 1.029

5.555 2 2.778 2.699 .068

800.587 778 1.029

対比

誤差

対比

誤差

対比

誤差

部位
外壁

屋根

バルコニー

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は トーン の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立したﾍﾟ
ｱごとの比較に基づいています。  

 
６. トーン * 部位 

推定値

従属変数: 生活感のある

3.076 .124 2.832 3.319

3.572 .125 3.327 3.816

3.272 .125 3.027 3.517

3.206 .125 2.961 3.451

3.836 .125 3.591 4.081

2.898 .124 2.654 3.142

3.323 .124 3.079 3.567

3.329 .125 3.084 3.574

3.249 .125 3.005 3.494

部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

トーン
同じ

高い

低い

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 

ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 生活感のある

-.496* .181 .018 -.929 -.063

-.196 .181 .833 -.629 .237

.496* .181 .018 .063 .929

.300 .181 .294 -.135 .734

.196 .181 .833 -.237 .629

-.300 .181 .294 -.734 .135

-.630* .181 .002 -1.064 -.197

.308 .181 .268 -.126 .741

.630* .181 .002 .197 1.064

.938* .180 .000 .505 1.371

-.308 .181 .268 -.741 .126

-.938* .180 .000 -1.371 -.505

-.006 .181 1.000 -.440 .428

.073 .180 1.000 -.359 .506

.006 .181 1.000 -.428 .440

.079 .181 1.000 -.354 .513

-.073 .180 1.000 -.506 .359

-.079 .181 1.000 -.513 .354

(J) 部位
屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

(I) 部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

トーン
同じ

高い

低い

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 生活感のある

7.873 2 3.937 3.826 .022

800.587 778 1.029

28.916 2 14.458 14.050 .000

800.587 778 1.029

.247 2 .123 .120 .887

800.587 778 1.029

対比

誤差

対比

誤差

対比

誤差

トーン
同じ

高い

低い

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は 部位 の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立し
たﾍﾟｱごとの比較に基づいています。  

 

 

■一変量の分散分析 女性 「生活感のある」 
被験者間因子

外壁 189

屋根 189

バルコ
ニー

189

ベージュ 189

赤 189

青 189

同じ 189

高い 189

低い 189

なし 378

あり 189

1.00

2.00

3.00

部位

1.00

2.00

3.00

色相

1.00

2.00

3.00

トーン

1.00

2.00

規則
性

値ﾗﾍﾞﾙ N

 

被験者間効果の検定

従属変数: 生活感のある

132.519a 25 5.301 2.938 .000

4693.341 1 4693.341 2601.274 .000

16.650 2 8.325 4.614 .010

44.193 2 22.096 12.247 .000

10.554 2 5.277 2.925 .055

.022 1 .022 .012 .912

20.453 4 5.113 2.834 .024

12.750 4 3.187 1.767 .134

2.395 2 1.198 .664 .515

3.755 4 .939 .520 .721

2.226 2 1.113 .617 .540

2.670 2 1.335 .740 .478

976.098 541 1.804

6381.000 567

1108.617 566

ｿｰｽ
修正ﾓﾃﾞﾙ

切片

部位

色相

トーン

規則性

部位 * 色相

部位 * トーン

部位 * 規則性

色相 * トーン

色相 * 規則性

トーン * 規則性

誤差

総和

修正総和

ﾀｲﾌﾟ III 平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

R2乗 = .120 (調整済みR2乗 = .079)a. 
 

 
１. 部位 

推定値

従属変数: 生活感のある

2.896 .107 2.685 3.106

3.321 .107 3.110 3.532

2.938 .107 2.727 3.149

部位
外壁

屋根

バルコニー

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 生活感のある

-.426* .154 .018 -.797 -.055

-.042 .154 1.000 -.413 .329

.426* .154 .018 .055 .797

.384* .154 .040 .013 .755

.042 .154 1.000 -.329 .413

-.384* .154 .040 -.755 -.013

(J) 部位
屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

(I) 部位
外壁

屋根

バルコニー

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 生活感のある

16.650 2 8.325 4.614 .010

976.098 541 1.804

対比

誤差

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

各F 値は表示された他の効果の各水準の組合せ内の 部位 の単純効果を検
定します。このような検定は推定周辺平均間で線型に独立したﾍﾟｱごとの比
較に基づいています。

 
 

 

 

 

 

 

 



２ 色相 

推定値

従属変数: 生活感のある

3.475 .107 3.264 3.686

2.948 .107 2.737 3.159

2.731 .107 2.521 2.942

色相
ベージュ

赤

青

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 生活感のある

.526* .154 .002 .155 .897

.743* .154 .000 .372 1.114

-.526* .154 .002 -.897 -.155

.217 .154 .482 -.154 .588

-.743* .154 .000 -1.114 -.372

-.217 .154 .482 -.588 .154

(J) 色相
赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

(I) 色相
ベージュ

赤

青

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 

 
=1変量検定

従属変数: 生活感のある

44.193 2 22.096 12.247 .000

976.098 541 1.804

対比

誤差

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

各F 値は表示された他の効果の各水準の組合せ内の 色相 の単純効果を検
定します。このような検定は推定周辺平均間で線型に独立したﾍﾟｱごとの比
較に基づいています。

 
 
３. 色相 * 部位 

推定値

従属変数: 生活感のある

3.666 .196 3.280 4.052

3.373 .196 2.987 3.758

3.386 .196 3.000 3.772

2.716 .196 2.331 3.102

3.306 .196 2.921 3.692

2.822 .196 2.436 3.208

2.304 .196 1.918 2.690

3.285 .196 2.899 3.671

2.605 .196 2.220 2.991

部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

色相
ベージュ

赤

青

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 

ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 生活感のある

.950* .285 .003 .266 1.634

1.362* .285 .000 .678 2.047

-.950* .285 .003 -1.634 -.266

.413 .285 .444 -.271 1.097

-1.362* .285 .000 -2.047 -.678

-.413 .285 .444 -1.097 .271

.066 .285 1.000 -.618 .750

.087 .285 1.000 -.597 .771

-.066 .285 1.000 -.750 .618

.021 .285 1.000 -.663 .705

-.087 .285 1.000 -.771 .597

-.021 .285 1.000 -.705 .663

.563 .285 .145 -.121 1.248

.780* .285 .019 .096 1.464

-.563 .285 .145 -1.248 .121

.217 .285 1.000 -.467 .901

-.780* .285 .019 -1.464 -.096

-.217 .285 1.000 -.901 .467

(J) 色相
赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

(I) 色相
ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

部位
外壁

屋根

バルコニー

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 

 
=1変量検定

従属変数: 生活感のある

43.411 2 21.706 12.030 .000

976.098 541 1.804

.184 2 .092 .051 .950

976.098 541 1.804

14.433 2 7.216 4.000 .019

976.098 541 1.804

対比

誤差

対比

誤差

対比

誤差

部位
外壁

屋根

バルコニー

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は 色相 の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立したﾍﾟｱ
ごとの比較に基づいています。  

 
４. 色相 * 部位 

推定値

従属変数: 生活感のある

3.666 .196 3.280 4.052

3.373 .196 2.987 3.758

3.386 .196 3.000 3.772

2.716 .196 2.331 3.102

3.306 .196 2.921 3.692

2.822 .196 2.436 3.208

2.304 .196 1.918 2.690

3.285 .196 2.899 3.671

2.605 .196 2.220 2.991

部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

色相
ベージュ

赤

青

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 

ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 生活感のある

.294 .285 .909 -.390 .978

.280 .285 .976 -.404 .964

-.294 .285 .909 -.978 .390

-.013 .285 1.000 -.697 .671

-.280 .285 .976 -.964 .404

.013 .285 1.000 -.671 .697

-.590 .285 .116 -1.274 .094

-.106 .285 1.000 -.790 .578

.590 .285 .116 -.094 1.274

.484 .285 .269 -.200 1.168

.106 .285 1.000 -.578 .790

-.484 .285 .269 -1.168 .200

-.981* .285 .002 -1.666 -.297

-.302 .285 .871 -.986 .382

.981* .285 .002 .297 1.666

.680 .285 .052 -.004 1.364

.302 .285 .871 -.382 .986

-.680 .285 .052 -1.364 .004

(J) 部位
屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

(I) 部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

色相
ベージュ

赤

青

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 生活感のある

2.447 2 1.223 .678 .508

976.098 541 1.804

8.799 2 4.400 2.439 .088

976.098 541 1.804

22.480 2 11.240 6.230 .002

976.098 541 1.804

対比

誤差

対比

誤差

対比

誤差

色相
ベージュ

赤

青

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は 部位 の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立した
ﾍﾟｱごとの比較に基づいています。  

 

■一変量の分散分析 男性 「癒される」 
被験者間因子

外壁 269

屋根 267

バルコ
ニー

268

ベージュ 268

赤 269

青 267

同じ 268

高い 268

低い 268

なし 536

あり 268

1.00

2.00

3.00

部位

1.00

2.00

3.00

色相

1.00

2.00

3.00

トーン

1.00

2.00

規則
性

値ﾗﾍﾞﾙ N

 



被験者間効果の検定

従属変数: 癒される

189.731a 25 7.589 9.453 .000

6904.246 1 6904.246 8600.163 .000

24.420 2 12.210 15.209 .000

37.954 2 18.977 23.638 .000

7.804 2 3.902 4.861 .008

2.137 1 2.137 2.662 .103

33.230 4 8.308 10.348 .000

18.082 4 4.521 5.631 .000

11.312 2 5.656 7.045 .001

9.724 4 2.431 3.028 .017

17.859 2 8.930 11.123 .000

1.079 2 .539 .672 .511

624.582 778 .803

8669.000 804

814.312 803

ｿｰｽ
修正ﾓﾃﾞﾙ

切片

部位

色相

トーン

規則性

部位 * 色相

部位 * トーン

部位 * 規則性

色相 * トーン

色相 * 規則性

トーン * 規則性

誤差

総和

修正総和

ﾀｲﾌﾟ III 平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

R2乗 = .233 (調整済みR2乗 = .208)a. 
 

 
1. 部位 

推定値

従属変数: 癒される

3.035 .060 2.917 3.152

3.376 .060 3.257 3.494

2.915 .060 2.797 3.033

部位
外壁

屋根

バルコニー

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 癒される

-.341* .086 .000 -.548 -.134

.120 .086 .502 -.088 .327

.341* .086 .000 .134 .548

.461* .087 .000 .253 .668

-.120 .086 .502 -.327 .088

-.461* .087 .000 -.668 -.253

(J) 部位
屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

(I) 部位
外壁

屋根

バルコニー

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 癒される

24.420 2 12.210 15.209 .000

624.582 778 .803

対比

誤差

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

各F 値は表示された他の効果の各水準の組合せ内の 部位 の単純効果を検
定します。このような検定は推定周辺平均間で線型に独立したﾍﾟｱごとの比
較に基づいています。  

 

 

 

 

 

 

 

2. 色相 

推定値

従属変数: 癒される

3.441 .060 3.322 3.559

3.020 .060 2.902 3.138

2.865 .060 2.746 2.983

色相
ベージュ

赤

青

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 癒される

.420* .086 .000 .213 .628

.576* .087 .000 .368 .784

-.420* .086 .000 -.628 -.213

.155 .086 .218 -.052 .363

-.576* .087 .000 -.784 -.368

-.155 .086 .218 -.363 .052

(J) 色相
赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

(I) 色相
ベージュ

赤

青

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 癒される

37.954 2 18.977 23.638 .000

624.582 778 .803

対比

誤差

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

各F 値は表示された他の効果の各水準の組合せ内の 色相 の単純効果を検
定します。このような検定は推定周辺平均間で線型に独立したﾍﾟｱごとの比
較に基づいています。  

 
3. トーン 

推定値

従属変数: 癒される

3.257 .060 3.139 3.375

3.074 .060 2.956 3.192

2.994 .060 2.876 3.113

トーン
同じ

高い

低い

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 癒される

.183 .087 .103 -.024 .391

.263* .086 .007 .055 .470

-.183 .087 .103 -.391 .024

.080 .087 1.000 -.128 .287

-.263* .086 .007 -.470 -.055

-.080 .087 1.000 -.287 .128

(J) トーン
高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

(I) トーン
同じ

高い

低い

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 癒される

7.804 2 3.902 4.861 .008

624.582 778 .803

対比

誤差

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

各F 値は表示された他の効果の各水準の組合せ内の トーン の単純効果を
検定します。このような検定は推定周辺平均間で線型に独立したﾍﾟｱごとの
比較に基づいています。  

 
４. 色相 * 部位 

推定値

従属変数: 癒される

3.773 .110 3.557 3.988

3.376 .110 3.160 3.592

3.173 .110 2.957 3.389

2.864 .110 2.649 3.080

3.392 .110 3.177 3.608

2.803 .110 2.587 3.020

2.467 .110 2.250 2.683

3.358 .111 3.141 3.576

2.769 .110 2.554 2.984

部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

色相
ベージュ

赤

青

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 癒される

.908* .159 .000 .527 1.290

1.306* .160 .000 .923 1.689

-.908* .159 .000 -1.290 -.527

.398* .160 .039 .015 .781

-1.306* .160 .000 -1.689 -.923

-.398* .160 .039 -.781 -.015

-.017 .160 1.000 -.399 .366

.017 .160 1.000 -.366 .401

.017 .160 1.000 -.366 .399

.034 .160 1.000 -.349 .417

-.017 .160 1.000 -.401 .366

-.034 .160 1.000 -.417 .349

.370 .160 .063 -.014 .753

.404* .159 .034 .022 .786

-.370 .160 .063 -.753 .014

.034 .160 1.000 -.348 .417

-.404* .159 .034 -.786 -.022

-.034 .160 1.000 -.417 .348

(J) 色相
赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

(I) 色相
ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

部位
外壁

屋根

バルコニー

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 癒される

56.561 2 28.281 35.227 .000

624.582 778 .803

.036 2 .018 .023 .978

624.582 778 .803

6.335 2 3.167 3.945 .020

624.582 778 .803

対比

誤差

対比

誤差

対比

誤差

部位
外壁

屋根

バルコニー

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は 色相 の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立したﾍﾟｱ
ごとの比較に基づいています。  

 

 

 



５. 色相 * 部位 

推定値

従属変数: 癒される

3.773 .110 3.557 3.988

3.376 .110 3.160 3.592

3.173 .110 2.957 3.389

2.864 .110 2.649 3.080

3.392 .110 3.177 3.608

2.803 .110 2.587 3.020

2.467 .110 2.250 2.683

3.358 .111 3.141 3.576

2.769 .110 2.554 2.984

部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

色相
ベージュ

赤

青

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 癒される

.397* .160 .039 .014 .780

.600* .159 .001 .217 .982

-.397* .160 .039 -.780 -.014

.203 .160 .613 -.180 .586

-.600* .159 .001 -.982 -.217

-.203 .160 .613 -.586 .180

-.528* .159 .003 -.910 -.146

.061 .160 1.000 -.322 .444

.528* .159 .003 .146 .910

.589* .160 .001 .206 .972

-.061 .160 1.000 -.444 .322

-.589* .160 .001 -.972 -.206

-.892* .160 .000 -1.276 -.507

-.302 .160 .176 -.685 .081

.892* .160 .000 .507 1.276

.590* .160 .001 .207 .972

.302 .160 .176 -.081 .685

-.590* .160 .001 -.972 -.207

(J) 部位
屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

(I) 部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

色相
ベージュ

赤

青

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 癒される

11.769 2 5.884 7.330 .001

624.582 778 .803

13.260 2 6.630 8.259 .000

624.582 778 .803

25.754 2 12.877 16.040 .000

624.582 778 .803

対比

誤差

対比

誤差

対比

誤差

色相
ベージュ

赤

青

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は 部位 の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立した
ﾍﾟｱごとの比較に基づいています。  

 

６. トーン * 部位 

推定値

従属変数: 癒される

3.020 .110 2.804 3.235

3.486 .110 3.269 3.702

3.266 .110 3.050 3.483

2.902 .110 2.686 3.118

3.664 .110 3.447 3.880

2.656 .110 2.440 2.871

3.182 .110 2.967 3.398

2.978 .110 2.761 3.194

2.823 .110 2.607 3.039

部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

トーン
同じ

高い

低い

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 

ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 癒される

.118 .160 1.000 -.265 .500

-.162 .159 .924 -.544 .220

-.118 .160 1.000 -.500 .265

-.280 .160 .239 -.663 .103

.162 .159 .924 -.220 .544

.280 .160 .239 -.103 .663

-.178 .160 .795 -.561 .205

.508* .160 .005 .124 .892

.178 .160 .795 -.205 .561

.686* .160 .000 .303 1.069

-.508* .160 .005 -.892 -.124

-.686* .160 .000 -1.069 -.303

.610* .160 .000 .228 .993

.443* .160 .017 .060 .826

-.610* .160 .000 -.993 -.228

-.167 .159 .882 -.550 .215

-.443* .160 .017 -.826 -.060

.167 .159 .882 -.215 .550

(J) トーン
高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

(I) トーン
同じ

高い

低い

同じ

高い

低い

同じ

高い

低い

部位
外壁

屋根

バルコニー

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 癒される

2.493 2 1.246 1.552 .212

624.582 778 .803

15.926 2 7.963 9.919 .000

624.582 778 .803

12.529 2 6.265 7.803 .000

624.582 778 .803

対比

誤差

対比

誤差

対比

誤差

部位
外壁

屋根

バルコニー

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は トーン の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立したﾍ
ｱごとの比較に基づいています。  

 

７. トーン * 部位 

推定値

従属変数: 癒される

3.020 .110 2.804 3.235

3.486 .110 3.269 3.702

3.266 .110 3.050 3.483

2.902 .110 2.686 3.118

3.664 .110 3.447 3.880

2.656 .110 2.440 2.871

3.182 .110 2.967 3.398

2.978 .110 2.761 3.194

2.823 .110 2.607 3.039

部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

トーン
同じ

高い

低い

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 

ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 癒される

-.466* .160 .011 -.848 -.083

-.246 .160 .368 -.629 .136

.466* .160 .011 .083 .848

.219 .160 .512 -.164 .603

.246 .160 .368 -.136 .629

-.219 .160 .512 -.603 .164

-.762* .160 .000 -1.145 -.378

.246 .160 .370 -.137 .629

.762* .160 .000 .378 1.145

1.008* .159 .000 .626 1.390

-.246 .160 .370 -.629 .137

-1.008* .159 .000 -1.390 -.626

.204 .160 .603 -.179 .587

.359 .159 .074 -.023 .741

-.204 .160 .603 -.587 .179

.155 .160 1.000 -.229 .538

-.359 .159 .074 -.741 .023

-.155 .160 1.000 -.538 .229

(J) 部位
屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

(I) 部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

トーン
同じ

高い

低い

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 癒される

6.854 2 3.427 4.269 .014

624.582 778 .803

34.900 2 17.450 21.736 .000

624.582 778 .803

4.101 2 2.051 2.554 .078

624.582 778 .803

対比

誤差

対比

誤差

対比

誤差

トーン
同じ

高い

低い

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は 部位 の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立し
たﾍﾟｱごとの比較に基づいています。  

 
８. 規則性 * 部位 

推定値

従属変数: 癒される

2.917 .074 2.771 3.062

3.675 .074 3.529 3.821

2.898 .074 2.752 3.043

3.153 .114 2.930 3.376

3.076 .114 2.852 3.300

2.932 .114 2.708 3.156

部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

規則性
なし

あり

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 癒される

-.236 .150 .115 -.530 .058

.236 .150 .115 -.058 .530

.599* .150 .000 .305 .894

-.599* .150 .000 -.894 -.305

-.035 .150 .817 -.329 .260

.035 .150 .817 -.260 .329

(J) 規則性
あり

なし

あり

なし

あり

なし

(I) 規則性
なし

あり

なし

あり

なし

あり

部位
外壁

屋根

バルコニー

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 

 



=1変量検定

従属変数: 癒される

1.999 1 1.999 2.490 .115

624.582 778 .803

12.801 1 12.801 15.945 .000

624.582 778 .803

.043 1 .043 .053 .817

624.582 778 .803

対比

誤差

対比

誤差

対比

誤差

部位
外壁

屋根

バルコニー

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は 規則性 の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立した
ﾍﾟｱごとの比較に基づいています。  

 

９. 規則性 * 部位 

推定値

従属変数: 癒される

2.917 .074 2.771 3.062

3.675 .074 3.529 3.821

2.898 .074 2.752 3.043

3.153 .114 2.930 3.376

3.076 .114 2.852 3.300

2.932 .114 2.708 3.156

部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

規則性
なし

あり

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 癒される

-.759* .110 .000 -1.022 -.496

.019 .109 1.000 -.244 .281

.759* .110 .000 .496 1.022

.777* .109 .000 .515 1.040

-.019 .109 1.000 -.281 .244

-.777* .109 .000 -1.040 -.515

.077 .173 1.000 -.338 .492

.220 .173 .610 -.195 .636

-.077 .173 1.000 -.492 .338

.144 .173 1.000 -.272 .559

-.220 .173 .610 -.636 .195

-.144 .173 1.000 -.559 .272

(J) 部位
屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

(I) 部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

規則性
なし

あり

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 癒される

52.659 2 26.330 32.797 .000

624.582 778 .803

1.340 2 .670 .835 .434

624.582 778 .803

対比

誤差

対比

誤差

規則性
なし

あり

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は 部位 の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立し
たﾍﾟｱごとの比較に基づいています。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1０. トーン * 色相 

推定値

従属変数: 癒される

3.443 .110 3.227 3.658

3.317 .110 3.101 3.534

3.011 .110 2.795 3.227

3.379 .110 3.163 3.594

2.898 .110 2.683 3.113

2.945 .111 2.728 3.162

3.500 .111 3.283 3.718

2.845 .110 2.629 3.060

2.638 .110 2.422 2.853

色相
ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

トーン
同じ

高い

低い

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 癒される

.064 .159 1.000 -.318 .446

-.058 .160 1.000 -.441 .326

-.064 .159 1.000 -.446 .318

-.122 .160 1.000 -.505 .261

.058 .160 1.000 -.326 .441

.122 .160 1.000 -.261 .505

.419* .160 .026 .037 .802

.473* .160 .009 .090 .856

-.419* .160 .026 -.802 -.037

.053 .159 1.000 -.329 .435

-.473* .160 .009 -.856 -.090

-.053 .159 1.000 -.435 .329

.066 .160 1.000 -.318 .450

.373 .160 .059 -.009 .756

-.066 .160 1.000 -.450 .318

.307 .160 .164 -.076 .690

-.373 .160 .059 -.756 .009

-.307 .160 .164 -.690 .076

(J) トーン
高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

(I) トーン
同じ

高い

低い

同じ

高い

低い

同じ

高い

低い

色相
ベージュ

赤

青

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 癒される

.468 2 .234 .291 .747

624.582 778 .803

8.442 2 4.221 5.258 .005

624.582 778 .803

5.013 2 2.507 3.122 .045

624.582 778 .803

対比

誤差

対比

誤差

対比

誤差

色相
ベージュ

赤

青

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は トーン の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立し
たﾍﾟｱごとの比較に基づいています。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１. トーン * 色相 

推定値

従属変数: 癒される

3.443 .110 3.227 3.658

3.317 .110 3.101 3.534

3.011 .110 2.795 3.227

3.379 .110 3.163 3.594

2.898 .110 2.683 3.113

2.945 .111 2.728 3.162

3.500 .111 3.283 3.718

2.845 .110 2.629 3.060

2.638 .110 2.422 2.853

色相
ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

トーン
同じ

高い

低い

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 癒される

.125 .160 1.000 -.257 .508

.432* .160 .021 .049 .814

-.125 .160 1.000 -.508 .257

.306 .160 .168 -.078 .690

-.432* .160 .021 -.814 -.049

-.306 .160 .168 -.690 .078

.481* .159 .008 .099 .862

.433* .160 .020 .050 .817

-.481* .159 .008 -.862 -.099

-.047 .160 1.000 -.430 .336

-.433* .160 .020 -.817 -.050

.047 .160 1.000 -.336 .430

.656* .160 .000 .272 1.039

.863* .160 .000 .479 1.246

-.656* .160 .000 -1.039 -.272

.207 .159 .582 -.175 .589

-.863* .160 .000 -1.246 -.479

-.207 .159 .582 -.589 .175

(J) 色相
赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

(I) 色相
ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

トーン
同じ

高い

低い

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 癒される

6.210 2 3.105 3.868 .021

624.582 778 .803

8.877 2 4.439 5.529 .004

624.582 778 .803

25.479 2 12.740 15.869 .000

624.582 778 .803

対比

誤差

対比

誤差

対比

誤差

トーン
同じ

高い

低い

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は 色相 の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立し
たﾍﾟｱごとの比較に基づいています。  

 
1２. 規則性 * 色相 

推定値

従属変数: 癒される

3.349 .074 3.204 3.494

2.905 .074 2.760 3.050

3.235 .074 3.090 3.381

3.532 .114 3.308 3.756

3.135 .114 2.912 3.358

2.494 .114 2.270 2.718

色相
ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

規則性
なし

あり

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 



ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 癒される

-.183 .150 .223 -.477 .112

.183 .150 .223 -.112 .477

-.230 .150 .125 -.524 .064

.230 .150 .125 -.064 .524

.741* .150 .000 .447 1.036

-.741* .150 .000 -1.036 -.447

(J) 規則性
あり

なし

あり

なし

あり

なし

(I) 規則性
なし

あり

なし

あり

なし

あり

色相
ベージュ

赤

青

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 癒される

1.194 1 1.194 1.487 .223

624.582 778 .803

1.897 1 1.897 2.363 .125

624.582 778 .803

19.597 1 19.597 24.410 .000

624.582 778 .803

対比

誤差

対比

誤差

対比

誤差

色相
ベージュ

赤

青

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は 規則性 の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立し
たﾍﾟｱごとの比較に基づいています。  

 
１３. 規則性 * 色相 

推定値

従属変数: 癒される

3.349 .074 3.204 3.494

2.905 .074 2.760 3.050

3.235 .074 3.090 3.381

3.532 .114 3.308 3.756

3.135 .114 2.912 3.358

2.494 .114 2.270 2.718

色相
ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

規則性
なし

あり

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 癒される

.444* .109 .000 .182 .707

.114 .109 .896 -.149 .376

-.444* .109 .000 -.707 -.182

-.330* .110 .008 -.593 -.067

-.114 .109 .896 -.376 .149

.330* .110 .008 .067 .593

.397 .173 .066 -.018 .812

1.038* .173 .000 .622 1.454

-.397 .173 .066 -.812 .018

.641* .173 .001 .226 1.056

-1.038* .173 .000 -1.454 -.622

-.641* .173 .001 -1.056 -.226

(J) 色相
赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

(I) 色相
ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

規則性
なし

あり

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 癒される

14.255 2 7.127 8.878 .000

624.582 778 .803

29.349 2 14.675 18.279 .000

624.582 778 .803

対比

誤差

対比

誤差

規則性
なし

あり

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は 色相 の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立し
たﾍﾟｱごとの比較に基づいています。  

■一変量の分散分析 女性 「癒される」 
被験者間因子

外壁 189

屋根 189

バルコ
ニー

189

ベージュ 189

赤 189

青 189

同じ 189

高い 189

低い 189

なし 378

あり 189

1.00

2.00

3.00

部位

1.00

2.00

3.00

色相

1.00

2.00

3.00

トーン

1.00

2.00

規則
性

値ﾗﾍﾞﾙ N

 
被験者間効果の検定

従属変数: 癒される

164.469a 25 6.579 4.179 .000

4000.794 1 4000.794 2541.262 .000

23.162 2 11.581 7.356 .001

50.159 2 25.079 15.930 .000

11.911 2 5.956 3.783 .023

.088 1 .088 .056 .813

26.559 4 6.640 4.218 .002

15.559 4 3.890 2.471 .044

1.030 2 .515 .327 .721

13.469 4 3.367 2.139 .075

1.877 2 .938 .596 .551

1.453 2 .727 .462 .631

851.714 541 1.574

5503.000 567

1016.183 566

ｿｰｽ
修正ﾓﾃﾞﾙ

切片

部位

色相

トーン

規則性

部位 * 色相

部位 * トーン

部位 * 規則性

色相 * トーン

色相 * 規則性

トーン * 規則性

誤差

総和

修正総和

ﾀｲﾌﾟ III 平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

R2乗 = .162 (調整済みR2乗 = .123)a. 
 

 
１. 部位 

推定値

従属変数: 癒される

2.690 .100 2.493 2.888

3.135 .100 2.938 3.332

2.627 .100 2.430 2.824

部位
外壁

屋根

バルコニー

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 癒される

-.444* .144 .007 -.791 -.098

.063 .144 1.000 -.283 .410

.444* .144 .007 .098 .791

.508* .144 .001 .161 .854

-.063 .144 1.000 -.410 .283

-.508* .144 .001 -.854 -.161

(J) 部位
屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

(I) 部位
外壁

屋根

バルコニー

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 癒される

23.162 2 11.581 7.356 .001

851.714 541 1.574

対比

誤差

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

各F 値は表示された他の効果の各水準の組合せ内の 部位 の単純効果を検
定します。このような検定は推定周辺平均間で線型に独立したﾍﾟｱごとの比
較に基づいています。

 
 
２. 色相 

推定値

従属変数: 癒される

3.267 .100 3.070 3.464

2.712 .100 2.515 2.909

2.474 .100 2.276 2.671

色相
ベージュ

赤

青

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 癒される

.556* .144 .000 .209 .902

.794* .144 .000 .447 1.140

-.556* .144 .000 -.902 -.209

.238 .144 .299 -.108 .585

-.794* .144 .000 -1.140 -.447

-.238 .144 .299 -.585 .108

(J) 色相
赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

(I) 色相
ベージュ

赤

青

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 

 
=1変量検定

従属変数: 癒される

50.159 2 25.079 15.930 .000

851.714 541 1.574

対比

誤差

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

各F 値は表示された他の効果の各水準の組合せ内の 色相 の単純効果を検
定します。このような検定は推定周辺平均間で線型に独立したﾍﾟｱごとの比
較に基づいています。

 
 
３. トーン 

推定値

従属変数: 癒される

3.045 .100 2.848 3.242

2.680 .100 2.483 2.877

2.728 .100 2.530 2.925

トーン
同じ

高い

低い

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 



ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 癒される

.365* .144 .035 .019 .712

.317 .144 .085 -.029 .664

-.365* .144 .035 -.712 -.019

-.048 .144 1.000 -.394 .299

-.317 .144 .085 -.664 .029

.048 .144 1.000 -.299 .394

(J) トーン
高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

(I) トーン
同じ

高い

低い

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 癒される

11.911 2 5.956 3.783 .023

851.714 541 1.574

対比

誤差

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

各F 値は表示された他の効果の各水準の組合せ内の トーン の単純効果を
検定します。このような検定は推定周辺平均間で線型に独立したﾍﾟｱごとの
比較に基づいています。

 
 
４ 色相 * 部位 

推定値

従属変数: 癒される

3.581 .183 3.221 3.942

3.163 .183 2.803 3.524

3.057 .183 2.697 3.418

2.422 .183 2.062 2.783

3.168 .183 2.808 3.529

2.544 .183 2.184 2.905

2.068 .183 1.707 2.428

3.073 .183 2.713 3.434

2.280 .183 1.919 2.640

部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

色相
ベージュ

赤

青

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 癒される

1.159* .266 .000 .520 1.798

1.513* .266 .000 .874 2.152

-1.159* .266 .000 -1.798 -.520

.354 .266 .550 -.285 .993

-1.513* .266 .000 -2.152 -.874

-.354 .266 .550 -.993 .285

-.005 .266 1.000 -.644 .634

.090 .266 1.000 -.549 .729

.005 .266 1.000 -.634 .644

.095 .266 1.000 -.544 .734

-.090 .266 1.000 -.729 .549

-.095 .266 1.000 -.734 .544

.513 .266 .163 -.126 1.152

.778* .266 .011 .139 1.417

-.513 .266 .163 -1.152 .126

.265 .266 .962 -.374 .904

-.778* .266 .011 -1.417 -.139

-.265 .266 .962 -.904 .374

(J) 色相
赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

(I) 色相
ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

部位
外壁

屋根

バルコニー

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 癒される

55.710 2 27.855 17.693 .000

851.714 541 1.574

.255 2 .127 .081 .922

851.714 541 1.574

13.909 2 6.955 4.418 .013

851.714 541 1.574

対比

誤差

対比

誤差

対比

誤差

部位
外壁

屋根

バルコニー

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は 色相 の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立したﾍﾟｱ
ごとの比較に基づいています。  

 
５. 色相 * 部位 

推定値

従属変数: 癒される

3.581 .183 3.221 3.942

3.163 .183 2.803 3.524

3.057 .183 2.697 3.418

2.422 .183 2.062 2.783

3.168 .183 2.808 3.529

2.544 .183 2.184 2.905

2.068 .183 1.707 2.428

3.073 .183 2.713 3.434

2.280 .183 1.919 2.640

部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

色相
ベージュ

赤

青

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 癒される

.418 .266 .350 -.221 1.057

.524 .266 .149 -.115 1.163

-.418 .266 .350 -1.057 .221

.106 .266 1.000 -.533 .745

-.524 .266 .149 -1.163 .115

-.106 .266 1.000 -.745 .533

-.746* .266 .016 -1.385 -.107

-.122 .266 1.000 -.761 .517

.746* .266 .016 .107 1.385

.624 .266 .058 -.015 1.263

.122 .266 1.000 -.517 .761

-.624 .266 .058 -1.263 .015

-1.005* .266 .001 -1.644 -.366

-.212 .266 1.000 -.851 .427

1.005* .266 .001 .366 1.644

.794* .266 .009 .155 1.433

.212 .266 1.000 -.427 .851

-.794* .266 .009 -1.433 -.155

(J) 部位
屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

(I) 部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

色相
ベージュ

赤

青

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 癒される

6.823 2 3.412 2.167 .116

851.714 541 1.574

14.248 2 7.124 4.525 .011

851.714 541 1.574

24.982 2 12.491 7.934 .000

851.714 541 1.574

対比

誤差

対比

誤差

対比

誤差

色相
ベージュ

赤

青

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は 部位 の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立した
ﾍﾟｱごとの比較に基づいています。  

 

 

 

６. トーン * 色相 

推定値

従属変数: 癒される

3.322 .183 2.961 3.682

3.153 .183 2.792 3.513

2.660 .183 2.300 3.021

3.041 .183 2.681 3.402

2.496 .183 2.136 2.857

2.502 .183 2.141 2.862

3.438 .183 3.078 3.799

2.486 .183 2.125 2.846

2.258 .183 1.898 2.619

色相
ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

トーン
同じ

高い

低い

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 癒される

.280 .266 .877 -.359 .919

-.116 .266 1.000 -.755 .523

-.280 .266 .877 -.919 .359

-.397 .266 .409 -1.036 .242

.116 .266 1.000 -.523 .755

.397 .266 .409 -.242 1.036

.656* .266 .042 .017 1.295

.667* .266 .038 .028 1.306

-.656* .266 .042 -1.295 -.017

.011 .266 1.000 -.628 .650

-.667* .266 .038 -1.306 -.028

-.011 .266 1.000 -.650 .628

.159 .266 1.000 -.480 .798

.402 .266 .394 -.237 1.041

-.159 .266 1.000 -.798 .480

.243 .266 1.000 -.396 .882

-.402 .266 .394 -1.041 .237

-.243 .266 1.000 -.882 .396

(J) トーン
高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

(I) トーン
同じ

高い

低い

同じ

高い

低い

同じ

高い

低い

色相
ベージュ

赤

青

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 癒される

3.701 2 1.850 1.175 .309

851.714 541 1.574

12.971 2 6.485 4.119 .017

851.714 541 1.574

3.649 2 1.824 1.159 .315

851.714 541 1.574

対比

誤差

対比

誤差

対比

誤差

色相
ベージュ

赤

青

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は トーン の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立し
たﾍﾟｱごとの比較に基づいています。  

 

 

 

 

 

 

 



７. トーン * 色相 

推定値

従属変数: 癒される

3.322 .183 2.961 3.682

3.153 .183 2.792 3.513

2.660 .183 2.300 3.021

3.041 .183 2.681 3.402

2.496 .183 2.136 2.857

2.502 .183 2.141 2.862

3.438 .183 3.078 3.799

2.486 .183 2.125 2.846

2.258 .183 1.898 2.619

色相
ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

トーン
同じ

高い

低い

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 癒される

.169 .266 1.000 -.470 .808

.661* .266 .040 .022 1.300

-.169 .266 1.000 -.808 .470

.492 .266 .195 -.147 1.131

-.661* .266 .040 -1.300 -.022

-.492 .266 .195 -1.131 .147

.545 .266 .123 -.094 1.184

.540 .266 .129 -.099 1.179

-.545 .266 .123 -1.184 .094

-.005 .266 1.000 -.644 .634

-.540 .266 .129 -1.179 .099

.005 .266 1.000 -.634 .644

.952* .266 .001 .313 1.591

1.180* .266 .000 .541 1.819

-.952* .266 .001 -1.591 -.313

.228 .266 1.000 -.411 .867

-1.180* .266 .000 -1.819 -.541

-.228 .266 1.000 -.867 .411

(J) 色相
赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

(I) 色相
ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

トーン
同じ

高い

低い

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 癒される

10.498 2 5.249 3.334 .036

851.714 541 1.574

8.720 2 4.360 2.770 .064

851.714 541 1.574

34.849 2 17.425 11.068 .000

851.714 541 1.574

対比

誤差

対比

誤差

対比

誤差

トーン
同じ

高い

低い

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は 色相 の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立し
たﾍﾟｱごとの比較に基づいています。  
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■T 検定-学習経験の差異 
ｸﾞﾙｰﾌﾟ統計量

702 3.0199 1.11001 .04189

669 3.2541 1.13518 .04389

702 3.2279 1.27610 .04816

669 3.1868 1.17843 .04556

702 2.7051 1.25037 .04719

669 3.0419 1.23499 .04775

702 2.9046 1.18995 .04491

669 3.0927 1.13350 .04382

702 2.9345 1.31218 .04952

669 3.1734 1.22468 .04735

702 3.1467 1.52108 .05741

669 3.2735 1.49297 .05772

702 2.9744 1.40182 .05291

669 3.3214 1.29133 .04993

702 3.0185 1.26669 .04781

669 3.1435 1.18513 .04582

702 3.0285 1.28051 .04833

669 3.1928 1.22115 .04721

702 3.0912 1.20518 .04549

669 3.2825 1.13702 .04396

学習経験
なし

あり

なし

あり

なし

あり

なし

あり

なし

あり

なし

あり

なし

あり

なし

あり

なし

あり

なし

あり

楽しい

生活感のある

住みたい

癒される

好き

違和感がない

個性がある

心地よい

親しみのある

美しい

N 平均値 標準偏差
平均値の
標準誤差

 
独立ｻﾝﾌﾟﾙの検定

8.821 .003 -3.862 1369 .000 -.23417 .06064 -.35313 -.11521

-3.859 362.213 .000 -.23417 .06067 -.35319 -.11514

4.189 .041 .618 1369 .536 .04107 .06643 -.08923 .17138

.620 367.651 .536 .04107 .06630 -.08898 .17113

1.479 .224 -5.014 1369 .000 -.33673 .06715 -.46846 -.20499

-5.016 367.247 .000 -.33673 .06713 -.46842 -.20503

3.057 .081 -2.994 1369 .003 -.18812 .06282 -.31136 -.06488

-2.998 369.000 .003 -.18812 .06275 -.31121 -.06502

1.284 .257 -3.481 1369 .001 -.23892 .06863 -.37355 -.10429

-3.487 368.408 .001 -.23892 .06852 -.37333 -.10451

.028 .867 -1.557 1369 .120 -.12682 .08145 -.28659 .03295

-1.558 367.807 .120 -.12682 .08141 -.28652 .03288

.060 .806 -4.761 1369 .000 -.34702 .07289 -.49000 -.20403

-4.770 367.431 .000 -.34702 .07275 -.48972 -.20431

.167 .683 -1.884 1369 .060 -.12498 .06633 -.25509 .00513

-1.887 368.539 .059 -.12498 .06622 -.25488 .00492

.027 .868 -2.430 1369 .015 -.16434 .06764 -.29702 -.03165

-2.432 368.999 .015 -.16434 .06756 -.29687 -.03180

.180 .672 -3.021 1369 .003 -.19134 .06335 -.31561 -.06708

-3.025 368.863 .003 -.19134 .06326 -.31543 -.06725

等分散を仮定す

等分散を仮定し

等分散を仮定す

等分散を仮定し

等分散を仮定す

等分散を仮定し

等分散を仮定す

等分散を仮定し

等分散を仮定す

等分散を仮定し

等分散を仮定す

等分散を仮定し

等分散を仮定す

等分散を仮定し

等分散を仮定す

等分散を仮定し

等分散を仮定す

等分散を仮定し

等分散を仮定す

等分散を仮定し

楽しい

生活感のあ

住みたい

癒される

好き

違和感がな

個性がある

心地よい

親しみのあ

美しい

F 値 有意確率

等分散性のための
Levene の検定

t 値 自由度
有意確率

(両側) 平均値の差差の標準誤差 下限 上限

差の 95% 信頼区間

2 つの母平均の差の検定

 
 

■一変量の分散分析 学習経験あり 「違和感がな

い」 
被験者間因子

外壁 224

屋根 222

バルコ
ニー

223

ベージュ 223

赤 224

青 222

同じ 223

高い 223

低い 223

なし 446

あり 223

1.00

2.00

3.00

部位

1.00

2.00

3.00

色相

1.00

2.00

3.00

トーン

1.00

2.00

規則
性

値ﾗﾍﾞﾙ N

 

被験者間効果の検定

従属変数: 違和感がない

487.711a 25 19.508 12.529 .000

6301.863 1 6301.863 4047.118 .000

67.648 2 33.824 21.722 .000

139.151 2 69.576 44.682 .000

30.673 2 15.336 9.849 .000

2.103 1 2.103 1.351 .246

54.539 4 13.635 8.756 .000

58.295 4 14.574 9.359 .000

19.233 2 9.616 6.176 .002

13.757 4 3.439 2.209 .067

21.821 2 10.910 7.007 .001

1.082 2 .541 .348 .707

1001.230 643 1.557

8658.000 669

1488.942 668

ｿｰｽ
修正ﾓﾃﾞﾙ

切片

部位

色相

トーン

規則性

部位 * 色相

部位 * トーン

部位 * 規則性

色相 * トーン

色相 * 規則性

トーン * 規則性

誤差

総和

修正総和

ﾀｲﾌﾟ III 平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

R2乗 = .328 (調整済みR2乗 = .301)a. 
 

 
1. 部位 

推定値

従属変数: 違和感がない

3.193 .092 3.013 3.373

3.720 .092 3.539 3.901

2.854 .092 2.674 3.035

部位
外壁

屋根

バルコニー

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 違和感がない

-.527* .132 .000 -.844 -.210

.338* .132 .032 .022 .655

.527* .132 .000 .210 .844

.866* .132 .000 .548 1.183

-.338* .132 .032 -.655 -.022

-.866* .132 .000 -1.183 -.548

(J) 部位
屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

(I) 部位
外壁

屋根

バルコニー

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 違和感がない

67.648 2 33.824 21.722 .000

1001.230 643 1.557

対比

誤差

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

各F 値は表示された他の効果の各水準の組合せ内の 部位 の単純効果を検
定します。このような検定は推定周辺平均間で線型に独立したﾍﾟｱごとの比
較に基づいています。

 
 

 

 

 

 

 

 

2. 色相 

推定値

従属変数: 違和感がない

3.938 .092 3.757 4.118

3.122 .092 2.942 3.302

2.708 .092 2.527 2.889

色相
ベージュ

赤

青

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 違和感がない

.816* .132 .000 .499 1.133

1.230* .132 .000 .912 1.547

-.816* .132 .000 -1.133 -.499

.414* .132 .005 .097 .731

-1.230* .132 .000 -1.547 -.912

-.414* .132 .005 -.731 -.097

(J) 色相
赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

(I) 色相
ベージュ

赤

青

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 

 
=1変量検定

従属変数: 違和感がない

139.151 2 69.576 44.682 .000

1001.230 643 1.557

対比

誤差

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

各F 値は表示された他の効果の各水準の組合せ内の 色相 の単純効果を検
定します。このような検定は推定周辺平均間で線型に独立したﾍﾟｱごとの比
較に基づいています。

 
 
3. トーン 

推定値

従属変数: 違和感がない

3.583 .092 3.403 3.763

3.165 .092 2.984 3.345

3.019 .092 2.839 3.200

トーン
同じ

高い

低い

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 違和感がない

.418* .132 .005 .101 .736

.564* .132 .000 .247 .881

-.418* .132 .005 -.736 -.101

.146 .132 .813 -.172 .463

-.564* .132 .000 -.881 -.247

-.146 .132 .813 -.463 .172

(J) トーン
高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

(I) トーン
同じ

高い

低い

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 



=1変量検定

従属変数: 違和感がない

30.673 2 15.336 9.849 .000

1001.230 643 1.557

対比

誤差

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

各F 値は表示された他の効果の各水準の組合せ内の トーン の単純効果を
検定します。このような検定は推定周辺平均間で線型に独立したﾍﾟｱごとの
比較に基づいています。

 
 
4. 色相 * 部位 

推定値

従属変数: 違和感がない

4.482 .167 4.153 4.810

3.964 .168 3.633 4.294

3.367 .168 3.037 3.698

2.859 .167 2.531 3.188

3.778 .167 3.449 4.107

2.728 .168 2.397 3.059

2.237 .168 1.907 2.568

3.419 .169 3.087 3.751

2.468 .167 2.139 2.797

部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

色相
ベージュ

赤

青

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 違和感がない

1.622* .243 .000 1.039 2.205

2.244* .244 .000 1.659 2.829

-1.622* .243 .000 -2.205 -1.039

.622* .244 .033 .037 1.207

-2.244* .244 .000 -2.829 -1.659

-.622* .244 .033 -1.207 -.037

.186 .244 1.000 -.399 .771

.545 .244 .078 -.041 1.132

-.186 .244 1.000 -.771 .399

.359 .244 .424 -.226 .945

-.545 .244 .078 -1.132 .041

-.359 .244 .424 -.945 .226

.639* .244 .027 .053 1.225

.899* .243 .001 .316 1.483

-.639* .244 .027 -1.225 -.053

.260 .244 .857 -.324 .845

-.899* .243 .001 -1.483 -.316

-.260 .244 .857 -.845 .324

(J) 色相
赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

(I) 色相
ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

部位
外壁

屋根

バルコニー

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 違和感がない

141.032 2 70.516 45.286 .000

1001.230 643 1.557

8.006 2 4.003 2.571 .077

1001.230 643 1.557

22.538 2 11.269 7.237 .001

1001.230 643 1.557

対比

誤差

対比

誤差

対比

誤差

部位
外壁

屋根

バルコニー

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は 色相 の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立したﾍﾟｱ
ごとの比較に基づいています。  

 

 

 

5. 色相 * 部位 

推定値

従属変数: 違和感がない

4.482 .167 4.153 4.810

3.964 .168 3.633 4.294

3.367 .168 3.037 3.698

2.859 .167 2.531 3.188

3.778 .167 3.449 4.107

2.728 .168 2.397 3.059

2.237 .168 1.907 2.568

3.419 .169 3.087 3.751

2.468 .167 2.139 2.797

部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

色相
ベージュ

赤

青

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 違和感がない

.518 .244 .102 -.067 1.102

1.114* .243 .000 .530 1.698

-.518 .244 .102 -1.102 .067

.597* .244 .044 .011 1.182

-1.114* .243 .000 -1.698 -.530

-.597* .244 .044 -1.182 -.011

-.918* .243 .001 -1.501 -.335

.131 .244 1.000 -.453 .716

.918* .243 .001 .335 1.501

1.050* .244 .000 .465 1.635

-.131 .244 1.000 -.716 .453

-1.050* .244 .000 -1.635 -.465

-1.181* .245 .000 -1.769 -.594

-.230 .244 1.000 -.815 .354

1.181* .245 .000 .594 1.769

.951* .244 .000 .366 1.536

.230 .244 1.000 -.354 .815

-.951* .244 .000 -1.536 -.366

(J) 部位
屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

(I) 部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

色相
ベージュ

赤

青

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 違和感がない

32.720 2 16.360 10.507 .000

1001.230 643 1.557

34.391 2 17.195 11.043 .000

1001.230 643 1.557

40.822 2 20.411 13.108 .000

1001.230 643 1.557

対比

誤差

対比

誤差

対比

誤差

色相
ベージュ

赤

青

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は 部位 の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立した
ﾍﾟｱごとの比較に基づいています。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6. トーン * 部位 

推定値

従属変数: 違和感がない

3.208 .167 2.880 3.537

4.013 .168 3.683 4.343

3.529 .168 3.198 3.859

2.976 .168 2.645 3.307

4.256 .168 3.926 4.586

2.263 .167 1.934 2.591

3.394 .167 3.065 3.723

2.891 .168 2.561 3.222

2.772 .168 2.441 3.102

部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

トーン
同じ

高い

低い

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 違和感がない

.232 .244 1.000 -.353 .817

-.186 .243 1.000 -.769 .397

-.232 .244 1.000 -.817 .353

-.418 .244 .260 -1.003 .167

.186 .243 1.000 -.397 .769

.418 .244 .260 -.167 1.003

-.243 .244 .958 -.828 .342

1.122* .244 .000 .535 1.708

.243 .244 .958 -.342 .828

1.365* .244 .000 .779 1.950

-1.122* .244 .000 -1.708 -.535

-1.365* .244 .000 -1.950 -.779

1.266* .244 .000 .681 1.851

.757* .244 .006 .171 1.342

-1.266* .244 .000 -1.851 -.681

-.509 .243 .110 -1.093 .074

-.757* .244 .006 -1.342 -.171

.509 .243 .110 -.074 1.093

(J) トーン
高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

(I) トーン
同じ

高い

低い

同じ

高い

低い

同じ

高い

低い

部位
外壁

屋根

バルコニー

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 違和感がない

4.599 2 2.299 1.477 .229

1001.230 643 1.557

55.381 2 27.690 17.783 .000

1001.230 643 1.557

42.564 2 21.282 13.668 .000

1001.230 643 1.557

対比

誤差

対比

誤差

対比

誤差

部位
外壁

屋根

バルコニー

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は トーン の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立したﾍﾟ
ｱごとの比較に基づいています。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
7. トーン * 部位 

推定値

従属変数: 違和感がない

3.208 .167 2.880 3.537

4.013 .168 3.683 4.343

3.529 .168 3.198 3.859

2.976 .168 2.645 3.307

4.256 .168 3.926 4.586

2.263 .167 1.934 2.591

3.394 .167 3.065 3.723

2.891 .168 2.561 3.222

2.772 .168 2.441 3.102

部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

トーン
同じ

高い

低い

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 違和感がない

-.805* .244 .003 -1.389 -.220

-.321 .244 .565 -.905 .264

.805* .244 .003 .220 1.389

.484 .244 .144 -.102 1.071

.321 .244 .565 -.264 .905

-.484 .244 .144 -1.071 .102

-1.280* .244 .000 -1.865 -.694

.714* .244 .011 .129 1.299

1.280* .244 .000 .694 1.865

1.993* .243 .000 1.410 2.577

-.714* .244 .011 -1.299 -.129

-1.993* .243 .000 -2.577 -1.410

.503 .244 .118 -.082 1.088

.622* .243 .032 .039 1.206

-.503 .244 .118 -1.088 .082

.119 .244 1.000 -.466 .705

-.622* .243 .032 -1.206 -.039

-.119 .244 1.000 -.705 .466

(J) 部位
屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

(I) 部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

トーン
同じ

高い

低い

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 違和感がない

17.229 2 8.614 5.532 .004

1001.230 643 1.557

107.442 2 53.721 34.500 .000

1001.230 643 1.557

11.490 2 5.745 3.689 .026

1001.230 643 1.557

対比

誤差

対比

誤差

対比

誤差

トーン
同じ

高い

低い

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は 部位 の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立し
たﾍﾟｱごとの比較に基づいています。  

 

8. 規則性 * 部位 

推定値

従属変数: 違和感がない

2.938 .113 2.716 3.160

4.088 .113 3.865 4.310

2.920 .113 2.698 3.142

3.448 .173 3.107 3.789

3.352 .174 3.010 3.694

2.788 .174 2.446 3.131

部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

規則性
なし

あり

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 

ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 違和感がない

-.511* .228 .026 -.959 -.062

.511* .228 .026 .062 .959

.735* .229 .001 .286 1.185

-.735* .229 .001 -1.185 -.286

.132 .229 .565 -.318 .582

-.132 .229 .565 -.582 .318

(J) 規則性
あり

なし

あり

なし

あり

なし

(I) 規則性
なし

あり

なし

あり

なし

あり

部位
外壁

屋根

バルコニー

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率a 下限 上限

差の 95% 信頼区間a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 違和感がない

7.777 1 7.777 4.994 .026

1001.230 643 1.557

16.045 1 16.045 10.304 .001

1001.230 643 1.557

.517 1 .517 .332 .565

1001.230 643 1.557

対比

誤差

対比

誤差

対比

誤差

部位
外壁

屋根

バルコニー

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は 規則性 の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立した
ﾍﾟｱごとの比較に基づいています。  

 

9. 規則性 * 部位 

推定値

従属変数: 違和感がない

2.938 .113 2.716 3.160

4.088 .113 3.865 4.310

2.920 .113 2.698 3.142

3.448 .173 3.107 3.789

3.352 .174 3.010 3.694

2.788 .174 2.446 3.131

部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

規則性
なし

あり

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 違和感がない

-1.150* .167 .000 -1.552 -.749

.017 .167 1.000 -.384 .418

1.150* .167 .000 .749 1.552

1.167* .167 .000 .766 1.568

-.017 .167 1.000 -.418 .384

-1.167* .167 .000 -1.568 -.766

.096 .264 1.000 -.538 .729

.660* .264 .038 .025 1.294

-.096 .264 1.000 -.729 .538

.564 .265 .100 -.071 1.199

-.660* .264 .038 -1.294 -.025

-.564 .265 .100 -1.199 .071

(J) 部位
屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

(I) 部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

規則性
なし

あり

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 違和感がない

99.695 2 49.848 32.013 .000

1001.230 643 1.557

11.317 2 5.658 3.634 .027

1001.230 643 1.557

対比

誤差

対比

誤差

規則性
なし

あり

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は 部位 の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立し
たﾍﾟｱごとの比較に基づいています。  

 

 

10. 規則性 * 色相 

推定値

従属変数: 違和感がない

3.769 .113 3.547 3.991

3.028 .113 2.806 3.250

3.148 .113 2.926 3.371

4.106 .174 3.764 4.448

3.215 .173 2.875 3.556

2.268 .174 1.926 2.610

色相
ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

規則性
なし

あり

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 違和感がない

-.337 .229 .142 -.787 .113

.337 .229 .142 -.113 .787

-.187 .228 .414 -.635 .262

.187 .228 .414 -.262 .635

.880* .229 .000 .431 1.330

-.880* .229 .000 -1.330 -.431

(J) 規則性
あり

なし

あり

なし

あり

なし

(I) 規則性
なし

あり

なし

あり

なし

あり

色相
ベージュ

赤

青

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 違和感がない

3.367 1 3.367 2.162 .142

1001.230 643 1.557

1.040 1 1.040 .668 .414

1001.230 643 1.557

22.997 1 22.997 14.769 .000

1001.230 643 1.557

対比

誤差

対比

誤差

対比

誤差

色相
ベージュ

赤

青

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は 規則性 の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立し
たﾍﾟｱごとの比較に基づいています。  

 
11. 規則性 * 色相 

推定値

従属変数: 違和感がない

3.769 .113 3.547 3.991

3.028 .113 2.806 3.250

3.148 .113 2.926 3.371

4.106 .174 3.764 4.448

3.215 .173 2.875 3.556

2.268 .174 1.926 2.610

色相
ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

規則性
なし

あり

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 



ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 違和感がない

.741* .167 .000 .340 1.142

.621* .167 .001 .220 1.022

-.741* .167 .000 -1.142 -.340

-.120 .167 1.000 -.521 .282

-.621* .167 .001 -1.022 -.220

.120 .167 1.000 -.282 .521

.891* .264 .002 .257 1.525

1.838* .265 .000 1.203 2.473

-.891* .264 .002 -1.525 -.257

.947* .264 .001 .314 1.581

-1.838* .265 .000 -2.473 -1.203

-.947* .264 .001 -1.581 -.314

(J) 色相
赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

(I) 色相
ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

規則性
なし

あり

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 

 
=1変量検定

従属変数: 違和感がない

35.322 2 17.661 11.342 .000

1001.230 643 1.557

75.184 2 37.592 24.142 .000

1001.230 643 1.557

対比

誤差

対比

誤差

規則性
なし

あり

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は 色相 の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立し
たﾍﾟｱごとの比較に基づいています。  

 

■一変量の分散分析 学習経験なし 「違和感がない」 
被験者間因子

外壁 234

屋根 234

バルコ
ニー

234

ベージュ 234

赤 234

青 234

同じ 234

高い 234

低い 234

なし 468

あり 234

1.00

2.00

3.00

部位

1.00

2.00

3.00

色相

1.00

2.00

3.00

トーン

1.00

2.00

規則
性

値ﾗﾍﾞﾙ N

 
 

被験者間効果の検定

従属変数: 違和感がない

525.764a 25 21.031 12.970 .000

6139.670 1 6139.670 3786.448 .000

104.884 2 52.442 32.342 .000

157.586 2 78.793 48.593 .000

45.684 2 22.842 14.087 .000

.558 1 .558 .344 .558

41.033 4 10.258 6.326 .000

32.217 4 8.054 4.967 .001

14.225 2 7.113 4.386 .013

9.879 4 2.470 1.523 .194

8.080 2 4.040 2.491 .084

.550 2 .275 .170 .844

1096.124 676 1.621

8573.000 702

1621.887 701

ｿｰｽ
修正ﾓﾃﾞﾙ

切片

部位

色相

トーン

規則性

部位 * 色相

部位 * トーン

部位 * 規則性

色相 * トーン

色相 * 規則性

トーン * 規則性

誤差

総和

修正総和

ﾀｲﾌﾟ III 平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

R2乗 = .324 (調整済みR2乗 = .299)a. 
 

 
 

1. 部位 

推定値

従属変数: 違和感がない

2.981 .092 2.801 3.160

3.726 .092 3.547 3.906

2.703 .092 2.523 2.883

部位
外壁

屋根

バルコニー

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 違和感がない

-.746* .132 .000 -1.062 -.430

.278 .132 .106 -.038 .594

.746* .132 .000 .430 1.062

1.024* .132 .000 .708 1.339

-.278 .132 .106 -.594 .038

-1.024* .132 .000 -1.339 -.708

(J) 部位
屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

(I) 部位
外壁

屋根

バルコニー

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 違和感がない

104.884 2 52.442 32.342 .000

1096.124 676 1.621

対比

誤差

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

各F 値は表示された他の効果の各水準の組合せ内の 部位 の単純効果を検
定します。このような検定は推定周辺平均間で線型に独立したﾍﾟｱごとの比
較に基づいています。

 
 
2. 色相 

推定値

従属変数: 違和感がない

3.876 .092 3.696 4.056

2.872 .092 2.692 3.051

2.662 .092 2.483 2.842

色相
ベージュ

赤

青

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 違和感がない

1.004* .132 .000 .688 1.320

1.214* .132 .000 .898 1.530

-1.004* .132 .000 -1.320 -.688

.209 .132 .336 -.106 .525

-1.214* .132 .000 -1.530 -.898

-.209 .132 .336 -.525 .106

(J) 色相
赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

(I) 色相
ベージュ

赤

青

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率a 下限 上限

差の 95% 信頼区間a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 

 

=1変量検定

従属変数: 違和感がない

157.586 2 78.793 48.593 .000

1096.124 676 1.621

対比

誤差

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

各F 値は表示された他の効果の各水準の組合せ内の 色相 の単純効果を検
定します。このような検定は推定周辺平均間で線型に独立したﾍﾟｱごとの比
較に基づいています。

 
 
3. トーン 

推定値

従属変数: 違和感がない

3.532 .092 3.352 3.712

3.009 .092 2.829 3.188

2.870 .092 2.690 3.049

トーン
同じ

高い

低い

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 違和感がない

.524* .132 .000 .208 .839

.662* .132 .000 .347 .978

-.524* .132 .000 -.839 -.208

.139 .132 .875 -.177 .455

-.662* .132 .000 -.978 -.347

-.139 .132 .875 -.455 .177

(J) トーン
高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

(I) トーン
同じ

高い

低い

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 違和感がない

45.684 2 22.842 14.087 .000

1096.124 676 1.621

対比

誤差

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

各F 値は表示された他の効果の各水準の組合せ内の トーン の単純効果を
検定します。このような検定は推定周辺平均間で線型に独立したﾍﾟｱごとの
比較に基づいています。

 
 
4. 色相 * 部位 

推定値

従属変数: 違和感がない

4.189 .167 3.860 4.517

4.105 .167 3.777 4.434

3.334 .167 3.005 3.663

2.702 .167 2.373 3.030

3.473 .167 3.144 3.802

2.441 .167 2.112 2.769

2.052 .167 1.723 2.381

3.601 .167 3.273 3.930

2.334 .167 2.005 2.663

部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

色相
ベージュ

赤

青

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 



ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 違和感がない

1.487* .243 .000 .905 2.070

2.137* .243 .000 1.554 2.719

-1.487* .243 .000 -2.070 -.905

.650* .243 .023 .067 1.232

-2.137* .243 .000 -2.719 -1.554

-.650* .243 .023 -1.232 -.067

.632* .243 .028 .050 1.215

.504 .243 .114 -.078 1.087

-.632* .243 .028 -1.215 -.050

-.128 .243 1.000 -.711 .454

-.504 .243 .114 -1.087 .078

.128 .243 1.000 -.454 .711

.893* .243 .001 .311 1.476

1.000* .243 .000 .418 1.582

-.893* .243 .001 -1.476 -.311

.107 .243 1.000 -.476 .689

-1.000* .243 .000 -1.582 -.418

-.107 .243 1.000 -.689 .476

(J) 色相
赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

(I) 色相
ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

部位
外壁

屋根

バルコニー

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 違和感がない

132.129 2 66.065 40.743 .000

1096.124 676 1.621

12.310 2 6.155 3.796 .023

1096.124 676 1.621

33.203 2 16.602 10.239 .000

1096.124 676 1.621

対比

誤差

対比

誤差

対比

誤差

部位
外壁

屋根

バルコニー

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は 色相 の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立したﾍﾟｱ
ごとの比較に基づいています。  

 
5. 色相 * 部位 

推定値

従属変数: 違和感がない

4.189 .167 3.860 4.517

4.105 .167 3.777 4.434

3.334 .167 3.005 3.663

2.702 .167 2.373 3.030

3.473 .167 3.144 3.802

2.441 .167 2.112 2.769

2.052 .167 1.723 2.381

3.601 .167 3.273 3.930

2.334 .167 2.005 2.663

部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

色相
ベージュ

赤

青

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 

ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 違和感がない

.083 .243 1.000 -.499 .666

.855* .243 .001 .272 1.437

-.083 .243 1.000 -.666 .499

.771* .243 .005 .189 1.354

-.855* .243 .001 -1.437 -.272

-.771* .243 .005 -1.354 -.189

-.771* .243 .005 -1.354 -.189

.261 .243 .849 -.322 .843

.771* .243 .005 .189 1.354

1.032* .243 .000 .450 1.615

-.261 .243 .849 -.843 .322

-1.032* .243 .000 -1.615 -.450

-1.549* .243 .000 -2.132 -.967

-.282 .243 .737 -.865 .300

1.549* .243 .000 .967 2.132

1.267* .243 .000 .685 1.850

.282 .243 .737 -.300 .865

-1.267* .243 .000 -1.850 -.685

(J) 部位
屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

(I) 部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

色相
ベージュ

赤

青

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 違和感がない

24.455 2 12.227 7.541 .001

1096.124 676 1.621

31.716 2 15.858 9.780 .000

1096.124 676 1.621

74.971 2 37.485 23.118 .000

1096.124 676 1.621

対比

誤差

対比

誤差

対比

誤差

色相
ベージュ

赤

青

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は 部位 の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立した
ﾍﾟｱごとの比較に基づいています。  

 
6. トーン * 部位 

推定値

従属変数: 違和感がない

3.208 .167 2.879 3.537

3.971 .167 3.642 4.299

3.417 .167 3.089 3.746

2.830 .167 2.501 3.158

4.063 .167 3.734 4.391

2.133 .167 1.805 2.462

2.905 .167 2.576 3.233

3.146 .167 2.817 3.475

2.558 .167 2.230 2.887

部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

トーン
同じ

高い

低い

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 

ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 違和感がない

.378 .243 .359 -.204 .961

.303 .243 .635 -.279 .886

-.378 .243 .359 -.961 .204

-.075 .243 1.000 -.657 .508

-.303 .243 .635 -.886 .279

.075 .243 1.000 -.508 .657

-.092 .243 1.000 -.674 .491

.825* .243 .002 .242 1.407

.092 .243 1.000 -.491 .674

.917* .243 .001 .334 1.499

-.825* .243 .002 -1.407 -.242

-.917* .243 .001 -1.499 -.334

1.284* .243 .000 .702 1.867

.859* .243 .001 .277 1.441

-1.284* .243 .000 -1.867 -.702

-.425 .243 .241 -1.008 .157

-.859* .243 .001 -1.441 -.277

.425 .243 .241 -.157 1.008

(J) トーン
高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

(I) トーン
同じ

高い

低い

同じ

高い

低い

同じ

高い

低い

部位
外壁

屋根

バルコニー

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 違和感がない

4.417 2 2.209 1.362 .257

1096.124 676 1.621

28.062 2 14.031 8.653 .000

1096.124 676 1.621

47.126 2 23.563 14.532 .000

1096.124 676 1.621

対比

誤差

対比

誤差

対比

誤差

部位
外壁

屋根

バルコニー

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は トーン の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立したﾍ
ｱごとの比較に基づいています。  

 
7. トーン * 部位 

推定値

従属変数: 違和感がない

3.208 .167 2.879 3.537

3.971 .167 3.642 4.299

3.417 .167 3.089 3.746

2.830 .167 2.501 3.158

4.063 .167 3.734 4.391

2.133 .167 1.805 2.462

2.905 .167 2.576 3.233

3.146 .167 2.817 3.475

2.558 .167 2.230 2.887

部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

トーン
同じ

高い

低い

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 



ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 違和感がない

-.763* .243 .005 -1.345 -.180

-.209 .243 1.000 -.792 .373

.763* .243 .005 .180 1.345

.553 .243 .069 -.029 1.136

.209 .243 1.000 -.373 .792

-.553 .243 .069 -1.136 .029

-1.233* .243 .000 -1.815 -.650

.697* .243 .013 .114 1.279

1.233* .243 .000 .650 1.815

1.929* .243 .000 1.347 2.512

-.697* .243 .013 -1.279 -.114

-1.929* .243 .000 -2.512 -1.347

-.241 .243 .960 -.824 .341

.346 .243 .463 -.236 .929

.241 .243 .960 -.341 .824

.588* .243 .047 .005 1.170

-.346 .243 .463 -.929 .236

-.588* .243 .047 -1.170 -.005

(J) 部位
屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

(I) 部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

トーン
同じ

高い

低い

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 違和感がない

17.105 2 8.553 5.275 .005

1096.124 676 1.621

105.129 2 52.565 32.418 .000

1096.124 676 1.621

9.606 2 4.803 2.962 .052

1096.124 676 1.621

対比

誤差

対比

誤差

対比

誤差

トーン
同じ

高い

低い

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は 部位 の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立し
たﾍﾟｱごとの比較に基づいています。  

 
8. 規則性 * 部位 

推定値

従属変数: 違和感がない

2.769 .113 2.548 2.991

4.034 .113 3.813 4.255

2.697 .113 2.475 2.918

3.192 .173 2.852 3.533

3.419 .173 3.079 3.759

2.709 .173 2.369 3.050

部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

規則性
なし

あり

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 違和感がない

-.423 .228 .064 -.871 .025

.423 .228 .064 -.025 .871

.615* .228 .007 .168 1.063

-.615* .228 .007 -1.063 -.168

-.013 .228 .955 -.460 .435

.013 .228 .955 -.435 .460

(J) 規則性
あり

なし

あり

なし

あり

なし

(I) 規則性
なし

あり

なし

あり

なし

あり

部位
外壁

屋根

バルコニー

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率a 下限 上限

差の 95% 信頼区間a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 違和感がない

5.585 1 5.585 3.444 .064

1096.124 676 1.621

11.815 1 11.815 7.287 .007

1096.124 676 1.621

.005 1 .005 .003 .955

1096.124 676 1.621

対比

誤差

対比

誤差

対比

誤差

部位
外壁

屋根

バルコニー

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は 規則性 の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立した
ﾍﾟｱごとの比較に基づいています。  

 
9. 規則性 * 部位 

推定値

従属変数: 違和感がない

2.769 .113 2.548 2.991

4.034 .113 3.813 4.255

2.697 .113 2.475 2.918

3.192 .173 2.852 3.533

3.419 .173 3.079 3.759

2.709 .173 2.369 3.050

部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

規則性
なし

あり

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 違和感がない

-1.265* .166 .000 -1.665 -.865

.073 .166 1.000 -.327 .472

1.265* .166 .000 .865 1.665

1.338* .166 .000 .938 1.737

-.073 .166 1.000 -.472 .327

-1.338* .166 .000 -1.737 -.938

-.226 .263 1.000 -.858 .405

.483 .263 .201 -.149 1.115

.226 .263 1.000 -.405 .858

.709* .263 .022 .078 1.341

-.483 .263 .201 -1.115 .149

-.709* .263 .022 -1.341 -.078

(J) 部位
屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

(I) 部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

規則性
なし

あり

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 違和感がない

132.389 2 66.194 40.823 .000

1096.124 676 1.621

12.289 2 6.144 3.789 .023

1096.124 676 1.621

対比

誤差

対比

誤差

規則性
なし

あり

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は 部位 の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立し
たﾍﾟｱごとの比較に基づいています。  

 

 

 

 

 

 

 

■一変量の分散分析 学習経験あり 「楽しい」 
被験者間因子

外壁 224

屋根 222

バルコ
ニー

223

ベージュ 223

赤 224

青 222

同じ 223

高い 223

低い 223

なし 446

あり 223

1.00

2.00

3.00

部位

1.00

2.00

3.00

色相

1.00

2.00

3.00

トーン

1.00

2.00

規則
性

値ﾗﾍﾞﾙ N

 
被験者間効果の検定

従属変数: 楽しい

145.309a 25 5.812 5.223 .000

6247.746 1 6247.746 5614.735 .000

1.825 2 .913 .820 .441

59.298 2 29.649 26.645 .000

27.375 2 13.688 12.301 .000

.779 1 .779 .700 .403

7.212 4 1.803 1.620 .167

3.775 4 .944 .848 .495

2.475 2 1.237 1.112 .330

6.266 4 1.567 1.408 .230

1.218 2 .609 .547 .579

5.609 2 2.805 2.521 .081

715.492 643 1.113

7945.000 669

860.801 668

ｿｰｽ
修正ﾓﾃﾞﾙ

切片

部位

色相

トーン

規則性

部位 * 色相

部位 * トーン

部位 * 規則性

色相 * トーン

色相 * 規則性

トーン * 規則性

誤差

総和

修正総和

ﾀｲﾌﾟ III 平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

R2乗 = .169 (調整済みR2乗 = .136)a. 
 

 
１. 色相 

推定値

従属変数: 楽しい

2.884 .078 2.732 3.037

3.685 .077 3.533 3.837

3.156 .078 3.003 3.309

色相
ベージュ

赤

青

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 楽しい

-.801* .112 .000 -1.069 -.533

-.272* .112 .046 -.541 -.003

.801* .112 .000 .533 1.069

.529* .112 .000 .261 .797

.272* .112 .046 .003 .541

-.529* .112 .000 -.797 -.261

(J) 色相
赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

(I) 色相
ベージュ

赤

青

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 



=1変量検定

従属変数: 楽しい

59.298 2 29.649 26.645 .000

715.492 643 1.113

対比

誤差

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

各F 値は表示された他の効果の各水準の組合せ内の 色相 の単純効果を検
定します。このような検定は推定周辺平均間で線型に独立したﾍﾟｱごとの比
較に基づいています。

 
 
２. トーン 

推定値

従属変数: 楽しい

2.957 .077 2.804 3.109

3.259 .078 3.107 3.412

3.509 .078 3.357 3.662

トーン
同じ

高い

低い

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 楽しい

-.303* .112 .021 -.571 -.035

-.553* .112 .000 -.821 -.285

.303* .112 .021 .035 .571

-.250 .112 .077 -.518 .019

.553* .112 .000 .285 .821

.250 .112 .077 -.019 .518

(J) トーン
高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

(I) トーン
同じ

高い

低い

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 楽しい

27.375 2 13.688 12.301 .000

715.492 643 1.113

対比

誤差

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

各F 値は表示された他の効果の各水準の組合せ内の トーン の単純効果を
検定します。このような検定は推定周辺平均間で線型に独立したﾍﾟｱごとの
比較に基づいています。

 
 

■一変量の分散分析 学習経験なし 「楽しい」 
被験者間因子

外壁 234

屋根 234

バルコ
ニー

234

ベージュ 234

赤 234

青 234

同じ 234

高い 234

低い 234

なし 468

あり 234

1.00

2.00

3.00

部位

1.00

2.00

3.00

色相

1.00

2.00

3.00

トーン

1.00

2.00

規則
性

値ﾗﾍﾞﾙ N

 

被験者間効果の検定

従属変数: 楽しい

90.413a 25 3.617 3.161 .000

5624.003 1 5624.003 4916.317 .000

1.328 2 .664 .581 .560

36.323 2 18.162 15.876 .000

6.528 2 3.264 2.853 .058

1.781 1 1.781 1.557 .213

6.597 4 1.649 1.442 .219

1.913 4 .478 .418 .796

.858 2 .429 .375 .688

13.969 4 3.492 3.053 .016

6.960 2 3.480 3.042 .048

1.627 2 .813 .711 .492

773.308 676 1.144

7266.000 702

863.721 701

ｿｰｽ
修正ﾓﾃﾞﾙ

切片

部位

色相

トーン

規則性

部位 * 色相

部位 * トーン

部位 * 規則性

色相 * トーン

色相 * 規則性

トーン * 規則性

誤差

総和

修正総和

ﾀｲﾌﾟ III 平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

R2乗 = .105 (調整済みR2乗 = .072)a. 
 

 
１. 色相 

推定値

従属変数: 楽しい

2.842 .077 2.691 2.993

3.361 .077 3.210 3.512

2.803 .077 2.653 2.954

色相
ベージュ

赤

青

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 楽しい

-.519* .111 .000 -.785 -.254

.038 .111 1.000 -.227 .304

.519* .111 .000 .254 .785

.558* .111 .000 .292 .823

-.038 .111 1.000 -.304 .227

-.558* .111 .000 -.823 -.292

(J) 色相
赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

(I) 色相
ベージュ

赤

青

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 楽しい

36.323 2 18.162 15.876 .000

773.308 676 1.144

対比

誤差

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

各F 値は表示された他の効果の各水準の組合せ内の 色相 の単純効果を検
定します。このような検定は推定周辺平均間で線型に独立したﾍﾟｱごとの比
較に基づいています。

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２. トーン * 色相 

推定値

従属変数: 楽しい

2.380 .141 2.104 2.656

3.467 .141 3.191 3.743

2.743 .141 2.467 3.019

2.986 .141 2.710 3.262

3.360 .141 3.084 3.636

2.704 .141 2.428 2.980

3.160 .141 2.884 3.436

3.256 .141 2.980 3.532

2.963 .141 2.687 3.239

色相
ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

トーン
同じ

高い

低い

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 楽しい

-.607* .204 .009 -1.096 -.118

-.780* .204 .000 -1.269 -.291

.607* .204 .009 .118 1.096

-.173 .204 1.000 -.662 .316

.780* .204 .000 .291 1.269

.173 .204 1.000 -.316 .662

.107 .204 1.000 -.382 .596

.212 .204 .899 -.278 .701

-.107 .204 1.000 -.596 .382

.105 .204 1.000 -.385 .594

-.212 .204 .899 -.701 .278

-.105 .204 1.000 -.594 .385

.038 .204 1.000 -.451 .528

-.220 .204 .842 -.709 .269

-.038 .204 1.000 -.528 .451

-.259 .204 .615 -.748 .231

.220 .204 .842 -.269 .709

.259 .204 .615 -.231 .748

(J) トーン
高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

(I) トーン
同じ

高い

低い

同じ

高い

低い

同じ

高い

低い

色相
ベージュ

赤

青

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 楽しい

18.472 2 9.236 8.074 .000

773.308 676 1.144

1.232 2 .616 .538 .584

773.308 676 1.144

2.143 2 1.071 .937 .392

773.308 676 1.144

対比

誤差

対比

誤差

対比

誤差

色相
ベージュ

赤

青

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は トーン の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立し
たﾍﾟｱごとの比較に基づいています。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３. トーン * 色相 

推定値

従属変数: 楽しい

2.380 .141 2.104 2.656

3.467 .141 3.191 3.743

2.743 .141 2.467 3.019

2.986 .141 2.710 3.262

3.360 .141 3.084 3.636

2.704 .141 2.428 2.980

3.160 .141 2.884 3.436

3.256 .141 2.980 3.532

2.963 .141 2.687 3.239

色相
ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

トーン
同じ

高い

低い

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 楽しい

-1.088* .204 .000 -1.577 -.598

-.363 .204 .226 -.852 .126

1.088* .204 .000 .598 1.577

.724* .204 .001 .235 1.214

.363 .204 .226 -.126 .852

-.724* .204 .001 -1.214 -.235

-.374 .204 .201 -.863 .115

.282 .204 .501 -.207 .771

.374 .204 .201 -.115 .863

.656* .204 .004 .167 1.145

-.282 .204 .501 -.771 .207

-.656* .204 .004 -1.145 -.167

-.096 .204 1.000 -.585 .393

.197 .204 1.000 -.293 .686

.096 .204 1.000 -.393 .585

.293 .204 .454 -.196 .782

-.197 .204 1.000 -.686 .293

-.293 .204 .454 -.782 .196

(J) 色相
赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

(I) 色相
ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

トーン
同じ

高い

低い

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 楽しい

33.761 2 16.880 14.756 .000

773.308 676 1.144

11.924 2 5.962 5.212 .006

773.308 676 1.144

2.452 2 1.226 1.072 .343

773.308 676 1.144

対比

誤差

対比

誤差

対比

誤差

トーン
同じ

高い

低い

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は 色相 の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立し
たﾍﾟｱごとの比較に基づいています。

 
 

 

 

 

 

 

４. 規則性 * 色相 

推定値

従属変数: 楽しい

2.906 .095 2.720 3.092

3.226 .095 3.041 3.412

3.034 .095 2.848 3.220

2.778 .146 2.492 3.064

3.496 .146 3.210 3.782

2.573 .146 2.287 2.858

色相
ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

規則性
なし

あり

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 楽しい

.128 .191 .503 -.248 .504

-.128 .191 .503 -.504 .248

-.269 .191 .160 -.645 .107

.269 .191 .160 -.107 .645

.462* .191 .016 .086 .838

-.462* .191 .016 -.838 -.086

(J) 規則性
あり

なし

あり

なし

あり

なし

(I) 規則性
なし

あり

なし

あり

なし

あり

色相
ベージュ

赤

青

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 楽しい

.513 1 .513 .448 .503

773.308 676 1.144

2.262 1 2.262 1.977 .160

773.308 676 1.144

6.646 1 6.646 5.810 .016

773.308 676 1.144

対比

誤差

対比

誤差

対比

誤差

色相
ベージュ

赤

青

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は 規則性 の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立し
たﾍﾟｱごとの比較に基づいています。  

 
５. 規則性 * 色相 

推定値

従属変数: 楽しい

2.906 .095 2.720 3.092

3.226 .095 3.041 3.412

3.034 .095 2.848 3.220

2.778 .146 2.492 3.064

3.496 .146 3.210 3.782

2.573 .146 2.287 2.858

色相
ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

規則性
なし

あり

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 

ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 楽しい

-.321 .140 .067 -.656 .015

-.128 .140 1.000 -.464 .207

.321 .140 .067 -.015 .656

.192 .140 .509 -.143 .528

.128 .140 1.000 -.207 .464

-.192 .140 .509 -.528 .143

-.718* .221 .004 -1.249 -.187

.205 .221 1.000 -.326 .736

.718* .221 .004 .187 1.249

.923* .221 .000 .392 1.454

-.205 .221 1.000 -.736 .326

-.923* .221 .000 -1.454 -.392

(J) 色相
赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

(I) 色相
ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

規則性
なし

あり

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 楽しい

6.090 2 3.045 2.662 .071

773.308 676 1.144

21.990 2 10.995 9.611 .000

773.308 676 1.144

対比

誤差

対比

誤差

規則性
なし

あり

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は 色相 の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立し
たﾍﾟｱごとの比較に基づいています。

 
 

■一変量の分散分析 学習経験あり 「個性がある」 
被験者間因子

外壁 224

屋根 222

バルコ
ニー

223

ベージュ 223

赤 224

青 222

同じ 223

高い 223

低い 223

なし 446

あり 223

1.00

2.00

3.00

部位

1.00

2.00

3.00

色相

1.00

2.00

3.00

トーン

1.00

2.00

規則
性

値ﾗﾍﾞﾙ N

 
被験者間効果の検定

従属変数: 個性がある

404.682a 25 16.187 14.676 .000

6493.103 1 6493.103 5886.822 .000

19.671 2 9.835 8.917 .000

178.157 2 89.079 80.761 .000

72.786 2 36.393 32.995 .000

1.154 1 1.154 1.047 .307

3.260 4 .815 .739 .566

5.406 4 1.352 1.225 .299

7.705 2 3.852 3.493 .031

19.694 4 4.923 4.464 .001

2.345 2 1.173 1.063 .346

5.243 2 2.621 2.377 .094

709.222 643 1.103

8494.000 669

1113.904 668

ｿｰｽ
修正ﾓﾃﾞﾙ

切片

部位

色相

トーン

規則性

部位 * 色相

部位 * トーン

部位 * 規則性

色相 * トーン

色相 * 規則性

トーン * 規則性

誤差

総和

修正総和

ﾀｲﾌﾟ III 平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

R2乗 = .363 (調整済みR2乗 = .339)a. 
 

 



１. 部位 

推定値

従属変数: 個性がある

3.429 .077 3.277 3.580

3.034 .077 2.882 3.186

3.452 .077 3.300 3.604

部位
外壁

屋根

バルコニー

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 個性がある

.395* .111 .001 .128 .662

-.023 .111 1.000 -.290 .243

-.395* .111 .001 -.662 -.128

-.418* .111 .001 -.686 -.151

.023 .111 1.000 -.243 .290

.418* .111 .001 .151 .686

(J) 部位
屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

(I) 部位
外壁

屋根

バルコニー

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 個性がある

19.671 2 9.835 8.917 .000

709.222 643 1.103

対比

誤差

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

各F 値は表示された他の効果の各水準の組合せ内の 部位 の単純効果を検
定します。このような検定は推定周辺平均間で線型に独立したﾍﾟｱごとの比
較に基づいています。

 
２. 色相 

推定値

従属変数: 個性がある

2.539 .077 2.387 2.691

3.931 .077 3.779 4.082

3.445 .077 3.293 3.597

色相
ベージュ

赤

青

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 個性がある

-1.392* .111 .000 -1.659 -1.125

-.906* .111 .000 -1.174 -.639

1.392* .111 .000 1.125 1.659

.486* .111 .000 .219 .752

.906* .111 .000 .639 1.174

-.486* .111 .000 -.752 -.219

(J) 色相
赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

(I) 色相
ベージュ

赤

青

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 

 

=1変量検定

従属変数: 個性がある

178.157 2 89.079 80.761 .000

709.222 643 1.103

対比

誤差

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

各F 値は表示された他の効果の各水準の組合せ内の 色相 の単純効果を検
定します。このような検定は推定周辺平均間で線型に独立したﾍﾟｱごとの比
較に基づいています。

 
３. トーン 

推定値

従属変数: 個性がある

2.823 .077 2.672 2.975

3.373 .077 3.221 3.525

3.718 .077 3.566 3.870

トーン
同じ

高い

低い

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 個性がある

-.549* .111 .000 -.816 -.283

-.895* .111 .000 -1.161 -.628

.549* .111 .000 .283 .816

-.345* .111 .006 -.613 -.078

.895* .111 .000 .628 1.161

.345* .111 .006 .078 .613

(J) トーン
高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

(I) トーン
同じ

高い

低い

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 個性がある

72.786 2 36.393 32.995 .000

709.222 643 1.103

対比

誤差

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

各F 値は表示された他の効果の各水準の組合せ内の トーン の単純効果を
検定します。このような検定は推定周辺平均間で線型に独立したﾍﾟｱごとの
比較に基づいています。

 
４. 規則性 * 部位 

推定値

従属変数: 個性がある

3.664 .095 3.477 3.851

2.875 .095 2.688 3.063

3.507 .095 3.320 3.694

3.193 .146 2.906 3.480

3.192 .147 2.904 3.480

3.397 .147 3.109 3.685

部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

規則性
なし

あり

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 

ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 個性がある

.471* .192 .015 .094 .849

-.471* .192 .015 -.849 -.094

-.317 .193 .101 -.695 .062

.317 .193 .101 -.062 .695

.110 .193 .569 -.269 .489

-.110 .193 .569 -.489 .269

(J) 規則性
あり

なし

あり

なし

あり

なし

(I) 規則性
なし

あり

なし

あり

なし

あり

部位
外壁

屋根

バルコニー

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 個性がある

6.622 1 6.622 6.003 .015

709.222 643 1.103

2.976 1 2.976 2.698 .101

709.222 643 1.103

.359 1 .359 .325 .569

709.222 643 1.103

対比

誤差

対比

誤差

対比

誤差

部位
外壁

屋根

バルコニー

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は 規則性 の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立した
ﾍﾟｱごとの比較に基づいています。  

５. 規則性 * 部位 

推定値

従属変数: 個性がある

3.664 .095 3.477 3.851

2.875 .095 2.688 3.063

3.507 .095 3.320 3.694

3.193 .146 2.906 3.480

3.192 .147 2.904 3.480

3.397 .147 3.109 3.685

部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

規則性
なし

あり

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 個性がある

.789* .141 .000 .451 1.127

.157 .141 .792 -.180 .495

-.789* .141 .000 -1.127 -.451

-.632* .141 .000 -.969 -.294

-.157 .141 .792 -.495 .180

.632* .141 .000 .294 .969

.001 .222 1.000 -.532 .535

-.204 .222 1.000 -.738 .330

-.001 .222 1.000 -.535 .532

-.205 .223 1.000 -.740 .329

.204 .222 1.000 -.330 .738

.205 .223 1.000 -.329 .740

(J) 部位
屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

(I) 部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

規則性
なし

あり

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 個性がある

38.800 2 19.400 17.589 .000

709.222 643 1.103

1.240 2 .620 .562 .570

709.222 643 1.103

対比

誤差

対比

誤差

規則性
なし

あり

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は 部位 の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立し
たﾍﾟｱごとの比較に基づいています。  

 

 



６. トーン * 色相 

推定値

従属変数: 個性がある

1.793 .141 1.516 2.070

3.634 .142 3.356 3.912

3.043 .142 2.765 3.321

2.995 .141 2.718 3.272

3.937 .141 3.660 4.214

3.186 .142 2.907 3.466

2.828 .142 2.548 3.108

4.221 .141 3.944 4.498

4.106 .141 3.829 4.382

色相
ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

トーン
同じ

高い

低い

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 個性がある

-1.202* .204 .000 -1.693 -.712

-1.035* .205 .000 -1.528 -.542

1.202* .204 .000 .712 1.693

.167 .205 1.000 -.326 .660

1.035* .205 .000 .542 1.528

-.167 .205 1.000 -.660 .326

-.303 .205 .419 -.795 .189

-.587* .205 .013 -1.079 -.095

.303 .205 .419 -.189 .795

-.284 .204 .498 -.774 .207

.587* .205 .013 .095 1.079

.284 .204 .498 -.207 .774

-.143 .206 1.000 -.637 .351

-1.063* .205 .000 -1.555 -.570

.143 .206 1.000 -.351 .637

-.920* .205 .000 -1.412 -.427

1.063* .205 .000 .570 1.555

.920* .205 .000 .427 1.412

(J) トーン
高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

(I) トーン
同じ

高い

低い

同じ

高い

低い

同じ

高い

低い

色相
ベージュ

赤

青

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 

 
=1変量検定

従属変数: 個性がある

44.716 2 22.358 20.271 .000

709.222 643 1.103

9.033 2 4.516 4.095 .017

709.222 643 1.103

34.943 2 17.471 15.840 .000

709.222 643 1.103

対比

誤差

対比

誤差

対比

誤差

色相
ベージュ

赤

青

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は トーン の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立し
たﾍﾟｱごとの比較に基づいています。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７. トーン * 色相 

推定値

従属変数: 個性がある

1.793 .141 1.516 2.070

3.634 .142 3.356 3.912

3.043 .142 2.765 3.321

2.995 .141 2.718 3.272

3.937 .141 3.660 4.214

3.186 .142 2.907 3.466

2.828 .142 2.548 3.108

4.221 .141 3.944 4.498

4.106 .141 3.829 4.382

色相
ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

トーン
同じ

高い

低い

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 個性がある

-1.841* .205 .000 -2.333 -1.349

-1.250* .205 .000 -1.742 -.758

1.841* .205 .000 1.349 2.333

.591* .206 .013 .097 1.084

1.250* .205 .000 .758 1.742

-.591* .206 .013 -1.084 -.097

-.942* .204 .000 -1.433 -.451

-.191 .205 1.000 -.684 .302

.942* .204 .000 .451 1.433

.751* .205 .001 .258 1.244

.191 .205 1.000 -.302 .684

-.751* .205 .001 -1.244 -.258

-1.393* .205 .000 -1.886 -.900

-1.278* .205 .000 -1.771 -.785

1.393* .205 .000 .900 1.886

.115 .204 1.000 -.376 .606

1.278* .205 .000 .785 1.771

-.115 .204 1.000 -.606 .376

(J) 色相
赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

(I) 色相
ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

トーン
同じ

高い

低い

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 個性がある

92.918 2 46.459 42.121 .000

709.222 643 1.103

26.137 2 13.069 11.848 .000

709.222 643 1.103

62.411 2 31.206 28.292 .000

709.222 643 1.103

対比

誤差

対比

誤差

対比

誤差

トーン
同じ

高い

低い

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は 色相 の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立し
たﾍﾟｱごとの比較に基づいています。  

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 一変量の分散分析 学習経験なし 「個性がある」 

 
被験者間因子

外壁 234

屋根 234

バルコ
ニー

234

ベージュ 234

赤 234

青 234

同じ 234

高い 234

低い 234

なし 468

あり 234

1.00

2.00

3.00

部位

1.00

2.00

3.00

色相

1.00

2.00

3.00

トーン

1.00

2.00

規則
性

値ﾗﾍﾞﾙ N

 
被験者間効果の検定

従属変数: 個性がある

416.376a 25 16.655 11.714 .000

5488.729 1 5488.729 3860.306 .000

37.094 2 18.547 13.044 .000

140.663 2 70.332 49.465 .000

50.058 2 25.029 17.603 .000

.410 1 .410 .289 .591

7.705 4 1.926 1.355 .248

27.927 4 6.982 4.910 .001

11.932 2 5.966 4.196 .015

16.269 4 4.067 2.861 .023

1.333 2 .667 .469 .626

12.547 2 6.274 4.412 .012

961.162 676 1.422

7588.000 702

1377.538 701

ｿｰｽ
修正ﾓﾃﾞﾙ

切片

部位

色相

トーン

規則性

部位 * 色相

部位 * トーン

部位 * 規則性

色相 * トーン

色相 * 規則性

トーン * 規則性

誤差

総和

修正総和

ﾀｲﾌﾟ III 平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

R2乗 = .302 (調整済みR2乗 = .276)a. 
 

 
１. 部位 

推定値

従属変数: 個性がある

3.158 .086 2.990 3.326

2.603 .086 2.434 2.771

3.137 .086 2.969 3.305

部位
外壁

屋根

バルコニー

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 個性がある

.556* .123 .000 .260 .851

.021 .123 1.000 -.274 .317

-.556* .123 .000 -.851 -.260

-.534* .123 .000 -.830 -.238

-.021 .123 1.000 -.317 .274

.534* .123 .000 .238 .830

(J) 部位
屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

(I) 部位
外壁

屋根

バルコニー

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 



=1変量検定

従属変数: 個性がある

37.094 2 18.547 13.044 .000

961.162 676 1.422

対比

誤差

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

各F 値は表示された他の効果の各水準の組合せ内の 部位 の単純効果を検
定します。このような検定は推定周辺平均間で線型に独立したﾍﾟｱごとの比
較に基づいています。

 
２. 色相 

推定値

従属変数: 個性がある

2.265 .086 2.097 2.433

3.402 .086 3.233 3.570

3.231 .086 3.063 3.399

色相
ベージュ

赤

青

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 個性がある

-1.137* .123 .000 -1.433 -.841

-.966* .123 .000 -1.262 -.670

1.137* .123 .000 .841 1.433

.171 .123 .498 -.125 .467

.966* .123 .000 .670 1.262

-.171 .123 .498 -.467 .125

(J) 色相
赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

(I) 色相
ベージュ

赤

青

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 

 
=1変量検定

従属変数: 個性がある

140.663 2 70.332 49.465 .000

961.162 676 1.422

対比

誤差

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

各F 値は表示された他の効果の各水準の組合せ内の 色相 の単純効果を検
定します。このような検定は推定周辺平均間で線型に独立したﾍﾟｱごとの比
較に基づいています。

 
3. トーン 

推定値

従属変数: 個性がある

2.560 .086 2.392 2.728

3.068 .086 2.900 3.237

3.269 .086 3.101 3.437

トーン
同じ

高い

低い

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 

ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 個性がある

-.509* .123 .000 -.804 -.213

-.709* .123 .000 -1.005 -.414

.509* .123 .000 .213 .804

-.201 .123 .311 -.497 .095

.709* .123 .000 .414 1.005

.201 .123 .311 -.095 .497

(J) トーン
高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

(I) トーン
同じ

高い

低い

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 個性がある

50.058 2 25.029 17.603 .000

961.162 676 1.422

対比

誤差

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

各F 値は表示された他の効果の各水準の組合せ内の トーン の単純効果を
検定します。このような検定は推定周辺平均間で線型に独立したﾍﾟｱごとの
比較に基づいています。

 
4. トーン * 部位 

推定値

従属変数: 個性がある

2.714 .157 2.406 3.021

2.269 .157 1.962 2.577

2.697 .157 2.389 3.004

3.256 .157 2.949 3.564

2.350 .157 2.043 2.658

3.598 .157 3.291 3.906

3.504 .157 3.197 3.812

3.188 .157 2.880 3.496

3.115 .157 2.808 3.423

部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

トーン
同じ

高い

低い

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 個性がある

-.543 .227 .052 -1.088 .003

-.791* .227 .002 -1.336 -.245

.543 .227 .052 -.003 1.088

-.248 .227 .827 -.793 .298

.791* .227 .002 .245 1.336

.248 .227 .827 -.298 .793

-.081 .227 1.000 -.627 .464

-.919* .227 .000 -1.464 -.373

.081 .227 1.000 -.464 .627

-.838* .227 .001 -1.383 -.292

.919* .227 .000 .373 1.464

.838* .227 .001 .292 1.383

-.902* .227 .000 -1.447 -.356

-.419 .227 .197 -.964 .127

.902* .227 .000 .356 1.447

.483 .227 .102 -.063 1.028

.419 .227 .197 -.127 .964

-.483 .227 .102 -1.028 .063

(J) トーン
高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

(I) トーン
同じ

高い

低い

同じ

高い

低い

同じ

高い

低い

部位
外壁

屋根

バルコニー

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 個性がある

18.005 2 9.003 6.332 .002

961.162 676 1.422

28.491 2 14.245 10.019 .000

961.162 676 1.422

22.421 2 11.211 7.885 .000

961.162 676 1.422

対比

誤差

対比

誤差

対比

誤差

部位
外壁

屋根

バルコニー

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は トーン の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立したﾍﾟ
ｱごとの比較に基づいています。  

5. トーン * 部位 

推定値

従属変数: 個性がある

2.714 .157 2.406 3.021

2.269 .157 1.962 2.577

2.697 .157 2.389 3.004

3.256 .157 2.949 3.564

2.350 .157 2.043 2.658

3.598 .157 3.291 3.906

3.504 .157 3.197 3.812

3.188 .157 2.880 3.496

3.115 .157 2.808 3.423

部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

トーン
同じ

高い

低い

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 個性がある

.444 .227 .153 -.101 .990

.017 .227 1.000 -.528 .563

-.444 .227 .153 -.990 .101

-.427 .227 .181 -.973 .118

-.017 .227 1.000 -.563 .528

.427 .227 .181 -.118 .973

.906* .227 .000 .361 1.451

-.342 .227 .399 -.887 .204

-.906* .227 .000 -1.451 -.361

-1.248* .227 .000 -1.793 -.702

.342 .227 .399 -.204 .887

1.248* .227 .000 .702 1.793

.316 .227 .494 -.229 .862

.389 .227 .263 -.157 .934

-.316 .227 .494 -.862 .229

.073 .227 1.000 -.473 .618

-.389 .227 .263 -.934 .157

-.073 .227 1.000 -.618 .473

(J) 部位
屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

(I) 部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

トーン
同じ

高い

低い

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 個性がある

6.982 2 3.491 2.455 .087

961.162 676 1.422

45.788 2 22.894 16.102 .000

961.162 676 1.422

4.708 2 2.354 1.656 .192

961.162 676 1.422

対比

誤差

対比

誤差

対比

誤差

トーン
同じ

高い

低い

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は 部位 の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立し
たﾍﾟｱごとの比較に基づいています。  

 

 

 



6. 規則性 * 部位 

推定値

従属変数: 個性がある

3.402 .106 3.194 3.609

2.372 .106 2.165 2.579

3.201 .106 2.994 3.408

2.915 .162 2.596 3.233

2.833 .162 2.515 3.152

3.073 .162 2.754 3.391

部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

規則性
なし

あり

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 個性がある

.487* .213 .023 .068 .906

-.487* .213 .023 -.906 -.068

-.462* .213 .031 -.881 -.042

.462* .213 .031 .042 .881

.128 .213 .548 -.291 .547

-.128 .213 .548 -.547 .291

(J) 規則性
あり

なし

あり

なし

あり

なし

(I) 規則性
なし

あり

なし

あり

なし

あり

部位
外壁

屋根

バルコニー

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 個性がある

7.405 1 7.405 5.208 .023

961.162 676 1.422

6.646 1 6.646 4.674 .031

961.162 676 1.422

.513 1 .513 .361 .548

961.162 676 1.422

対比

誤差

対比

誤差

対比

誤差

部位
外壁

屋根

バルコニー

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は 規則性 の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立した
ﾍﾟｱごとの比較に基づいています。  

7. 規則性 * 部位 

推定値

従属変数: 個性がある

3.402 .106 3.194 3.609

2.372 .106 2.165 2.579

3.201 .106 2.994 3.408

2.915 .162 2.596 3.233

2.833 .162 2.515 3.152

3.073 .162 2.754 3.391

部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

規則性
なし

あり

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 個性がある

1.030* .156 .000 .656 1.404

.201 .156 .594 -.173 .575

-1.030* .156 .000 -1.404 -.656

-.829* .156 .000 -1.203 -.455

-.201 .156 .594 -.575 .173

.829* .156 .000 .455 1.203

.081 .247 1.000 -.510 .673

-.158 .247 1.000 -.750 .433

-.081 .247 1.000 -.673 .510

-.239 .247 .996 -.831 .352

.158 .247 1.000 -.433 .750

.239 .247 .996 -.352 .831

(J) 部位
屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

(I) 部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

規則性
なし

あり

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 個性がある

69.748 2 34.874 24.527 .000

961.162 676 1.422

1.386 2 .693 .488 .614

961.162 676 1.422

対比

誤差

対比

誤差

規則性
なし

あり

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は 部位 の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立し
たﾍﾟｱごとの比較に基づいています。  

8. トーン * 色相 

推定値

従属変数: 個性がある

1.654 .157 1.346 1.962

3.047 .157 2.739 3.355

2.979 .157 2.671 3.286

2.551 .157 2.244 2.859

3.688 .157 3.380 3.996

2.966 .157 2.658 3.274

2.590 .157 2.282 2.897

3.470 .157 3.162 3.778

3.748 .157 3.440 4.056

色相
ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

トーン
同じ

高い

低い

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 個性がある

-.897* .227 .000 -1.443 -.352

-.936* .227 .000 -1.481 -.390

.897* .227 .000 .352 1.443

-.038 .227 1.000 -.584 .507

.936* .227 .000 .390 1.481

.038 .227 1.000 -.507 .584

-.641* .227 .015 -1.186 -.096

-.423 .227 .189 -.968 .122

.641* .227 .015 .096 1.186

.218 .227 1.000 -.327 .763

.423 .227 .189 -.122 .968

-.218 .227 1.000 -.763 .327

.013 .227 1.000 -.533 .558

-.769* .227 .002 -1.315 -.224

-.013 .227 1.000 -.558 .533

-.782* .227 .002 -1.327 -.237

.769* .227 .002 .224 1.315

.782* .227 .002 .237 1.327

(J) トーン
高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

(I) トーン
同じ

高い

低い

同じ

高い

低い

同じ

高い

低い

色相
ベージュ

赤

青

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 個性がある

30.884 2 15.442 10.861 .000

961.162 676 1.422

11.698 2 5.849 4.114 .017

961.162 676 1.422

22.087 2 11.044 7.767 .000

961.162 676 1.422

対比

誤差

対比

誤差

対比

誤差

色相
ベージュ

赤

青

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は トーン の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立し
たﾍﾟｱごとの比較に基づいています。  

 

 

 

 
9. トーン * 色相 

推定値

従属変数: 個性がある

1.654 .157 1.346 1.962

3.047 .157 2.739 3.355

2.979 .157 2.671 3.286

2.551 .157 2.244 2.859

3.688 .157 3.380 3.996

2.966 .157 2.658 3.274

2.590 .157 2.282 2.897

3.470 .157 3.162 3.778

3.748 .157 3.440 4.056

色相
ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

トーン
同じ

高い

低い

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 個性がある

-1.393* .227 .000 -1.939 -.848

-1.325* .227 .000 -1.870 -.779

1.393* .227 .000 .848 1.939

.068 .227 1.000 -.477 .614

1.325* .227 .000 .779 1.870

-.068 .227 1.000 -.614 .477

-1.137* .227 .000 -1.682 -.591

-.415 .227 .206 -.960 .131

1.137* .227 .000 .591 1.682

.722* .227 .005 .177 1.268

.415 .227 .206 -.131 .960

-.722* .227 .005 -1.268 -.177

-.880* .227 .000 -1.426 -.335

-1.158* .227 .000 -1.704 -.613

.880* .227 .000 .335 1.426

-.278 .227 .666 -.823 .268

1.158* .227 .000 .613 1.704

.278 .227 .666 -.268 .823

(J) 色相
赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

(I) 色相
ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

トーン
同じ

高い

低い

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 個性がある

67.918 2 33.959 23.884 .000

961.162 676 1.422

36.442 2 18.221 12.815 .000

961.162 676 1.422

40.255 2 20.128 14.156 .000

961.162 676 1.422

対比

誤差

対比

誤差

対比

誤差

トーン
同じ

高い

低い

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は 色相 の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立し
たﾍﾟｱごとの比較に基づいています。  

 

 

 

 

 

 

 



10. トーン * 規則性 

推定値

従属変数: 個性がある

2.419 .106 2.212 2.626

2.701 .162 2.382 3.019

3.376 .106 3.169 3.583

2.761 .162 2.442 3.079

3.179 .106 2.972 3.387

3.359 .162 3.040 3.678

規則性
なし

あり

なし

あり

なし

あり

トーン
同じ

高い

低い

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 個性がある

-.957* .156 .000 -1.331 -.583

-.761* .156 .000 -1.135 -.387

.957* .156 .000 .583 1.331

.197 .156 .623 -.178 .571

.761* .156 .000 .387 1.135

-.197 .156 .623 -.571 .178

-.060 .247 1.000 -.651 .532

-.658* .247 .023 -1.250 -.067

.060 .247 1.000 -.532 .651

-.598* .247 .046 -1.190 -.007

.658* .247 .023 .067 1.250

.598* .247 .046 .007 1.190

(J) トーン
高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

(I) トーン
同じ

高い

低い

同じ

高い

低い

規則性
なし

あり

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 個性がある

59.812 2 29.906 21.033 .000

961.162 676 1.422

12.397 2 6.198 4.359 .013

961.162 676 1.422

対比

誤差

対比

誤差

規則性
なし

あり

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は トーン の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立し
たﾍﾟｱごとの比較に基づいています。  

11. トーン * 規則性 

推定値

従属変数: 個性がある

2.419 .106 2.212 2.626

2.701 .162 2.382 3.019

3.376 .106 3.169 3.583

2.761 .162 2.442 3.079

3.179 .106 2.972 3.387

3.359 .162 3.040 3.678

規則性
なし

あり

なし

あり

なし

あり

トーン
同じ

高い

低い

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 

ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 個性がある

-.282 .213 .187 -.701 .137

.282 .213 .187 -.137 .701

.615* .213 .004 .196 1.035

-.615* .213 .004 -1.035 -.196

-.179 .213 .401 -.599 .240

.179 .213 .401 -.240 .599

(J) 規則性
あり

なし

あり

なし

あり

なし

(I) 規則性
なし

あり

なし

あり

なし

あり

トーン
同じ

高い

低い

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 個性がある

2.482 1 2.482 1.746 .187

961.162 676 1.422

11.815 1 11.815 8.310 .004

961.162 676 1.422

1.005 1 1.005 .707 .401

961.162 676 1.422

対比

誤差

対比

誤差

対比

誤差

トーン
同じ

高い

低い

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は 規則性 の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立
したﾍﾟｱごとの比較に基づいています。  

 

■一変量の分散分析 学習経験あり 「好き」 
被験者間因子

外壁 224

屋根 222

バルコ
ニー

223

ベージュ 223

赤 224

青 222

同じ 223

高い 223

低い 223

なし 446

あり 223

1.00

2.00

3.00

部位

1.00

2.00

3.00

色相

1.00

2.00

3.00

トーン

1.00

2.00

規則
性

値ﾗﾍﾞﾙ N

 
被験者間効果の検定

従属変数: 好き

147.737a 25 5.909 4.449 .000

5924.160 1 5924.160 4459.683 .000

16.608 2 8.304 6.251 .002

26.462 2 13.231 9.960 .000

3.502 2 1.751 1.318 .268

1.752 1 1.752 1.319 .251

26.435 4 6.609 4.975 .001

25.676 4 6.419 4.832 .001

4.748 2 2.374 1.787 .168

5.863 4 1.466 1.103 .354

9.999 2 4.999 3.764 .024

1.083 2 .541 .407 .665

854.149 643 1.328

7739.000 669

1001.886 668

ｿｰｽ
修正ﾓﾃﾞﾙ

切片

部位

色相

トーン

規則性

部位 * 色相

部位 * トーン

部位 * 規則性

色相 * トーン

色相 * 規則性

トーン * 規則性

誤差

総和

修正総和

ﾀｲﾌﾟ III 平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

R2乗 = .147 (調整済みR2乗 = .114)a. 
 

 

 

 

 

 
１. 色相 

推定値

従属変数: 好き

3.417 .085 3.250 3.584

3.180 .085 3.014 3.346

2.873 .085 2.706 3.040

色相
ベージュ

赤

青

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 好き

.237 .122 .157 -.056 .530

.544* .122 .000 .251 .838

-.237 .122 .157 -.530 .056

.307* .122 .036 .014 .600

-.544* .122 .000 -.838 -.251

-.307* .122 .036 -.600 -.014

(J) 色相
赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

(I) 色相
ベージュ

赤

青

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 

 
=1変量検定

従属変数: 好き

26.462 2 13.231 9.960 .000

854.149 643 1.328

対比

誤差

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

各F 値は表示された他の効果の各水準の組合せ内の 色相 の単純効果を検
定します。このような検定は推定周辺平均間で線型に独立したﾍﾟｱごとの比
較に基づいています。

 
２. トーン 

推定値

従属変数: 好き

3.262 .085 3.096 3.429

3.142 .085 2.975 3.308

3.066 .085 2.899 3.233

トーン
同じ

高い

低い

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 好き

.121 .122 .968 -.172 .414

.196 .122 .324 -.096 .489

-.121 .122 .968 -.414 .172

.075 .122 1.000 -.218 .369

-.196 .122 .324 -.489 .096

-.075 .122 1.000 -.369 .218

(J) トーン
高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

(I) トーン
同じ

高い

低い

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 



=1変量検定

従属変数: 好き

3.502 2 1.751 1.318 .268

854.149 643 1.328

対比

誤差

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

各F 値は表示された他の効果の各水準の組合せ内の トーン の単純効果を
検定します。このような検定は推定周辺平均間で線型に独立したﾍﾟｱごとの
比較に基づいています。

 
３. 色相 * 部位 

推定値

従属変数: 好き

3.727 .155 3.424 4.031

3.320 .155 3.014 3.625

3.204 .156 2.899 3.510

3.085 .155 2.781 3.389

3.456 .155 3.152 3.759

3.000 .156 2.694 3.305

2.465 .156 2.160 2.771

3.418 .156 3.111 3.724

2.736 .155 2.432 3.040

部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

色相
ベージュ

赤

青

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 好き

.642* .224 .013 .104 1.181

1.262* .225 .000 .722 1.803

-.642* .224 .013 -1.181 -.104

.620* .225 .018 .080 1.160

-1.262* .225 .000 -1.803 -.722

-.620* .225 .018 -1.160 -.080

-.136 .225 1.000 -.676 .404

-.098 .226 1.000 -.640 .444

.136 .225 1.000 -.404 .676

.038 .225 1.000 -.503 .579

.098 .226 1.000 -.444 .640

-.038 .225 1.000 -.579 .503

.205 .225 1.000 -.336 .746

.468 .225 .112 -.071 1.007

-.205 .225 1.000 -.746 .336

.264 .225 .726 -.276 .804

-.468 .225 .112 -1.007 .071

-.264 .225 .726 -.804 .276

(J) 色相
赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

(I) 色相
ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

部位
外壁

屋根

バルコニー

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 

 
=1変量検定

従属変数: 好き

41.758 2 20.879 15.718 .000

854.149 643 1.328

.515 2 .258 .194 .824

854.149 643 1.328

5.809 2 2.904 2.186 .113

854.149 643 1.328

対比

誤差

対比

誤差

対比

誤差

部位
外壁

屋根

バルコニー

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は 色相 の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立したﾍﾟｱ
ごとの比較に基づいています。  

 

４. 色相 * 部位 

推定値

従属変数: 好き

3.727 .155 3.424 4.031

3.320 .155 3.014 3.625

3.204 .156 2.899 3.510

3.085 .155 2.781 3.389

3.456 .155 3.152 3.759

3.000 .156 2.694 3.305

2.465 .156 2.160 2.771

3.418 .156 3.111 3.724

2.736 .155 2.432 3.040

部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

色相
ベージュ

赤

青

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 好き

.408 .225 .211 -.132 .948

.523 .225 .061 -.016 1.063

-.408 .225 .211 -.948 .132

.115 .225 1.000 -.425 .656

-.523 .225 .061 -1.063 .016

-.115 .225 1.000 -.656 .425

-.371 .224 .297 -.909 .168

.085 .225 1.000 -.454 .625

.371 .224 .297 -.168 .909

.456 .225 .130 -.084 .997

-.085 .225 1.000 -.625 .454

-.456 .225 .130 -.997 .084

-.953* .226 .000 -1.495 -.410

-.271 .225 .687 -.811 .269

.953* .226 .000 .410 1.495

.682* .225 .008 .141 1.222

.271 .225 .687 -.269 .811

-.682* .225 .008 -1.222 -.141

(J) 部位
屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

(I) 部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

色相
ベージュ

赤

青

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 好き

7.956 2 3.978 2.995 .051

854.149 643 1.328

6.177 2 3.088 2.325 .099

854.149 643 1.328

25.069 2 12.535 9.436 .000

854.149 643 1.328

対比

誤差

対比

誤差

対比

誤差

色相
ベージュ

赤

青

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は 部位 の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立した
ﾍﾟｱごとの比較に基づいています。  

 

 

 

 

 

 

 

５. トーン * 部位 

推定値

従属変数: 好き

3.065 .155 2.761 3.368

3.525 .155 3.220 3.830

3.197 .155 2.892 3.503

2.983 .156 2.678 3.289

3.784 .155 3.478 4.089

2.658 .155 2.354 2.962

3.230 .155 2.926 3.534

2.884 .156 2.579 3.189

3.085 .155 2.779 3.390

部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

トーン
同じ

高い

低い

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 好き

.082 .225 1.000 -.458 .622

-.165 .224 1.000 -.704 .373

-.082 .225 1.000 -.622 .458

-.247 .225 .821 -.787 .294

.165 .224 1.000 -.373 .704

.247 .225 .821 -.294 .787

-.258 .225 .754 -.799 .282

.641* .226 .014 .099 1.183

.258 .225 .754 -.282 .799

.900* .225 .000 .359 1.440

-.641* .226 .014 -1.183 -.099

-.900* .225 .000 -1.440 -.359

.539 .225 .051 -.001 1.079

.113 .225 1.000 -.428 .653

-.539 .225 .051 -1.079 .001

-.427 .225 .174 -.966 .113

-.113 .225 1.000 -.653 .428

.427 .225 .174 -.113 .966

(J) トーン
高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

(I) トーン
同じ

高い

低い

同じ

高い

低い

同じ

高い

低い

部位
外壁

屋根

バルコニー

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 

 
=1変量検定

従属変数: 好き

1.658 2 .829 .624 .536

854.149 643 1.328

22.434 2 11.217 8.444 .000

854.149 643 1.328

8.507 2 4.253 3.202 .041

854.149 643 1.328

対比

誤差

対比

誤差

対比

誤差

部位
外壁

屋根

バルコニー

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は トーン の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立したﾍﾟ
ｱごとの比較に基づいています。  

 

 

 

 

 

 

 



６. トーン * 部位 

推定値

従属変数: 好き

3.065 .155 2.761 3.368

3.525 .155 3.220 3.830

3.197 .155 2.892 3.503

2.983 .156 2.678 3.289

3.784 .155 3.478 4.089

2.658 .155 2.354 2.962

3.230 .155 2.926 3.534

2.884 .156 2.579 3.189

3.085 .155 2.779 3.390

部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

トーン
同じ

高い

低い

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 好き

-.461 .225 .123 -1.000 .079

-.133 .225 1.000 -.672 .407

.461 .225 .123 -.079 1.000

.328 .226 .439 -.214 .870

.133 .225 1.000 -.407 .672

-.328 .226 .439 -.870 .214

-.801* .225 .001 -1.341 -.260

.325 .225 .447 -.215 .865

.801* .225 .001 .260 1.341

1.126* .225 .000 .587 1.665

-.325 .225 .447 -.865 .215

-1.126* .225 .000 -1.665 -.587

.346 .225 .375 -.195 .886

.145 .225 1.000 -.394 .684

-.346 .225 .375 -.886 .195

-.201 .225 1.000 -.741 .340

-.145 .225 1.000 -.684 .394

.201 .225 1.000 -.340 .741

(J) 部位
屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

(I) 部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

トーン
同じ

高い

低い

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 好き

5.893 2 2.946 2.218 .110

854.149 643 1.328

35.333 2 17.667 13.299 .000

854.149 643 1.328

3.159 2 1.580 1.189 .305

854.149 643 1.328

対比

誤差

対比

誤差

対比

誤差

トーン
同じ

高い

低い

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は 部位 の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立し
たﾍﾟｱごとの比較に基づいています。  

 

 

 

 

 

 

７. 規則性 * 色相 

推定値

従属変数: 好き

3.280 .104 3.075 3.485

3.179 .104 2.974 3.384

3.174 .105 2.969 3.380

3.555 .161 3.239 3.871

3.181 .160 2.867 3.496

2.571 .161 2.256 2.887

色相
ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

規則性
なし

あり

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 好き

-.275 .212 .194 -.690 .141

.275 .212 .194 -.141 .690

-.002 .211 .992 -.417 .412

.002 .211 .992 -.412 .417

.603* .212 .005 .187 1.018

-.603* .212 .005 -1.018 -.187

(J) 規則性
あり

なし

あり

なし

あり

なし

(I) 規則性
なし

あり

なし

あり

なし

あり

色相
ベージュ

赤

青

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 好き

2.242 1 2.242 1.688 .194

854.149 643 1.328

.000 1 .000 .000 .992

854.149 643 1.328

10.784 1 10.784 8.118 .005

854.149 643 1.328

対比

誤差

対比

誤差

対比

誤差

色相
ベージュ

赤

青

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は 規則性 の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立し
たﾍﾟｱごとの比較に基づいています。  

 

８. 規則性 * 色相 

推定値

従属変数: 好き

3.280 .104 3.075 3.485

3.179 .104 2.974 3.384

3.174 .105 2.969 3.380

3.555 .161 3.239 3.871

3.181 .160 2.867 3.496

2.571 .161 2.256 2.887

色相
ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

規則性
なし

あり

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 

ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 好き

.101 .154 1.000 -.270 .471

.105 .154 1.000 -.265 .476

-.101 .154 1.000 -.471 .270

.005 .155 1.000 -.366 .376

-.105 .154 1.000 -.476 .265

-.005 .155 1.000 -.376 .366

.373 .244 .379 -.212 .959

.983* .244 .000 .397 1.570

-.373 .244 .379 -.959 .212

.610* .244 .038 .024 1.195

-.983* .244 .000 -1.570 -.397

-.610* .244 .038 -1.195 -.024

(J) 色相
赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

(I) 色相
ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

規則性
なし

あり

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率a 下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 好き

.792 2 .396 .298 .742

854.149 643 1.328

21.918 2 10.959 8.250 .000

854.149 643 1.328

対比

誤差

対比

誤差

規則性
なし

あり

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は 色相 の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立し
たﾍﾟｱごとの比較に基づいています。  

 

■一変量の分散分析 学習経験なし 「好き」 
被験者間因子

外壁 234

屋根 234

バルコ
ニー

234

ベージュ 234

赤 234

青 234

同じ 234

高い 234

低い 234

なし 468

あり 234

1.00

2.00

3.00

部位

1.00

2.00

3.00

色相

1.00

2.00

3.00

トーン

1.00

2.00

規則
性

値ﾗﾍﾞﾙ N

 
被験者間効果の検定

従属変数: 好き

191.644a 25 7.666 5.104 .000

5316.114 1 5316.114 3539.392 .000

46.545 2 23.273 15.495 .000

47.720 2 23.860 15.886 .000

7.002 2 3.501 2.331 .098

1.379 1 1.379 .918 .338

34.123 4 8.531 5.680 .000

10.614 4 2.653 1.767 .134

4.276 2 2.138 1.424 .242

12.964 4 3.241 2.158 .072

11.806 2 5.903 3.930 .020

2.473 2 1.236 .823 .439

1015.342 676 1.502

7252.000 702

1206.986 701

ｿｰｽ
修正ﾓﾃﾞﾙ

切片

部位

色相

トーン

規則性

部位 * 色相

部位 * トーン

部位 * 規則性

色相 * トーン

色相 * 規則性

トーン * 規則性

誤差

総和

修正総和

ﾀｲﾌﾟ III 平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

R2乗 = .159 (調整済みR2乗 = .128)a. 
 

 



１. 部位 

推定値

従属変数: 好き

2.806 .088 2.633 2.978

3.314 .088 3.141 3.487

2.637 .088 2.464 2.810

部位
外壁

屋根

バルコニー

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 好き

-.509* .127 .000 -.813 -.205

.169 .127 .549 -.135 .473

.509* .127 .000 .205 .813

.677* .127 .000 .373 .981

-.169 .127 .549 -.473 .135

-.677* .127 .000 -.981 -.373

(J) 部位
屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

(I) 部位
外壁

屋根

バルコニー

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 好き

46.545 2 23.273 15.495 .000

1015.342 676 1.502

対比

誤差

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

各F 値は表示された他の効果の各水準の組合せ内の 部位 の単純効果を検
定します。このような検定は推定周辺平均間で線型に独立したﾍﾟｱごとの比
較に基づいています。

 
２. 色相 

推定値

従属変数: 好き

3.269 .088 3.096 3.442

2.932 .088 2.759 3.105

2.556 .088 2.383 2.728

色相
ベージュ

赤

青

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 好き

.338* .127 .024 .034 .642

.714* .127 .000 .410 1.018

-.338* .127 .024 -.642 -.034

.376* .127 .009 .072 .680

-.714* .127 .000 -1.018 -.410

-.376* .127 .009 -.680 -.072

(J) 色相
赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

(I) 色相
ベージュ

赤

青

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 

 

=1変量検定

従属変数: 好き

47.720 2 23.860 15.886 .000

1015.342 676 1.502

対比

誤差

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

各F 値は表示された他の効果の各水準の組合せ内の 色相 の単純効果を検
定します。このような検定は推定周辺平均間で線型に独立したﾍﾟｱごとの比
較に基づいています。

 
３. 色相 * 部位 

推定値

従属変数: 好き

3.593 .161 3.277 3.910

3.213 .161 2.897 3.529

3.001 .161 2.685 3.318

2.645 .161 2.328 2.961

3.474 .161 3.157 3.790

2.677 .161 2.360 2.993

2.179 .161 1.863 2.495

3.256 .161 2.939 3.572

2.232 .161 1.916 2.548

部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

色相
ベージュ

赤

青

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 好き

.949* .234 .000 .388 1.509

1.415* .234 .000 .854 1.975

-.949* .234 .000 -1.509 -.388

.466 .234 .140 -.095 1.026

-1.415* .234 .000 -1.975 -.854

-.466 .234 .140 -1.026 .095

-.261 .234 .794 -.821 .300

-.043 .234 1.000 -.603 .518

.261 .234 .794 -.300 .821

.218 .234 1.000 -.343 .779

.043 .234 1.000 -.518 .603

-.218 .234 1.000 -.779 .343

.325 .234 .495 -.236 .885

.769* .234 .003 .209 1.330

-.325 .234 .495 -.885 .236

.444 .234 .172 -.116 1.005

-.769* .234 .003 -1.330 -.209

-.444 .234 .172 -1.005 .116

(J) 色相
赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

(I) 色相
ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

部位
外壁

屋根

バルコニー

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 

 
=1変量検定

従属変数: 好き

57.223 2 28.612 19.049 .000

1015.342 676 1.502

2.153 2 1.076 .717 .489

1015.342 676 1.502

16.421 2 8.210 5.466 .004

1015.342 676 1.502

対比

誤差

対比

誤差

対比

誤差

部位
外壁

屋根

バルコニー

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は 色相 の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立したﾍﾟｱ
ごとの比較に基づいています。  

 

 

 

 

４. 色相 * 部位 

推定値

従属変数: 好き

3.593 .161 3.277 3.910

3.213 .161 2.897 3.529

3.001 .161 2.685 3.318

2.645 .161 2.328 2.961

3.474 .161 3.157 3.790

2.677 .161 2.360 2.993

2.179 .161 1.863 2.495

3.256 .161 2.939 3.572

2.232 .161 1.916 2.548

部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

色相
ベージュ

赤

青

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 好き

.380 .234 .312 -.180 .941

.592* .234 .035 .031 1.152

-.380 .234 .312 -.941 .180

.212 .234 1.000 -.349 .772

-.592* .234 .035 -1.152 -.031

-.212 .234 1.000 -.772 .349

-.829* .234 .001 -1.390 -.268

-.032 .234 1.000 -.593 .529

.829* .234 .001 .268 1.390

.797* .234 .002 .236 1.358

.032 .234 1.000 -.529 .593

-.797* .234 .002 -1.358 -.236

-1.077* .234 .000 -1.638 -.516

-.053 .234 1.000 -.614 .507

1.077* .234 .000 .516 1.638

1.024* .234 .000 .463 1.584

.053 .234 1.000 -.507 .614

-1.024* .234 .000 -1.584 -.463

(J) 部位
屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

(I) 部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

色相
ベージュ

赤

青

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 好き

9.906 2 4.953 3.298 .038

1015.342 676 1.502

24.292 2 12.146 8.087 .000

1015.342 676 1.502

40.563 2 20.282 13.503 .000

1015.342 676 1.502

対比

誤差

対比

誤差

対比

誤差

色相
ベージュ

赤

青

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は 部位 の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立した
ﾍﾟｱごとの比較に基づいています。  

５. 規則性 * 色相 

推定値

従属変数: 好き

3.205 .108 2.992 3.418

2.816 .108 2.603 3.029

2.876 .108 2.663 3.089

3.333 .167 3.006 3.661

3.047 .167 2.720 3.374

2.235 .167 1.908 2.563

色相
ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

規則性
なし

あり

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 



ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 好き

-.128 .219 .559 -.559 .303

.128 .219 .559 -.303 .559

-.231 .219 .293 -.662 .200

.231 .219 .293 -.200 .662

.641* .219 .004 .210 1.072

-.641* .219 .004 -1.072 -.210

(J) 規則性
あり

なし

あり

なし

あり

なし

(I) 規則性
なし

あり

なし

あり

なし

あり

色相
ベージュ

赤

青

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 好き

.513 1 .513 .341 .559

1015.342 676 1.502

1.662 1 1.662 1.106 .293

1015.342 676 1.502

12.821 1 12.821 8.536 .004

1015.342 676 1.502

対比

誤差

対比

誤差

対比

誤差

色相
ベージュ

赤

青

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は 規則性 の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立し
たﾍﾟｱごとの比較に基づいています。  

６. 規則性 * 色相 

推定値

従属変数: 好き

3.205 .108 2.992 3.418

2.816 .108 2.603 3.029

2.876 .108 2.663 3.089

3.333 .167 3.006 3.661

3.047 .167 2.720 3.374

2.235 .167 1.908 2.563

色相
ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

規則性
なし

あり

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 好き

.389* .160 .046 .004 .773

.329 .160 .121 -.055 .714

-.389* .160 .046 -.773 -.004

-.060 .160 1.000 -.444 .325

-.329 .160 .121 -.714 .055

.060 .160 1.000 -.325 .444

.286 .253 .776 -.322 .894

1.098* .253 .000 .490 1.706

-.286 .253 .776 -.894 .322

.812* .253 .004 .204 1.420

-1.098* .253 .000 -1.706 -.490

-.812* .253 .004 -1.420 -.204

(J) 色相
赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

(I) 色相
ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

規則性
なし

あり

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 好き

10.261 2 5.130 3.416 .033

1015.342 676 1.502

30.381 2 15.191 10.114 .000

1015.342 676 1.502

対比

誤差

対比

誤差

規則性
なし

あり

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は 色相 の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立し
たﾍﾟｱごとの比較に基づいています。  

 

■一変量の分散分析 学習あり 「住みたい」 
被験者間因子

外壁 224

屋根 222

バルコ
ニー

223

ベージュ 223

赤 224

青 222

同じ 223

高い 223

低い 223

なし 446

あり 223

1.00

2.00

3.00

部位

1.00

2.00

3.00

色相

1.00

2.00

3.00

トーン

1.00

2.00

規則
性

値ﾗﾍﾞﾙ N

 
被験者間効果の検定

従属変数: 住みたい

181.373a 25 7.255 5.570 .000

5461.869 1 5461.869 4193.636 .000

22.876 2 11.438 8.782 .000

22.812 2 11.406 8.758 .000

4.944 2 2.472 1.898 .151

.788 1 .788 .605 .437

30.555 4 7.639 5.865 .000

32.121 4 8.030 6.166 .000

11.478 2 5.739 4.406 .013

3.207 4 .802 .616 .652

8.054 2 4.027 3.092 .046

.427 2 .214 .164 .849

837.455 643 1.302

7209.000 669

1018.828 668

ｿｰｽ
修正ﾓﾃﾞﾙ

切片

部位

色相

トーン

規則性

部位 * 色相

部位 * トーン

部位 * 規則性

色相 * トーン

色相 * 規則性

トーン * 規則性

誤差

総和

修正総和

ﾀｲﾌﾟ III 平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

R2乗 = .178 (調整済みR2乗 = .146)a. 
 

 
１. 部位 

推定値

従属変数: 住みたい

2.955 .084 2.790 3.119

3.314 .084 3.149 3.479

2.824 .084 2.659 2.990

部位
外壁

屋根

バルコニー

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 住みたい

-.360* .121 .009 -.649 -.070

.130 .121 .845 -.160 .420

.360* .121 .009 .070 .649

.490* .121 .000 .199 .780

-.130 .121 .845 -.420 .160

-.490* .121 .000 -.780 -.199

(J) 部位
屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

(I) 部位
外壁

屋根

バルコニー

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 住みたい

22.876 2 11.438 8.782 .000

837.455 643 1.302

対比

誤差

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

各F 値は表示された他の効果の各水準の組合せ内の 部位 の単純効果を検
定します。このような検定は推定周辺平均間で線型に独立したﾍﾟｱごとの比
較に基づいています。

 
2. 色相 

推定値

従属変数: 住みたい

3.285 .084 3.120 3.450

3.030 .084 2.865 3.194

2.778 .084 2.613 2.944

色相
ベージュ

赤

青

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 住みたい

.255 .121 .104 -.034 .545

.507* .121 .000 .216 .797

-.255 .121 .104 -.545 .034

.251 .121 .113 -.039 .541

-.507* .121 .000 -.797 -.216

-.251 .121 .113 -.541 .039

(J) 色相
赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

(I) 色相
ベージュ

赤

青

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 

 
=1変量検定

従属変数: 住みたい

22.812 2 11.406 8.758 .000

837.455 643 1.302

対比

誤差

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

各F 値は表示された他の効果の各水準の組合せ内の 色相 の単純効果を検
定します。このような検定は推定周辺平均間で線型に独立したﾍﾟｱごとの比
較に基づいています。

 
3. 色相 * 部位 

推定値

従属変数: 住みたい

3.611 .153 3.310 3.912

3.181 .154 2.879 3.484

3.063 .154 2.760 3.365

2.894 .153 2.593 3.194

3.382 .153 3.081 3.683

2.813 .154 2.511 3.116

2.359 .154 2.056 2.661

3.379 .155 3.075 3.683

2.597 .153 2.297 2.898

部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

色相
ベージュ

赤

青

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 



ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 住みたい

.717* .222 .004 .184 1.250

1.252* .223 .000 .717 1.787

-.717* .222 .004 -1.250 -.184

.535* .223 .050 3.728E-05 1.070

-1.252* .223 .000 -1.787 -.717

-.535* .223 .050 -1.070 -3.728E-05

-.200 .223 1.000 -.735 .334

-.198 .224 1.000 -.734 .339

.200 .223 1.000 -.334 .735

.003 .223 1.000 -.533 .538

.198 .224 1.000 -.339 .734

-.003 .223 1.000 -.538 .533

.249 .223 .792 -.286 .785

.465 .222 .110 -.068 .999

-.249 .223 .792 -.785 .286

.216 .223 .998 -.319 .751

-.465 .222 .110 -.999 .068

-.216 .223 .998 -.751 .319

(J) 色相
赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

(I) 色相
ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

部位
外壁

屋根

バルコニー

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 

 
=1変量検定

従属変数: 住みたい

41.404 2 20.702 15.895 .000

837.455 643 1.302

1.380 2 .690 .530 .589

837.455 643 1.302

5.714 2 2.857 2.194 .112

837.455 643 1.302

対比

誤差

対比

誤差

対比

誤差

部位
外壁

屋根

バルコニー

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は 色相 の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立したﾍﾟｱ
ごとの比較に基づいています。  

4. 色相 * 部位 

推定値

従属変数: 住みたい

3.611 .153 3.310 3.912

3.181 .154 2.879 3.484

3.063 .154 2.760 3.365

2.894 .153 2.593 3.194

3.382 .153 3.081 3.683

2.813 .154 2.511 3.116

2.359 .154 2.056 2.661

3.379 .155 3.075 3.683

2.597 .153 2.297 2.898

部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

色相
ベージュ

赤

青

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 

ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 住みたい

.430 .223 .163 -.105 .964

.548* .222 .042 .014 1.082

-.430 .223 .163 -.964 .105

.119 .223 1.000 -.417 .654

-.548* .222 .042 -1.082 -.014

-.119 .223 1.000 -.654 .417

-.488 .222 .085 -1.021 .045

.081 .223 1.000 -.454 .615

.488 .222 .085 -.045 1.021

.569* .223 .033 .033 1.104

-.081 .223 1.000 -.615 .454

-.569* .223 .033 -1.104 -.033

-1.020* .224 .000 -1.557 -.483

-.238 .223 .855 -.773 .296

1.020* .224 .000 .483 1.557

.782* .223 .001 .247 1.317

.238 .223 .855 -.296 .773

-.782* .223 .001 -1.317 -.247

(J) 部位
屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

(I) 部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

色相
ベージュ

赤

青

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 住みたい

8.762 2 4.381 3.364 .035

837.455 643 1.302

9.955 2 4.978 3.822 .022

837.455 643 1.302

29.643 2 14.821 11.380 .000

837.455 643 1.302

対比

誤差

対比

誤差

対比

誤差

色相
ベージュ

赤

青

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は 部位 の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立した
ﾍﾟｱごとの比較に基づいています。  

5. トーン * 部位 

推定値

従属変数: 住みたい

2.926 .153 2.626 3.227

3.457 .154 3.155 3.759

3.113 .154 2.811 3.415

2.786 .154 2.484 3.088

3.684 .154 3.382 3.987

2.370 .153 2.069 2.671

3.151 .153 2.850 3.452

2.801 .154 2.499 3.104

2.990 .154 2.688 3.292

部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

トーン
同じ

高い

低い

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 

ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 住みたい

.141 .223 1.000 -.394 .675

-.225 .222 .936 -.758 .308

-.141 .223 1.000 -.675 .394

-.365 .223 .305 -.900 .170

.225 .222 .936 -.308 .758

.365 .223 .305 -.170 .900

-.228 .223 .923 -.763 .307

.655* .224 .010 .119 1.192

.228 .223 .923 -.307 .763

.883* .223 .000 .348 1.418

-.655* .224 .010 -1.192 -.119

-.883* .223 .000 -1.418 -.348

.743* .223 .003 .208 1.278

.123 .223 1.000 -.412 .658

-.743* .223 .003 -1.278 -.208

-.620* .222 .016 -1.154 -.086

-.123 .223 1.000 -.658 .412

.620* .222 .016 .086 1.154

(J) トーン
高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

(I) トーン
同じ

高い

低い

同じ

高い

低い

同じ

高い

低い

部位
外壁

屋根

バルコニー

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 住みたい

3.564 2 1.782 1.368 .255

837.455 643 1.302

21.977 2 10.988 8.437 .000

837.455 643 1.302

16.672 2 8.336 6.400 .002

837.455 643 1.302

対比

誤差

対比

誤差

対比

誤差

部位
外壁

屋根

バルコニー

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は トーン の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立したﾍﾟ
ｱごとの比較に基づいています。  

6. トーン * 部位 

推定値

従属変数: 住みたい

2.926 .153 2.626 3.227

3.457 .154 3.155 3.759

3.113 .154 2.811 3.415

2.786 .154 2.484 3.088

3.684 .154 3.382 3.987

2.370 .153 2.069 2.671

3.151 .153 2.850 3.452

2.801 .154 2.499 3.104

2.990 .154 2.688 3.292

部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

トーン
同じ

高い

低い

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 



ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 住みたい

-.530 .223 .053 -1.065 .004

-.187 .223 1.000 -.721 .348

.530 .223 .053 -.004 1.065

.344 .223 .373 -.193 .880

.187 .223 1.000 -.348 .721

-.344 .223 .373 -.880 .193

-.898* .223 .000 -1.434 -.363

.416 .223 .188 -.119 .951

.898* .223 .000 .363 1.434

1.314* .222 .000 .780 1.848

-.416 .223 .188 -.951 .119

-1.314* .222 .000 -1.848 -.780

.350 .223 .351 -.185 .885

.161 .222 1.000 -.372 .695

-.350 .223 .351 -.885 .185

-.189 .223 1.000 -.724 .347

-.161 .222 1.000 -.695 .372

.189 .223 1.000 -.347 .724

(J) 部位
屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

(I) 部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

トーン
同じ

高い

低い

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 住みたい

7.589 2 3.795 2.914 .055

837.455 643 1.302

47.503 2 23.751 18.236 .000

837.455 643 1.302

3.217 2 1.608 1.235 .292

837.455 643 1.302

対比

誤差

対比

誤差

対比

誤差

トーン
同じ

高い

低い

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は 部位 の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立し
たﾍﾟｱごとの比較に基づいています。  

7. 規則性 * 部位 

推定値

従属変数: 住みたい

2.829 .103 2.626 3.032

3.627 .104 3.424 3.831

2.746 .103 2.543 2.949

3.080 .159 2.768 3.391

3.001 .159 2.688 3.314

2.903 .159 2.590 3.216

部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

規則性
なし

あり

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 住みたい

-.250 .209 .231 -.661 .160

.250 .209 .231 -.160 .661

.626* .210 .003 .215 1.037

-.626* .210 .003 -1.037 -.215

-.157 .210 .453 -.569 .254

.157 .210 .453 -.254 .569

(J) 規則性
あり

なし

あり

なし

あり

なし

(I) 規則性
なし

あり

なし

あり

なし

あり

部位
外壁

屋根

バルコニー

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率a 下限 上限

差の 95% 信頼区間a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 住みたい

1.869 1 1.869 1.435 .231

837.455 643 1.302

11.628 1 11.628 8.928 .003

837.455 643 1.302

.734 1 .734 .564 .453

837.455 643 1.302

対比

誤差

対比

誤差

対比

誤差

部位
外壁

屋根

バルコニー

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は 規則性 の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立した
ﾍﾟｱごとの比較に基づいています。  

8. 規則性 * 部位 

推定値

従属変数: 住みたい

2.829 .103 2.626 3.032

3.627 .104 3.424 3.831

2.746 .103 2.543 2.949

3.080 .159 2.768 3.391

3.001 .159 2.688 3.314

2.903 .159 2.590 3.216

部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

規則性
なし

あり

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 住みたい

-.798* .153 .000 -1.165 -.430

.084 .153 1.000 -.283 .450

.798* .153 .000 .430 1.165

.881* .153 .000 .515 1.248

-.084 .153 1.000 -.450 .283

-.881* .153 .000 -1.248 -.515

.079 .241 1.000 -.501 .658

.177 .242 1.000 -.403 .757

-.079 .241 1.000 -.658 .501

.098 .242 1.000 -.483 .679

-.177 .242 1.000 -.757 .403

-.098 .242 1.000 -.679 .483

(J) 部位
屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

(I) 部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

規則性
なし

あり

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 

 
=1変量検定

従属変数: 住みたい

52.725 2 26.362 20.241 .000

837.455 643 1.302

.698 2 .349 .268 .765

837.455 643 1.302

対比

誤差

対比

誤差

規則性
なし

あり

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は 部位 の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立し
たﾍﾟｱごとの比較に基づいています。  

9. 規則性 * 色相 

推定値

従属変数: 住みたい

3.156 .103 2.953 3.359

3.008 .103 2.805 3.211

3.039 .104 2.836 3.243

3.415 .159 3.102 3.728

3.052 .159 2.740 3.363

2.518 .159 2.205 2.830

色相
ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

規則性
なし

あり

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 

ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 住みたい

-.259 .210 .217 -.670 .152

.259 .210 .217 -.152 .670

-.044 .209 .833 -.454 .366

.044 .209 .833 -.366 .454

.522* .210 .013 .110 .933

-.522* .210 .013 -.933 -.110

(J) 規則性
あり

なし

あり

なし

あり

なし

(I) 規則性
なし

あり

なし

あり

なし

あり

色相
ベージュ

赤

青

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 住みたい

1.990 1 1.990 1.528 .217

837.455 643 1.302

.058 1 .058 .045 .833

837.455 643 1.302

8.071 1 8.071 6.197 .013

837.455 643 1.302

対比

誤差

対比

誤差

対比

誤差

色相
ベージュ

赤

青

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は 規則性 の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立し
たﾍﾟｱごとの比較に基づいています。  

10. 規則性 * 色相 

推定値

従属変数: 住みたい

3.156 .103 2.953 3.359

3.008 .103 2.805 3.211

3.039 .104 2.836 3.243

3.415 .159 3.102 3.728

3.052 .159 2.740 3.363

2.518 .159 2.205 2.830

色相
ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

規則性
なし

あり

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 住みたい

.148 .153 .999 -.219 .515

.116 .153 1.000 -.250 .483

-.148 .153 .999 -.515 .219

-.032 .153 1.000 -.399 .336

-.116 .153 1.000 -.483 .250

.032 .153 1.000 -.336 .399

.363 .242 .401 -.217 .943

.897* .242 .001 .316 1.478

-.363 .242 .401 -.943 .217

.534 .241 .082 -.045 1.114

-.897* .242 .001 -1.478 -.316

-.534 .241 .082 -1.114 .045

(J) 色相
赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

(I) 色相
ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

規則性
なし

あり

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 住みたい

1.358 2 .679 .521 .594

837.455 643 1.302

18.117 2 9.059 6.955 .001

837.455 643 1.302

対比

誤差

対比

誤差

規則性
なし

あり

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は 色相 の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立し
たﾍﾟｱごとの比較に基づいています。  

 



■一変量の分散分析 学習経験なし 「住みたい」 
被験者間因子

外壁 234

屋根 234

バルコ
ニー

234

ベージュ 234

赤 234

青 234

同じ 234

高い 234

低い 234

なし 468

あり 234

1.00

2.00

3.00

部位

1.00

2.00

3.00

色相

1.00

2.00

3.00

トーン

1.00

2.00

規則
性

値ﾗﾍﾞﾙ N

 
被験者間効果の検定

従属変数: 住みたい

143.462a 25 5.738 4.073 .000

4523.077 1 4523.077 3210.079 .000

28.774 2 14.387 10.211 .000

32.928 2 16.464 11.685 .000

8.251 2 4.126 2.928 .054

.923 1 .923 .655 .419

32.423 4 8.106 5.753 .000

11.577 4 2.894 2.054 .085

2.214 2 1.107 .786 .456

14.038 4 3.510 2.491 .042

10.009 2 5.004 3.552 .029

4.009 2 2.004 1.422 .242

952.500 676 1.409

6233.000 702

1095.962 701

ｿｰｽ
修正ﾓﾃﾞﾙ

切片

部位

色相

トーン

規則性

部位 * 色相

部位 * トーン

部位 * 規則性

色相 * トーン

色相 * 規則性

トーン * 規則性

誤差

総和

修正総和

ﾀｲﾌﾟ III 平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

R2乗 = .131 (調整済みR2乗 = .099)a. 
 

1. 部位 

推定値

従属変数: 住みたい

2.658 .085 2.491 2.826

2.985 .085 2.818 3.153

2.434 .085 2.266 2.601

部位
外壁

屋根

バルコニー

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 住みたい

-.327* .123 .024 -.621 -.032

.224 .123 .204 -.070 .519

.327* .123 .024 .032 .621

.551* .123 .000 .257 .846

-.224 .123 .204 -.519 .070

-.551* .123 .000 -.846 -.257

(J) 部位
屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

(I) 部位
外壁

屋根

バルコニー

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 住みたい

28.774 2 14.387 10.211 .000

952.500 676 1.409

対比

誤差

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

各F 値は表示された他の効果の各水準の組合せ内の 部位 の単純効果を検
定します。このような検定は推定周辺平均間で線型に独立したﾍﾟｱごとの比
較に基づいています。

 
2. 色相 

推定値

従属変数: 住みたい

2.953 .085 2.786 3.120

2.754 .085 2.587 2.922

2.370 .085 2.202 2.537

色相
ベージュ

赤

青

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 住みたい

.199 .123 .317 -.096 .493

.583* .123 .000 .289 .878

-.199 .123 .317 -.493 .096

.385* .123 .005 .090 .679

-.583* .123 .000 -.878 -.289

-.385* .123 .005 -.679 -.090

(J) 色相
赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

(I) 色相
ベージュ

赤

青

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 

 
=1変量検定

従属変数: 住みたい

32.928 2 16.464 11.685 .000

952.500 676 1.409

対比

誤差

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

各F 値は表示された他の効果の各水準の組合せ内の 色相 の単純効果を検
定します。このような検定は推定周辺平均間で線型に独立したﾍﾟｱごとの比
較に基づいています。

 
3. 色相 * 部位 

推定値

従属変数: 住みたい

3.333 .156 3.027 3.640

2.788 .156 2.482 3.095

2.737 .156 2.431 3.043

2.532 .156 2.226 2.838

3.218 .156 2.912 3.524

2.513 .156 2.207 2.819

2.109 .156 1.803 2.415

2.949 .156 2.642 3.255

2.051 .156 1.745 2.358

部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

色相
ベージュ

赤

青

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 

ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 住みたい

.801* .226 .001 .258 1.344

1.224* .226 .000 .681 1.767

-.801* .226 .001 -1.344 -.258

.423 .226 .186 -.120 .966

-1.224* .226 .000 -1.767 -.681

-.423 .226 .186 -.966 .120

-.429 .226 .174 -.972 .113

-.160 .226 1.000 -.703 .383

.429 .226 .174 -.113 .972

.269 .226 .703 -.274 .812

.160 .226 1.000 -.383 .703

-.269 .226 .703 -.812 .274

.224 .226 .965 -.319 .767

.686* .226 .008 .143 1.229

-.224 .226 .965 -.767 .319

.462 .226 .125 -.081 1.004

-.686* .226 .008 -1.229 -.143

-.462 .226 .125 -1.004 .081

(J) 色相
赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

(I) 色相
ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

部位
外壁

屋根

バルコニー

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 

 
=1変量検定

従属変数: 住みたい

42.581 2 21.290 15.110 .000

952.500 676 1.409

5.187 2 2.594 1.841 .160

952.500 676 1.409

13.468 2 6.734 4.779 .009

952.500 676 1.409

対比

誤差

対比

誤差

対比

誤差

部位
外壁

屋根

バルコニー

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は 色相 の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立したﾍﾟｱ
ごとの比較に基づいています。  

4. 色相 * 部位 

推定値

従属変数: 住みたい

3.333 .156 3.027 3.640

2.788 .156 2.482 3.095

2.737 .156 2.431 3.043

2.532 .156 2.226 2.838

3.218 .156 2.912 3.524

2.513 .156 2.207 2.819

2.109 .156 1.803 2.415

2.949 .156 2.642 3.255

2.051 .156 1.745 2.358

部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

色相
ベージュ

赤

青

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 



ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 住みたい

.545* .226 .049 .002 1.088

.596* .226 .026 .053 1.139

-.545* .226 .049 -1.088 -.002

.051 .226 1.000 -.492 .594

-.596* .226 .026 -1.139 -.053

-.051 .226 1.000 -.594 .492

-.686* .226 .008 -1.229 -.143

.019 .226 1.000 -.524 .562

.686* .226 .008 .143 1.229

.705* .226 .006 .162 1.248

-.019 .226 1.000 -.562 .524

-.705* .226 .006 -1.248 -.162

-.840* .226 .001 -1.383 -.297

.058 .226 1.000 -.485 .601

.840* .226 .001 .297 1.383

.897* .226 .000 .354 1.440

-.058 .226 1.000 -.601 .485

-.897* .226 .000 -1.440 -.354

(J) 部位
屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

(I) 部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

色相
ベージュ

赤

青

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 住みたい

12.020 2 6.010 4.265 .014

952.500 676 1.409

17.766 2 8.883 6.304 .002

952.500 676 1.409

27.784 2 13.892 9.859 .000

952.500 676 1.409

対比

誤差

対比

誤差

対比

誤差

色相
ベージュ

赤

青

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は 部位 の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立した
ﾍﾟｱごとの比較に基づいています。  

5. トーン * 色相 

推定値

従属変数: 住みたい

2.853 .156 2.546 3.159

3.141 .156 2.835 3.447

2.577 .156 2.271 2.883

2.885 .156 2.578 3.191

2.519 .156 2.213 2.826

2.301 .156 1.995 2.608

3.122 .156 2.815 3.428

2.603 .156 2.296 2.909

2.231 .156 1.924 2.537

色相
ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

トーン
同じ

高い

低い

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 

ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 住みたい

-.032 .226 1.000 -.575 .511

-.269 .226 .703 -.812 .274

.032 .226 1.000 -.511 .575

-.237 .226 .885 -.780 .306

.269 .226 .703 -.274 .812

.237 .226 .885 -.306 .780

.622* .226 .018 .079 1.165

.538 .226 .053 -.004 1.081

-.622* .226 .018 -1.165 -.079

-.083 .226 1.000 -.626 .460

-.538 .226 .053 -1.081 .004

.083 .226 1.000 -.460 .626

.276 .226 .671 -.267 .819

.346 .226 .379 -.197 .889

-.276 .226 .671 -.819 .267

.071 .226 1.000 -.472 .613

-.346 .226 .379 -.889 .197

-.071 .226 1.000 -.613 .472

(J) トーン
高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

(I) トーン
同じ

高い

低い

同じ

高い

低い

同じ

高い

低い

色相
ベージュ

赤

青

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 住みたい

2.382 2 1.191 .845 .430

952.500 676 1.409

12.544 2 6.272 4.451 .012

952.500 676 1.409

3.685 2 1.842 1.308 .271

952.500 676 1.409

対比

誤差

対比

誤差

対比

誤差

色相
ベージュ

赤

青

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は トーン の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立し
たﾍﾟｱごとの比較に基づいています。  

6. トーン * 色相 

推定値

従属変数: 住みたい

2.853 .156 2.546 3.159

3.141 .156 2.835 3.447

2.577 .156 2.271 2.883

2.885 .156 2.578 3.191

2.519 .156 2.213 2.826

2.301 .156 1.995 2.608

3.122 .156 2.815 3.428

2.603 .156 2.296 2.909

2.231 .156 1.924 2.537

色相
ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

トーン
同じ

高い

低い

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 

ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 住みたい

-.288 .226 .608 -.831 .254

.276 .226 .671 -.267 .819

.288 .226 .608 -.254 .831

.564* .226 .039 .021 1.107

-.276 .226 .671 -.819 .267

-.564* .226 .039 -1.107 -.021

.365 .226 .320 -.178 .908

.583* .226 .030 .040 1.126

-.365 .226 .320 -.908 .178

.218 .226 1.000 -.325 .761

-.583* .226 .030 -1.126 -.040

-.218 .226 1.000 -.761 .325

.519 .226 .066 -.024 1.062

.891* .226 .000 .348 1.434

-.519 .226 .066 -1.062 .024

.372 .226 .302 -.171 .915

-.891* .226 .000 -1.434 -.348

-.372 .226 .302 -.915 .171

(J) 色相
赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

(I) 色相
ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

トーン
同じ

高い

低い

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 住みたい

8.762 2 4.381 3.109 .045

952.500 676 1.409

9.567 2 4.784 3.395 .034

952.500 676 1.409

22.056 2 11.028 7.827 .000

952.500 676 1.409

対比

誤差

対比

誤差

対比

誤差

トーン
同じ

高い

低い

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は 色相 の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立し
たﾍﾟｱごとの比較に基づいています。  

7. 規則性 * 色相 

推定値

従属変数: 住みたい

2.902 .105 2.695 3.108

2.632 .105 2.426 2.839

2.658 .105 2.452 2.864

3.004 .162 2.687 3.321

2.876 .162 2.559 3.193

2.081 .162 1.764 2.398

色相
ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

規則性
なし

あり

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 住みたい

-.103 .213 .630 -.520 .315

.103 .213 .630 -.315 .520

-.244 .213 .252 -.661 .174

.244 .213 .252 -.174 .661

.577* .213 .007 .160 .994

-.577* .213 .007 -.994 -.160

(J) 規則性
あり

なし

あり

なし

あり

なし

(I) 規則性
なし

あり

なし

あり

なし

あり

色相
ベージュ

赤

青

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 



=1変量検定

従属変数: 住みたい

.328 1 .328 .233 .630

952.500 676 1.409

1.851 1 1.851 1.314 .252

952.500 676 1.409

10.385 1 10.385 7.370 .007

952.500 676 1.409

対比

誤差

対比

誤差

対比

誤差

色相
ベージュ

赤

青

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は 規則性 の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立し
たﾍﾟｱごとの比較に基づいています。  

8. 規則性 * 色相 

推定値

従属変数: 住みたい

2.902 .105 2.695 3.108

2.632 .105 2.426 2.839

2.658 .105 2.452 2.864

3.004 .162 2.687 3.321

2.876 .162 2.559 3.193

2.081 .162 1.764 2.398

色相
ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

規則性
なし

あり

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 住みたい

.269 .155 .250 -.103 .642

.244 .155 .351 -.129 .616

-.269 .155 .250 -.642 .103

-.026 .155 1.000 -.398 .347

-.244 .155 .351 -.616 .129

.026 .155 1.000 -.347 .398

.128 .245 1.000 -.461 .717

.923* .245 .001 .334 1.512

-.128 .245 1.000 -.717 .461

.795* .245 .004 .206 1.384

-.923* .245 .001 -1.512 -.334

-.795* .245 .004 -1.384 -.206

(J) 色相
赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

(I) 色相
ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

規則性
なし

あり

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 住みたい

5.167 2 2.583 1.833 .161

952.500 676 1.409

23.405 2 11.703 8.305 .000

952.500 676 1.409

対比

誤差

対比

誤差

規則性
なし

あり

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は 色相 の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立し
たﾍﾟｱごとの比較に基づいています。  

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

■ 一変量の分散分析 学習経験あり 「住みたい」 
被験者間因子

外壁 224

屋根 222

バルコ
ニー

223

ベージュ 223

赤 224

青 222

同じ 223

高い 223

低い 223

なし 446

あり 223

1.00

2.00

3.00

部位

1.00

2.00

3.00

色相

1.00

2.00

3.00

トーン

1.00

2.00

規則
性

値ﾗﾍﾞﾙ N

 
被験者間効果の検定

従属変数: 住みたい

181.373a 25 7.255 5.570 .000

5461.869 1 5461.869 4193.636 .000

22.876 2 11.438 8.782 .000

22.812 2 11.406 8.758 .000

4.944 2 2.472 1.898 .151

.788 1 .788 .605 .437

30.555 4 7.639 5.865 .000

32.121 4 8.030 6.166 .000

11.478 2 5.739 4.406 .013

3.207 4 .802 .616 .652

8.054 2 4.027 3.092 .046

.427 2 .214 .164 .849

837.455 643 1.302

7209.000 669

1018.828 668

ｿｰｽ
修正ﾓﾃﾞﾙ

切片

部位

色相

トーン

規則性

部位 * 色相

部位 * トーン

部位 * 規則性

色相 * トーン

色相 * 規則性

トーン * 規則性

誤差

総和

修正総和

ﾀｲﾌﾟ III 平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

R2乗 = .178 (調整済みR2乗 = .146)a. 
 

 
１. 部位 

推定値

従属変数: 住みたい

2.955 .084 2.790 3.119

3.314 .084 3.149 3.479

2.824 .084 2.659 2.990

部位
外壁

屋根

バルコニー

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 住みたい

-.360* .121 .009 -.649 -.070

.130 .121 .845 -.160 .420

.360* .121 .009 .070 .649

.490* .121 .000 .199 .780

-.130 .121 .845 -.420 .160

-.490* .121 .000 -.780 -.199

(J) 部位
屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

(I) 部位
外壁

屋根

バルコニー

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 住みたい

22.876 2 11.438 8.782 .000

837.455 643 1.302

対比

誤差

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

各F 値は表示された他の効果の各水準の組合せ内の 部位 の単純効果を検
定します。このような検定は推定周辺平均間で線型に独立したﾍﾟｱごとの比
較に基づいています。

 
2. 色相 

推定値

従属変数: 住みたい

3.285 .084 3.120 3.450

3.030 .084 2.865 3.194

2.778 .084 2.613 2.944

色相
ベージュ

赤

青

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 住みたい

.255 .121 .104 -.034 .545

.507* .121 .000 .216 .797

-.255 .121 .104 -.545 .034

.251 .121 .113 -.039 .541

-.507* .121 .000 -.797 -.216

-.251 .121 .113 -.541 .039

(J) 色相
赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

(I) 色相
ベージュ

赤

青

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 

 
=1変量検定

従属変数: 住みたい

22.812 2 11.406 8.758 .000

837.455 643 1.302

対比

誤差

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

各F 値は表示された他の効果の各水準の組合せ内の 色相 の単純効果を検
定します。このような検定は推定周辺平均間で線型に独立したﾍﾟｱごとの比
較に基づいています。

 
3. 色相 * 部位 

推定値

従属変数: 住みたい

3.611 .153 3.310 3.912

3.181 .154 2.879 3.484

3.063 .154 2.760 3.365

2.894 .153 2.593 3.194

3.382 .153 3.081 3.683

2.813 .154 2.511 3.116

2.359 .154 2.056 2.661

3.379 .155 3.075 3.683

2.597 .153 2.297 2.898

部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

色相
ベージュ

赤

青

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 



ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 住みたい

.717* .222 .004 .184 1.250

1.252* .223 .000 .717 1.787

-.717* .222 .004 -1.250 -.184

.535* .223 .050 3.728E-05 1.070

-1.252* .223 .000 -1.787 -.717

-.535* .223 .050 -1.070 -3.728E-05

-.200 .223 1.000 -.735 .334

-.198 .224 1.000 -.734 .339

.200 .223 1.000 -.334 .735

.003 .223 1.000 -.533 .538

.198 .224 1.000 -.339 .734

-.003 .223 1.000 -.538 .533

.249 .223 .792 -.286 .785

.465 .222 .110 -.068 .999

-.249 .223 .792 -.785 .286

.216 .223 .998 -.319 .751

-.465 .222 .110 -.999 .068

-.216 .223 .998 -.751 .319

(J) 色相
赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

(I) 色相
ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

部位
外壁

屋根

バルコニー

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 

 
=1変量検定

従属変数: 住みたい

41.404 2 20.702 15.895 .000

837.455 643 1.302

1.380 2 .690 .530 .589

837.455 643 1.302

5.714 2 2.857 2.194 .112

837.455 643 1.302

対比

誤差

対比

誤差

対比

誤差

部位
外壁

屋根

バルコニー

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は 色相 の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立したﾍﾟｱ
ごとの比較に基づいています。  

4. 色相 * 部位 

推定値

従属変数: 住みたい

3.611 .153 3.310 3.912

3.181 .154 2.879 3.484

3.063 .154 2.760 3.365

2.894 .153 2.593 3.194

3.382 .153 3.081 3.683

2.813 .154 2.511 3.116

2.359 .154 2.056 2.661

3.379 .155 3.075 3.683

2.597 .153 2.297 2.898

部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

色相
ベージュ

赤

青

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 

ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 住みたい

.430 .223 .163 -.105 .964

.548* .222 .042 .014 1.082

-.430 .223 .163 -.964 .105

.119 .223 1.000 -.417 .654

-.548* .222 .042 -1.082 -.014

-.119 .223 1.000 -.654 .417

-.488 .222 .085 -1.021 .045

.081 .223 1.000 -.454 .615

.488 .222 .085 -.045 1.021

.569* .223 .033 .033 1.104

-.081 .223 1.000 -.615 .454

-.569* .223 .033 -1.104 -.033

-1.020* .224 .000 -1.557 -.483

-.238 .223 .855 -.773 .296

1.020* .224 .000 .483 1.557

.782* .223 .001 .247 1.317

.238 .223 .855 -.296 .773

-.782* .223 .001 -1.317 -.247

(J) 部位
屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

(I) 部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

色相
ベージュ

赤

青

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 住みたい

8.762 2 4.381 3.364 .035

837.455 643 1.302

9.955 2 4.978 3.822 .022

837.455 643 1.302

29.643 2 14.821 11.380 .000

837.455 643 1.302

対比

誤差

対比

誤差

対比

誤差

色相
ベージュ

赤

青

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は 部位 の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立した
ﾍﾟｱごとの比較に基づいています。  

5. トーン * 部位 

推定値

従属変数: 住みたい

2.926 .153 2.626 3.227

3.457 .154 3.155 3.759

3.113 .154 2.811 3.415

2.786 .154 2.484 3.088

3.684 .154 3.382 3.987

2.370 .153 2.069 2.671

3.151 .153 2.850 3.452

2.801 .154 2.499 3.104

2.990 .154 2.688 3.292

部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

トーン
同じ

高い

低い

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 

ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 住みたい

.141 .223 1.000 -.394 .675

-.225 .222 .936 -.758 .308

-.141 .223 1.000 -.675 .394

-.365 .223 .305 -.900 .170

.225 .222 .936 -.308 .758

.365 .223 .305 -.170 .900

-.228 .223 .923 -.763 .307

.655* .224 .010 .119 1.192

.228 .223 .923 -.307 .763

.883* .223 .000 .348 1.418

-.655* .224 .010 -1.192 -.119

-.883* .223 .000 -1.418 -.348

.743* .223 .003 .208 1.278

.123 .223 1.000 -.412 .658

-.743* .223 .003 -1.278 -.208

-.620* .222 .016 -1.154 -.086

-.123 .223 1.000 -.658 .412

.620* .222 .016 .086 1.154

(J) トーン
高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

(I) トーン
同じ

高い

低い

同じ

高い

低い

同じ

高い

低い

部位
外壁

屋根

バルコニー

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 住みたい

3.564 2 1.782 1.368 .255

837.455 643 1.302

21.977 2 10.988 8.437 .000

837.455 643 1.302

16.672 2 8.336 6.400 .002

837.455 643 1.302

対比

誤差

対比

誤差

対比

誤差

部位
外壁

屋根

バルコニー

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は トーン の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立したﾍﾟ
ｱごとの比較に基づいています。  

6. トーン * 部位 

推定値

従属変数: 住みたい

2.926 .153 2.626 3.227

3.457 .154 3.155 3.759

3.113 .154 2.811 3.415

2.786 .154 2.484 3.088

3.684 .154 3.382 3.987

2.370 .153 2.069 2.671

3.151 .153 2.850 3.452

2.801 .154 2.499 3.104

2.990 .154 2.688 3.292

部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

トーン
同じ

高い

低い

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 



ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 住みたい

-.530 .223 .053 -1.065 .004

-.187 .223 1.000 -.721 .348

.530 .223 .053 -.004 1.065

.344 .223 .373 -.193 .880

.187 .223 1.000 -.348 .721

-.344 .223 .373 -.880 .193

-.898* .223 .000 -1.434 -.363

.416 .223 .188 -.119 .951

.898* .223 .000 .363 1.434

1.314* .222 .000 .780 1.848

-.416 .223 .188 -.951 .119

-1.314* .222 .000 -1.848 -.780

.350 .223 .351 -.185 .885

.161 .222 1.000 -.372 .695

-.350 .223 .351 -.885 .185

-.189 .223 1.000 -.724 .347

-.161 .222 1.000 -.695 .372

.189 .223 1.000 -.347 .724

(J) 部位
屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

(I) 部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

トーン
同じ

高い

低い

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 住みたい

7.589 2 3.795 2.914 .055

837.455 643 1.302

47.503 2 23.751 18.236 .000

837.455 643 1.302

3.217 2 1.608 1.235 .292

837.455 643 1.302

対比

誤差

対比

誤差

対比

誤差

トーン
同じ

高い

低い

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は 部位 の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立し
たﾍﾟｱごとの比較に基づいています。  

7. 規則性 * 部位 

推定値

従属変数: 住みたい

2.829 .103 2.626 3.032

3.627 .104 3.424 3.831

2.746 .103 2.543 2.949

3.080 .159 2.768 3.391

3.001 .159 2.688 3.314

2.903 .159 2.590 3.216

部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

規則性
なし

あり

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 住みたい

-.250 .209 .231 -.661 .160

.250 .209 .231 -.160 .661

.626* .210 .003 .215 1.037

-.626* .210 .003 -1.037 -.215

-.157 .210 .453 -.569 .254

.157 .210 .453 -.254 .569

(J) 規則性
あり

なし

あり

なし

あり

なし

(I) 規則性
なし

あり

なし

あり

なし

あり

部位
外壁

屋根

バルコニー

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率a 下限 上限

差の 95% 信頼区間a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 住みたい

1.869 1 1.869 1.435 .231

837.455 643 1.302

11.628 1 11.628 8.928 .003

837.455 643 1.302

.734 1 .734 .564 .453

837.455 643 1.302

対比

誤差

対比

誤差

対比

誤差

部位
外壁

屋根

バルコニー

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は 規則性 の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立した
ﾍﾟｱごとの比較に基づいています。  

8. 規則性 * 部位 

推定値

従属変数: 住みたい

2.829 .103 2.626 3.032

3.627 .104 3.424 3.831

2.746 .103 2.543 2.949

3.080 .159 2.768 3.391

3.001 .159 2.688 3.314

2.903 .159 2.590 3.216

部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

規則性
なし

あり

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 住みたい

-.798* .153 .000 -1.165 -.430

.084 .153 1.000 -.283 .450

.798* .153 .000 .430 1.165

.881* .153 .000 .515 1.248

-.084 .153 1.000 -.450 .283

-.881* .153 .000 -1.248 -.515

.079 .241 1.000 -.501 .658

.177 .242 1.000 -.403 .757

-.079 .241 1.000 -.658 .501

.098 .242 1.000 -.483 .679

-.177 .242 1.000 -.757 .403

-.098 .242 1.000 -.679 .483

(J) 部位
屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

(I) 部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

規則性
なし

あり

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 

 
=1変量検定

従属変数: 住みたい

52.725 2 26.362 20.241 .000

837.455 643 1.302

.698 2 .349 .268 .765

837.455 643 1.302

対比

誤差

対比

誤差

規則性
なし

あり

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は 部位 の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立し
たﾍﾟｱごとの比較に基づいています。  

9. 規則性 * 色相 

推定値

従属変数: 住みたい

3.156 .103 2.953 3.359

3.008 .103 2.805 3.211

3.039 .104 2.836 3.243

3.415 .159 3.102 3.728

3.052 .159 2.740 3.363

2.518 .159 2.205 2.830

色相
ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

規則性
なし

あり

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 

ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 住みたい

-.259 .210 .217 -.670 .152

.259 .210 .217 -.152 .670

-.044 .209 .833 -.454 .366

.044 .209 .833 -.366 .454

.522* .210 .013 .110 .933

-.522* .210 .013 -.933 -.110

(J) 規則性
あり

なし

あり

なし

あり

なし

(I) 規則性
なし

あり

なし

あり

なし

あり

色相
ベージュ

赤

青

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 住みたい

1.990 1 1.990 1.528 .217

837.455 643 1.302

.058 1 .058 .045 .833

837.455 643 1.302

8.071 1 8.071 6.197 .013

837.455 643 1.302

対比

誤差

対比

誤差

対比

誤差

色相
ベージュ

赤

青

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は 規則性 の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立し
たﾍﾟｱごとの比較に基づいています。  

10. 規則性 * 色相 

推定値

従属変数: 住みたい

3.156 .103 2.953 3.359

3.008 .103 2.805 3.211

3.039 .104 2.836 3.243

3.415 .159 3.102 3.728

3.052 .159 2.740 3.363

2.518 .159 2.205 2.830

色相
ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

規則性
なし

あり

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 住みたい

.148 .153 .999 -.219 .515

.116 .153 1.000 -.250 .483

-.148 .153 .999 -.515 .219

-.032 .153 1.000 -.399 .336

-.116 .153 1.000 -.483 .250

.032 .153 1.000 -.336 .399

.363 .242 .401 -.217 .943

.897* .242 .001 .316 1.478

-.363 .242 .401 -.943 .217

.534 .241 .082 -.045 1.114

-.897* .242 .001 -1.478 -.316

-.534 .241 .082 -1.114 .045

(J) 色相
赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

(I) 色相
ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

規則性
なし

あり

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 住みたい

1.358 2 .679 .521 .594

837.455 643 1.302

18.117 2 9.059 6.955 .001

837.455 643 1.302

対比

誤差

対比

誤差

規則性
なし

あり

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は 色相 の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立し
たﾍﾟｱごとの比較に基づいています。  

 



■一変量の分散分析 学習経験なし 「住みたい」 

被験者間因子

外壁 234

屋根 234

バルコ
ニー

234

ベージュ 234

赤 234

青 234

同じ 234

高い 234

低い 234

なし 468

あり 234

1.00

2.00

3.00

部位

1.00

2.00

3.00

色相

1.00

2.00

3.00

トーン

1.00

2.00

規則
性

値ﾗﾍﾞﾙ N

 
被験者間効果の検定

従属変数: 住みたい

143.462a 25 5.738 4.073 .000

4523.077 1 4523.077 3210.079 .000

28.774 2 14.387 10.211 .000

32.928 2 16.464 11.685 .000

8.251 2 4.126 2.928 .054

.923 1 .923 .655 .419

32.423 4 8.106 5.753 .000

11.577 4 2.894 2.054 .085

2.214 2 1.107 .786 .456

14.038 4 3.510 2.491 .042

10.009 2 5.004 3.552 .029

4.009 2 2.004 1.422 .242

952.500 676 1.409

6233.000 702

1095.962 701

ｿｰｽ
修正ﾓﾃﾞﾙ

切片

部位

色相

トーン

規則性

部位 * 色相

部位 * トーン

部位 * 規則性

色相 * トーン

色相 * 規則性

トーン * 規則性

誤差

総和

修正総和

ﾀｲﾌﾟ III 平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

R2乗 = .131 (調整済みR2乗 = .099)a. 
 

 
１. 部位 

推定値

従属変数: 住みたい

2.658 .085 2.491 2.826

2.985 .085 2.818 3.153

2.434 .085 2.266 2.601

部位
外壁

屋根

バルコニー

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 住みたい

-.327* .123 .024 -.621 -.032

.224 .123 .204 -.070 .519

.327* .123 .024 .032 .621

.551* .123 .000 .257 .846

-.224 .123 .204 -.519 .070

-.551* .123 .000 -.846 -.257

(J) 部位
屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

(I) 部位
外壁

屋根

バルコニー

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 

 

=1変量検定

従属変数: 住みたい

28.774 2 14.387 10.211 .000

952.500 676 1.409

対比

誤差

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

各F 値は表示された他の効果の各水準の組合せ内の 部位 の単純効果を検
定します。このような検定は推定周辺平均間で線型に独立したﾍﾟｱごとの比
較に基づいています。

 
2. 色相 

推定値

従属変数: 住みたい

2.953 .085 2.786 3.120

2.754 .085 2.587 2.922

2.370 .085 2.202 2.537

色相
ベージュ

赤

青

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 住みたい

.199 .123 .317 -.096 .493

.583* .123 .000 .289 .878

-.199 .123 .317 -.493 .096

.385* .123 .005 .090 .679

-.583* .123 .000 -.878 -.289

-.385* .123 .005 -.679 -.090

(J) 色相
赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

(I) 色相
ベージュ

赤

青

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 

 
=1変量検定

従属変数: 住みたい

32.928 2 16.464 11.685 .000

952.500 676 1.409

対比

誤差

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

各F 値は表示された他の効果の各水準の組合せ内の 色相 の単純効果を検
定します。このような検定は推定周辺平均間で線型に独立したﾍﾟｱごとの比
較に基づいています。

 
3. 色相 * 部位 

推定値

従属変数: 住みたい

3.333 .156 3.027 3.640

2.788 .156 2.482 3.095

2.737 .156 2.431 3.043

2.532 .156 2.226 2.838

3.218 .156 2.912 3.524

2.513 .156 2.207 2.819

2.109 .156 1.803 2.415

2.949 .156 2.642 3.255

2.051 .156 1.745 2.358

部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

色相
ベージュ

赤

青

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 

ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 住みたい

.801* .226 .001 .258 1.344

1.224* .226 .000 .681 1.767

-.801* .226 .001 -1.344 -.258

.423 .226 .186 -.120 .966

-1.224* .226 .000 -1.767 -.681

-.423 .226 .186 -.966 .120

-.429 .226 .174 -.972 .113

-.160 .226 1.000 -.703 .383

.429 .226 .174 -.113 .972

.269 .226 .703 -.274 .812

.160 .226 1.000 -.383 .703

-.269 .226 .703 -.812 .274

.224 .226 .965 -.319 .767

.686* .226 .008 .143 1.229

-.224 .226 .965 -.767 .319

.462 .226 .125 -.081 1.004

-.686* .226 .008 -1.229 -.143

-.462 .226 .125 -1.004 .081

(J) 色相
赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

(I) 色相
ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

部位
外壁

屋根

バルコニー

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 住みたい

42.581 2 21.290 15.110 .000

952.500 676 1.409

5.187 2 2.594 1.841 .160

952.500 676 1.409

13.468 2 6.734 4.779 .009

952.500 676 1.409

対比

誤差

対比

誤差

対比

誤差

部位
外壁

屋根

バルコニー

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は 色相 の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立したﾍﾟｱ
ごとの比較に基づいています。  

4. 色相 * 部位 

推定値

従属変数: 住みたい

3.333 .156 3.027 3.640

2.788 .156 2.482 3.095

2.737 .156 2.431 3.043

2.532 .156 2.226 2.838

3.218 .156 2.912 3.524

2.513 .156 2.207 2.819

2.109 .156 1.803 2.415

2.949 .156 2.642 3.255

2.051 .156 1.745 2.358

部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

色相
ベージュ

赤

青

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 



ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 住みたい

.545* .226 .049 .002 1.088

.596* .226 .026 .053 1.139

-.545* .226 .049 -1.088 -.002

.051 .226 1.000 -.492 .594

-.596* .226 .026 -1.139 -.053

-.051 .226 1.000 -.594 .492

-.686* .226 .008 -1.229 -.143

.019 .226 1.000 -.524 .562

.686* .226 .008 .143 1.229

.705* .226 .006 .162 1.248

-.019 .226 1.000 -.562 .524

-.705* .226 .006 -1.248 -.162

-.840* .226 .001 -1.383 -.297

.058 .226 1.000 -.485 .601

.840* .226 .001 .297 1.383

.897* .226 .000 .354 1.440

-.058 .226 1.000 -.601 .485

-.897* .226 .000 -1.440 -.354

(J) 部位
屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

(I) 部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

色相
ベージュ

赤

青

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 住みたい

12.020 2 6.010 4.265 .014

952.500 676 1.409

17.766 2 8.883 6.304 .002

952.500 676 1.409

27.784 2 13.892 9.859 .000

952.500 676 1.409

対比

誤差

対比

誤差

対比

誤差

色相
ベージュ

赤

青

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は 部位 の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立した
ﾍﾟｱごとの比較に基づいています。  

5. トーン * 色相 

推定値

従属変数: 住みたい

2.853 .156 2.546 3.159

3.141 .156 2.835 3.447

2.577 .156 2.271 2.883

2.885 .156 2.578 3.191

2.519 .156 2.213 2.826

2.301 .156 1.995 2.608

3.122 .156 2.815 3.428

2.603 .156 2.296 2.909

2.231 .156 1.924 2.537

色相
ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

トーン
同じ

高い

低い

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 

ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 住みたい

-.032 .226 1.000 -.575 .511

-.269 .226 .703 -.812 .274

.032 .226 1.000 -.511 .575

-.237 .226 .885 -.780 .306

.269 .226 .703 -.274 .812

.237 .226 .885 -.306 .780

.622* .226 .018 .079 1.165

.538 .226 .053 -.004 1.081

-.622* .226 .018 -1.165 -.079

-.083 .226 1.000 -.626 .460

-.538 .226 .053 -1.081 .004

.083 .226 1.000 -.460 .626

.276 .226 .671 -.267 .819

.346 .226 .379 -.197 .889

-.276 .226 .671 -.819 .267

.071 .226 1.000 -.472 .613

-.346 .226 .379 -.889 .197

-.071 .226 1.000 -.613 .472

(J) トーン
高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

(I) トーン
同じ

高い

低い

同じ

高い

低い

同じ

高い

低い

色相
ベージュ

赤

青

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 住みたい

2.382 2 1.191 .845 .430

952.500 676 1.409

12.544 2 6.272 4.451 .012

952.500 676 1.409

3.685 2 1.842 1.308 .271

952.500 676 1.409

対比

誤差

対比

誤差

対比

誤差

色相
ベージュ

赤

青

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は トーン の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立し
たﾍﾟｱごとの比較に基づいています。  

6. トーン * 色相 

推定値

従属変数: 住みたい

2.853 .156 2.546 3.159

3.141 .156 2.835 3.447

2.577 .156 2.271 2.883

2.885 .156 2.578 3.191

2.519 .156 2.213 2.826

2.301 .156 1.995 2.608

3.122 .156 2.815 3.428

2.603 .156 2.296 2.909

2.231 .156 1.924 2.537

色相
ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

トーン
同じ

高い

低い

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 

ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 住みたい

-.288 .226 .608 -.831 .254

.276 .226 .671 -.267 .819

.288 .226 .608 -.254 .831

.564* .226 .039 .021 1.107

-.276 .226 .671 -.819 .267

-.564* .226 .039 -1.107 -.021

.365 .226 .320 -.178 .908

.583* .226 .030 .040 1.126

-.365 .226 .320 -.908 .178

.218 .226 1.000 -.325 .761

-.583* .226 .030 -1.126 -.040

-.218 .226 1.000 -.761 .325

.519 .226 .066 -.024 1.062

.891* .226 .000 .348 1.434

-.519 .226 .066 -1.062 .024

.372 .226 .302 -.171 .915

-.891* .226 .000 -1.434 -.348

-.372 .226 .302 -.915 .171

(J) 色相
赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

(I) 色相
ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

トーン
同じ

高い

低い

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 住みたい

8.762 2 4.381 3.109 .045

952.500 676 1.409

9.567 2 4.784 3.395 .034

952.500 676 1.409

22.056 2 11.028 7.827 .000

952.500 676 1.409

対比

誤差

対比

誤差

対比

誤差

トーン
同じ

高い

低い

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は 色相 の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立し
たﾍﾟｱごとの比較に基づいています。  

7. 規則性 * 色相 

推定値

従属変数: 住みたい

2.902 .105 2.695 3.108

2.632 .105 2.426 2.839

2.658 .105 2.452 2.864

3.004 .162 2.687 3.321

2.876 .162 2.559 3.193

2.081 .162 1.764 2.398

色相
ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

規則性
なし

あり

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 住みたい

-.103 .213 .630 -.520 .315

.103 .213 .630 -.315 .520

-.244 .213 .252 -.661 .174

.244 .213 .252 -.174 .661

.577* .213 .007 .160 .994

-.577* .213 .007 -.994 -.160

(J) 規則性
あり

なし

あり

なし

あり

なし

(I) 規則性
なし

あり

なし

あり

なし

あり

色相
ベージュ

赤

青

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 



=1変量検定

従属変数: 住みたい

.328 1 .328 .233 .630

952.500 676 1.409

1.851 1 1.851 1.314 .252

952.500 676 1.409

10.385 1 10.385 7.370 .007

952.500 676 1.409

対比

誤差

対比

誤差

対比

誤差

色相
ベージュ

赤

青

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は 規則性 の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立し
たﾍﾟｱごとの比較に基づいています。  

8. 規則性 * 色相 

推定値

従属変数: 住みたい

2.902 .105 2.695 3.108

2.632 .105 2.426 2.839

2.658 .105 2.452 2.864

3.004 .162 2.687 3.321

2.876 .162 2.559 3.193

2.081 .162 1.764 2.398

色相
ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

規則性
なし

あり

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 住みたい

.269 .155 .250 -.103 .642

.244 .155 .351 -.129 .616

-.269 .155 .250 -.642 .103

-.026 .155 1.000 -.398 .347

-.244 .155 .351 -.616 .129

.026 .155 1.000 -.347 .398

.128 .245 1.000 -.461 .717

.923* .245 .001 .334 1.512

-.128 .245 1.000 -.717 .461

.795* .245 .004 .206 1.384

-.923* .245 .001 -1.512 -.334

-.795* .245 .004 -1.384 -.206

(J) 色相
赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

(I) 色相
ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

規則性
なし

あり

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 住みたい

5.167 2 2.583 1.833 .161

952.500 676 1.409

23.405 2 11.703 8.305 .000

952.500 676 1.409

対比

誤差

対比

誤差

規則性
なし

あり

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は 色相 の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立し
たﾍﾟｱごとの比較に基づいています。  

 

 

 

 

 

 

 

 

■一変量の分散分析 学習経験あり 「親しみのある」 
被験者間因子

外壁 224

屋根 222

バルコ
ニー

223

ベージュ 223

赤 224

青 222

同じ 223

高い 223

低い 223

なし 446

あり 223

1.00

2.00

3.00

部位

1.00

2.00

3.00

色相

1.00

2.00

3.00

トーン

1.00

2.00

規則
性

値ﾗﾍﾞﾙ N

 
被験者間効果の検定

従属変数: 親しみのある

197.991a 25 7.920 6.380 .000

5998.885 1 5998.885 4832.876 .000

25.357 2 12.678 10.214 .000

48.550 2 24.275 19.557 .000

.873 2 .437 .352 .704

1.683 1 1.683 1.356 .245

28.018 4 7.004 5.643 .000

16.878 4 4.219 3.399 .009

9.311 2 4.655 3.751 .024

19.589 4 4.897 3.945 .004

13.980 2 6.990 5.632 .004

4.418 2 2.209 1.780 .170

798.134 643 1.241

7816.000 669

996.126 668

ｿｰｽ
修正ﾓﾃﾞﾙ

切片

部位

色相

トーン

規則性

部位 * 色相

部位 * トーン

部位 * 規則性

色相 * トーン

色相 * 規則性

トーン * 規則性

誤差

総和

修正総和

ﾀｲﾌﾟ III 平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

R2乗 = .199 (調整済みR2乗 = .168)a. 
 

 
１. 部位 

推定値

従属変数: 親しみのある

3.173 .082 3.012 3.333

3.445 .082 3.284 3.607

2.911 .082 2.750 3.073

部位
外壁

屋根

バルコニー

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 親しみのある

-.273 .118 .063 -.556 .010

.262 .118 .081 -.021 .544

.273 .118 .063 -.010 .556

.534* .118 .000 .250 .818

-.262 .118 .081 -.544 .021

-.534* .118 .000 -.818 -.250

(J) 部位
屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

(I) 部位
外壁

屋根

バルコニー

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 親しみのある

25.357 2 12.678 10.214 .000

798.134 643 1.241

対比

誤差

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

各F 値は表示された他の効果の各水準の組合せ内の 部位 の単純効果を検
定します。このような検定は推定周辺平均間で線型に独立したﾍﾟｱごとの比
較に基づいています。

 
2. 色相 

推定値

従属変数: 親しみのある

3.464 .082 3.302 3.625

3.306 .082 3.146 3.467

2.760 .082 2.598 2.921

色相
ベージュ

赤

青

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 親しみのある

.157 .118 .549 -.126 .440

.704* .118 .000 .420 .988

-.157 .118 .549 -.440 .126

.547* .118 .000 .264 .830

-.704* .118 .000 -.988 -.420

-.547* .118 .000 -.830 -.264

(J) 色相
赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

(I) 色相
ベージュ

赤

青

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率a 下限 上限

差の 95% 信頼区間a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 

 
=1変量検定

従属変数: 親しみのある

48.550 2 24.275 19.557 .000

798.134 643 1.241

対比

誤差

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

各F 値は表示された他の効果の各水準の組合せ内の 色相 の単純効果を検
定します。このような検定は推定周辺平均間で線型に独立したﾍﾟｱごとの比
較に基づいています。

 
3. トーン 

推定値

従属変数: 親しみのある

3.234 .082 3.073 3.394

3.145 .082 2.984 3.307

3.151 .082 2.989 3.312

トーン
同じ

高い

低い

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 



ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 親しみのある

.088 .118 1.000 -.195 .371

.083 .118 1.000 -.200 .366

-.088 .118 1.000 -.371 .195

-.005 .118 1.000 -.289 .278

-.083 .118 1.000 -.366 .200

.005 .118 1.000 -.278 .289

(J) トーン
高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

(I) トーン
同じ

高い

低い

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率a 下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 親しみのある

.873 2 .437 .352 .704

798.134 643 1.241

対比

誤差

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

各F 値は表示された他の効果の各水準の組合せ内の トーン の単純効果を
検定します。このような検定は推定周辺平均間で線型に独立したﾍﾟｱごとの
比較に基づいています。

 
4. 色相 * 部位 

推定値

従属変数: 親しみのある

3.801 .149 3.507 4.094

3.422 .150 3.127 3.717

3.168 .150 2.873 3.463

3.351 .149 3.058 3.645

3.581 .149 3.287 3.874

2.987 .150 2.692 3.283

2.367 .150 2.071 2.662

3.334 .151 3.037 3.630

2.579 .149 2.285 2.872

部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

色相
ベージュ

赤

青

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 親しみのある

.449 .217 .116 -.071 .969

1.434* .218 .000 .912 1.957

-.449 .217 .116 -.969 .071

.985* .218 .000 .463 1.507

-1.434* .218 .000 -1.957 -.912

-.985* .218 .000 -1.507 -.463

-.158 .217 1.000 -.680 .364

.089 .218 1.000 -.435 .612

.158 .217 1.000 -.364 .680

.247 .218 .771 -.276 .770

-.089 .218 1.000 -.612 .435

-.247 .218 .771 -.770 .276

.180 .218 1.000 -.343 .703

.589* .217 .021 .068 1.110

-.180 .218 1.000 -.703 .343

.409 .217 .182 -.113 .931

-.589* .217 .021 -1.110 -.068

-.409 .217 .182 -.931 .113

(J) 色相
赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

(I) 色相
ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

部位
外壁

屋根

バルコニー

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 

 

=1変量検定

従属変数: 親しみのある

56.306 2 28.153 22.681 .000

798.134 643 1.241

1.642 2 .821 .661 .517

798.134 643 1.241

9.597 2 4.799 3.866 .021

798.134 643 1.241

対比

誤差

対比

誤差

対比

誤差

部位
外壁

屋根

バルコニー

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は 色相 の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立したﾍﾟｱ
ごとの比較に基づいています。  

5. 色相 * 部位 

推定値

従属変数: 親しみのある

3.801 .149 3.507 4.094

3.422 .150 3.127 3.717

3.168 .150 2.873 3.463

3.351 .149 3.058 3.645

3.581 .149 3.287 3.874

2.987 .150 2.692 3.283

2.367 .150 2.071 2.662

3.334 .151 3.037 3.630

2.579 .149 2.285 2.872

部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

色相
ベージュ

赤

青

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 親しみのある

.378 .217 .247 -.144 .900

.633* .217 .011 .112 1.154

-.378 .217 .247 -.900 .144

.255 .218 .729 -.268 .777

-.633* .217 .011 -1.154 -.112

-.255 .218 .729 -.777 .268

-.229 .217 .872 -.750 .291

.364 .217 .284 -.158 .886

.229 .217 .872 -.291 .750

.593* .218 .020 .071 1.116

-.364 .217 .284 -.886 .158

-.593* .218 .020 -1.116 -.071

-.967* .218 .000 -1.492 -.443

-.212 .217 .988 -.734 .310

.967* .218 .000 .443 1.492

.755* .218 .002 .233 1.277

.212 .217 .988 -.310 .734

-.755* .218 .002 -1.277 -.233

(J) 部位
屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

(I) 部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

色相
ベージュ

赤

青

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 親しみのある

10.679 2 5.340 4.302 .014

798.134 643 1.241

9.374 2 4.687 3.776 .023

798.134 643 1.241

26.896 2 13.448 10.834 .000

798.134 643 1.241

対比

誤差

対比

誤差

対比

誤差

色相
ベージュ

赤

青

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は 部位 の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立した
ﾍﾟｱごとの比較に基づいています。  

 

 

 
 

6. トーン * 部位 

推定値

従属変数: 親しみのある

3.037 .149 2.743 3.330

3.524 .150 3.229 3.819

3.140 .150 2.845 3.435

3.074 .150 2.779 3.369

3.731 .150 3.436 4.026

2.631 .150 2.338 2.925

3.408 .150 3.114 3.701

3.082 .150 2.787 3.377

2.962 .150 2.667 3.257

部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

トーン
同じ

高い

低い

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 親しみのある

-.037 .217 1.000 -.559 .485

-.371 .217 .263 -.891 .149

.037 .217 1.000 -.485 .559

-.334 .218 .377 -.856 .189

.371 .217 .263 -.149 .891

.334 .218 .377 -.189 .856

-.207 .218 1.000 -.730 .315

.442 .218 .130 -.082 .966

.207 .218 1.000 -.315 .730

.649* .218 .009 .127 1.172

-.442 .218 .130 -.966 .082

-.649* .218 .009 -1.172 -.127

.509 .218 .059 -.013 1.031

.178 .218 1.000 -.345 .701

-.509 .218 .059 -1.031 .013

-.331 .217 .384 -.852 .190

-.178 .218 1.000 -.701 .345

.331 .217 .384 -.190 .852

(J) トーン
高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

(I) トーン
同じ

高い

低い

同じ

高い

低い

同じ

高い

低い

部位
外壁

屋根

バルコニー

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 

 
=1変量検定

従属変数: 親しみのある

4.397 2 2.199 1.771 .171

798.134 643 1.241

11.501 2 5.750 4.633 .010

798.134 643 1.241

7.008 2 3.504 2.823 .060

798.134 643 1.241

対比

誤差

対比

誤差

対比

誤差

部位
外壁

屋根

バルコニー

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は トーン の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立したﾍﾟ
ｱごとの比較に基づいています。  

7. トーン * 部位 

推定値

従属変数: 親しみのある

3.037 .149 2.743 3.330

3.524 .150 3.229 3.819

3.140 .150 2.845 3.435

3.074 .150 2.779 3.369

3.731 .150 3.436 4.026

2.631 .150 2.338 2.925

3.408 .150 3.114 3.701

3.082 .150 2.787 3.377

2.962 .150 2.667 3.257

部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

トーン
同じ

高い

低い

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 



ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 親しみのある

-.487 .217 .076 -1.009 .035

-.104 .217 1.000 -.625 .418

.487 .217 .076 -.035 1.009

.383 .218 .238 -.140 .907

.104 .217 1.000 -.418 .625

-.383 .218 .238 -.907 .140

-.657* .218 .008 -1.180 -.134

.443 .218 .127 -.080 .965

.657* .218 .008 .134 1.180

1.100* .217 .000 .579 1.621

-.443 .218 .127 -.965 .080

-1.100* .217 .000 -1.621 -.579

.326 .218 .404 -.196 .848

.445 .217 .122 -.076 .966

-.326 .218 .404 -.848 .196

.119 .218 1.000 -.403 .642

-.445 .217 .122 -.966 .076

-.119 .218 1.000 -.642 .403

(J) 部位
屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

(I) 部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

トーン
同じ

高い

低い

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 親しみのある

6.891 2 3.445 2.776 .063

798.134 643 1.241

32.252 2 16.126 12.991 .000

798.134 643 1.241

5.600 2 2.800 2.256 .106

798.134 643 1.241

対比

誤差

対比

誤差

対比

誤差

トーン
同じ

高い

低い

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は 部位 の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立し
たﾍﾟｱごとの比較に基づいています。  

8. 規則性 * 部位 

推定値

従属変数: 親しみのある

3.008 .101 2.810 3.206

3.714 .101 3.515 3.913

2.967 .101 2.769 3.165

3.338 .155 3.034 3.642

3.177 .156 2.871 3.482

2.855 .156 2.550 3.161

部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

規則性
なし

あり

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 親しみのある

-.330 .204 .106 -.730 .071

.330 .204 .106 -.071 .730

.537* .205 .009 .136 .939

-.537* .205 .009 -.939 -.136

.112 .205 .585 -.290 .513

-.112 .205 .585 -.513 .290

(J) 規則性
あり

なし

あり

なし

あり

なし

(I) 規則性
なし

あり

なし

あり

なし

あり

部位
外壁

屋根

バルコニー

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率a 下限 上限

差の 95% 信頼区間a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 親しみのある

3.243 1 3.243 2.613 .106

798.134 643 1.241

8.565 1 8.565 6.900 .009

798.134 643 1.241

.370 1 .370 .298 .585

798.134 643 1.241

対比

誤差

対比

誤差

対比

誤差

部位
外壁

屋根

バルコニー

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は 規則性 の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立した
ﾍﾟｱごとの比較に基づいています。  

9. 規則性 * 部位 

推定値

従属変数: 親しみのある

3.008 .101 2.810 3.206

3.714 .101 3.515 3.913

2.967 .101 2.769 3.165

3.338 .155 3.034 3.642

3.177 .156 2.871 3.482

2.855 .156 2.550 3.161

部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

規則性
なし

あり

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 親しみのある

-.706* .149 .000 -1.065 -.348

.041 .149 1.000 -.317 .399

.706* .149 .000 .348 1.065

.747* .149 .000 .389 1.105

-.041 .149 1.000 -.399 .317

-.747* .149 .000 -1.105 -.389

.161 .236 1.000 -.405 .727

.482 .236 .124 -.084 1.048

-.161 .236 1.000 -.727 .405

.321 .236 .522 -.246 .888

-.482 .236 .124 -1.048 .084

-.321 .236 .522 -.888 .246

(J) 部位
屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

(I) 部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

規則性
なし

あり

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 親しみのある

39.284 2 19.642 15.824 .000

798.134 643 1.241

5.374 2 2.687 2.165 .116

798.134 643 1.241

対比

誤差

対比

誤差

規則性
なし

あり

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は 部位 の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立し
たﾍﾟｱごとの比較に基づいています。  

 

 

 

 

 

 

 

 
 

10. トーン * 色相 

推定値

従属変数: 親しみのある

3.167 .149 2.873 3.460

3.578 .150 3.283 3.873

2.956 .150 2.661 3.251

3.519 .150 3.225 3.813

3.174 .149 2.880 3.468

2.743 .151 2.447 3.040

3.705 .151 3.408 4.002

3.167 .150 2.874 3.461

2.580 .149 2.286 2.873

色相
ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

トーン
同じ

高い

低い

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 親しみのある

-.352 .217 .314 -.873 .168

-.538* .218 .041 -1.061 -.016

.352 .217 .314 -.168 .873

-.186 .218 1.000 -.709 .337

.538* .218 .041 .016 1.061

.186 .218 1.000 -.337 .709

.404 .217 .191 -.118 .926

.410 .218 .179 -.112 .933

-.404 .217 .191 -.926 .118

.007 .217 1.000 -.514 .527

-.410 .218 .179 -.933 .112

-.007 .217 1.000 -.527 .514

.213 .218 .990 -.311 .737

.377 .217 .252 -.145 .899

-.213 .218 .990 -.737 .311

.164 .218 1.000 -.359 .686

-.377 .217 .252 -.899 .145

-.164 .218 1.000 -.686 .359

(J) トーン
高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

(I) トーン
同じ

高い

低い

同じ

高い

低い

同じ

高い

低い

色相
ベージュ

赤

青

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 親しみのある

7.841 2 3.921 3.159 .043

798.134 643 1.241

5.790 2 2.895 2.332 .098

798.134 643 1.241

3.741 2 1.870 1.507 .222

798.134 643 1.241

対比

誤差

対比

誤差

対比

誤差

色相
ベージュ

赤

青

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は トーン の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立し
たﾍﾟｱごとの比較に基づいています。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 



11. トーン * 色相 

推定値

従属変数: 親しみのある

3.167 .149 2.873 3.460

3.578 .150 3.283 3.873

2.956 .150 2.661 3.251

3.519 .150 3.225 3.813

3.174 .149 2.880 3.468

2.743 .151 2.447 3.040

3.705 .151 3.408 4.002

3.167 .150 2.874 3.461

2.580 .149 2.286 2.873

色相
ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

トーン
同じ

高い

低い

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 親しみのある

-.411 .217 .177 -.933 .111

.211 .217 1.000 -.311 .732

.411 .217 .177 -.111 .933

.622* .218 .014 .098 1.145

-.211 .217 1.000 -.732 .311

-.622* .218 .014 -1.145 -.098

.345 .217 .336 -.176 .866

.776* .218 .001 .253 1.298

-.345 .217 .336 -.866 .176

.431 .218 .145 -.092 .953

-.776* .218 .001 -1.298 -.253

-.431 .218 .145 -.953 .092

.537* .218 .042 .015 1.060

1.125* .218 .000 .603 1.648

-.537* .218 .042 -1.060 -.015

.588* .217 .021 .067 1.109

-1.125* .218 .000 -1.648 -.603

-.588* .217 .021 -1.109 -.067

(J) 色相
赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

(I) 色相
ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

トーン
同じ

高い

低い

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 親しみのある

10.440 2 5.220 4.205 .015

798.134 643 1.241

15.806 2 7.903 6.367 .002

798.134 643 1.241

33.175 2 16.588 13.363 .000

798.134 643 1.241

対比

誤差

対比

誤差

対比

誤差

トーン
同じ

高い

低い

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は 色相 の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立し
たﾍﾟｱごとの比較に基づいています。  

12. 規則性 * 色相 

推定値

従属変数: 親しみのある

3.327 .101 3.128 3.525

3.246 .101 3.048 3.445

3.116 .101 2.918 3.315

3.600 .156 3.295 3.906

3.367 .155 3.062 3.671

2.403 .156 2.098 2.708

色相
ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

規則性
なし

あり

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 

ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 親しみのある

-.274 .205 .181 -.675 .128

.274 .205 .181 -.128 .675

-.120 .204 .556 -.521 .280

.120 .204 .556 -.280 .521

.713* .205 .001 .312 1.115

-.713* .205 .001 -1.115 -.312

(J) 規則性
あり

なし

あり

なし

あり

なし

(I) 規則性
なし

あり

なし

あり

なし

あり

色相
ベージュ

赤

青

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 

 
=1変量検定

従属変数: 親しみのある

2.225 1 2.225 1.792 .181

798.134 643 1.241

.432 1 .432 .348 .556

798.134 643 1.241

15.100 1 15.100 12.165 .001

798.134 643 1.241

対比

誤差

対比

誤差

対比

誤差

色相
ベージュ

赤

青

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は 規則性 の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立し
たﾍﾟｱごとの比較に基づいています。  

13. 規則性 * 色相 

推定値

従属変数: 親しみのある

3.327 .101 3.128 3.525

3.246 .101 3.048 3.445

3.116 .101 2.918 3.315

3.600 .156 3.295 3.906

3.367 .155 3.062 3.671

2.403 .156 2.098 2.708

色相
ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

規則性
なし

あり

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 親しみのある

.080 .149 1.000 -.278 .438

.210 .149 .477 -.148 .568

-.080 .149 1.000 -.438 .278

.130 .149 1.000 -.229 .489

-.210 .149 .477 -.568 .148

-.130 .149 1.000 -.489 .229

.234 .236 .966 -.332 .800

1.197* .236 .000 .630 1.765

-.234 .236 .966 -.800 .332

.964* .236 .000 .398 1.529

-1.197* .236 .000 -1.765 -.630

-.964* .236 .000 -1.529 -.398

(J) 色相
赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

(I) 色相
ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

規則性
なし

あり

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 親しみのある

2.511 2 1.256 1.012 .364

798.134 643 1.241

35.880 2 17.940 14.453 .000

798.134 643 1.241

対比

誤差

対比

誤差

規則性
なし

あり

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は 色相 の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立し
たﾍﾟｱごとの比較に基づいています。  

 

■一変量の分散分析 学習経験なし 「親しみのある」 
被験者間因子

外壁 234

屋根 234

バルコ
ニー

234

ベージュ 234

赤 234

青 234

同じ 234

高い 234

低い 234

なし 468

あり 234

1.00

2.00

3.00

部位

1.00

2.00

3.00

色相

1.00

2.00

3.00

トーン

1.00

2.00

規則
性

値ﾗﾍﾞﾙ N

 
被験者間効果の検定

従属変数: 親しみのある

183.180a 25 7.327 5.126 .000

5692.257 1 5692.257 3982.371 .000

34.528 2 17.264 12.078 .000

50.169 2 25.085 17.549 .000

21.559 2 10.779 7.541 .001

.377 1 .377 .264 .608

31.631 4 7.908 5.532 .000

8.430 4 2.108 1.474 .208

3.644 2 1.822 1.275 .280

8.075 4 2.019 1.412 .228

8.413 2 4.207 2.943 .053

1.926 2 .963 .674 .510

966.250 676 1.429

7588.000 702

1149.430 701

ｿｰｽ
修正ﾓﾃﾞﾙ

切片

部位

色相

トーン

規則性

部位 * 色相

部位 * トーン

部位 * 規則性

色相 * トーン

色相 * 規則性

トーン * 規則性

誤差

総和

修正総和

ﾀｲﾌﾟ III 平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

R2乗 = .159 (調整済みR2乗 = .128)a. 
 

 
１. 部位 

推定値

従属変数: 親しみのある

2.881 .086 2.713 3.050

3.369 .086 3.200 3.537

2.811 .086 2.642 2.980

部位
外壁

屋根

バルコニー

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 親しみのある

-.487* .124 .000 -.784 -.191

.071 .124 1.000 -.226 .367

.487* .124 .000 .191 .784

.558* .124 .000 .261 .854

-.071 .124 1.000 -.367 .226

-.558* .124 .000 -.854 -.261

(J) 部位
屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

(I) 部位
外壁

屋根

バルコニー

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 



=1変量検定

従属変数: 親しみのある

34.528 2 17.264 12.078 .000

966.250 676 1.429

対比

誤差

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

各F 値は表示された他の効果の各水準の組合せ内の 部位 の単純効果を検
定します。このような検定は推定周辺平均間で線型に独立したﾍﾟｱごとの比
較に基づいています。

 
2. 色相 

推定値

従属変数: 親しみのある

3.399 .086 3.230 3.567

2.995 .086 2.826 3.163

2.668 .086 2.499 2.836

色相
ベージュ

赤

青

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 親しみのある

.404* .124 .003 .107 .700

.731* .124 .000 .434 1.027

-.404* .124 .003 -.700 -.107

.327* .124 .025 .030 .623

-.731* .124 .000 -1.027 -.434

-.327* .124 .025 -.623 -.030

(J) 色相
赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

(I) 色相
ベージュ

赤

青

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 

 
=1変量検定

従属変数: 親しみのある

50.169 2 25.085 17.549 .000

966.250 676 1.429

対比

誤差

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

各F 値は表示された他の効果の各水準の組合せ内の 色相 の単純効果を検
定します。このような検定は推定周辺平均間で線型に独立したﾍﾟｱごとの比
較に基づいています。

 
3. トーン 

推定値

従属変数: 親しみのある

3.294 .086 3.125 3.462

2.922 .086 2.753 3.091

2.845 .086 2.676 3.014

トーン
同じ

高い

低い

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 

ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 親しみのある

.372* .124 .008 .075 .668

.449* .124 .001 .152 .745

-.372* .124 .008 -.668 -.075

.077 .124 1.000 -.220 .373

-.449* .124 .001 -.745 -.152

-.077 .124 1.000 -.373 .220

(J) トーン
高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

(I) トーン
同じ

高い

低い

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 親しみのある

21.559 2 10.779 7.541 .001

966.250 676 1.429

対比

誤差

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

各F 値は表示された他の効果の各水準の組合せ内の トーン の単純効果を
検定します。このような検定は推定周辺平均間で線型に独立したﾍﾟｱごとの
比較に基づいています。

 
4. 色相 * 部位 

推定値

従属変数: 親しみのある

3.676 .157 3.367 3.984

3.304 .157 2.995 3.612

3.216 .157 2.908 3.525

2.614 .157 2.305 2.922

3.579 .157 3.271 3.888

2.791 .157 2.482 3.099

2.355 .157 2.047 2.664

3.223 .157 2.914 3.531

2.426 .157 2.117 2.734

部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

色相
ベージュ

赤

青

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 親しみのある

1.062* .228 .000 .515 1.609

1.321* .228 .000 .774 1.867

-1.062* .228 .000 -1.609 -.515

.259 .228 .771 -.288 .805

-1.321* .228 .000 -1.867 -.774

-.259 .228 .771 -.805 .288

-.276 .228 .680 -.823 .271

.081 .228 1.000 -.466 .628

.276 .228 .680 -.271 .823

.357 .228 .353 -.190 .904

-.081 .228 1.000 -.628 .466

-.357 .228 .353 -.904 .190

.425 .228 .187 -.122 .972

.791* .228 .002 .244 1.337

-.425 .228 .187 -.972 .122

.365 .228 .328 -.181 .912

-.791* .228 .002 -1.337 -.244

-.365 .228 .328 -.912 .181

(J) 色相
赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

(I) 色相
ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

部位
外壁

屋根

バルコニー

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 親しみのある

53.928 2 26.964 18.864 .000

966.250 676 1.429

3.852 2 1.926 1.348 .261

966.250 676 1.429

17.240 2 8.620 6.031 .003

966.250 676 1.429

対比

誤差

対比

誤差

対比

誤差

部位
外壁

屋根

バルコニー

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は 色相 の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立したﾍﾟｱ
ごとの比較に基づいています。  

5. 色相 * 部位 

推定値

従属変数: 親しみのある

3.676 .157 3.367 3.984

3.304 .157 2.995 3.612

3.216 .157 2.908 3.525

2.614 .157 2.305 2.922

3.579 .157 3.271 3.888

2.791 .157 2.482 3.099

2.355 .157 2.047 2.664

3.223 .157 2.914 3.531

2.426 .157 2.117 2.734

部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

色相
ベージュ

赤

青

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 親しみのある

.372 .228 .310 -.175 .919

.459 .228 .133 -.087 1.006

-.372 .228 .310 -.919 .175

.088 .228 1.000 -.459 .634

-.459 .228 .133 -1.006 .087

-.088 .228 1.000 -.634 .459

-.966* .228 .000 -1.513 -.419

-.177 .228 1.000 -.724 .370

.966* .228 .000 .419 1.513

.788* .228 .002 .242 1.335

.177 .228 1.000 -.370 .724

-.788* .228 .002 -1.335 -.242

-.868* .228 .000 -1.414 -.321

-.071 .228 1.000 -.617 .476

.868* .228 .000 .321 1.414

.797* .228 .001 .250 1.344

.071 .228 1.000 -.476 .617

-.797* .228 .001 -1.344 -.250

(J) 部位
屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

(I) 部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

色相
ベージュ

赤

青

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 親しみのある

6.551 2 3.276 2.292 .102

966.250 676 1.429

29.106 2 14.553 10.182 .000

966.250 676 1.429

25.562 2 12.781 8.942 .000

966.250 676 1.429

対比

誤差

対比

誤差

対比

誤差

色相
ベージュ

赤

青

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は 部位 の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立した
ﾍﾟｱごとの比較に基づいています。  

 
 
 
 
 



一変量の分散分析 学習経験あり 「美しい」 
被験者間因子

外壁 224

屋根 222

バルコ
ニー

223

ベージュ 223

赤 224

青 222

同じ 223

高い 223

低い 223

なし 446

あり 223

1.00

2.00

3.00

部位

1.00

2.00

3.00

色相

1.00

2.00

3.00

トーン

1.00

2.00

規則
性

値ﾗﾍﾞﾙ N

 
被験者間効果の検定

従属変数: 美しい

170.961a 25 6.838 6.348 .000

6410.475 1 6410.475 5951.015 .000

28.341 2 14.171 13.155 .000

46.451 2 23.226 21.561 .000

6.876 2 3.438 3.192 .042

.002 1 .002 .002 .969

21.592 4 5.398 5.011 .001

13.042 4 3.261 3.027 .017

5.613 2 2.806 2.605 .075

12.051 4 3.013 2.797 .025

5.047 2 2.524 2.343 .097

1.030 2 .515 .478 .620

692.644 643 1.077

8072.000 669

863.605 668

ｿｰｽ
修正ﾓﾃﾞﾙ

切片

部位

色相

トーン

規則性

部位 * 色相

部位 * トーン

部位 * 規則性

色相 * トーン

色相 * 規則性

トーン * 規則性

誤差

総和

修正総和

ﾀｲﾌﾟ III 平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

R2乗 = .198 (調整済みR2乗 = .167)a. 
 

 
１. 部位 

推定値

従属変数: 美しい

3.161 .076 3.011 3.311

3.607 .077 3.456 3.757

3.084 .076 2.933 3.234

部位
外壁

屋根

バルコニー

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 美しい

-.446* .110 .000 -.709 -.182

.077 .110 1.000 -.186 .341

.446* .110 .000 .182 .709

.523* .110 .000 .259 .787

-.077 .110 1.000 -.341 .186

-.523* .110 .000 -.787 -.259

(J) 部位
屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

(I) 部位
外壁

屋根

バルコニー

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 

 

=1変量検定

従属変数: 美しい

28.341 2 14.171 13.155 .000

692.644 643 1.077

対比

誤差

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

各F 値は表示された他の効果の各水準の組合せ内の 部位 の単純効果を検
定します。このような検定は推定周辺平均間で線型に独立したﾍﾟｱごとの比
較に基づいています。

 
2. 色相 

推定値

従属変数: 美しい

3.684 .076 3.534 3.834

3.187 .076 3.037 3.336

2.981 .077 2.830 3.131

色相
ベージュ

赤

青

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 美しい

.497* .110 .000 .233 .761

.703* .110 .000 .439 .967

-.497* .110 .000 -.761 -.233

.206 .110 .183 -.057 .470

-.703* .110 .000 -.967 -.439

-.206 .110 .183 -.470 .057

(J) 色相
赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

(I) 色相
ベージュ

赤

青

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 

 
=1変量検定

従属変数: 美しい

46.451 2 23.226 21.561 .000

692.644 643 1.077

対比

誤差

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

各F 値は表示された他の効果の各水準の組合せ内の 色相 の単純効果を検
定します。このような検定は推定周辺平均間で線型に独立したﾍﾟｱごとの比
較に基づいています。

 
3. 色相 * 部位 

推定値

従属変数: 美しい

3.827 .139 3.553 4.100

3.737 .140 3.462 4.012

3.487 .140 3.212 3.762

3.110 .139 2.837 3.383

3.596 .139 3.322 3.869

2.855 .140 2.580 3.130

2.546 .140 2.271 2.821

3.487 .141 3.210 3.763

2.909 .139 2.636 3.183

部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

色相
ベージュ

赤

青

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 

ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 美しい

.717* .202 .001 .232 1.201

1.281* .203 .000 .794 1.768

-.717* .202 .001 -1.201 -.232

.564* .203 .017 .078 1.050

-1.281* .203 .000 -1.768 -.794

-.564* .203 .017 -1.050 -.078

.142 .203 1.000 -.344 .628

.251 .203 .653 -.237 .739

-.142 .203 1.000 -.628 .344

.109 .203 1.000 -.378 .596

-.251 .203 .653 -.739 .237

-.109 .203 1.000 -.596 .378

.632* .203 .006 .145 1.120

.578* .202 .013 .092 1.063

-.632* .203 .006 -1.120 -.145

-.055 .203 1.000 -.541 .432

-.578* .202 .013 -1.063 -.092

.055 .203 1.000 -.432 .541

(J) 色相
赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

(I) 色相
ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

部位
外壁

屋根

バルコニー

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 美しい

43.212 2 21.606 20.058 .000

692.644 643 1.077

1.649 2 .825 .766 .465

692.644 643 1.077

12.879 2 6.439 5.978 .003

692.644 643 1.077

対比

誤差

対比

誤差

対比

誤差

部位
外壁

屋根

バルコニー

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は 色相 の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立したﾍﾟｱ
ごとの比較に基づいています。  

4. 色相 * 部位 

推定値

従属変数: 美しい

3.827 .139 3.553 4.100

3.737 .140 3.462 4.012

3.487 .140 3.212 3.762

3.110 .139 2.837 3.383

3.596 .139 3.322 3.869

2.855 .140 2.580 3.130

2.546 .140 2.271 2.821

3.487 .141 3.210 3.763

2.909 .139 2.636 3.183

部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

色相
ベージュ

赤

青

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 



ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 美しい

.089 .203 1.000 -.397 .576

.340 .202 .280 -.146 .826

-.089 .203 1.000 -.576 .397

.250 .203 .652 -.236 .737

-.340 .202 .280 -.826 .146

-.250 .203 .652 -.737 .236

-.486* .202 .050 -.970 -.001

.255 .203 .623 -.231 .742

.486* .202 .050 .001 .970

.741* .203 .001 .254 1.228

-.255 .203 .623 -.742 .231

-.741* .203 .001 -1.228 -.254

-.941* .204 .000 -1.429 -.452

-.363 .203 .221 -.849 .123

.941* .204 .000 .452 1.429

.577* .203 .014 .091 1.064

.363 .203 .221 -.123 .849

-.577* .203 .014 -1.064 -.091

(J) 部位
屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

(I) 部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

色相
ベージュ

赤

青

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 美しい

3.265 2 1.632 1.515 .221

692.644 643 1.077

14.867 2 7.434 6.901 .001

692.644 643 1.077

23.403 2 11.701 10.863 .000

692.644 643 1.077

対比

誤差

対比

誤差

対比

誤差

色相
ベージュ

赤

青

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は 部位 の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立した
ﾍﾟｱごとの比較に基づいています。  

5. トーン * 部位 

推定値

従属変数: 美しい

3.237 .139 2.964 3.510

3.686 .140 3.411 3.960

3.364 .140 3.089 3.639

3.048 .140 2.773 3.323

3.914 .140 3.639 4.189

2.847 .139 2.574 3.121

3.198 .139 2.924 3.471

3.220 .140 2.945 3.495

3.040 .140 2.765 3.315

部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

トーン
同じ

高い

低い

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 

ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 美しい

.189 .203 1.000 -.297 .675

.039 .202 1.000 -.446 .524

-.189 .203 1.000 -.675 .297

-.150 .203 1.000 -.636 .337

-.039 .202 1.000 -.524 .446

.150 .203 1.000 -.337 .636

-.228 .203 .781 -.715 .258

.466 .203 .067 -.022 .954

.228 .203 .781 -.258 .715

.694* .203 .002 .207 1.181

-.466 .203 .067 -.954 .022

-.694* .203 .002 -1.181 -.207

.516* .203 .033 .030 1.003

.324 .203 .333 -.163 .811

-.516* .203 .033 -1.003 -.030

-.193 .202 1.000 -.678 .293

-.324 .203 .333 -.811 .163

.193 .202 1.000 -.293 .678

(J) トーン
高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

(I) トーン
同じ

高い

低い

同じ

高い

低い

同じ

高い

低い

部位
外壁

屋根

バルコニー

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 美しい

1.044 2 .522 .484 .616

692.644 643 1.077

13.097 2 6.549 6.079 .002

692.644 643 1.077

7.139 2 3.570 3.314 .037

692.644 643 1.077

対比

誤差

対比

誤差

対比

誤差

部位
外壁

屋根

バルコニー

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は トーン の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立したﾍ
ｱごとの比較に基づいています。  

6. トーン * 部位 

推定値

従属変数: 美しい

3.237 .139 2.964 3.510

3.686 .140 3.411 3.960

3.364 .140 3.089 3.639

3.048 .140 2.773 3.323

3.914 .140 3.639 4.189

2.847 .139 2.574 3.121

3.198 .139 2.924 3.471

3.220 .140 2.945 3.495

3.040 .140 2.765 3.315

部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

トーン
同じ

高い

低い

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 

ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 美しい

-.449 .203 .081 -.935 .038

-.126 .203 1.000 -.613 .360

.449 .203 .081 -.038 .935

.322 .203 .340 -.166 .810

.126 .203 1.000 -.360 .613

-.322 .203 .340 -.810 .166

-.866* .203 .000 -1.353 -.379

.201 .203 .967 -.286 .687

.866* .203 .000 .379 1.353

1.067* .202 .000 .581 1.552

-.201 .203 .967 -.687 .286

-1.067* .202 .000 -1.552 -.581

-.022 .203 1.000 -.508 .465

.158 .202 1.000 -.327 .643

.022 .203 1.000 -.465 .508

.180 .203 1.000 -.307 .667

-.158 .202 1.000 -.643 .327

-.180 .203 1.000 -.667 .307

(J) 部位
屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

(I) 部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

トーン
同じ

高い

低い

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 美しい

5.607 2 2.804 2.603 .075

692.644 643 1.077

33.818 2 16.909 15.697 .000

692.644 643 1.077

1.012 2 .506 .470 .625

692.644 643 1.077

対比

誤差

対比

誤差

対比

誤差

トーン
同じ

高い

低い

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は 部位 の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立し
たﾍﾟｱごとの比較に基づいています。  

 

■一変量の分散分析 学習経験なし 「美しい」 
被験者間因子

外壁 234

屋根 234

バルコ
ニー

234

ベージュ 234

赤 234

青 234

同じ 234

高い 234

低い 234

なし 468

あり 234

1.00

2.00

3.00

部位

1.00

2.00

3.00

色相

1.00

2.00

3.00

トーン

1.00

2.00

規則
性

値ﾗﾍﾞﾙ N

 



被験者間効果の検定

従属変数: 美しい

181.189a 25 7.248 5.854 .000

5920.006 1 5920.006 4781.406 .000

40.053 2 20.026 16.175 .000

54.115 2 27.057 21.853 .000

6.904 2 3.452 2.788 .062

.684 1 .684 .553 .457

15.922 4 3.980 3.215 .013

9.486 4 2.371 1.915 .106

4.926 2 2.463 1.989 .138

9.340 4 2.335 1.886 .111

3.302 2 1.651 1.333 .264

.738 2 .369 .298 .742

836.976 676 1.238

7726.000 702

1018.165 701

ｿｰｽ
修正ﾓﾃﾞﾙ

切片

部位

色相

トーン

規則性

部位 * 色相

部位 * トーン

部位 * 規則性

色相 * トーン

色相 * 規則性

トーン * 規則性

誤差

総和

修正総和

ﾀｲﾌﾟ III 平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

R2乗 = .178 (調整済みR2乗 = .148)a. 
 

 
１. 部位 

推定値

従属変数: 美しい

2.939 .080 2.782 3.096

3.454 .080 3.297 3.611

2.847 .080 2.690 3.004

部位
外壁

屋根

バルコニー

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 美しい

-.515* .115 .000 -.791 -.239

.092 .115 1.000 -.184 .368

.515* .115 .000 .239 .791

.607* .115 .000 .331 .883

-.092 .115 1.000 -.368 .184

-.607* .115 .000 -.883 -.331

(J) 部位
屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

(I) 部位
外壁

屋根

バルコニー

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 美しい

40.053 2 20.026 16.175 .000

836.976 676 1.238

対比

誤差

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

各F 値は表示された他の効果の各水準の組合せ内の 部位 の単純効果を検
定します。このような検定は推定周辺平均間で線型に独立したﾍﾟｱごとの比
較に基づいています。

 
2. 色相 

推定値

従属変数: 美しい

3.501 .080 3.344 3.658

2.978 .080 2.821 3.135

2.762 .080 2.605 2.919

色相
ベージュ

赤

青

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 

ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 美しい

.524* .115 .000 .247 .800

.739* .115 .000 .463 1.015

-.524* .115 .000 -.800 -.247

.216 .115 .183 -.060 .492

-.739* .115 .000 -1.015 -.463

-.216 .115 .183 -.492 .060

(J) 色相
赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

(I) 色相
ベージュ

赤

青

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 

 
=1変量検定

従属変数: 美しい

54.115 2 27.057 21.853 .000

836.976 676 1.238

対比

誤差

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

各F 値は表示された他の効果の各水準の組合せ内の 色相 の単純効果を検
定します。このような検定は推定周辺平均間で線型に独立したﾍﾟｱごとの比
較に基づいています。

 
3. 色相 * 部位 

推定値

従属変数: 美しい

3.653 .146 3.366 3.941

3.711 .146 3.424 3.998

3.139 .146 2.851 3.426

2.839 .146 2.552 3.127

3.367 .146 3.080 3.654

2.726 .146 2.439 3.013

2.324 .146 2.037 2.612

3.284 .146 2.997 3.571

2.677 .146 2.390 2.964

部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

色相
ベージュ

赤

青

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 美しい

.814* .212 .000 .305 1.323

1.329* .212 .000 .820 1.838

-.814* .212 .000 -1.323 -.305

.515* .212 .046 .006 1.024

-1.329* .212 .000 -1.838 -.820

-.515* .212 .046 -1.024 -.006

.344 .212 .316 -.165 .853

.427 .212 .133 -.082 .936

-.344 .212 .316 -.853 .165

.083 .212 1.000 -.426 .592

-.427 .212 .133 -.936 .082

-.083 .212 1.000 -.592 .426

.412 .212 .157 -.097 .921

.462 .212 .090 -.047 .971

-.412 .212 .157 -.921 .097

.049 .212 1.000 -.460 .558

-.462 .212 .090 -.971 .047

-.049 .212 1.000 -.558 .460

(J) 色相
赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

(I) 色相
ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

部位
外壁

屋根

バルコニー

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 

 

=1変量検定

従属変数: 美しい

49.449 2 24.725 19.969 .000

836.976 676 1.238

5.651 2 2.826 2.282 .103

836.976 676 1.238

7.075 2 3.538 2.857 .058

836.976 676 1.238

対比

誤差

対比

誤差

対比

誤差

部位
外壁

屋根

バルコニー

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は 色相 の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立したﾍﾟｱ
ごとの比較に基づいています。  

4. 色相 * 部位 

推定値

従属変数: 美しい

3.653 .146 3.366 3.941

3.711 .146 3.424 3.998

3.139 .146 2.851 3.426

2.839 .146 2.552 3.127

3.367 .146 3.080 3.654

2.726 .146 2.439 3.013

2.324 .146 2.037 2.612

3.284 .146 2.997 3.571

2.677 .146 2.390 2.964

部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

色相
ベージュ

赤

青

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 美しい

-.058 .212 1.000 -.567 .451

.515* .212 .046 .006 1.024

.058 .212 1.000 -.451 .567

.573* .212 .021 .064 1.082

-.515* .212 .046 -1.024 -.006

-.573* .212 .021 -1.082 -.064

-.528* .212 .039 -1.037 -.019

.113 .212 1.000 -.396 .622

.528* .212 .039 .019 1.037

.641* .212 .008 .132 1.150

-.113 .212 1.000 -.622 .396

-.641* .212 .008 -1.150 -.132

-.959* .212 .000 -1.468 -.450

-.353 .212 .291 -.862 .156

.959* .212 .000 .450 1.468

.607* .212 .013 .098 1.116

.353 .212 .291 -.156 .862

-.607* .212 .013 -1.116 -.098

(J) 部位
屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

(I) 部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

色相
ベージュ

赤

青

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 美しい

10.946 2 5.473 4.421 .012

836.976 676 1.238

12.889 2 6.445 5.205 .006

836.976 676 1.238

25.933 2 12.966 10.473 .000

836.976 676 1.238

対比

誤差

対比

誤差

対比

誤差

色相
ベージュ

赤

青

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は 部位 の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立した
ﾍﾟｱごとの比較に基づいています。  

 
 
 
 
 



■一変量の分散分析 学習経験あり 「癒される」 
被験者間因子

外壁 224

屋根 222

バルコ
ニー

223

ベージュ 223

赤 224

青 222

同じ 223

高い 223

低い 223

なし 446

あり 223

1.00

2.00

3.00

部位

1.00

2.00

3.00

色相

1.00

2.00

3.00

トーン

1.00

2.00

規則
性

値ﾗﾍﾞﾙ N

 
被験者間効果の検定

従属変数: 癒される

194.007a 25 7.760 7.512 .000

5641.531 1 5641.531 5461.077 .000

19.074 2 9.537 9.232 .000

47.052 2 23.526 22.773 .000

4.844 2 2.422 2.345 .097

1.037 1 1.037 1.004 .317

32.740 4 8.185 7.923 .000

21.428 4 5.357 5.186 .000

8.354 2 4.177 4.044 .018

11.603 4 2.901 2.808 .025

14.594 2 7.297 7.064 .001

1.135 2 .568 .549 .578

664.247 643 1.033

7257.000 669

858.254 668

ｿｰｽ
修正ﾓﾃﾞﾙ

切片

部位

色相

トーン

規則性

部位 * 色相

部位 * トーン

部位 * 規則性

色相 * トーン

色相 * 規則性

トーン * 規則性

誤差

総和

修正総和

ﾀｲﾌﾟ III 平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

R2乗 = .226 (調整済みR2乗 = .196)a. 
 

 
１. 部位 

推定値

従属変数: 癒される

2.993 .075 2.847 3.139

3.343 .075 3.196 3.490

2.905 .075 2.758 3.052

部位
外壁

屋根

バルコニー

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 癒される

-.350* .108 .004 -.608 -.092

.088 .108 1.000 -.171 .346

.350* .108 .004 .092 .608

.438* .108 .000 .179 .696

-.088 .108 1.000 -.346 .171

-.438* .108 .000 -.696 -.179

(J) 部位
屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

(I) 部位
外壁

屋根

バルコニー

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 癒される

19.074 2 9.537 9.232 .000

664.247 643 1.033

対比

誤差

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

各F 値は表示された他の効果の各水準の組合せ内の 部位 の単純効果を検
定します。このような検定は推定周辺平均間で線型に独立したﾍﾟｱごとの比
較に基づいています。

 
2. 色相 

推定値

従属変数: 癒される

3.478 .075 3.331 3.625

2.999 .075 2.852 3.145

2.764 .075 2.617 2.912

色相
ベージュ

赤

青

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 癒される

.479* .108 .000 .221 .737

.714* .108 .000 .455 .973

-.479* .108 .000 -.737 -.221

.234 .108 .089 -.024 .492

-.714* .108 .000 -.973 -.455

-.234 .108 .089 -.492 .024

(J) 色相
赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

(I) 色相
ベージュ

赤

青

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率a 下限 上限

差の 95% 信頼区間a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 

 
=1変量検定

従属変数: 癒される

47.052 2 23.526 22.773 .000

664.247 643 1.033

対比

誤差

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

各F 値は表示された他の効果の各水準の組合せ内の 色相 の単純効果を検
定します。このような検定は推定周辺平均間で線型に独立したﾍﾟｱごとの比
較に基づいています。

 
3. 色相 * 部位 

推定値

従属変数: 癒される

3.852 .136 3.584 4.120

3.409 .137 3.140 3.679

3.173 .137 2.904 3.443

2.841 .136 2.573 3.109

3.306 .136 3.038 3.574

2.849 .137 2.580 3.119

2.286 .137 2.017 2.555

3.314 .138 3.043 3.584

2.694 .136 2.426 2.961

部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

色相
ベージュ

赤

青

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 

ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 癒される

1.011* .198 .000 .536 1.485

1.566* .199 .000 1.089 2.042

-1.011* .198 .000 -1.485 -.536

.555* .198 .016 .079 1.032

-1.566* .199 .000 -2.042 -1.089

-.555* .198 .016 -1.032 -.079

.103 .198 1.000 -.373 .580

.096 .199 1.000 -.382 .574

-.103 .198 1.000 -.580 .373

-.008 .199 1.000 -.484 .469

-.096 .199 1.000 -.574 .382

.008 .199 1.000 -.469 .484

.324 .199 .310 -.153 .801

.480* .198 .047 .004 .955

-.324 .199 .310 -.801 .153

.156 .198 1.000 -.321 .632

-.480* .198 .047 -.955 -.004

-.156 .198 1.000 -.632 .321

(J) 色相
赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

(I) 色相
ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

部位
外壁

屋根

バルコニー

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a.  
=1変量検定

従属変数: 癒される

66.154 2 33.077 32.019 .000

664.247 643 1.033

.347 2 .173 .168 .845

664.247 643 1.033

6.303 2 3.151 3.051 .048

664.247 643 1.033

対比

誤差

対比

誤差

対比

誤差

部位
外壁

屋根

バルコニー

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は 色相 の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立したﾍﾟｱ
ごとの比較に基づいています。  

4. 色相 * 部位 

推定値

従属変数: 癒される

3.852 .136 3.584 4.120

3.409 .137 3.140 3.679

3.173 .137 2.904 3.443

2.841 .136 2.573 3.109

3.306 .136 3.038 3.574

2.849 .137 2.580 3.119

2.286 .137 2.017 2.555

3.314 .138 3.043 3.584

2.694 .136 2.426 2.961

部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

色相
ベージュ

赤

青

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 癒される

.442 .198 .078 -.034 .919

.678* .198 .002 .203 1.154

-.442 .198 .078 -.919 .034

.236 .199 .705 -.241 .713

-.678* .198 .002 -1.154 -.203

-.236 .199 .705 -.713 .241

-.465 .198 .057 -.940 .010

-.008 .198 1.000 -.484 .468

.465 .198 .057 -.010 .940

.457 .199 .065 -.020 .933

.008 .198 1.000 -.468 .484

-.457 .199 .065 -.933 .020

-1.028* .199 .000 -1.506 -.549

-.408 .198 .121 -.884 .069

1.028* .199 .000 .549 1.506

.620* .198 .006 .144 1.096

.408 .198 .121 -.069 .884

-.620* .198 .006 -1.096 -.144

(J) 部位
屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

(I) 部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

色相
ベージュ

赤

青

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a.  



=1変量検定

従属変数: 癒される

12.490 2 6.245 6.045 .003

664.247 643 1.033

7.456 2 3.728 3.609 .028

664.247 643 1.033

27.856 2 13.928 13.482 .000

664.247 643 1.033

対比

誤差

対比

誤差

対比

誤差

色相
ベージュ

赤

青

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は 部位 の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立した
ﾍﾟｱごとの比較に基づいています。  

5. トーン * 部位 

推定値

従属変数: 癒される

2.921 .136 2.653 3.189

3.471 .137 3.202 3.740

3.245 .137 2.975 3.514

2.915 .137 2.646 3.184

3.667 .137 3.397 3.936

2.531 .136 2.263 2.799

3.143 .136 2.875 3.411

2.892 .137 2.622 3.161

2.940 .137 2.671 3.209

部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

トーン
同じ

高い

低い

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 癒される

.006 .198 1.000 -.470 .482

-.222 .198 .786 -.697 .253

-.006 .198 1.000 -.482 .470

-.228 .199 .754 -.704 .249

.222 .198 .786 -.253 .697

.228 .199 .754 -.249 .704

-.195 .199 .975 -.672 .281

.580* .199 .011 .102 1.057

.195 .199 .975 -.281 .672

.775* .199 .000 .298 1.252

-.580* .199 .011 -1.057 -.102

-.775* .199 .000 -1.252 -.298

.713* .198 .001 .237 1.190

.304 .199 .378 -.172 .781

-.713* .198 .001 -1.190 -.237

-.409 .198 .118 -.884 .067

-.304 .199 .378 -.781 .172

.409 .198 .118 -.067 .884

(J) トーン
高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

(I) トーン
同じ

高い

低い

同じ

高い

低い

同じ

高い

低い

部位
外壁

屋根

バルコニー

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a.  
=1変量検定

従属変数: 癒される

1.778 2 .889 .860 .423

664.247 643 1.033

16.981 2 8.491 8.219 .000

664.247 643 1.033

13.453 2 6.727 6.512 .002

664.247 643 1.033

対比

誤差

対比

誤差

対比

誤差

部位
外壁

屋根

バルコニー

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は トーン の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立したﾍﾟ
ｱごとの比較に基づいています。  

6. トーン * 部位 

推定値

従属変数: 癒される

2.921 .136 2.653 3.189

3.471 .137 3.202 3.740

3.245 .137 2.975 3.514

2.915 .137 2.646 3.184

3.667 .137 3.397 3.936

2.531 .136 2.263 2.799

3.143 .136 2.875 3.411

2.892 .137 2.622 3.161

2.940 .137 2.671 3.209

部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

トーン
同じ

高い

低い

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 

ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 癒される

-.550* .198 .017 -1.026 -.074

-.324 .198 .309 -.800 .152

.550* .198 .017 .074 1.026

.226 .199 .767 -.251 .704

.324 .198 .309 -.152 .800

-.226 .199 .767 -.704 .251

-.751* .199 .001 -1.228 -.275

.384 .199 .161 -.093 .860

.751* .199 .001 .275 1.228

1.135* .198 .000 .660 1.611

-.384 .199 .161 -.860 .093

-1.135* .198 .000 -1.611 -.660

.251 .199 .617 -.225 .728

.203 .198 .919 -.273 .678

-.251 .199 .617 -.728 .225

-.049 .199 1.000 -.526 .428

-.203 .198 .919 -.678 .273

.049 .199 1.000 -.428 .526

(J) 部位
屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

(I) 部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

トーン
同じ

高い

低い

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a.  
=1変量検定

従属変数: 癒される

8.036 2 4.018 3.890 .021

664.247 643 1.033

35.115 2 17.558 16.996 .000

664.247 643 1.033

1.870 2 .935 .905 .405

664.247 643 1.033

対比

誤差

対比

誤差

対比

誤差

トーン
同じ

高い

低い

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は 部位 の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立し
たﾍﾟｱごとの比較に基づいています。  

7. 規則性 * 部位 

推定値

従属変数: 癒される

2.861 .092 2.680 3.042

3.611 .092 3.430 3.793

2.894 .092 2.713 3.075

3.125 .141 2.847 3.402

3.075 .142 2.796 3.353

2.917 .142 2.638 3.195

部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

規則性
なし

あり

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 癒される

-.264 .186 .157 -.629 .102

.264 .186 .157 -.102 .629

.537* .187 .004 .170 .903

-.537* .187 .004 -.903 -.170

-.023 .187 .904 -.389 .344

.023 .187 .904 -.344 .389

(J) 規則性
あり

なし

あり

なし

あり

なし

(I) 規則性
なし

あり

なし

あり

なし

あり

部位
外壁

屋根

バルコニー

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a.  
=1変量検定

従属変数: 癒される

2.073 1 2.073 2.007 .157

664.247 643 1.033

8.551 1 8.551 8.278 .004

664.247 643 1.033

.015 1 .015 .015 .904

664.247 643 1.033

対比

誤差

対比

誤差

対比

誤差

部位
外壁

屋根

バルコニー

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は 規則性 の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立した
ﾍﾟｱごとの比較に基づいています。  

 

 

 

 

8. 規則性 * 部位 

推定値

従属変数: 癒される

2.861 .092 2.680 3.042

3.611 .092 3.430 3.793

2.894 .092 2.713 3.075

3.125 .141 2.847 3.402

3.075 .142 2.796 3.353

2.917 .142 2.638 3.195

部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

規則性
なし

あり

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 癒される

-.750* .136 .000 -1.077 -.423

-.033 .136 1.000 -.360 .294

.750* .136 .000 .423 1.077

.717* .136 .000 .391 1.044

.033 .136 1.000 -.294 .360

-.717* .136 .000 -1.044 -.391

.050 .215 1.000 -.466 .566

.208 .215 1.000 -.308 .725

-.050 .215 1.000 -.566 .466

.158 .216 1.000 -.359 .675

-.208 .215 1.000 -.725 .308

-.158 .216 1.000 -.675 .359

(J) 部位
屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

(I) 部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

規則性
なし

あり

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a.  
=1変量検定

従属変数: 癒される

40.028 2 20.014 19.374 .000

664.247 643 1.033

1.051 2 .525 .509 .602

664.247 643 1.033

対比

誤差

対比

誤差

規則性
なし

あり

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は 部位 の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立し
たﾍﾟｱごとの比較に基づいています。  

9. トーン * 色相 

推定値

従属変数: 癒される

3.388 .136 3.120 3.656

3.332 .137 3.063 3.601

2.916 .137 2.647 3.185

3.425 .136 3.157 3.693

2.900 .136 2.633 3.168

2.787 .138 2.517 3.058

3.621 .138 3.351 3.892

2.764 .136 2.496 3.032

2.590 .136 2.322 2.857

色相
ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

トーン
同じ

高い

低い

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 癒される

-.037 .198 1.000 -.512 .438

-.233 .199 .723 -.710 .244

.037 .198 1.000 -.438 .512

-.196 .199 .973 -.673 .281

.233 .199 .723 -.244 .710

.196 .199 .973 -.281 .673

.432 .198 .090 -.044 .908

.568* .198 .013 .092 1.045

-.432 .198 .090 -.908 .044

.137 .198 1.000 -.338 .612

-.568* .198 .013 -1.045 -.092

-.137 .198 1.000 -.612 .338

.129 .199 1.000 -.349 .607

.327 .198 .301 -.150 .803

-.129 .199 1.000 -.607 .349

.198 .199 .961 -.279 .674

-.327 .198 .301 -.803 .150

-.198 .199 .961 -.674 .279

(J) トーン
高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

(I) トーン
同じ

高い

低い

同じ

高い

低い

同じ

高い

低い

色相
ベージュ

赤

青

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率a 下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a.  



=1変量検定

従属変数: 癒される

1.638 2 .819 .793 .453

664.247 643 1.033

9.223 2 4.612 4.464 .012

664.247 643 1.033

2.843 2 1.421 1.376 .253

664.247 643 1.033

対比

誤差

対比

誤差

対比

誤差

色相
ベージュ

赤

青

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は トーン の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立し
たﾍﾟｱごとの比較に基づいています。  

10. トーン * 色相 

推定値

従属変数: 癒される

3.388 .136 3.120 3.656

3.332 .137 3.063 3.601

2.916 .137 2.647 3.185

3.425 .136 3.157 3.693

2.900 .136 2.633 3.168

2.787 .138 2.517 3.058

3.621 .138 3.351 3.892

2.764 .136 2.496 3.032

2.590 .136 2.322 2.857

色相
ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

トーン
同じ

高い

低い

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 癒される

.056 .198 1.000 -.420 .532

.472 .198 .053 -.004 .948

-.056 .198 1.000 -.532 .420

.416 .199 .111 -.062 .893

-.472 .198 .053 -.948 .004

-.416 .199 .111 -.893 .062

.525* .198 .025 .050 1.000

.638* .199 .004 .161 1.115

-.525* .198 .025 -1.000 -.050

.113 .199 1.000 -.364 .590

-.638* .199 .004 -1.115 -.161

-.113 .199 1.000 -.590 .364

.857* .199 .000 .381 1.334

1.032* .199 .000 .555 1.508

-.857* .199 .000 -1.334 -.381

.174 .198 1.000 -.301 .649

-1.032* .199 .000 -1.508 -.555

-.174 .198 1.000 -.649 .301

(J) 色相
赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

(I) 色相
ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

トーン
同じ

高い

低い

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a.  
=1変量検定

従属変数: 癒される

6.953 2 3.477 3.366 .035

664.247 643 1.033

12.173 2 6.087 5.892 .003

664.247 643 1.033

31.845 2 15.922 15.413 .000

664.247 643 1.033

対比

誤差

対比

誤差

対比

誤差

トーン
同じ

高い

低い

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は 色相 の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立し
たﾍﾟｱごとの比較に基づいています。  

11. 規則性 * 色相 

推定値

従属変数: 癒される

3.376 .092 3.195 3.557

2.872 .092 2.691 3.053

3.119 .092 2.938 3.301

3.581 .142 3.302 3.859

3.126 .141 2.848 3.403

2.410 .142 2.131 2.688

色相
ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

規則性
なし

あり

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 

ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 癒される

-.205 .187 .273 -.571 .162

.205 .187 .273 -.162 .571

-.254 .186 .172 -.620 .111

.254 .186 .172 -.111 .620

.710* .187 .000 .343 1.076

-.710* .187 .000 -1.076 -.343

(J) 規則性
あり

なし

あり

なし

あり

なし

(I) 規則性
なし

あり

なし

あり

なし

あり

色相
ベージュ

赤

青

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率a 下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a.  
=1変量検定

従属変数: 癒される

1.245 1 1.245 1.205 .273

664.247 643 1.033

1.927 1 1.927 1.866 .172

664.247 643 1.033

14.941 1 14.941 14.463 .000

664.247 643 1.033

対比

誤差

対比

誤差

対比

誤差

色相
ベージュ

赤

青

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は 規則性 の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立し
たﾍﾟｱごとの比較に基づいています。  

12. 規則性 * 色相 

推定値

従属変数: 癒される

3.376 .092 3.195 3.557

2.872 .092 2.691 3.053

3.119 .092 2.938 3.301

3.581 .142 3.302 3.859

3.126 .141 2.848 3.403

2.410 .142 2.131 2.688

色相
ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

規則性
なし

あり

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 癒される

.504* .136 .001 .177 .831

.257 .136 .180 -.070 .583

-.504* .136 .001 -.831 -.177

-.248 .136 .209 -.575 .080

-.257 .136 .180 -.583 .070

.248 .136 .209 -.080 .575

.455 .215 .105 -.062 .971

1.171* .216 .000 .654 1.688

-.455 .215 .105 -.971 .062

.716* .215 .003 .200 1.232

-1.171* .216 .000 -1.688 -.654

-.716* .215 .003 -1.232 -.200

(J) 色相
赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

(I) 色相
ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

規則性
なし

あり

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a.  
=1変量検定

従属変数: 癒される

14.178 2 7.089 6.862 .001

664.247 643 1.033

31.014 2 15.507 15.011 .000

664.247 643 1.033

対比

誤差

対比

誤差

規則性
なし

あり

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は 色相 の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立し
たﾍﾟｱごとの比較に基づいています。  

 

 

 

 

 

 

■一変量の分散分析 学習経験なし 「癒される」 
被験者間因子

外壁 234

屋根 234

バルコ
ニー

234

ベージュ 234

赤 234

青 234

同じ 234

高い 234

低い 234

なし 468

あり 234

1.00

2.00

3.00

部位

1.00

2.00

3.00

色相

1.00

2.00

3.00

トーン

1.00

2.00

規則
性

値ﾗﾍﾞﾙ N

 
被験者間効果の検定

従属変数: 癒される

156.009a 25 6.240 5.042 .000

5250.160 1 5250.160 4242.320 .000

28.313 2 14.156 11.439 .000

39.523 2 19.762 15.968 .000

14.682 2 7.341 5.932 .003

.086 1 .086 .070 .792

28.452 4 7.113 5.747 .000

12.366 4 3.092 2.498 .042

2.328 2 1.164 .940 .391

12.016 4 3.004 2.427 .047

4.037 2 2.019 1.631 .196

2.652 2 1.326 1.072 .343

836.596 676 1.238

6915.000 702

992.605 701

ｿｰｽ
修正ﾓﾃﾞﾙ

切片

部位

色相

トーン

規則性

部位 * 色相

部位 * トーン

部位 * 規則性

色相 * トーン

色相 * 規則性

トーン * 規則性

誤差

総和

修正総和

ﾀｲﾌﾟ III 平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

R2乗 = .157 (調整済みR2乗 = .126)a. 
 

 
１. 部位 

推定値

従属変数: 癒される

2.796 .080 2.639 2.953

3.213 .080 3.056 3.370

2.693 .080 2.536 2.850

部位
外壁

屋根

バルコニー

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 癒される

-.417* .115 .001 -.693 -.141

.103 .115 1.000 -.173 .379

.417* .115 .001 .141 .693

.519* .115 .000 .243 .795

-.103 .115 1.000 -.379 .173

-.519* .115 .000 -.795 -.243

(J) 部位
屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

(I) 部位
外壁

屋根

バルコニー

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 



=1変量検定

従属変数: 癒される

28.313 2 14.156 11.439 .000

836.596 676 1.238

対比

誤差

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

各F 値は表示された他の効果の各水準の組合せ内の 部位 の単純効果を検
定します。このような検定は推定周辺平均間で線型に独立したﾍﾟｱごとの比
較に基づいています。

 
2. 色相 

推定値

従属変数: 癒される

3.266 .080 3.109 3.423

2.792 .080 2.635 2.949

2.644 .080 2.487 2.801

色相
ベージュ

赤

青

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 癒される

.474* .115 .000 .198 .750

.622* .115 .000 .346 .898

-.474* .115 .000 -.750 -.198

.147 .115 .601 -.129 .423

-.622* .115 .000 -.898 -.346

-.147 .115 .601 -.423 .129

(J) 色相
赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

(I) 色相
ベージュ

赤

青

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 

 
=1変量検定

従属変数: 癒される

39.523 2 19.762 15.968 .000

836.596 676 1.238

対比

誤差

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

各F 値は表示された他の効果の各水準の組合せ内の 色相 の単純効果を検
定します。このような検定は推定周辺平均間で線型に独立したﾍﾟｱごとの比
較に基づいています。

 
3. トーン 

推定値

従属変数: 癒される

3.129 .080 2.972 3.286

2.790 .080 2.633 2.946

2.783 .080 2.626 2.940

トーン
同じ

高い

低い

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 

ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 癒される

.340* .115 .010 .064 .616

.346* .115 .008 .070 .622

-.340* .115 .010 -.616 -.064

.006 .115 1.000 -.270 .282

-.346* .115 .008 -.622 -.070

-.006 .115 1.000 -.282 .270

(J) トーン
高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

(I) トーン
同じ

高い

低い

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 癒される

14.682 2 7.341 5.932 .003

836.596 676 1.238

対比

誤差

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

各F 値は表示された他の効果の各水準の組合せ内の トーン の単純効果を
検定します。このような検定は推定周辺平均間で線型に独立したﾍﾟｱごとの
比較に基づいています。

 
4. 色相 * 部位 

推定値

従属変数: 癒される

3.543 .146 3.256 3.830

3.173 .146 2.886 3.461

3.082 .146 2.794 3.369

2.530 .146 2.243 2.817

3.293 .146 3.006 3.580

2.552 .146 2.265 2.839

2.314 .146 2.027 2.602

3.171 .146 2.884 3.458

2.447 .146 2.160 2.734

部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

色相
ベージュ

赤

青

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 癒される

1.013* .212 .000 .504 1.522

1.229* .212 .000 .720 1.737

-1.013* .212 .000 -1.522 -.504

.216 .212 .927 -.293 .725

-1.229* .212 .000 -1.737 -.720

-.216 .212 .927 -.725 .293

-.120 .212 1.000 -.629 .389

.002 .212 1.000 -.507 .511

.120 .212 1.000 -.389 .629

.122 .212 1.000 -.387 .631

-.002 .212 1.000 -.511 .507

-.122 .212 1.000 -.631 .387

.530* .212 .038 .021 1.039

.635* .212 .009 .126 1.143

-.530* .212 .038 -1.039 -.021

.105 .212 1.000 -.404 .614

-.635* .212 .009 -1.143 -.126

-.105 .212 1.000 -.614 .404

(J) 色相
赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

(I) 色相
ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

部位
外壁

屋根

バルコニー

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 癒される

47.386 2 23.693 19.145 .000

836.596 676 1.238

.535 2 .268 .216 .806

836.596 676 1.238

12.746 2 6.373 5.150 .006

836.596 676 1.238

対比

誤差

対比

誤差

対比

誤差

部位
外壁

屋根

バルコニー

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は 色相 の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立したﾍﾟｱ
ごとの比較に基づいています。  

5. 色相 * 部位 

推定値

従属変数: 癒される

3.543 .146 3.256 3.830

3.173 .146 2.886 3.461

3.082 .146 2.794 3.369

2.530 .146 2.243 2.817

3.293 .146 3.006 3.580

2.552 .146 2.265 2.839

2.314 .146 2.027 2.602

3.171 .146 2.884 3.458

2.447 .146 2.160 2.734

部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

色相
ベージュ

赤

青

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 癒される

.370 .212 .245 -.139 .879

.462 .212 .090 -.047 .970

-.370 .212 .245 -.879 .139

.092 .212 1.000 -.417 .601

-.462 .212 .090 -.970 .047

-.092 .212 1.000 -.601 .417

-.763* .212 .001 -1.272 -.254

-.021 .212 1.000 -.530 .487

.763* .212 .001 .254 1.272

.741* .212 .002 .233 1.250

.021 .212 1.000 -.487 .530

-.741* .212 .002 -1.250 -.233

-.857* .212 .000 -1.366 -.348

-.132 .212 1.000 -.641 .376

.857* .212 .000 .348 1.366

.724* .212 .002 .216 1.233

.132 .212 1.000 -.376 .641

-.724* .212 .002 -1.233 -.216

(J) 部位
屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

(I) 部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

色相
ベージュ

赤

青

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 癒される

6.572 2 3.286 2.655 .071

836.596 676 1.238

20.777 2 10.389 8.394 .000

836.596 676 1.238

23.426 2 11.713 9.465 .000

836.596 676 1.238

対比

誤差

対比

誤差

対比

誤差

色相
ベージュ

赤

青

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は 部位 の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立した
ﾍﾟｱごとの比較に基づいています。  

 

 

 



 
6. トーン * 部位 

推定値

従属変数: 癒される

2.941 .146 2.653 3.228

3.340 .146 3.053 3.627

3.107 .146 2.820 3.394

2.575 .146 2.288 2.862

3.415 .146 3.128 3.702

2.379 .146 2.091 2.666

2.872 .146 2.585 3.159

2.883 .146 2.596 3.170

2.594 .146 2.307 2.881

部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

トーン
同じ

高い

低い

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 癒される

.365 .212 .256 -.143 .874

.068 .212 1.000 -.440 .577

-.365 .212 .256 -.874 .143

-.297 .212 .485 -.806 .212

-.068 .212 1.000 -.577 .440

.297 .212 .485 -.212 .806

-.075 .212 1.000 -.584 .434

.457 .212 .094 -.052 .966

.075 .212 1.000 -.434 .584

.532* .212 .037 .023 1.041

-.457 .212 .094 -.966 .052

-.532* .212 .037 -1.041 -.023

.729* .212 .002 .220 1.237

.513* .212 .048 .004 1.022

-.729* .212 .002 -1.237 -.220

-.216 .212 .927 -.725 .293

-.513* .212 .048 -1.022 -.004

.216 .212 .927 -.293 .725

(J) トーン
高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

(I) トーン
同じ

高い

低い

同じ

高い

低い

同じ

高い

低い

部位
外壁

屋根

バルコニー

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 癒される

4.155 2 2.078 1.679 .187

836.596 676 1.238

9.135 2 4.568 3.691 .025

836.596 676 1.238

15.425 2 7.713 6.232 .002

836.596 676 1.238

対比

誤差

対比

誤差

対比

誤差

部位
外壁

屋根

バルコニー

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は トーン の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立したﾍ
ｱごとの比較に基づいています。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
7. トーン * 部位 

推定値

従属変数: 癒される

2.941 .146 2.653 3.228

3.340 .146 3.053 3.627

3.107 .146 2.820 3.394

2.575 .146 2.288 2.862

3.415 .146 3.128 3.702

2.379 .146 2.091 2.666

2.872 .146 2.585 3.159

2.883 .146 2.596 3.170

2.594 .146 2.307 2.881

部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

トーン
同じ

高い

低い

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 癒される

-.400 .212 .180 -.908 .109

-.167 .212 1.000 -.676 .342

.400 .212 .180 -.109 .908

.233 .212 .817 -.276 .742

.167 .212 1.000 -.342 .676

-.233 .212 .817 -.742 .276

-.840* .212 .000 -1.349 -.331

.197 .212 1.000 -.312 .705

.840* .212 .000 .331 1.349

1.036* .212 .000 .527 1.545

-.197 .212 1.000 -.705 .312

-1.036* .212 .000 -1.545 -.527

-.011 .212 1.000 -.520 .498

.278 .212 .572 -.231 .787

.011 .212 1.000 -.498 .520

.288 .212 .522 -.220 .797

-.278 .212 .572 -.787 .231

-.288 .212 .522 -.797 .220

(J) 部位
屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

屋根

バルコニー

外壁

バルコニー

外壁

屋根

(I) 部位
外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

外壁

屋根

バルコニー

トーン
同じ

高い

低い

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 癒される

4.436 2 2.218 1.792 .167

836.596 676 1.238

33.362 2 16.681 13.479 .000

836.596 676 1.238

2.945 2 1.473 1.190 .305

836.596 676 1.238

対比

誤差

対比

誤差

対比

誤差

トーン
同じ

高い

低い

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は 部位 の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立し
たﾍﾟｱごとの比較に基づいています。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8. トーン * 色相 

推定値

従属変数: 癒される

3.398 .146 3.111 3.685

3.171 .146 2.884 3.458

2.819 .146 2.532 3.106

3.062 .146 2.775 3.349

2.571 .146 2.284 2.858

2.735 .146 2.448 3.022

3.338 .146 3.051 3.625

2.633 .146 2.346 2.920

2.379 .146 2.091 2.666

色相
ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

トーン
同じ

高い

低い

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 癒される

.335 .212 .342 -.173 .844

.060 .212 1.000 -.449 .569

-.335 .212 .342 -.844 .173

-.276 .212 .582 -.784 .233

-.060 .212 1.000 -.569 .449

.276 .212 .582 -.233 .784

.600* .212 .014 .092 1.109

.538* .212 .034 .030 1.047

-.600* .212 .014 -1.109 -.092

-.062 .212 1.000 -.571 .447

-.538* .212 .034 -1.047 -.030

.062 .212 1.000 -.447 .571

.083 .212 1.000 -.426 .592

.440 .212 .115 -.069 .949

-.083 .212 1.000 -.592 .426

.357 .212 .279 -.152 .866

-.440 .212 .115 -.949 .069

-.357 .212 .279 -.866 .152

(J) トーン
高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

高い

低い

同じ

低い

同じ

高い

(I) トーン
同じ

高い

低い

同じ

高い

低い

同じ

高い

低い

色相
ベージュ

赤

青

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 癒される

3.526 2 1.763 1.424 .241

836.596 676 1.238

12.008 2 6.004 4.852 .008

836.596 676 1.238

6.020 2 3.010 2.432 .089

836.596 676 1.238

対比

誤差

対比

誤差

対比

誤差

色相
ベージュ

赤

青

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は トーン の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立し
たﾍﾟｱごとの比較に基づいています。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 



9. トーン * 色相 

推定値

従属変数: 癒される

3.398 .146 3.111 3.685

3.171 .146 2.884 3.458

2.819 .146 2.532 3.106

3.062 .146 2.775 3.349

2.571 .146 2.284 2.858

2.735 .146 2.448 3.022

3.338 .146 3.051 3.625

2.633 .146 2.346 2.920

2.379 .146 2.091 2.666

色相
ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

トーン
同じ

高い

低い

平均値 標準誤差 下限 上限

95% 信頼区間

 
ﾍﾟｱごとの比較

従属変数: 癒される

.226 .212 .857 -.282 .735

.579* .212 .019 .070 1.088

-.226 .212 .857 -.735 .282

.353 .212 .290 -.156 .861

-.579* .212 .019 -1.088 -.070

-.353 .212 .290 -.861 .156

.491 .212 .062 -.017 1.000

.327 .212 .371 -.182 .836

-.491 .212 .062 -1.000 .017

-.165 .212 1.000 -.673 .344

-.327 .212 .371 -.836 .182

.165 .212 1.000 -.344 .673

.705* .212 .003 .196 1.214

.959* .212 .000 .451 1.468

-.705* .212 .003 -1.214 -.196

.254 .212 .693 -.255 .763

-.959* .212 .000 -1.468 -.451

-.254 .212 .693 -.763 .255

(J) 色相
赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

赤

青

ベージュ

青

ベージュ

赤

(I) 色相
ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

ベージュ

赤

青

トーン
同じ

高い

低い

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率

a
下限 上限

差の 95% 信頼区間
a

推定周辺平均に基づいた

平均値の差は .05 水準で有意です。*. 

多重比較の調整: Bonferroni.a. 
 

=1変量検定

従属変数: 癒される

9.377 2 4.688 3.788 .023

836.596 676 1.238

6.891 2 3.446 2.784 .062

836.596 676 1.238

27.205 2 13.602 10.991 .000

836.596 676 1.238

対比

誤差

対比

誤差

対比

誤差

トーン
同じ

高い

低い

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

F 値は 色相 の多変量効果を検定します。この検定は推定周辺平均間で線型に独立し
たﾍﾟｱごとの比較に基づいています。  

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 因子分析 学習経験あり 
 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

成分番号

0

1

2

3

4

5

6

7

固
有
値

因子のｽｸﾘｰ ﾌﾟﾛｯﾄ

 

回転後の成分行列 a

.870 .029 .262

.868 .220 .169

.863 .128 .212

.855 .018 .174

.830 .006 .276

.822 -.196 .239

.747 .107 .374

-.118 .903 -.143

.265 .779 .335

.454 .062 .848

心地よい

好き

住みたい

美しい

癒される

違和感がない

親しみのある

個性がある

楽しい

生活感のある

1 2 3

成分

因子抽出法: 主成分分析 
回転法: Kaiser の正規化を伴うﾊﾞﾘﾏｯｸｽ法

4 回の反復で回転が収束しました。a. 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■ 因子分析 学習経験なし 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

成分番号

0

1

2

3

4

5

6

7

固
有
値

因子のｽｸﾘｰ ﾌﾟﾛｯﾄ

 

回転後の成分行列 a

.857 .285 .045

.834 .383 .047

.774 .423 .226

.756 .430 -.187

.663 .508 .288

.303 .853 .054

.528 .735 .105

.603 .618 -.055

-.203 .009 .911

.434 .099 .782

美しい

心地よい

好き

違和感がない

住みたい

生活感のある

癒される

親しみのある

個性がある

楽しい

1 2 3

成分

因子抽出法: 主成分分析 
回転法: Kaiser の正規化を伴うﾊﾞﾘﾏｯｸｽ法

4 回の反復で回転が収束しました。a. 
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